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プロローグ







　世界が一いつ瞬しゆん、無音になった。

　周囲は瓦が礫れきと煤すすで覆おおわれ、うねる炎ほのおに照らされている。

　そして。




（……雨が、降っている）




　とても冷たい、灰かい塵じん混ざりの黒い雨。

　そして痛み。これは痛みか。

　この程度、俺おれが念じれば――




　だが、回復魔ま法ほうの効果は表れない。

《サタナキアの幹かん細さい胞ぼう》も無効化されている。

《時間遡そ航こう》に至っては、発動すらしない。

　自己修復の手段が、ことごとく失敗する……何故なぜだ。




　分からないことだらけだが、それでも今この状態が〝おかしい〟ということだけは分かった。




「無む駄だよ……この魔ま封ふう剣けんからは、いくらあなたでも、逃のがれられない」




　鈴すずの鳴るような透すき通った声。

　ふと、視線を下ろせば、そこにあるのは形の良い頭。美しき顔。

　目にはうっすらと涙なみだを浮うかべた少女が、覆いかぶさるように微笑ほほえんでいた。

　その顔立ちには、見覚えがあるような気もするし、ないような気もする。




　視界がぼやけ、意識が朦もう朧ろうとしてくる。

　少女は何かを……言っている。

　上う手まく聴きき取れない。
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　胸むな元もとからは止とめ処どなく血が溢あふれ出し、熱を帯び始める。




（……あぁ）




　ようやく、思考がおかしくなっている原因を悟さとる。

　少女の持つ刃やいばによって深く、胸を貫つらぬかれていたのだ。




　一度たび咳せき込こむと、血の塊かたまりが吐はき出される。

　見上げた暗い夜空からは、なおも容よう赦しやなく雨が降り注ぐ。

　ここは酷ひどく、寒いところのようだ。




「さようなら……私の、愛いとしい……■■■……」




　やさしく抱だき寄せ、耳元で囁ささやくように言う少女。

　こんな俺のために涙を流してくれるとは、とんだお人ひと好よしだな。




　しかし、どうしてこうなってしまったんだろうか。

　混こん濁だくする意識の中、残り僅わずかであろう時間を使って考えてみる。

　少女の腕うでに包まれていると、愛すべき人達たちがいたときの温ぬくもりの記き憶おくが蘇よみがえってくる。




（そうだった。始まりは確か――）







第01章　豚と見紛まがうような男







「――新入生の皆みなさん、入学おめでとう」

　やたら肩かた幅はばが広く目つきの鋭するどいオッサンが壇だん上じようでこちらを睨にらみながらマイク越ごしに話している。この学校の校長だというが、その雰ふん囲い気きはスーツを着ていても明らかにカタギではない。

「我わが国くにが誇ほこる国立冒ぼう険けん者しや高等学校。ここには最新の知識と最高の環かん境きようがある」

　そう、ここは冒険者学校の入学式、らしい。らしいというのは――

「精しよう進じんし、選えらび抜ぬかれた諸君らの才能をさらに磨みがき上げ、国民の期待に応こたえていけるよう期待している」

　気づいたらこの席、扇おうぎ状じように席が並ぶ講堂にいたからだ。

　もしかして壮そう大だいなドッキリかと疑ってもみたが、小者かつ小市民である俺にそんなことしても大したリアクションなど取れるわけがなく、視し聴ちよう率りつ的にも意味がない。にしてもここは――

「冒険者大学進学、特とく殊しゆ任務部隊、高位冒険者が在ざい籍せきする攻こう略りやくクラン。それぞれ希望する進路や目標があると思うが、仲間達と切せつ磋さ琢たく磨まし」

　この巨きよ大だいな講堂も、あの厳いかつい校長も見覚えがある。前の方にいる真っ赤な髪かみを刈かり揃そろえた男子生徒に、軽いウェーブがかかった桃もも色いろのセミロングの女子生徒も知っている。

　周りには両りよう刃ばの斧おのや槍やりのようなものを持ち込んで入学式に臨のぞんでいる学生もチラホラ見える。中央の一番先頭には派手な色の着物を着た女の子が、その隣となりにフルプレートメイルも見える。

　間ま違ちがいない。ここはあのゲームのオープニングの場面だ。

「貴重な学校生活を、悔くいのない充じゆう実じつしたものにできるよう過ごしてもらいたい」

　まさか、本当にゲーム内に来られるとは。
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　より強力で珍めずらしい武器と防具を探し集め、凶きよう悪あく強大な敵との死し闘とうを潜くぐり抜けながらダンジョン深層を目指し攻略する本格派アクション、でもあり、幾いく人にんかの可愛かわいい女の子達――後に実装されたＤＬＣ※で女性プレイヤー向けのためにイケメンも複数人用意！――と恋れん愛あいが楽しめる恋愛学園アドベンチャーを織り交ぜた、ダンジョン恋愛ＶＲＭＭＯ、ダンジョンエクスプローラークロニクル。通つう称しよう「ダンエク」。
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　要するに「ドキドキの恋こいをしながらダンジョン潜もぐらない？」ってゲームだ。

　プレイするにはＶＲ用のヘッドマウントディスプレイと手にはめるグローブ型のコントローラー、そしてモーションキャプチャーカメラが必要なため初期コストが高く、またゲームを作ったメーカーも無名。発売当初は全く売れず、知る人ぞ知るといったゲームだった。

　しかし美び麗れいなグラフィックに完成度の高いアクション、奥おく深ぶかいゲームシステムがじわりじわりと口コミで噂うわさになり、後に追加された攻略キャラやカスタマイズモード、ＰｖＰや数百人規模で参加できる戦争モードで人気に火が付き、ゲーマーなら誰だれもが知るほどのゲームとなるまで時間はそれほどかからなかった。

　俺は学生時代にハマってから、社会人になってもずっとこのゲームを続けていた。最初の頃ころは下手っぴだった操作も今ではボス攻略や対人戦を長時間幾いく度ども繰くり返し、かなり上手くなったと自負している。いわゆるヘビーゲーマーだ。

　家に帰るとすぐにシャワーを浴びて、レンジで温めた冷れい凍とう食品を掻かき込み、コントローラーのグローブを装着。腕を振ふり回すので、壁かべや物に当たらないようにポジション取りをしてゲームを起動する。

　掌てのひらで空中をなぞり、生体認にん証しようログイン。メール着信のマークが付いている。ダンエク運営からだ。

「よし、ちゃんとアップデートのメールが来てるな」

　数日前に「次期大規模アップデートのテスター参加権が貰もらえるよ！」という運営主しゆ催さいのゲームイベントがあり、まんまとその餌えさに釣つられて参加したのだが、そのイベント内容は本当に地じ獄ごくだった。




　ゲームイベント会場には数万人のプレイヤーが集結し、期待に胸を膨ふくらませてクエストを待ち望んでいた。「やぁお前も来たのか」「楽しみだぜ」「腕が鳴るぜ」「クリアできたら結けつ婚こんするんだ」などと和気藹あい々あいとした雰囲気を作り出そうとしているものの、景品であるテスター参加権を虎こ視し眈たん々たんと狙ねらっているのはモロバレ。どいつもこいつも出し抜いてやるというギラついた目付きを隠かくせていない。

　何気ない会話で密ひそかな牽けん制せいをしていると、突とつ如じよとして空から漆しつ黒こくの超ちよう巨きよ大だいドラゴンが墜おちてきて、数万トンの巨きよ体たいに踏ふみ潰つぶされた参加者の一割が早さつ速そく蒸発。混乱の中、トッププレイヤー達が何とか態勢を整えて反はん撃げきするが分厚い表皮に弾はじかれてまともに攻こう撃げきが通らない。時間を置かずドラゴンが即そく死し級ダメージの極ごく太ぶとレーザーを乱発し、次々にプレイヤー達が塵じん芥かいと化す。

　それでも集まっているのは歴戦のプレイヤー達だ。何とか壊かい滅めつを回かい避ひし態勢を整えたのは流石さすがといったところか。約２時間にわたる死闘の末、参加者の半数以上が犠ぎ牲せいになりながらも攻こう略りやく法ほうを編み出しバランスブレイカードラゴンを倒たおす……が、それは序章に過ぎなかった。

　ドラゴンのドロップアイテムを求めて死体に群がるプレイヤー達を尻しり目めにイベント会場が崩ほう壊かい。そこから死の脱だつ出しゆつゲームが開始された。ルートを間違えたら即死、探知無効の即死トラップのオンパレード。道中にもボスクラスのモンスターが集団で、しかも連れん携けいしながら襲おそってくる始末。その上、脱出タイムリミット有り。

　結果的にクリアすることができたものの、ほぼ運要素という糞ふんバランス。あんなの俺以外の誰がクリアできるんだってくらいの難易度だった。

　とはいえ運も実力のうち。勝ち得たものは素す直なおに喜ぼうじゃないか。報ほう酬しゆうとなる大規模アップデートのテスター参加権が添てん付ぷされているメールを開いて確かく認にん。思わず顔が緩ゆるんでしまう。

　早速インストールを開始する。許きよ諾だく契けい約やく書しよに書いてあることを斜ななめ読みすると。

「えーと、このパッチをインストールしてプレイ開始をすると、ゲーム内へ転移します……え？　転移？」

　転移ってどういう意味？　そういうゲーム設定なのか、言い回しに過ぎないのか。運営もほとほと頭がおかしいので深く考える必要もあるまい。

「テスターだから既き存そんのキャラは使えず、まっさらの状態からスタートか」

　キャラは「おまかせキャラ」にするか、自分でキャラメイクする「カスタムキャラ」を選ぶかだが、面めん倒どうなので「おまかせキャラ」でいくことにする。ある程度プレイして気に入らなければキャラメイクをし直せばいいだろう。

「よし。インストールは無事に完かん了りよう。それじゃ早速始めるぜ！」

　そして俺はゲームスタートのボタンを勢いよく押おしたのであった。
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　ふむ。俺がここにいる経けい緯いを思い出してみたがやはりアップデートプログラムのせいなのか。そんなことがありえるのだろうか。

　確かに日ひ頃ごろ「ダンエク」の世界に行って俺ＴＵＥＥＥしたい！　モテたい！　あのヒロインとチュ～したい！　って妄もう想そうしてたけどさ……いい歳としこいて恥はずかしいって？　男は何なん歳さいになっても冒ぼう険けん心しんに満ち溢あふれているもんなんだよ。

――ということで少し整理しておこう。




　Ｑ１、ここは現実なのか。それともゲーム？

「ダンエク」では校長のスピーチ、アナウンスなどはアドベンチャーゲームのように会話ウィンドウ内に言葉が表示されていた。しかし今、そんなウィンドウは何処どこにも見当たらない。またどこを見てもゲームとは思えない段だん違ちがいのグラフィック解像度。情報量が一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　ダンエクも美麗なグラフィックだが、よく見ればＣＧだとすぐに分かるレベルではあった。だが今の俺の視界は――巨大な武器や防具などのファンタジー要素を無視すれば――目を凝こらしても現実にしか見えないリアリティがある。近くに座すわっている生徒の衣きぬ擦ずれの音や、椅い子すの軋きしむ微かすかな音なんてゲームにはなかった。

　したがって、ここはゲームではなくゲームが現実となった世界と考える方が自然。元々ダンエクは現実世界の仮想化、いわゆる「メタバース」を意識して作られた圧あつ倒とう的てきな情報量を有するゲームであるものの、正直この作つくり込みがゲームだとしたら度を越している。とはいえ、もう少し情報が欲ほしいところだ。




　Ｑ２、ここがゲーム内ならログアウトすることはできるのか？

　ゲームのときは常には表示されていたインターフェイスからログアウトの項こう目もくが選せん択たくできたが、現時点で視界内にはそれらしきモノは何も見えない。それ以前に今まではログアウトなんてせずともヘッドマウントディスプレイを頭から直接外せばゲームから離はなれることはできた……が、今の俺はそんなものを頭にかぶっていない。

　そういえば会話ウィンドウはともかく、インターフェイスは学校で端たん末まつが配られてから見えるようになった気もする。ログアウトできるかどうかの判断はそれまで保留にすべきか。




　Ｑ３、元の俺はどうなった？

　不明だ。意識だけがこちらにあり、体は元の世界にあるケースも考えられる。アップデートプログラムの説明に書いてあった〝転移〟というのが真実ならば、元の世界に体はないのだろうか。確かめるにも実際にログアウトするしかない。




　Ｑ４、俺は果たして帰りたいのか？

　元の世界に帰らなければならない理由は、ある。

　まだ入社して数年とはいえ、俺がいなくなれば手がけていた案件が止まるし、多くの人に迷めい惑わくもかかる。それに一人暮らしとはいえ家賃や光熱費も掛かっている。放っておくのはまずいかもしれない。

　だが。あちらに俺の体はなく、これが完全なる転移だとしたら……

　それなら割り切ってこの世界を楽しんでしまおうか。どうしようもないときはどうしようもないのだから。幸か不幸か今の俺には家族がいないし、俺がいなくなって悲しむ人もいない。帰ることができたのならその時に考えればいい。

　色々な考えや疑問が湧わいてくるが確かなことは何も分からない。密かな興奮と混乱に身を包まれ、周りの生徒らに質問攻ぜめを仕し掛かけたい衝しよう動どうに駆かられる。だが今は冷静になるべきだ。落ち着け、俺。

　入学式の壇上で複数の教職員が、要約すると「頑がん張ばってね」という長い挨あい拶さつをし終え、やっと入学式が終わるようだ。

「――以上をもちまして、冒険者高等学校入学式を終しゆう了りようします。この後は各クラスにてホームルームを行います。Ａクラスから退席してください」

　Ａクラス。

「ダンエク」のストーリーでは後に生徒会長になるものや、有名冒険者や有名商社の子し弟ていなど、錚そう々そうたる実力者が多数在籍していた。続いて退席していくＢクラスやＣクラスでも主人公のライバルやイベントでキーとなるキャラも垣かい間ま見みえる。

　メインストーリーの登場人物を思い出しながら生徒達の顔を見ていると。

「では、最後にＥクラスの皆さん、どうぞ」

　周囲が一いつ斉せいに立ち上がり出口へ向けて移動を開始する。これから俺が在籍するクラスはどうやらＥクラスのようだ。ゲームでも「主人公」でプレイしたり、カスタムキャラを作るときはＥクラスからのスタートとなる。俺は「おまかせキャラ」を選んだのだが、カスタムキャラ扱あつかいなのだろうか。

　講堂から外へ出た生徒達は探さぐり探りで周りを見たり緊きん張ちようした空気を醸かもし出しながら教室まで無言で歩いている。窓から見える景色は圧巻だ。巨大な訓練施し設せつやら大型テナントの売店、工こう房ぼうそれぞれに結構な金が掛かっているのが一目で分かる。

（こんな凄すごい学校で学べる生徒は幸せだろうな）

　俺が元の世界で通っていた高校は何の変へん哲てつもない古びた学校だったので、施設の差が歴然。この国立冒険者学校は、資源確保などの商業的、政治的な理由から国を挙げて運営され、国庫から莫ばく大だいな金が投入されている、という設定を思い出す。

　二度目の高校生活を送るかもしれないことに対して回かい顧この念と複雑な感情を抱きつつ階段を上り「１－Ｅ」と書いてある教室へ到とう着ちやく。

（はぁはぁ……おかしい。妙みように息が上がるぞ……はぁ）

　階段を上ることがとにかくきつい。そういえば妙に腹が出てるな。手足もふっくら、というより膨らんではち切れそうだ。もしかして俺、デブキャラ？

　どんなキャラにされたのか気になったのでトイレに行って鏡の前に立つと――




　豚と見紛うような男が映っていた！




　これでもかというほど脂し肪ぼうがついた顔に肥えた体。ジャンボサイズの学生服。そしてこの顔は……ヒロインの一人に纏まとわりついて悪事を働く悪役かつセクハラキャラ。通称――

「ブタオじゃねーかっ！！！」







[image: ]







第02章　成海なるみ颯そう太た







「おまかせキャラ」を選択したら「ブタオ」になった件。

　つい先ほどまで「せっかくゲームの世界に来られたんだからヒロインとイチャイチャしつつ無む双そうできるんじゃね」的な感じで学校生活に淡あわい期待を抱いていたが、それが今、木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだけ散ったわけだ。

　鏡に映っているのは猫ねこ背ぜで、ボサボサの頭をした男子高校生。しかも体重が１００㎏は余よ裕ゆうで超こえていそうな超ちよう肥ひ満まん体たいで、首も脂肪で埋うまって見えない。さして暑い日でもないのに階段を上っただけで汗あせだくだく。息も途と切ぎれ途切れ。

「これ……本当に俺か？」

　鏡の中の男も驚おどろいたようにこちらを覗のぞき込んでいる。あたかも俺の動きをトレースしたかのように。そんな姿を見ると意識が消え入りそうになり現実逃とう避ひしたくもなる。

　元の世界では一度も太ったこともなかったため、階段を上がってちょっと移動しただけでこれほどの息切れは経験がない。ドッキリかもしれないので――ドッキリなわけがないが――試ためしに変顔をしたりモノマネ芸をしてみるが鏡の前の男はどうみても俺だった……

「むおぉ……おまかせキャラなんて選ぶんじゃなかった……」

　頭を抱かかえて蹲うずくまるが、出ている腹が突つっかかる。

「おまかせキャラ」というのは自動でランダムの能力と見た目が作られるキャラだと思っていたが、まさか既存のキャラのどれかのことだったとは。Ｅクラスには格かつ好こいいキャラなんていくらでもいるのに、よりにもよってブタオを引くあたり運がない。

　ブタオとは、とあるヒロインの攻略ルートに入ると登場する悪役キャラのことだ。

　度たび々たび下ネタでヒロインを困らせ、そのヒロインと仲良くなる主人公に対しても嫌いやがらせを散々繰り返す。そして最後には主人公に粛しゆく清せいされ退学に追い込まれ、主人公とヒロインが結ばれハッピーエンド、といった流れがあったのを思い出す。

　とはいえ、ブタオは主人公のライバルなどではない。強くもなく邪じや魔まなだけの不快モブキャラなので俺も思い入れなどなかった。ゲームでも〝ブタオ〟呼びだったため本名なんて覚えていない。

「そういえばブタオとあのヒロイン……早はや瀬せカヲルは確か幼おさな馴な染じみで許嫁いいなずけだったか」

　早瀬カヲルの情報を思い出す。

　すらりと伸のびた四し肢しに長い睫まつ毛げと切れ長の目、腰こしまで伸びた髪を後ろで一本に結んだ和風の女の子。剣けん道どうでは中学時代に全国大会での優勝経験があるほどの腕うで前まえで、学力も高く文武両道、まさに才さい色しよく兼けん備び。竹を割ったような性格で誰にでも分け隔へだてなく接する――ただしブタオ以外。

　ゲームを進めていけば早瀬カヲルは主人公の強力なパートナーとなり恋こい人びとにもなるわけだが、ブタオからしてみれば好意を抱いていた幼馴染かつ許嫁を、爽さわやかイケメン主人公に簡単に取られるのは我が慢まんならなかったのだろう。反撃手段がセクハラなのが救えないけれども。

　問題は入学時点でブタオ――悲しきかな、今は俺のことだが――と彼かの女じよは険悪な状じよう況きようになっているということ。こちらの世界でもゲームと同様に嫌きらわれているのかは分からないが、トラブルの元になるかもしれないのでなるべく近寄らないでおくべきか。

　しかし何故だろう。早瀬カヲルのことを思おもい浮かべるほどに焦しよう燥そう感のようなものを感じる。もしかして頭のどこかにブタオの記憶や感情が残っているのだろうか。何か思い出せそうな気もするけど、どこかにつっかえたように記憶を引き出せず、モヤモヤする。

　このままここで考えていてもストレスでおかしくなりそうなので教室へ戻もどるとしよう。




　何度目かの深いため息をつきながら教室へ入ると、例のヒロインから刺さすような視線を感じた。ここは気づかない振りをしておこう。

（この時点で相当嫌われてるな）

　ブタオの記憶から何も引き出せないので、これほど関係が拗こじれた原因も解決方法も分からない。時間が解決してくれることを期待しよう。

　気を取り直して自分の席を探す。前から成績順に並んだ席らしいが、なんと俺の席は一番後ろ端はしの〝学年最下位〟の席だった……。はて。入学試験ってどんなのだっけ。

　この冒険者学校高等部のＡクラスからＤクラスまでは冒険者中等部からの進学、いわゆるエスカレーター組だ。ダンジョン探たん索さく能力がある者を国が特別に選せん抜ばつした生徒達である。

　一方、Ｅクラスだけは外部受験組。受験倍率は優に１００倍以上あり、そこを勝ち抜いてきた相当なエリート、という設定だったはずだ。

　ブタオがこの学校に入れたということは、そんな化け物じみた倍率を勝ち抜いて入ってきたのだろう。何か特別なスキルがあるとかか？　最下位だとしても受かっただけ凄いし自信を持とうじゃないか。

　クラス内の何人かは知り合いなようで話をしているのもいるが、やはり緊張のせいか教室自体にピリピリとした空気が漂ただよっている。主人公やヒロインもまだ大人しく初うい々ういしいね。

　そんなクラスメイト達をぼんやり眺ながめていると、まだ二十代だろうか、スーツ姿の若い男が教室に入ってきた。

「皆、席につけ。これからホームルームを始める。まずは俺のことと、この学校。そして成績や進路についても説明する」

　自己紹しよう介かいによるとクラスの担任、村むら井い一はじめ先生という。冒険者大学卒。ということは、この冒険者高校も優ゆう秀しゆうな成績で卒業したＯＢなのだろう。細身ではあるものの、一つ一つの動作や身のこなしからして只ただ者ものではなさそうだ。学校の教師というより軍人っぽい。この一年間はこの先生が指導していくとのこと。

　自身のことを説明し終えると、次に学校についてホワイトボードに箇か条じよう書がきで書いていく。

「この学校で良い成績を収めれば、国立冒険者大学の推すい薦せん枠わくが得られたり、あるいは冒険者になる際に優ゆう遇ぐう措そ置ちを受けることができる。一流クランや民間企き業ぎようからもスカウトがくるだろう。これら人気のある進路は基本的に成績の順位で割わり振られていく」

　国立冒険者大学はダンジョン関連に特化した特殊部隊、またはダンジョン省の官かん僚りよう候補となる人材の育成を目的としている大学だ。元いた世界で言えば防衛大学や気象大学のイメージに近い。先生によると冒険者大学進学が一番人気の進路なので成績順で割り振るらしい。

　次に優遇措置。

　この学校の生徒には公務員のように様々な特典が付いており、冒険者ギルドにあるダンジョン施設が半額、または一部無料で利用できる。日本の国公立大学の学生のようなちょっぴりお得な待たい遇ぐうと似ている。利用の際は申しん請せいが必要な場合があるので注意するようにとのこと。

　あとは冒険者学校の生徒は冒険者ランク（１～10級があり、１級が一番高く10級が一番低い）のうち９級からスタートでき、簡単な手続きで即そくダンジョンに入ることができる特典がある。普ふ通つうの人は手続きの後、身元証明、筆記試験、講習、実地訓練の後に10級からのスタートとなり相当に面倒らしい。

　冒険者ギルドでのクエストの受注には冒険者ランクによる制限が課されていたり、一定以上の等級では国からも優遇措置が施ほどこされる。冒険者ランクを上げることは基本的にメリットしかないので、常つね日ひ頃ごろから意識してクエストを熟こなし昇しよう級きゆう試験を受けてみてほしいとのこと。

　また、この学校は卒業後の進路も多様とのこと。

　ダンジョン関連はホットな分野で市場規模は大きく研究開発も盛んだ。例えばこの世界の発電所は過半数が魔石を使ったもので、エネルギー産業の多くがダンジョン資源に支えられているともいえる。この魔石発電は二酸化炭素を出さない上にコストも火力発電より安く、しかも小型化できるためかなり普ふ及きゆうしているようだ。

　他にもダンジョンから取れる素材を利用した素材技術革新も相当なもので、軍ぐん需じゆ産業やＩＴ産業も多大な恩おん恵けいを受けている。これらはとにかく富を生み、世界中が競きそって投資し研究開発を行っている。そのための優秀なダンジョン探索員は官民問わず多くの機関が喉のどから手が出るほど欲ほつしていて、冒険者学校には好こう待たい遇ぐうで青田買い目的のスカウトが来るそうだ。

　もちろん普通の大学へ進学することもできる。この冒険者学校の偏へん差さ値ちは相当に高く、去年の卒業生の進学先も錚そう々そうたる大学名が並んでいる。

　そして成績について。

「ここでいう成績というのは主に勉学とダンジョン攻略での成績の二つ。校内での試合やイベント、大会なども成績に加算されるが、それはまた後の機会に説明する」

　ただダンジョン内でのみ活かつ躍やくできればいい、というわけではなく、学業も成績に考こう慮りよされている。学力はダンジョンという未知の環境に対する適応力を高め、ステータスのＩＮＴ上じよう昇しようにも影えい響きようが出るから重視されているそうだ。一応俺は元の世界で二流とはいえ大学は出ているし、学力勝負というならちょっとは有利かね。

「ダンジョン攻略は仲間と協力して進めるものだ。同時に君らは成績を競い合うライバルでもある。是ぜ非ひ精しよう進じんしてもらいたい」

　ダンジョン攻略はゲームのときでも基本的にソロより前衛後衛のバランスがいい職業で組んで潜ったほうが効率が良かった。例外として浅層ではソロのほうがいい場合もある。パーティーメンバーを見つけて組むか、ソロでひっそりと潜るか。それは後で考えればいいか。

「それでは今から端末を配るので、名前を呼ばれたらここに来い」

　腕にはめてボタンを押すと目の前に映像が浮かぶ機能が付いたハイテクなウェアラブル端末だ。空中に文字などを表示する技術は元の世界でもあったが、ウェアラブル端末としてこれを実現できたことはないはず。これもダンジョンの恩恵を受けた技術の一いつ端たんなのだろう。ガジェット好きのオラはワクワクが止まらないぜ。

　早速、端末にあるボタンを押して開いてみると、目の前に15インチほどの大きさの画面が開いた。他人の開いている画面も見えるので網もう膜まくに映しているのではなく、空中に投とう影えいしているタイプだ。

　トップ画面には名前やステータスが書かれている。




〈名前〉　成海颯太（ナルミ　ソウタ）

〈レベル〉　１

〈ジョブ＆ジョブレベル〉ニュービー　レベル１

〈冒険者階級〉：―未登録―

〈ステータス〉

　最大ＨＰ：７

　最大ＭＰ：９

　ＳＴＲ：３

　ＩＮＴ：９

　ＶＩＴ：４

　ＡＧＩ：５

　ＭＮＤ：11

〈スキル　１／２〉

・大食漢

・〈空〉




　ふむ。ブタオの名前は成海颯太というのか……言われてみればそんな名前だった気がする。ともあれ、元の世界の俺はおっさんに片足突っ込んでたし、高校生活を送るうえで若返ってくれたのはポジティブな面だ。

　レベルとジョブレベル※は共に１だ。戦ったことがないから１なのだろう。ちなみに【ニュービー】ってのは「初心者」や「新参者」とかいう意味で、初期状態なら例外を除いて最初のジョブは【ニュービー】となる。経験値を貯ためてジョブレベルを上げていけば特定のスキルを覚えたり、他のジョブへジョブチェンジしたりすることもできる。
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　冒険者階級が未登録になっているのは、現時点では冒険者ギルドで登録をしていないからだろう。ダンジョンに入るなら早いところ、冒険者ギルドへ行ったほうがいいと心にメモしておく。

（ステータスの能力値は……正直かなり低いな）

　ゲームではこの初期能力を決めるのに何度もリセットマラソン※をしてＡＬＬ10以上のステータスとレアスキルを狙ったものだ。育ってしまえば初期ステータスなんて誤差みたいなものになるが……まぁ文句を言っても変わる事はないので気にしないでおこう。
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　これらの数値は入学試験のときに測定した数値らしい。それが冒険者学校のデータベースに送られてこの端末に転送されたものなので、リアルタイムのステータスが反映されているわけではないということは注意しなければならない。

　――そして。

（……え？　《大食漢》なんてスキルは初めて見たぞ。というかコレのせいで太ってるんじゃないのか？）

　この世界ではダンジョンでレベルやジョブレベルを上げていなくても初期の状態からスキルを覚えている人もいる。攻撃スキルや回復魔ま法ほうなんてのを覚えていると序じよ盤ばんにおけるダンジョンダイブがスムーズになるため、俺おれもリセットマラソンをして良スキルを狙っていたものだが……《大食漢》なんてスキルが果たして何の役に立つのか。

　文字からして大量に食べそうなスキルだけど……もしこの体で生きていくことを強しいられるのならば、さっさと他のスキルで上書きしてダイエットに励はげんだほうが良いかもしれない。階段を上がるだけで息を切らしている場合ではないのだ。

　他には電話やメール、カメラ、ＳＮＳ機能がある。ダンジョン内で仲間との通信にも使えるし、作戦指示や指揮も可能なようだ。レポート提出などにも使う機能もインストールされている。

（肝かん心じんのログアウトの項目は……ない。やっぱりないぞ。ログアウトできないのか？）

　やはり意識だけがゲームの世界にあるのではなく、完全な転移なのだろうか。端末のインターフェースにログアウト項目がない以上、他に帰る手段は思いつかない。どうしても帰りたいというわけではないが、ブタオになってしまったのはいただけない。鬱うつ々うつとした気分だ。せっかく夢にまで見た「ダンエク」の世界なのに……







第03章　イケメン主人公







　ホームルームでの連れん絡らく事じ項こうや説明が終わり、今日のところはお開き。次は来週の月曜日からの授業となる。

　早速ダンジョンに潜りたいクラスメイトの何人かが集まり、パーティー構成について話し合っている。まだ誰もダンジョン経験はなく、ジョブも【ニュービー】のはずなので、みんなで囲って叩たたく作戦で行くようだ。初心者でも行けるような浅い階層は敵も弱いし回復役やサポート役が入った構成を考えるより、皆で殴なぐったほうが手っ取り早いので間違ってはいない。

　俺はといえば訳の分からないスキルしかない上に、この体形。参加したいと声を掛けても躊ちゆう躇ちよされるだけだろう。しばらくはソロで潜ろうか、いや、潜るのは良いがこの贅ぜい肉にくを落とすことも考えねば……などと考えていると。突とつ然ぜん、教室に角かく刈がりゴリマッチョとその取り巻きらしき男達がやってきた。

「Ｅクラスの落ちこぼれ共！　こちらはＤクラスを仕切る、刈かり谷やい勇さむという方だ。今からお前らを選抜して俺おれ達たちの配下にしてやる。ステータスとスキルを教えろ」

　入学初日に落ちこぼれも何もないだろうに、服を着き崩くずした細身の取り巻きＡが勝手なことを言い始めた。紹しよう介かいされた刈谷本人は教きよう壇だんの上で腕うでを組んで静かに目を閉じ仁に王おう立ちしている。

　そういえばゲーム序盤にそんなイベントがあったな。確かコイツらに目をつけられる女の子を守るために主人公が庇かばい、１ヶ月後に決けつ闘とうイベントとかいう流れだったか。

「おい、刈谷さんを待たせるな。まずはお前、ステータスを見せろ」

　取り巻きが近くにいた男子生徒を指差す。だが男子生徒は突然やってきての上から目線の指示に不服のようだ。

「なんでいきなり来たお前らに見せなきゃいけないんだよ」

　すると小太りでロン毛が絶望的に似合っていない取り巻きＢの目つきが変わり、息が詰つまるような淀よどんだ空気が場を支配する。

「……おい。お願いしてるんじゃねぇ、命令してんだぞ、あ？」

　これがレベル差による強者の《オーラ》か。至近距きよ離りで猛もう獣じゆうに息を吹ふきかけられたような威い圧あつ感が向けられる。

　レベルはダンジョンでモンスターを倒し、一定量の経験値を集めれば上がるのだが、それと同時にＨＰ体力やＳＴＲ膂力など肉体的にも大おお幅はばに強化され、超ちよう人じんじみたことができるようになる。

　この肉体強化はダンジョンから漂う「魔素」が場に満ちていることが条件で、ダンジョン内部か、ダンジョン入り口から範はん囲い１５０ｍほどまでしか効果がない。この魔素が満ちている場のことを「マジックフィールド」と呼ぶ。

　逆に、マジックフィールド外なら肉体強化はされないが、冒ぼう険けん者しや学校の校舎はダンジョン入り口を覆おおうように作られていて、この教室もマジックフィールド内。つまり、レベルを上げたことによる肉体強化がモロに出てしまうのだ。

　その肉体強化された状態で《オーラ》を垂れ流すと威圧になるわけだが……かわいそうに、威圧された男子生徒は取り巻きの前に縮こまってしまっている。

「あ……うぅ、こっ、これです……」

「さっさと見せりゃ弱い者いじめなんてしねーよ。やっぱりＥクラスはレベル１の【ニュービー】か」

　Ａ～Ｄクラスは中等部からのエスカレーター組。一いつ般ぱん的てきには15歳以上しか入れないダンジョンに、彼かれらは３年も早く入ってレベルアップを経験している。そんな奴やつらとレベルアップを一度もしたことがない俺達が戦っても勝負になんてなるわけもなく、ワンパンで軽くぶっ飛ばされるくらいの実力差はあることだろう。

「次、そこのデブ！　早く見せろっ！」

　小太り長ちよう髪はつの取り巻きＢが俺をデブデブと指差す……が、お前も大たい概がいデブだからな。別に言い争うつもりはないので端末から俺のステータスを見せる。

「っか～っ、何だこの低いステータスと使えなさそうなスキルは。雑魚ざこすぎるな！　次、お前」

　はい、雑魚認定きました……まぁいいけど。これからレベルアップして無双しちゃうもんね！　悔くやしくないもんねっ！

　心の中で取り巻きＢにシャドーボクシングをしていると、次にゆるふわピンク髪がみの女の子が指名される。そうそう、この子が目を付けられるんだっけか。

　彼女はダンエクのヒロインであり、女主人公としても選べる重要キャラ。三さん条じよう桜さくら子こさん、通称「ピンクちゃん」だ。親しみやすく愛あい嬌きようを感じる大きなタレ目に、これまた大きなお胸。大人しめの雰ふん囲い気きが男性の庇ひ護ご欲を掻き立てる。

　女主人公なだけあって数々の男を手玉に取るシナリオも用意されており、逆に言えば彼女を敵に回すと怖こわそうなので距離を開けておくべきキャラの一人とも言える。

「お前カワイイじゃん。能力は……レベル１だし微び妙みようだが、特別に俺達のパーティーに入れてやるよ」

「えっ、えっと……」

　おどおどしているピンクちゃんの顔を無ぶ遠えん慮りよに覗き込こむ取り巻きＡ。下げ卑びた顔つきの取り巻きＣが彼女の肩かたを掴つかもうとするが――

「嫌がっているじゃないか」

　そこらでは見ないほど整った顔をした男子生徒が、少女へ向けて伸ばされた腕を制止する。

　燃えるような鮮あざやかな赤髪に金色の瞳ひとみ。人好きのする笑え顔がおを向けられているはずなのに、取り巻き達は得体のしれない圧あつ迫ぱくを受けたかのように怯ひるんでしまう。

「な……テメェ何者だっ」

「僕ぼくは赤あか城ぎ。今はレベル１だけど、いずれこの学園最強になるつもりだよ」

　取り巻き達が突然の最強発言にドッと笑い出す。それでも相当自信があるのか赤城君の顔には憤ふん怒どや動どう揺ようは一いつ切さいなく、笑顔も絶やさないのは大したメンタルだ。

　そう、彼こそがダンエクの主人公、赤あか城ぎ悠ゆう馬ま。レベル１の初期値ですら異常に高いステータスを持ち、クエストを進めていけば【勇者】という強力なジョブに就つくことができる。甘あまいマスクで10人を超えるヒロインも同時攻こう略りやく可能。色々な意味でまさに超人。

　ゲームで彼をメインキャラとして使っているときは爽やかさを保ちつつ、ストイックで向上心のある姿に好感が持てたが、ブタオとなった今はいけ好かないヤリチン野や郎ろうとしか思わない。というかコイツに俺は粛清される可能性があるのか……

　見下していたＥクラスの生徒が最強を語ったことで気に障さわったのか、刈谷は閉じていた目を開き、赤城君を睨にらむ。

「冒険者がどういうものなのかも何も知らない無知野郎が……調子に乗りやがって」

「かっ、刈谷さん。しょうがないっすよ、しょせんコイツはＥクラスの雑魚だし」

　こめかみに青筋を浮うかべながら怒いかり心頭の刈谷。慌あわてた取り巻き達たちが宥なだめようとする。こいつはＤクラスの中でも頭一つ抜ぬけて強いのだ。

「本当に最強になれるかどうか俺が直々に試してやる。そうだな……１ヶ月後でいいか」

「……」

　スケジュールを確認しているのだろうか、端末の画面を見ながら刈谷が静かな口調で挑ちよう発はつする。怒りに任せて暴れると思った取り巻き達は、刈谷の冷静な態度を見て安心する。

（ここまではゲームと同じ流れになっているな）

　この刈谷イベントはメインストーリー上のシナリオではなく、あくまでサブイベントの扱い。強制受じゆ諾だくイベントではない。

　仮にこの挑発を受けた場合は１ヶ月後に闘とう技ぎ場じようにて決闘イベントとなる。そこで主人公が勝てば、このクラスのヒロイン達の好感度が少し上がり、背後にいるＢクラスの支配者イベントに発展する。受けない場合はその時点でイベント失敗扱いとなり、受けて負けた場合と同様にヒロインの好感度がやや下がる。

　ならば引き受ければいいと思うが、刈谷に勝つことはゲームを知り尽つくしたベテランプレイヤーでなければ難しいという大きな問題がある。端たん的てきに言えばこのイベントは〝二周目用〟なのだ。

　１ヶ月という短い期間で効率よくレベルを上げ、装備を揃そろえ、相手の武器特性とスキルを見切りつつ、急所やカウンターを狙ねらう戦せん闘とうスタイルの確立。それくらいできてようやく勝つことができる相手なのだが――

　そういえば俺は今、ゲーム主人公ではなくブタオなのである。

　別に赤城君のこの後の選択に興味がないわけではない。だが、このイベントが進んだところでブタオに影響があるようなことは起きないだろうし、イケメン主人公である赤城君のハーレム具合が捗はかどるか否いなかという問題でしかない。

　つまり「腹減ったなぁ」とか「やっぱりピンクちゃんのおっぱいデカいなぁ」などと大して変わらない事じ項こうであり、刈谷イベントなんてものは鼻をほじりながら気楽に眺めていられる状況に過ぎないのだ。

　そんな俺の心情とは裏腹に、赤城君と刈谷の睨み合いは続く。

「この学校には怪かい物ぶつがわんさかいる。１ヶ月の猶ゆう予よとはいえ俺程度を倒たおせないようなら最強になるなんざァ……土台無理な話だ。違ちがうか？」

「……違わない。受けて立つさ」

　背筋を伸ばし、真まっ直すぐと刈谷の目を見つめて宣言する赤城君。その答えに囃はやし立てる取り巻き達と、ざわざわとどよめくクラスメイト達。３年早くダンジョンに潜もぐることができたアドバンテージを、たった１ヶ月で覆くつがえせという無理難題を受けるとはクラスメイト達も思ってはいなかったようだ。

「決闘はセーフティールール、闘技場で行う。死にはしないが……それでも腕の１本や２本くらいは覚かく悟ごしとけよ」

「……あぁ」

　さすが主人公。刈谷の《オーラ》を正面から受けても余裕のようだ。一方の俺はといえば、心臓を鷲わし掴づかみされたかのような恐きよう怖ふを感じてビビってしまった……あっ、少しちびったかもしれん。威圧マジ怖い。

　刈谷達が「お前の顔と名前は覚えたからな」と捨て台ぜ詞りふを吐はきながら教室を出ていくと、赤城君はウィンクをして不安に揺ゆれているピンクちゃんを気き遣づかう。クラスメイト達も心配だったのか駆け寄り、頑張ってくれと激げき励れいする。

　異性にちゃんと配はい慮りよできる上に、満ち溢あふれる自信で不安な空気を一変させるムードメーカー。あっという間にクラスの中心になるとは、これがカリスマか。悪役かつ小悪党のブタオと対極にいる存在と言えよう。

　だが、どう考えても刈谷イベントの受諾はメリットよりデメリットが大きい。最強なんてものは宣言するものではなく周りに認められるものだと思ってる俺からすれば、リスキーな挑発に乗っているようにしか見えない。まぁそこが物語の主人公と小者の違いってことなのかもしれないが。

　さてと。色々と考えたいこと、やりたいこともあるので今日はもう帰ろう。自分の荷物を纏め、教室から出ようとすると――

「ちょっと」

　背後から不ふ機き嫌げんそうな声を掛けられる。振ふり向くとブタオの幼馴染であり許嫁の早はや瀬せカヲルが腕を組みながら立っていた。

　ただ棒立ちしているだけなのに、切れ長の目に真っ直ぐ鼻筋が通った美しい顔、モデルのようなスタイルのせいで周囲の目を引く。淡い水色の髪を高い位置で１本に縛しばったサイドテールが、より清潔感を高めていて実に似合っている。
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　ゲームのときのグラフィックよりも格段に美人になっている彼女に突然声を掛けられ、何の心の準備していなかった俺は浮うき足あし立だちそうになる。

「今日は……どうするの？」

「……」

　どうするの、とは。何か約束でもしていたのだろうか。

　ゲームではブタオが彼女に対し一方的にダル絡がらみをしていたような気がするが、幼馴染でもあるのでゲームには描えがかれていなかったやり取りが裏ではあったのかもしれない。

「何か……言ったらどうなの」

　組んでいる腕の人差し指をトントンさせているのを見る限り、どうやら相当苛いら立だっているご様子。

　ゲームを開始したらいきなり転移させられブタオとなった俺には、ゲーム情報以外で判断できる材料がない。そもそも、いきなり他人に入れ替かわるとかハードモードすぎやしないか。

　ここで理り不ふ尽じんだと言ったところで何か解決するわけもなく、適当に言葉を濁にごし逃にげに徹てつしたほうがいいだろう。まずは色々と情報を集めるために時間が欲ほしい。

「今日はちょっと用事を思い出して。すまないな」

「……そう。それじゃ」

　さしてこちらに興味がないようですぐに視線を外し、赤城君のいる集団へと戻る幼馴染。とりあえず乗り切れたようなのでここを後にしよう。

（というかこの焦燥感のようなものは何なんだ……ブタオの感情なのか？）

　イケメン主人公に幼馴染が取られてしまうことを気にしているのかな。あれだけの美人なら他の男も放っておかないだろうし、その心配も分からんでもない。

　だが、ゲーム通りならば彼女に無理に関かかわろうとすればするほどブタオの立場は悪くなり、その先には粛清と退学が待っている。学校を辞やめるかどうかは措おいておくにしても、障害となりえるこの感情は抑おさえておくべきだな。
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　――　早瀬カヲル視点　――




「早瀬さん、ぼーっとして、どうしたの？」




　今日知り合ったクラスメイトに言葉をかけられ、はっとして笑顔を取り繕つくろう。

　どうにもいけない、私としたことが気が抜けてしまっていた。慌てて二言三言、言葉を交かわしてから皆みなと同じように帰り支じ度たくに取り掛かかる。

　顔を上げてみれば丸々と太った男子生徒の姿が再び目に入り、自然とため息が出てしまう。

（せっかく……離はなれられると思っていたのに）

　無事入学式が終わりホッとしている反面、私の幼馴染であり不本意ながら許嫁となってしまった成なる海み颯そう太たも、最下位とはいえこの冒険者学校に合格してしまったことに、今いま更さらながらどうにもモヤモヤした気持ちを抱だかずにはいられない。

　冒険者学校に入った理由は、憧あこがれている冒険者のように自分もなりたかったから。しかし次の、その次くらいの理由は、颯太と距離を置きたい、というのがあった。

　小さい頃ころはまだよかった。性格は捻ひねくれていたけれど今よりも素す直なおで……私に優やさしい笑顔を向けてくれていた。男の子にいじめられたときも間に入り、守ってくれる甲か斐い性しようだってあった。

　だけど中学に入った頃からか、いやらしい粘ねん着ちやく質しつな目で――特に胸部を――見てくるようになり、ここ１～２年ではまるで私のことを己おのれの所有物であるかのように周りに言いふらし、時にはセクハラ紛まがいの行こう為いで辱はずかしめられ、中学時代は常に肩かた身みが狭せまい思いをしてきた。

　態度を改めてほしいと懇こん願がんしたこともあったけど、颯太は聞き入れるどころか私に対する執しゆう着ちやくをますます強めていった。だから冒険者学校の受験を機に距離を離そうと思っていたのに……結局は共に冒険者学校に合格し、クラスメイトとなってしまった。

　先日には成海家のご両親から「カヲルちゃんの得意な剣けん術じゆつを颯太にも教えてあげてくれないか」と頼たのまれてしまった。本当は断りたかったのだけれども、小さな頃からお世話になっている彼らの頼みなので受けざるを得なかった。

　仕方がないので稽けい古こに付き合ってみたものの、まるで駄だ目め。颯太の場合、あれほど膨ふくらんだ体ではまともに動くことはできず、忍にん耐たいもないのですぐに放ほうり投なげてしまう。稽古以前の問題だ。

　そんなわけでまず糖質と脂し質しつを抑えたバランスの良い食事メニューを組み、食生活の改善を試みたものの、それも無む駄だに終わった。陰かげでコソコソと大量のスナック菓が子しを食べていたり、早朝のランニングに誘さそっても走る気は全くなく、あろうことかデートと勘かん違ちがいし、無視して走ると癇かん癪しやくを起こす始末。

　今日は共に素す振ぶりの稽古をやろうと約束していたのに案の定やる気が見られない。

　この２週間、私なりに頑がん張ばってはみたけど成果はゼロ。

　成海家のご両親にお願いされたからやっていただけで、愛なんてものは……もう、どこにもない。それにこれくらいやればもう十分だろう。颯太の近くに私がいても甘えるだけでためにならないし、これからは己を必死に鍛きたえていかねばならず、余よ裕ゆうもなくなってくる。




　――だから、最大の難題を一刻も早く解決しなくてはならない。




　ここまで私を追ってきた執しゆう念ねんには驚おどろいたけど、今の颯太と結けつ婚こんするなど無理。もちろん成海家のご両親には申し訳ないとは思っている。でも私とて乙おと女めであり、自由な恋れん愛あいによって理想の殿との方がたと結ばれたいという願いを持ち合わせているのだ。

　颯太の見た目は――幼いときの姿を思い起こせば――改善できる余地はあるので目を瞑つぶるにしても、あの向上心のない怠たい惰だで卑ひ屈くつな性格を許容することはできない。

　何としても婚こん約やくを破は棄きせねばならない……が、破棄するにもあの〝結けつ婚こん契けい約やく魔ま法ほう書〟の在あり処かを掴む必要がある。ここ何年も成海家に入って調べてはいるものの、颯太は抜けているようでなかなか尻しつ尾ぽを出さない。手がかりもなく進展もない。

　あれがある限り私は逆らえない。このままでは高校生活においても、また私のそばから離れず中学時代の二にの舞まいとなるだろう。その内、私の体を貪むさぼろうと卑ひ猥わいな命令をしてくるかもしれない。そのことを考えると焦あせりと苛立ちが募つのるばかり。

（あぁ、せめて颯太が……そう、彼のように勇ゆう敢かんで気き概がいのある男だったのなら）

　つい先ほど、ガラの悪いＤクラスの生徒を追い返し、クラスの中心となった男子生徒が目に入る。名前は赤城と言ったか。

　自信に満ち溢れたあの目、気高い立ち振る舞まい。強くなろうという前向きな姿勢を見ていると、私のささくれ立ち荒すさんだ心も落ち着いていく。そして颯太との大きな大きな違いを認にん識しきさせられ、再び深いため息をつくのだった。







第04章　世界設定







　入学初日が終わり、帰き途とに就く。

　何の心構えもなく突然ゲームの中に転移したので、一体何がどうなっているのか腰こしを落ち着けてじっくりと考えたい。そのため、自分の部屋があるであろう学がく生せい寮りように向かって歩いているところだ。

　この冒険者学校は全国から生徒が集まってくる。そのためほとんどの生徒はこの学校に隣りん接せつする寮りようから通っているのだ。俺も同様に寮住まいかと思いきや――

「あんれぇ……ナルミ君だっけ。君ぃ寮に登録されてないよ？　自宅から通学してるんじゃないの？」

「えぇ……あの、ココってどこですかね。住所教えてくれませんか？」

　寮の入り口にある部屋割り表を見ても成なる海みの名前がなかったので寮の管理人さんに聞いてみたところ、どうやら自宅からの通学だったようだ。

　管理人さんから「まだ若いのに……」と小声で憐あわれみを受けつつ冒険者学校入学案内のパンフレットが手て渡わたされる。表紙を捲めくって所在地を見てみれば、見知った場所が書かれていた。そういえばダンエクの世界は同時代の仮想日本が舞ぶ台たいだった。

　元の世界でこの付近には遊びに来たことがあるが、山と海が眺められる風ふう致ち公園と閑かん静せいな住宅地だったはず。それなのに校内から見える周囲の景色はビルやマンションだらけだ。ここら辺りは今深く考えても答えは出なさそうなので管理人さんに礼を言い、調べてもらった自分の家とやらを目指してみることにする。




　やけに厳重で頑がん強きようそうな正門から外に出ると学校前はホテルやデパート、複合商業施し設せつが立ち並ぶ繁はん華か街がいになっていた。一見、元の世界の街並みと同じように見えるが、通行人を見れば鎧よろいを着ていたり大きな武器を背負っている人もいたりで間ま違ちがいなくダンエクの世界だと分かる。

　そんな街並みを眺めながら数分ほど歩いたところで、目的の住所に辿たどり着く。

　家の一階部分は店てん舗ぽになっており、入り口上部には『雑貨ショップ　ナルミ』と大きく書かれている看板がある。雑貨屋だろうか。家の表札もちゃんとブタオの苗みよう字じである「成海」なので間違いはない。しかし、車も置いてあり、どうみても俺一人で住んでいる家でもない。

（これ入っていいのか？　でも知らない家に入るのは抵てい抗こうが……いや俺はここを知っている？）

　辛かろうじて記き憶おくを引き出せたのか、目の前の建物を見ると既き視し感かんと実家のような安心感が湧わいてきた。というか実際、ここがブタオの実家なんだろうけど。

　しばらく店の前でうろうろしていると、店の中からエプロンを着た四よ十そ路じくらいの女性が声をかけてくる。

「あら、颯太だったの。不ふ審しん者しやかと思ったじゃない」

「えぇと……ただいま……」

　柔にゆう和わな顔とスラッとした細めのスタイル。ブタオの太ったイメージとかけ離れているので母親ではないと思ったが……何とブタオの記憶がこの四十路美人が母親だと言っている！

「おにぃ。おかえり～」

　奥おくから小学校高学年から中学生くらいだろうか、大きなパーカーを着た童顔の髪の長い女の子が髪かみ留どめをしながら出てきた。これまた可愛かわいい子だが……俺を「おにぃ」と呼ぶということは、まさかこの娘むすめがブタオの妹だというのかっ！

「そんな目を見開いて……どうしたの？」
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「あ、いや。何でもない」

　美形なサラブレッドからロバ……いや豚ぶたが生まれるとは。この世の神秘に触ふれた気分になる。

　そんな不思議な感かん慨がいに耽ふけりながら、ふらふら家へと入る。母娘は冷蔵庫の前で今日のご飯はどうするかと話し合っていて、特に俺のことは気にしていない模様。

　俺の部屋は……階段を上がって２階の奥か。

　少しずつブタオの記憶を引き出すコツのようなものが分かってきた。どうやら思い出そうとするプロセスがいつものそれと違うようだ。別の人格を意識して覗のぞき込むような感じなので今まで勝手が分からなかったのだ。

　普ふ段だんの思考は俺が主体だし、すぐに引き出せる記憶も元の世界の俺と特に変わらない。だが早はや瀬せカヲルや家族など、思い入れのある人物と話したとき、無意識的にブタオの感情がフラッシュバックすることがある。それらは俺の心情とは明確に違うので分かりやすい。

　例えば早瀬カヲルを思おもい浮かべたときの焦しよう燥そう感だったり、先ほどの母娘を見たときの安あん堵どの感情だったり。俺には美人の恋こい人びとなんておらず、家族もいなかったので、唐とう突とつに溢れ出す経験のない感情に戸と惑まどいを感じた。

　これらを踏ふまえると俺はただ転移してブタオの体に入り込んだのではなく、俺という人間にブタオの記憶や感情が付ふ随ずいし混ざり合って同化している、というのが正解かもしれない。

　突然異世界から来た知らない人に乗っ取られたブタオ君にはすまないと思うし、俺としてもさっさと出ていってやりたいのだが――というか全すべてダンエク運営が悪いのだが――そもそも出ていく方法が分からない。

　今後出ていくにも、もしくはこの世界でブタオとして生きるとしても、情報を色々と集めて上う手まく乗り越こえていかねばならない。さて、何から手を付けていこうか。




　ブタオの部屋は北東に位置しているため、日当たりがそれほど良くないので薄うす暗ぐらい。中に入ると床ゆかが古いせいなのか、はたまた重い体重のせいなのか少々軋きしむ。

　記憶を取り出しながら見み渡わたせば何の違い和わ感かんもなく、むしろ酷ひどく落ち着く。突然の転移で勝手が分からず、今まで何気に緊きん張ちようしていたのだと初めて気づく。ベッドの上に荷物を投げ捨て、ほっと一息……というか。

（汚ねぇ部屋だな、オイ！）

　違和感は確かにないが、そこら中に脱ぬぎすてた衣類や菓か子し袋ぶくろが散乱し、書しよ籍せきや漫まん画がが積み重なって半分ごみ屋や敷しきと化している。仕方がないのでテレビでも点つけながら片付けるとしよう。

　テレビ画面には恰かつ幅ぷくのいいオッサンが国会の壇だん上じようで何やら話している。画面下には名前と上院議員で伯はく爵しやくであると説明が書かれている……伯爵ねぇ。

「ダンエク」の世界設定は日本を模したものになっている。だが模したものというだけで政治システムや国際関係、国民の考え方は民主主義の現代日本と大きく異なる。強権的で軍事色が強い政治に、貴族制を採用しているなど、どちらかといえば戦前の大日本帝てい国こくに近いだろうか。

　まず政治システムだが、貴族院とも呼ばれる貴族のみの上院と、庶しよ民みん院とも呼ばれる庶民でもなれる下院で政治を行っている。貴族は領地を持っているわけではないが単なる称しよう号ごうというわけでもなく、司法では裁かれないとか爵しやく位いに応じた政治力を行使できるなど幾いくつもの既き得とく権益や強力な社会的特権も持っている。

　学校にも貴族やそれに仕える士族が何人もいるので、対応する際には注意が必要だろう。流石さすがに切捨御ご免めんなんてないと思うが。成海家は……どうみても庶民だな。

　そして調べてみれば、ダンジョンが登場する明治初期くらいまでは日本と酷こく似じしていることが分かる。戦国時代の武将や徳川幕府の将軍の名前も教科書や端たん末まつで参照した限りでは同じだし、明治維い新しんも知っている通りだ。だがその後にダンジョンが登場したことで現代日本になる過程が大きく枝分かれし歴史が変わっている。

　この国の皇族や政治家はどうなっているのか調べてみたが、明治以降では名前が一人も一いつ致ちしない。ダンジョンが原因で継けい承しよう者しやが変わったのか、あるいはこの国は明治以前の日本をモチーフにしただけで全く別の国なのか。今のところ後者のように思えるが、もう少し情報を集めたいところだ。

　チャンネルを変えてみると、どこやらの冒険者くずれのテロリストが政治家を誘ゆう拐かいしたというニュースが流れる。これも国内の話。元の世界の日本と比べて随ずい分ぶんと治安が悪い。

　本来、マジックフィールド内でしか効果がない肉体強化だが、そのマジックフィールドはこの世界では十数年ほど前に人じん為い的てきに作ることが成功している。それ以来、レベルアップを繰くり返して銃じゆう弾だんすら効かなくなった冒険者くずれによる武力行使が問題となっているのだ。

　いくつものテロリストが冒険者くずれを取り入れ、その武力を背景に政治的主張をする一方、国もそれに対たい抗こうして冒険者を育成し配備。外交や諜ちよう報ほう分野では超ちよう人じん的てき肉体を持った多くの冒険者が暗あん躍やくしているという。世はまさに冒険者時代なのだっ！　なんつって。

　スポーツなどはマジックフィールド検知システムを導入して肉体強化を排はい除じよし、公平なことをアピールしているようだ。そりゃ巨きよ大だいな龍りゆうをも倒す肉体でサッカーなんてやられたら……それはそれで見てみたい。

　テレビを消して今度は落ちていた新聞を見てみる。日付は……四年前？　腕の端末で今日の日付を確かく認にんすると、これは昨日の新聞ということが分かる。

　四年前といえばダンエクが発売された頃か。何か関係があるのか。

　時間が巻き戻もどったなら株価チートできるんじゃないかと思い、新聞の経済面を見てみる。いくつか見知った会社があるにはあるが、いわゆる財ざい閥ばつ系列会社が経済を牛ぎゆう耳じっていて同じ名前がついた会社名ばかり。日経平均も数値がかなり違っていて元の世界の知識は使えないことが分かった。４コマ漫画を見てみると……お、ボコちゃんがやってる。

　次に部屋に置いてあるＰＣでインターネットを見る。ニュースサイト、動画サイトは普段通りで特に変わっている箇か所しよは見つからない。しかし色々なサイトを見ていると何やらおかしな事に気づく。先ほどから下着を着てポーズを決めているグラビアアイドルならヒットするが、全ぜん裸ら画像は一向に見つからない。検けん閲えつが厳しいのだろうか。こんなに思想と自由を制限してたら国の発展に影えい響きようが出てくると思うのだがいかがなものか。




　――以上のことを踏まえると、この国は戦前の日本の政治体制がそのまま続いた仮想日本……のようなものと言える。明治までは日本の歴史通りなのに、世界にダンジョンが現れた大正から昭和初期くらいから歴史が大きく変わっていることが分かる。

　この世界では第二次世界大戦で日本は決定的な敗戦を免まぬがれてはいるものの、領土は今の日本と同じ。どうやったら無条件降こう伏ふくをせずに元日本領を明あけ渡わたしたのか疑問だ。

　ゲームでは単なるワールド設定に過ぎなかったし、そういうものだと割り切っていた。だが俺おれがゲーム世界に転移したとなると話は変わってくる。

　ダンジョンが発見されたことでこういった仮想日本が出来上がったというのはゲームの裏設定集を読んでいるようで調べていて面おも白しろいが、問題はゲームが現実となったことで、とても面めん倒どうかつ不安定な状態になってしまっているということだ。主義主張を持った超人共が跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こする世界なんてどう考えても危ない。

　冒険者は冒険者ギルドの管理下で取り締しまられているとはいえ、テロリスト、もとい冒険者くずれのせいで政情や治安が悪化している。そも、貴族がのさばるこの国では人権すらあやふやである可能性すらある。こちらの社会の常識を元の日本と同じと考えて人権だ、裁判だ、警察だ、などという考えは早々に修正すべきだろう。

　そして忘れていけないのは、この世界は「ダンエク」だということ。つまり、ダンエクのシナリオやイベントが現実に冒険者学校、ひいては世界各地で起こりえるということだ。

　早さつ速そくゲーム序じよ盤ばんでお馴な染じみの「刈谷イベント」が発生したわけだが、あの流れは全て俺の記憶通りの展開となった。ゲームで起こったことがこの世界でも起こるという確たる証拠と言える。まぁ刈谷イベント程度ならはっきりいってどうでもいい。あのイベントの結果がどうなろうと、俺に大した影響があるわけでもないし。

　だがダンエクではシナリオによっては諜報部隊との抗こう争そうや国家レベルの戦争、ダンジョン一帯が更さら地ちになるなんて危険極きわまりないイベントもある。そんなことが起きたら正直手に負える気がしない。

　そして困ったことにイベント巻まき込まれ体質の「主人公」が同じクラスにいるのも問題だ。個々の破は滅めつ的てきなシナリオは、そちらに進まないようにある程度誘ゆう導どうできるかもしれないが、ゲームのメインストーリーで起こる事象については不ふ可か避ひかもしれない。

　ゲームならそういった危険なイベントは盛り上がる要素となるのに、それが現実化すれば厄やつ介かいでしかないというのは皮肉でしかない。

　今後起こるかもしれない様々なトラブルに対応できるよう、さっさとダンジョンに潜ってレベルを上げておくべきか。明日と明後日は学校が休みで課題があるわけでもない。潜る時間はたっぷりある。それに、早くダンジョンに行って遊んでみたいしな。

　そのようなことに思いを巡めぐらせながらも１時間ほどかけてようやく片付く。部屋の隅すみには紐ひもで縛られて分別されたゴミが積み上がっている。これはまた別の日にゴミに出せばいいか。

　あと片付けているときに見つけたのだが、何だろうなこの〝結婚契約魔ま法ほう書〟ってのは。普ふ通つうの色紙のように見えるけど、魔法書というからには何らかの魔法がかかっているのだろうか。

　不思議に思いブタオの記憶を探さぐってみると、どうやら小さい頃に早瀬カヲルと結婚の約束をした手形のようなものらしい。よって、魔法書でも何でもない。「大きくなったらブタオ君のお嫁よめさんになってあげるっ！」って感じのやつかな。微笑ほほえましいね。思い出の品なら捨てるのもどうかと思うのでタンスの奥にでもしまっておくとしよう。




　ひととおり部屋掃そう除じが終わり、時刻は正午を少し回ったところ。時間はたっぷりあるのでダンジョンに潜ろうと思う。が、その前に腹の虫が鳴きやまないので腹ごしらえをしておこう。

　ブタオの記憶を見る限り朝食で結構な量を食っているはずなのに、眩暈めまいすら覚えるほど無む性しように腹が減る。《大食漢》とかいうスキルがこの異常な食欲を引き起こし、ブタオをこんなに太らせたのではないかと疑っている。

　ダンジョンダイブをするにあたりこの体ではまともに動けるとは思えないのでダイエットは必ひつ須す。食事は控ひかえめにしておきたい。それにもかかわらず――

（ちょっと、これは流石に多いのではないかね）

　目の前には、ご飯とおかずが山のように積まれている。ざっと２０００キロカロリーはあるだろうか。しかも揚あげ物と炭水化物だらけで野菜はほぼなし。太ってくださいと言わんばかりの量とメニューだ。

「……あの、悪いけどこれからは量を少なめにしてくれないかな」

「大好物の唐から揚あげとコロッケなのに。風邪かぜでも引いたのかしら」

　頬ほおに手を当て心配そうに聞いてくるブタオの母親。昼飯を用意してもらっておいて何だが、これだけの量を毎日食ってるならそりゃ太る。先ほどからお腹なかがグゥグゥと鳴り、目の前のものを平らげよと訴うつたえかけてくるが精神力で抑え込む。

「ダイエットしたいからさ。野菜中心がいいな」

「おにぃ、いつから野菜食べれるようになったの？」

　妹が垂れ気味の眉まゆ尻じりをさらに下げて疑問を呈ていする。まずいと思い、急いで記憶を引き出してみると……どうやらブタオは果物すら食べられなかった筋金入りの野菜嫌ぎらいだった模様。ここは適当に誤ご魔ま化かすしかない。

「俺も冒険者学校に入ったわけで、意識を変えていこうと思ってね」

「確かに……ちょっとぽっちゃりしてるかしら？」

「おにぃはそのくらいが丁度いいと思うけどな～」

　身長１７０㎝そこそこなのに体重も余裕の１００㎏オーバー……１２０㎏くらいあるかもしれない。控えめに言っても「ぽっちゃりどころじゃないだろ」というツッコミを押おし殺し、愛あい想そ笑わらいをしておく。

「でも、おにぃはもうダンジョン行くんだ」

「さっさとレベル上げようと思ってな」

「……ふ～ん」

　目の前にいるのはブタオの妹とはとても思えない可愛らしさを誇ほこる、喜き怒ど哀あい楽らくが分かりやすそうなショートカットの童顔女子。名前は成海華か乃の。現在中学三年生で来年はブタオと同じ冒ぼう険けん者しや学校に行きたいと受験勉強を、そして武術スクールに通って頑張っているところらしい。

　その妹が何やら俯うつむいてブツブツ言い始める。もしかして疑われている？

「……おにぃ。私もダンジョン連れてって」

「へ？　でもお前まだ中三だろ」

「華乃、無理を言っちゃ駄目でしょ」

「ぶーぶー！　行きたーい！」

　ダンジョンに行きたいと駄だ々だをこねる妹。ダンジョン入場には15歳未満は原則禁止、中学生は不可という法律がある。ダンジョン浅層の１～２階ならば中学生でも勝てる敵ばかりだけれど、絶対安全というわけではない。国は国民を守るために年ねん齢れいによる入場制限をしているのだ。

　本来は15歳ではなく18歳未満が禁止だったのだが、人工的なマジックフィールド――ＡＭＦ（Ａｒｔｉｆｉｃｉａｌ　Ｍａｇｉｃ　Ｆｉｅｌｄ）と呼ばれている――の登場により、肉体強化を利用した犯罪やテロが頻ひん発ぱつし秩ちつ序じよが混乱。より多くの優ゆう秀しゆうな冒険者を幅はば広ひろく育成したい国は法改正し、入場制限を15歳に引き下げた経けい緯いがある。

　それでも、15歳未満かつ中学生である妹はダンジョン入場の許可が下りることはないが。




　目の前で母が妹を宥め、その妹が甘えてくる。家族がいない俺にはこの光景がとても温かく、儚はかないものに見える。

　小さい頃は家族がいたが、ほとんど記憶になく、こんな感じだったのかなと目の前のやり取りを見て思い出す。体を乗っ取ってしまったせめてもの罪つみ滅ほろぼしとして、ブタオが心から愛している家族は何としても守ってやりたいし、何かしてやりたいものだ。通常なら入ることはできないダンジョンだけど、抜け道みちはいくつかあるしな。いざというときも脱だつ出しゆつアイテムを持たせておけば安心だろう。

「しばらくは無理だけど、良い子にしてたらいつか一いつ緒しよに行くか」

「えぇーやったー！　じゃあ約束だよっ」

　余よ程ほどダンジョンに入りたかったのか、連れて行く約束をするとご機き嫌げんで鼻はな唄うたを口ずさみながら自分の部屋へと戻っていく妹。母親も店番のため戻っていった。

　去っていく彼かの女じよ達の後ろ姿を見ながら、そっと安堵のため息を吐く。

　先ほどは中身を怪あやしまれはしなかったものの、いつもと違うと思われたはず。いきなり「中身が入れ替わっちゃいましたーてへぺろ」なんて言ったところで頭がおかしくなったと心配されるだけだし、言うつもりはない。

　家族に余計な混乱を招かぬよう、そしてこの世界で生きていけるように、普段のブタオがどんな人間でどんな口調でどんな癖くせがあるのか、記憶を取り出し情報を整理しておく必要がある。独り身が長かったので、他人と暮らしていくということに戸惑い、頭が回っていなかった。

　しかしながらブタオの記憶や感情は意識的にも無意識的にも表に出てきているので、完全に別人になったわけではない。〝新生ブタオ〟という存在になったというべきか。本当に妙みようなことになったものだ。

　疑問に思うこともある。見た感じブタオと家族の関係は良好だし、特に心配もされていない。これがどうして学校であんな風に自意識過か剰じようで破滅的な性格になったのか。早瀬カヲルに対する執着が原因なんだろうが、果たしてそれだけなのか。

　ゲームでのブタオに関してはひたすら嫌いやな奴やつに描かれているだけなので情報が不足している。学校ではなるべく目立たないよう、また、早瀬カヲルにはできるだけ絡からまないよう慎しん重ちようにいきたいところだ。




　腹八分どころか五分にすら届いていない少なめの昼食を終え、タンスにあった中学時代のジャージに着き替がえてダンジョンへ行く準備をする。太ももや腹がピチピチになっていることから、中学時代より更さらに太ったことが窺うかがえる。まったく。

　魔石入れのリュックを背負い階段を下りると母親が店のレジ前でゴソゴソとやっていた。

「今からダンジョン潜ってくる」

「手ぶらじゃない。何も持っていかないの？」

「部屋にバットあったからそれを持っていくよ。今日は１階しか行かないからそれで大だい丈じよう夫ぶ」

　ダンジョンの１階は条件次し第だいで隠かくしモンスターも出現するが、基本的にはスライムしかでないためバットで十分だろう。オリエンテーションのときに学校で武器レンタルができるようになるので、そのときに良いのがあれば借りてみよう。

　これから起きるであろう危機から自分と家族を守るためには、まず何よりも俺が強くなくてはならない。先は遠いかもしれないが、気合を入れていこう。




　再びダンジョンのある学校にダイエットを兼かねて走りながら向かう。

　ゆっさゆっさと脂し肪ぼうを揺らしながら頑張って走ろうとしているものの、そこらを歩いている人よりやや速い程度の速度しか出ない。家から学校までは歩いて数分程度の距きよ離りなのに、その半分ほどで息が上がり、汗あせもだくだく。このままではダンジョン内で体力が尽つきそうなので結局歩くことにした。急に動くものだから体がビックリしているのかもしれないな。

　それにしても――この辺りは本当に人が多い。

　元の世界ではこの辺りは田園都市で静かな住宅街や公園が多くあった記憶はあるが、こちらの世界では全国から冒険者やダンジョン関連企き業ぎようが集まって、人口80万人以上の巨きよ大だい経けい済ざい圏けんを作り上げている。日本にはここにしかダンジョンがないためだ。

　また地価も高こう騰とうしているようでワンルームの家賃も東京都心を超こえている。裏路地にあり大して広くはない成海家の家ですら地価は相当なものになっているようだ。

（買い食いポイントも多い。こりゃ誘ゆう惑わくに負けないようにしないと）

　周りの店を眺ながめながら、ダンジョンへ入るにはどうすべきだったか思い出す。

　通常、ダンジョンに入るには色々と面倒くさい登録と面接、何回かの講習を受け、その後に筆記試験を受けなければならず、その方法では数ヶ月かかる。一方、冒ぼう険けん者しや学校の生徒は国による厳重な審しん査さをすでにパスしており、端末を見せるだけで即そく冒険者証が発行されると担任の先生が言っていたのを思い出す。

　なので、まずは冒険者ギルドへ向かうとしよう。




　冒険者ギルドは異世界ファンタジーではお馴染みの組織だが、この世界の冒険者ギルドでも似たようなことをやっている。冒険者の登録、管理やアイテム売買、クエストなどの受注や発注も可能だ。

　ファンタジーの冒険者ギルドとの違ちがいは、まずなんといっても利用者が多いこと。冒険者登録数は１０００万人を超え、毎日10万人以上が利用する巨大組織だ。冒険者ギルドの建物内には民間企業が出店していたり、、病院や図書室などの公共施設もある。冒険者以外の利用客もとても多い。

　また、ダンジョン内外における怪け我が人にんの治ち療りようや治安の管理をし、冒険者同士の抗争においてはギルドに所属する高位冒険者を派は遣けんするなど警察や自衛隊のような役割も担になっている。そのため、冒険者ギルドの建物は40階を超える近代的な高層複合ビルとなっている。

　そんな冒険者ギルドという名の巨大ビル入り口で思わず立ち止まり、見上げてしまう。

「校舎からも見えていたが、でっけぇな……」

　人通りが多い中で立ち止まるのも何なので、エントランスからそそくさと中へ移動するとしよう。

　中はレンガ調のモダンな造壁かべと大理石の床になっており、数百人が動き回っても余裕があるほどの大きな空間があった。左側には銀行のような受付がずらりと並び、右側には多数のエレベーターやエスカレーターで忙せわしなく移動する人たちが見える。

　確かここでも絡まれるイベントがあったが、今の時間は比ひ較かく的てき人通りが少なくガラの悪い冒険者はいないようだ。

　新規受付は……あっちか。

「いらっしゃいませ。ご用件は何でしょうか」

　人当たりが良さそうな受うけ付つけ嬢じようがニコニコと聞いてきた。しっかり教育ができている。ファンタジー小説のように冒険者の見た目やランクで態度をコロコロ変える受付嬢なんて流石にいないか。

「新規登録したいのですが」

「冒険者学校の生徒さんですね。その腕うでの端末ＩＤ番号と名前をこちらに記入してください」

　腕にしている冒険者学校の端末を見た受付嬢は登録書類を渡してきた。端末ＩＤはこれか。

「こちらが冒険者証となります。冒険者学校の生徒さんなので登録料はかかりません。冒険者階級は９級からとなります。冒険者に関することはこのマニュアルに書いてありますが、何か分からないことがありましたらいつでもいらしてくださいね」

　以降はこの冒険者証か腕の端末を入り口にある機械にかざせば中に入れるようになる。冒険者証は身分証明書にもなるので大事にリュックへしまっておこう。マニュアルはまた後で読めばいいか。

　それではダンジョン入り口へ向かうとしますか。ワクワクが止まらないぜ。







第05章　はじめてのダンジョン







　――ダンジョン。

　大正の初め頃、突とつ如じよ現れた異界への入り口。

　内部と外部の往来は可能だが電波や光は行き来できないため、入り口の境界面は真っ黒。空間的に別物。異空間なのである。

　発見当初は地じ獄ごくだの鬼おにが出るだの、はたまた神隠しされるだの様々な理由で恐おそれられていた。しかしモンスターを倒たおしたときに落とす魔石がエネルギー源になると分かると、我わが国くには戦争そっちのけで軍を動員し、ダンジョン攻こう略りやくに動いた。

　最初のうちは銃じゆう剣けんをメイン武器にして深層を目指していたが、そのうち銃じゆうが効きづらいモンスターが増えたことで軍の被ひ害がいが甚じん大だいとなり、一定階層以上の攻略が止まってしまう。

　だからといって国の上層部がエネルギー資源である魔石や未知なる素材を諦あきらめられるわけがない。政府主導でダンジョン攻略に向けて国費を投じ研究開発を進め、さらに力を注ぐことになっていった。

　軍だけでなく広く募った民間人――彼かれらは後に冒険者と呼ばれる――も育成し、レベル上げを支し援えん。そのための法整備や教育機関――後の冒険者学校――や行政改革を行い、ダンジョン省庁を創設、多くを巻き込こんで再び攻略を開始する。

　世界では貴重なエネルギー資源が産出されるダンジョンの支配権を巡り、いくつもの紛ふん争そうや内戦、国家間戦争が起こり多くの難民が生まれたが、幸い日本には一つだけだが国内にダンジョンが現れ、他国から狙ねらわれることなくエネルギー資源を確保することができた。

　ダンジョンで産出された魔石は、海外頼みだった日本のエネルギー事情を大きく改善させ、世界に誇れる魔石エネルギー企業がいくつも誕生。エネルギー輸出国へと発展し、経済成長に大きく貢こう献けんした。

　ここまでは日本も世界も順調であった。

　今から15年前。フランスのとある民間企業が、一時的にではあるが人為的なマジックフィールドの作成に成功したと発表。

　本来、肉体強化が現れる範はん囲いはダンジョン内と入り口から１５０ｍほどまでしかなかったのだが、この発明により場所を問わずいたるところで肉体強化を発揮できるようになった。これにより世界は良くも悪くも新時代へと強制移行することとなる。

　考えてもみてほしい。銃弾すら効かず、剣けんの一ひと振ふりで大岩をも砕くだき、走れば１００ｍを数秒で駆かけ抜ぬけられるような超ちよう人じん共が溢あふれるほどいる世界を。

　人工マジックフィールドは農業や建設業などの経済面で確かに利益を出したが、当然のごとくテロリストや政治家、宗教団体に悪用され、ついには米国大統領が殺される事件が起こった。

　武装したボディーガードが多くいたにもかかわらず、たった一人のテロリストによって大統領がボディーガードごと剣でぶった斬ぎられるというショッキングな映像が流れ、世界中の人々を震しん撼かんさせた。

　それに目を付けた国や組織は多額の金を積んで冒険者を雇やとい入れ、国家間紛争にも投入。工作、諜報、暗殺部隊要員にも使われ、戦争、外交の在り方が大きく変化。この頃ころから政治や宗教において傭よう兵へい組織が次々と表おもて舞ぶ台たいに立ち、各国の安保にも深刻な影響を与あたえ始める。

　国連によりマジックフィールドとダンジョンは悪用阻そ止しのため厳格に管理されることになったが、それでも未発見のダンジョンを使われているせいか、冒険者による犯罪は後を絶たない。対応は後手に回っている。




　――という感じのことが冒険者マニュアルに書いてあった。

　これがここ十年のことらしいけど……いやぁ深刻だね。この辺りは家でもさくっと調べたが、米国大統領まで人工マジックフィールドの被害に遭あっていたとは。

　ゲームのときはこういう世界観なんだなと頭の片かた隅すみにでも置いておき、ダンジョンに潜もぐりつつ能天気にヒロイン攻略と冒ぼう険けん者しや無む双そうを楽しんでいればよかったんだけども。

「そういえばクラスメイトにも他国のエージェントがいたっけかぁ」

　後に局地戦争や工作員と戦うためのトリガーとなるイベントキャラがＥクラスに在ざい籍せきしているのだ。彼女と行動を共にして降りかかるイベントをクリアしていけばダンジョン攻略において大きなアドバンテージが得られるが……正直関かかわりたくない。

　暗あん鬱うつな気分になりかけたが余計なことは考えず、今はダンジョンダイブを頑がん張ばるとしよう。




　　冒険者学校は地下10階、地上18階の巨大な建物だ。中等部と高等部、大学部が共用し、研究機関や民間企業まで入っている。ダンジョン入り口はその冒険者学校校舎の１階部分にある。

　元の世界では小山の麓ふもとに位置していたであろうダンジョン入り口だが、貴重なマジックフィールドを隈くまなく利用するため、小山を半分取り除きダンジョン入り口を中心としてこの巨大建造物を作り上げた。それにはダンジョン資源に対する日本政府の執しゆう念ねんを感じる。

　ダンジョンに入るには、まず冒険者ギルド前の広間に行き、そこにある駅の改札口のような機械で冒険者証または特定の端末を複数の機械にかざす必要がある。俺の場合は学校で配られたウェアラブル端末をかざせばいい。

　ギルド前の広間は１日で数万人以上が出入りするため、多くの冒険者でごった返している。

「しかし派手な人が多いな」

　革かわ製せいの軽鎧ならまだ地味なほうで、ピカピカに磨みがかれた金属製の鎧や極彩色のローブ、マントを装着していたり、巨大な武器を引っ提さげている冒険者もチラホラ見える。この世界の時代設定は現代だが、周りの人だけ見るとファンタジー世界そのものだ。俺のようにジャージにバットなんて人はよほどの初心者だけだろう……というか俺だけか。

　改札から中へ入り、行列の流れに沿ってゆっくりと歩きながらダンジョン入り口前に立つ。縦横10ｍもの巨大な入り口だ。境界面は光を少しも反射しないため驚おどろくほど真っ黒。黒すぎて異様である。入るときはゲームではなかったヌメッとした感覚が体を包み込み、思わず息を止めてしまう。

　数秒かけて境界を通り過ぎると、中は１００ｍ四方ほどの広間になっていて、広間の端はしのほうには外界と太い配線で繋つながれた通信施設がいくつも設置されている。電波は届かないが、有線なら外との通信が可能なようで、入り口には外からケーブルの束が通されている。ダンジョン内でも端末を使えるようにするためだろう。

　休きゆう憩けい所じよや売店もあるが、どの席も埋うまっていて非常に混雑している。すぐそこが入り口なのだから、ここで休むくらいなら外へ出て休んだほうがマシではないのか。

　そこからも人の流れに逆らわず分ぶん岐きもない一本道を進む。

　内部は巨大な洞どう窟くつとなっており、地面は平らだが天てん井じようや側面は炭鉱のように岩いわ肌はだがゴツゴツとしている。また、光源がないにもかかわらず明るい。壁が発光しているわけではなく、透とう過かする光が壁全体から降り注いでいるようだ。

　モンスターは……全くいない。モンスターがポップした瞬しゆん間かんに近くにいる冒険者が殺さつ到とうし瞬しゆん殺さつしているせいだろう。とにかく人が多すぎる。これではろくに戦えないので、さらに奥へ進もう。

　１時間ほどかけて入り口から２㎞ほど歩いただろうか。ダンジョン２階へと続くメインストリートからわざと外れ、人通りの少ない場所へ向かう。ここに来るまでいくつか分岐があったが、学校からもらった腕の端末にはダンジョン内で使えるＧＰＳ機能に加え、自動マッピング機能もあるため浅層では迷うことはない。

　ここまで来て気づいたが、どうやらこのダンジョンはゲームと内部構造が全く同じのようだ。今後のダンジョンダイブも計画が練りやすくなって捗はかどることだろう。

　逆に誤算もある。ここまで来るのに１時間もかかったことだ。人が多すぎる。毎回こんなに人がいる場所を通るのは億おつ劫くうになってしまうな。今後のダンジョン計画をどうすべきか考えながらゆっくりと歩いていると、目の前に黒い靄もやが現れる。モンスターがポップする前兆だ。

　靄が消え、かわりに出てきたのは20㎝ほどの大きさの薄うす青あおの塊かたまり、スライム。

　モンスターはポップした瞬間から数秒ほど動かないという特性がある。その特性を利用し隙すきだらけのスライム目め掛がけてバットを振ふり下ろすと、スライムはゼリーが砕けるようにバラバラに散った。

　スライムの破は片へんは十秒ほどで靄になって消え、後には小指の爪つめほどの大きさの魔石だけが残った。このくらいの魔石だと買い取り十円ってところか。時給効率はものすごく悪いが、これだけ人がいれば仕方がない。

　ゲームにおいてスライムはモンスターレベル１であり、俺もレベル１なので経験値は１００％入る計算になる。自分のレベルより下のモンスターを倒すと経験値が減り、逆に自分よりレベルが高い場合は経験値ボーナスがもらえる仕組みだ。あくまでゲームと同じならば、だが。

　レベル２になるためにはレベル１のモンスターを１００匹ぴき以上倒さなければならない。さくっと倒してレベル２になる予定であったのだけれど、ポップ待ちしているとかなり時間がかかりそうだ。

「もうちょっと奥おくへ行けばスライム部屋があるんだったな……」

　ダンジョン１階の北東には、スライムを３匹を集めると合体して大きな特とく殊しゆ個体に変化する小部屋があり「スライム部屋」とも呼ばれている。経験値も普通のスライムの10倍で、さらにモンスターレベルも２のため経験値追加ボーナスも貰もらえてダブルで美お味いしいのだ。ゲーム開始時はまずこの合体スライムを倒すのが攻略セオリーとなっている。

　先ほどの場所からさらに30分ほど歩き、スライム部屋近くまで来ることができた。もう周りに人がいないためかスライムが瞬殺されることなく疎まばらに見える。

　スライムは人を見つけてもこちらが攻こう撃げきを仕し掛かけない限り攻撃してこないパッシブモンスターなので、軽くバットで叩たたいてヘイト※を集め、こちらに注意を向けさせる必要がある。
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　よし、やってみるか。

　手て筈はず通りにスライム３匹のヘイトを集めてスライム部屋へ駆け込むと……

「おぉ、合体が始まった」

　薄うす水色をしていたスライムが一つにまとまると数秒で色が変わり、より深い青色のスライムへと変化する。気持ち動きが速くなったか。

　合体スライムは敵を認にん知ち次し第だい、積極的に攻撃をしかけてくるアクティブモンスターのため注意が必要だ。元のスライムの重さは２～３㎏ほどだったが合体後は10㎏近くなり、その分、二回りほど大きくなっている。時速数十キロでバウンドして腹に飛び込んでくる攻撃を喰くらったらその場で悶もだえるほど痛いだろう。まぁ俺には分厚い脂肪があるから平気かもしれないけどね。

　初めは警けい戒かいし、少しの間だけ合体スライムの攻撃パターンを見ていたが、どうやらゲームと同じく真まっ直すぐにこちらに飛び込む単調な動きしかしないようだ。ボールを避さける感覚でスライムの動きを予測し、半身をずらして躱かわすと同時にバットを叩き込む。

　普通のスライムは芯しんに当たれば一いち撃げきで倒せたが、合体スライムになると二発以上当てないと倒せそうにない。とはいえそれほど難しい相手ではないので問題ない。今日はレベル２になるまで頑張るとしよう。




　休み休みで数時間ほどスライム部屋を利用して狩かりを続ける。合間に近くを散歩してみたものの、合体スライム狩りをしている冒険者は俺以外に誰だれ一ひと人り見当たらない。モンスターレベル２としては倒しやすく人気のあるモンスターなのだが、もしかして知られていないのだろうか。

「お、レアドロップゲットォ。ラッキー！」

　スライムリング。鈍にぶく光る赤しやく銅どう色いろ。ＶＩＴ＋２の効果が付ふ与よされている指輪だ。気休め程度しか生命力は上がらないが、こんなのでも序盤はうれしいものだね。サイズはこの太い指よりさらに大きいが、マジックアイテムは装備すれば装備者に合わせて大きさが変わるため、気にすることはない。

　その後も合体スライムを狩り続けてトータルで10匹ほどだろうか、ようやくレベルアップが来た。初めは体から一いつ斉せいに熱がこみ上げる酔よったような感覚が気持ち悪く、調子を崩くずしたのかと思ったが、すぐに治まり体がスッと軽くなる。

　体の動きもわずかに良くなった気がする。ステータスも上がっているはずだが、確認するには冒険者ギルドの鑑かん定てい所か、10階の隠し部屋にあるストアに行く必要がある。鑑定所でステータスを鑑定すると端末のステータスも更こう新しんされてしまうので、急激なレベルアップをした場合は避けたほうがいいかもしれない。まぁレベル２や３程度なら変に思われないだろうけど。

「しかしレベルアップは全能感がでるな、癖になるというか。ってもうこんな時間か」

　端たん末まつで時間を見れば、すでに夜７時を回っていた。腹も減ったし足も疲つかれた。今日は終わりにして、急いで家に帰ろう。







第06章　シクシクと痛む心







　初めてのダンジョンダイブを終えてヘトヘトになりながら家路につく。

　合体スライムをそれほど労せず倒せたのは良かったが、往復で３時間ほど歩いたので足がヤバい。というか……冒険者学校に入るというのに体を全く鍛きたえていなかったというのはどういうことだ、ブタオよ。

　玄げん関かんを這はうように進み、やっとのことで靴くつを脱ぬぎ捨てる。すぐにでも寝ねたいところだが、飯を食えと胃がうねりを上げるので茶の間に行くとオッサンが飯を食っていた。一見二十代かと思うような気の優やさしそうなイケメンだが、よく見れば目め尻じりにシワが刻まれ、うっすらと白しら髪がも生えているので四十代くらいだと分かる。この人はブタオの親おや父じで『雑貨ショップ　ナルミ』のオーナー兼けん店長。記き憶おくは取り出してあるので対応も大丈夫……のはずだ。

「颯そう太た。もうダンジョンに潜ったんだってな」

「まだスライムしか倒してないけどね」

　片方の眉まゆを上げ、興味深そうに聞いてくる。この表情の豊かさは妹に似ているな。

「俺も冒ぼう険けん者しや稼か業ぎようで食っていけたらいいんだけどなー。何か面白いものでも拾ったらうちの店に置いてくれよ」

　親父は昔、冒険者をしていた経験があり現在はレベル４。今でもたまに飲み仲間と潜っていて４階まで行ったことがあるそうだ。だがその程度では食っていけるほどの収入には至らず、かといってこれ以上の探たん索さくやレベルアップには命がいくつあっても足りず。冒険者稼業は才能がなければとても割に合わないという。

　それでも冒険者に未練があり、一いち念ねん発ほつ起きして冒険者知識を活いかせる冒険者グッズの小売店を開いて今があるらしい。

　ビールをちびちびしながら「専業で食っていける冒険者なんぞほんの一ひと握にぎりなんだぞ」とか「冒険者学校に受かるほどの才能はあるはずだから頑張ってくれ」などと再びぼやき始める。ブタオにかなり期待しているようだが、冒険者の才能なんてあるとは思えないし、俺にはゲーム知識しかないけども。

「自分のペースで学校もダンジョン潜りも楽しんでいくさ。お宝見つけたら親父の店に置くから期待していてくれ」

「いい心意気だ。男はデカい夢もたないとな！　はっはっは」

　明日と明後日は休みなのでダンジョンに潜る時間はたんまりとある。どうやって攻略していこうか、などと考えつつ飯のおかわりは……やめておこう。

「おにぃ、冒険者学校ってどんなだった？」

　隣となりで耳をそば立てつつ飯を食っていた妹が、次は私の番だとばかりに興きよう味み津しん々しんに聞いてくる。

「どうって。施し設せつは凄すごかったな」

「凄いってどんな？　あとダンジョンはどうだった？」

　俺おれがこの世界に飛ばされたのもブタオが入学したのも今日のことで、まだ施設も利用したことはない。ゲームではよく利用してたけどな。

「施設は遠くから見ただけだ。来週にあるオリエンテーションで説明を受けてからしか使えないっぽいな。ダンジョンもまだ１回しか行ってないから何とも言えん」

「へぇ……私も早くダンジョン行ってみたいなぁ。市でダンジョン体験ツアーを募ぼ集しゆうしてたけど、あれって指導員の後ろについていくだけで戦っちゃダメだし。参考にならなそう」

　妹は来年の冒険者学校受験のためにダンジョン情報を色々仕入れたいようだ。ブタオの記憶を見る限り、冒険者学校入学試験は学力、運動能力に加えて潜せん在ざい能力を見るようだが……潜在能力って何だ？　初期スキルや初期ジョブのことだろうか。

　ダンエクにおけるスキルは、特定のジョブに就ついてジョブレベルを上げれば覚えることができる。それとは別にキャラメイク時に初期からランダムでスキルが付いている場合があり、ブタオの場合は《大食漢》というよく分からないスキルを最初から覚えていた。

　ジョブに関しても初期から【ニュービー】ではなく、レアジョブの場合がある。しかしこれに関してはデメリットもあるため一いち概がいに良いというわけではない。【ニュービー】はジョブレベルが最大となる10レベルで貴重なスキルを覚えるためだ。しかも他のジョブから【ニュービー】にだけはジョブチェンジできないため、ある意味特殊なジョブともいえる。

　初期スキルで良いスキルを引けば序じよ盤ばんで多少優位に立てるとはいえ、入学選考においてそこまで優ゆう遇ぐうするとは考えにくい。初期ジョブにおいても【ニュービー】であろうとなかろうと一長一短だ。どちらが良いというものではないと思う。

　そもそもの話。この使えない初期スキルと、とても鍛えているとは思えないこの体で難関と言われる冒険者学校に受かっている時点で大量の疑ぎ問もん符ふが付く。何か秘密があるのだろうか。もしかしてめちゃくちゃ頭が良いとかだったり。

「まぁ慌あわてるな妹よ。兄ちゃんもまだ入学式を終えたばかりだ。けど試験に関しては俺のほうでも探っておくよ」

「ほんとっ!?」

「冒険者学校の試験ってアレだろ、コネがいるんじゃないのか」

ビール片手に親父が聞いてくる。

「コネって、おにぃが受かってる時点でコネなんて大して関係なさそう」

「そりゃそうだな、わっはっは！　母さんビールもう一いつ杯ぱい」

「今日はもうそれでおしまい。颯太、さっさとお風ふ呂ろ入ってきて」

　もう少し食いたいが、我が慢まんして風呂に入るか。




　明日もダンジョンに潜る予定なので疲ひ弊へいした足にマッサージをしながら湯船につかり、この世界のことをぼんやりと考える。

　長く一人で生きてきた俺にとって、家族がいるということは何とも不思議な感覚だ。とても安心でき、実に居い心ごこ地ちが良い。この感情はブタオのそれが表に出ているだけかもしれないが……大切にしていきたいね。

　そして元の世界に帰る手段についてだが、現状は何も分からないまま。当然あちらに俺の体があるかどうかなんて確かく認にんできないし、ログアウトの方法も不明。この世界がゲームなのか現実なのかすら、いまだに曖あい昧まいだ。精せい巧こうにできたメタバースという線も捨てきれないが、あまりにできすぎているので現実の可能性が高い。

　このままこの世界で生きていくにしてもゲーム知識が当てになるのかどうか。明日もダンジョンに潜るとして、少し情報集めと実験をしておこうか。

　それにしても食ったばかりだというのにもう腹が減ってきたぞ。本当にこの胃はどうなっているのだろうか……
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　翌日、土曜日の早朝。

『雑貨ショップ　ナルミ』は土日こそが稼かせぎ時だ。朝から両親が伝票のチェックや売り物の確認で動き回る中、俺はダンジョンダイブへと赴おもむく準備を終え、家の前でストレッチをしている。

　ダンジョン内で足が攣つったり故障したりしてしまうと重大な事故になりかねないので、念入りに太い脚あしを伸のばす。意外に柔やわらかい体に密ひそかに驚いていると、後ろから野太い声がかけられた。

「おう、颯太君。調子はどうだい？」

「おはようございます、辰たつさん」

　振り返ると厳いかついオッサン……ではなく、早はや瀬せカヲルの親父であり『早瀬金具店』のオーナーの早瀬辰たつさんがいた。

　冒ぼう険けん者しや用の武器から鍋なべや包丁などの生活用品まで幅広く販はん売ばいしており、自身で武器を作れるほどの腕うで前まえの持ち主だ。ブタオの親父と辰さんは今でも一緒にダンジョンに潜るダンジョン仲間で、成海家と早瀬家はブタオが生まれる前から家族ぐるみの付き合いを続けている。

　ゲームでは主人公が早瀬カヲルと仲良くなっていくと、手助けをしてくれるサブキャラとして登場する。ブタオにも優しくしてくれる気のいいオッサンだ。

「カヲルは庭で稽けい古こしてるよ、颯太君も一緒にどうだい？」

　善意で言ってくれているのだろうが……この人は俺がカヲルに嫌きらわれていることを知らんのだよな。まぁここで断るのもなんだし挨あい拶さつくらいしていくか。




　早瀬家の庭はちょっとした広さがあり、小さな日本庭園っぽくなっている。四季折々の植物が植えられていて、枝も丁てい寧ねいに整えられている。鯉こいが泳いでいる池も見事だ。そんな庭を見ていれば、長年時間をかけて手入れしてきた辰さんの姿を自然に思い出す。ブタオの記憶の取り出しに慣れてきた証しよう拠こだ。

　その整った庭の中央。生き真ま面じ目めに木刀を振るうカヲルがいた。こうして少し離はなれて見ているととても絵になる。声をかけようか迷っていると、向こうから声をかけてきた。

「……颯太か。休日のこんな朝早くから起きているなんて珍めずらしい」

「そこで辰さんに会ってさ。カヲルにも一応挨拶しておこうと思って」

「そうか。私はこれから出かけるので忙いそがしいのだけど」

　ブタオは彼女を「カヲル」呼びしていたので不自然にならないよう呼び方は統一しておく。それにしても俺を見るや否いなや露ろ骨こつに不ふ機き嫌げん顔になるじゃないか。先ほどまでの精せい悍かんな顔を綺き麗れいに歪ゆがませている。

　挨拶も済ませたことだし、さっさと退散してストレッチを再開しようかと考えていると、「こんにちはー！」という元気のいい声が聞こえた。

　表にいた辰さんが客人をこちらへ案内したようだ。庭に入ってきたのは主人公の赤あか城ぎ君。背筋を伸ばし、赤い髪かみを陽光で光ひかり輝かがやかせながら歩く姿は高校一年生だというのに貫かん禄ろく抜ばつ群ぐんだ。その後ろには三さん条じよう桜さくら子こさん――通つう称しようピンクちゃん。ふわふわとしたボリュームのあるピンク髪と、おどおどとして入ってくる雰ふん囲い気きが小動物のように可愛かわいらしい。

　最後に入ってきたのは――立たち木ぎ直なお人と君か。長く暗めの髪色をセンターパートにし、メガネをかけたインテリキャラ。彼は赤城君のルームメイトで、メインストーリーでは相棒として活かつ躍やくする重要キャラでもある。

「ここにいたんだね、カヲル」

「……ユウマか。ダンジョンに行く前に稽古を少し」

　花が咲さくような笑え顔がおで嬉うれしそうに迎むかえ入れるカヲル。俺と随ずい分ぶんと対応が違うじゃないか……まぁ嫌われ役のブタオだしな。しかしまだ一日しか経たっていないのに互たがいを呼び捨てとは。さすがは主人公。男女問わず距離の縮め方が上う手まいね。

「あれ？　君は……」

　四人で朝の挨拶をしている傍かたわらにポツンと立っていると、ようやく俺に気づいた赤城君。だけど名前が出てこないようだ。まぁ俺は入学式が終わってすぐに帰ったから覚えているわけもないか。

　それでも横に立っていた立木君は俺の姿を覚えていたらしく、こっそり耳打ちでクラスメイトだと教えた模様。

「あぁ、クラスメイトだったのか。僕ぼく達はこれからダンジョンに行くんだけど、君も一いつ緒しよに行くかい？」

　こういう誰だれにでも手を差し伸べる優しい性格がカリスマを生むのだろうけど、空気は読めないタイプのようだ。俺を誘さそったことでカヲルとピンクちゃんの女子二人が戸と惑まどった顔をしているじゃないか。でもピンクちゃんに嫌われる理由はないと思うんだけど……見た目か。この暑苦しく悪そうな見た目が原因なのか。デスヨネー。ワカリマス。
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　不ふ穏おんな空気をすぐに察知したのか立木君が動く。

「ユウマ。いきなり誘うのも彼に悪いから今日は俺おれ達たちだけで潜ろうよ」

「……そっ、そうよね。お弁当も四人分しかないし」

　赤城君の空気が読めないという唯ゆい一いつの欠点をフォローし、トゲが立たないようにまとめようとするフォロリストの立木君。ピンクちゃんはお弁当を作ってきたようで、ウサギのマークが入ったランチバッグを大事そうに抱かかえている。

　そも俺はダンジョンにはソロで潜るつもりなのだ。今の状態ではまともに動けず足手まといになるかもしれないという心配もあるが、ゲーム知識や実験など、試ためしたいことが山ほどあるので多人数だと都合が悪い。

「気にするな。俺も用事があったからな。頑張ってきてくれ」

「そうか。それでは私も準備をしてこよう」

　すると四人はこれからのダンジョンダイブについてワイワイと話し始めた。カヲルも先ほどとは打って変わって楽しげな表情でコロコロと笑っている。




　――そんな姿を見ているとシクシクと心が痛む。




〝俺〟ではない別の経験からくる感情が『カヲルを取られるな』『諦めるな』と盛んに訴うつたえかけてくる。本当に、彼かの女じよが好きだったんだな……

　だがちょっと考えてみてほしい。

　現時点でカヲルの俺に対する好感度はゼロどころか大きくマイナス領域だ。その状じよう況きようであのイケメン主人公相手に彼女を取り合うのは正直分が悪すぎる。変に付きまとったり、こちらを向いて欲しいからとセクハラして破は滅めつするよりは、スッパリ諦めて別の恋こいを探すことをお勧すすめしたい。

　確かにカヲルは目を見張るほどの美人だし、気立ての良い性格で周りからも好かれている良物件だ。それでも他に目を向けてみれば、冒険者学校にはゲームをモチーフにしたせいか美男美女が多く在籍しているし、実力さえあれば容姿はそれほど気にしないって子も多い。これから頑張って体を絞しぼりながらレベルを上げつつ、良い娘こを探すというのもアリだろう。

　ゲームで俺のお気に入りだったヒロインの次期生徒会長ちゃんとかはマジでおススメだ。容よう姿し端たん麗れいで才さい色しよく兼けん備び、超ちよう金かね持もちで爵しやく位い持ち。実力がある者なら性格、容姿、生まれ問わず婿むこに迎えたいという最強の逆玉物件。マイナスポイントの多いブタオには最高の条件を持ち合わせていると言える。

　まだこちらの世界での彼女は見たことないが、後でブタオに遠目からでも見せてあげたいものだ。







第07章　オラますます混乱してきたぞっ







　早瀬家から帰ってきてストレッチを再開する。一通り体を伸ばして温めた後、リュックに弁当と水すい筒とうを入れて再びスライム部屋にやってきた。

　何度かひやりとした場面はあったものの、順調に合体スライムを狩り続け、スライムリングをまた１個ゲット。いい時間になったので昼食とする。

　ゲームでは指輪の装備スロットが２枠わく分しかなかったため、両手に１個ずつの合計２個までしか装備できなかった。物は試しと指に３個とも嵌はめてみたら全すべて装備できてしまった。リアルタイムのステータスが見られないので３個分の効果があるかは分からない。

　このようにゲームとは違ちがう仕様も出てきているため、色々と実験したり調べたりする必要があるというわけだ。冒険者ギルドにある図書室にもダンジョン関連の本がたくさんあったはずなので、帰りにでも寄って情報を仕入れてみるとしよう。




　それにしても――誰もいない。

　ダンジョン１階のＭＡＰは数㎞四方ほどの平面上にある。スライム部屋はその隅すみのほうに位置していて歩いて辿たどり着くにはいくつもの分岐を通り抜けなければならないが、それでもあれだけいた冒険者達が誰一人として来ないというのは何故なぜなのか。

　ここよりも２階への階段のほうが近いし、同じモンスターレベル２の相手をするなら手っ取り早く２階のモンスターを狩りに行ってるのだろうか。しかし合体スライムは２階にポップするゴブリンと経験値量は同じでも、より楽に倒せる上、スライムリングというレアドロップ品を結構な確率で落とす。やはりスライム部屋というものが知られていないのかもしれない。

　まぁ、いないならいないほうが好都合。あれだけいた冒険者が数少ないスライム部屋に押おしかけられても俺が困るだけなのだから。




　アクティブモンスターはいないので、ゆっくりと寛くつろぎながらカロリー控ひかえめの物足りない昼食を食べ終え、スライム狩りを再開する。

　そして２時間ほど経った頃ころ――

「レベル３キター！」

　軽い酔いのような状態から覚め、活力が漲みなぎる。バットを振る速度が段だん違ちがいになったぞ。フンッフンッ！

　ジョブレベルのほうは確認ができていないが、まだ７には至っていないはず。随ずい時じステータスを確認できる手段が欲しいところだな。

　初期ジョブである【ニュービー】は、ジョブレベル７でアクティブスキル※の《簡易鑑定》、最大のレベル10でパッシブスキル※である《スキル枠＋３》を覚える。
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《簡易鑑定》は文字通りアイテムや所持スキルを鑑定できるスキルだ。深層のアイテムや特殊スキルは鑑定できない場合が多いものの、序盤においては大たい抵ていのものが鑑定可能なので重宝する。

　人やモンスターに対しても鑑定できるが、【やや強い】とか【とても弱い】とか自分を中心とした相対的な強さ基準の判定しかできない。またステータスやスキルなどの所持数は分かるがそれが何なのかも分からない。要するに大おお雑ざつ把ぱな情報しか得られないのだ。また相手に鑑定を使うと気づかれてしまうため、不用意な使用は厳禁。下手に使えば探さぐりを入れていると思われトラブルの原因となってしまう。

　もう一つの《スキル枠＋３》はダンエクのシステム上、非常に重要なスキルだ。

　ダンエクでは、スキル枠以上の数のスキルは覚えられない。スキルを多く覚えたいならスキル枠をそれだけ増やす必要がある。スキル枠はレベルを10上げるごとに一つ増えるが、ゲームを始めたばかりの状態だとスキル枠は二つのみ。なのでレベル３の俺ではまだ二つまでしかスキルは覚えられない。

　スキル枠が全てスキルで埋まっていて、新たにスキルを覚えたい場合は、既き存そんのスキルを一つ消して覚えるしかない。異常な肥満と食欲の根源と疑われる《大食漢》というスキルを消すときはこのシステムを利用するつもりだ。

　そんな貴重なスキル枠を増やすのが《スキル枠＋３》。他のジョブでもスキル枠を増やすスキルはあるが、それらを全て覚えてスキル枠を最大まで増やしてもなお、スキル枠制限には苦しめられる。なので【ニュービー】で覚えられる《スキル枠＋３》は絶対に回収しておきたいスキルなのだ。

「さてと。２階に上がるか、それともスライム狩りを続けるかだが……」

　レベルが３になったため、モンスターレベル２の合体スライムでは経験値がやや減少してしまう。しかしここは非常に狩りやすく、おそらく２階に行ったとしても混んでいることだろう。それに――

「２階であの四人に会ってしまったら気まずいしな」

　カヲル達たちは２階で狩るとか言っていた。空気を読んで赤城君の誘いを断っている手前、鉢はち合あわせるのは避けなければならない。キャッキャウフフしている中でブタオ登場とか目も当てられやしない。

　レベル４まではここで狩り続けたほうが良さそうだ。




　結局夕方までに合体スライムを百匹近く狩り続け、スライムリングは計五つ手に入れることができた。試しに右手に全部つけてみると――特に変わった感じはしないけど見た目が何だかギラギラして悪あく趣しゆ味みである。ゲームのときは性能優先で見た目には拘こだわっていなかったが、この世界では気を付けたほうがいいかもしれない。

　少し早いが今日は切り上げて、情報収集のために冒険者ギルドのビルへ向かうことにしよう。




　冒険者ギルドがある高層複合ビルの１Ｆ。

　ここでは新規受付のほか、アイテムや素材、魔石の買い取りも行っており、ダンジョン帰りの冒険者や業者で賑っている。ぱっと見ただけでも千人はいるだろうか。書き入れ時の海かい鮮せん市場のような雰囲気だ。

　アイテム売買所には買い取りの値段が書いてある冊子があったのでスライムリングの値段を調べてみたものの、どこにも載のっていない。リストにはないようだ。登録料を払はらってオークションに出すこともできるが、それほど貴重なものでもないため家族にでもプレゼントするとしよう。

　売買所を後にしてエレベーターに乗り、目的地の図書室がある18Ｆに向かう。入った先は天井が吹ふき抜ぬけになっており、木目調の壁かべが落ち着いた雰囲気を作り出している上品な広間だった。ヨーロッパの有名な図書館をモチーフにしているらしく、一目で金がかかっているのが分かる。

　ここでは冒険者証があれば自由に本を読むことができ、借りることもできる。蔵書数はそこらの市民図書館と比べても非常に多く、ダンジョン関連以外にも様々な本が置いてある。

　足音がしない上質なマットに密かに驚きながら、ダンジョン関連の本を探し歩く。

　日本ダンジョンモンスター図ず鑑かんというのが目についたので開いてみよう。一昨年発行の本で、目次を見る限り29階までのモンスター情報が挿さし絵え付きで書かれている。それ以上の深層モンスターは探索が不十分なため情報を集めているそうだ。

（29階ってまだ中層にも達してないじゃないか）

　ゲームでは１階から30階までは浅層、31～60階までは中層、それ以上が深層と呼ばれていた。29階は浅層の範はん囲い。ちなみに俺がゲーム時代に潜もぐっていたのは90～１００階の超ちよう深しん層そうだ。

（そういえばダンエクのＮＰＣ※には、高レベルの冒険者ってほとんどいなかったな……）

[image: ]

　仮にこちらのダンジョン攻こう略りやくの最前線が30階前後だとするならば、最前線にいる攻略クランメンバーのレベルも30前後となってくる。ゲーム時での最前線プレイヤーがレベル90だったのと比ひ較かくすれば、状況が大きく変わってくる。

　だとしても、こちらの世界の冒険者が「下へ手た糞くそ」というわけではないだろう。

　ゲームではダンジョンで死んだらアイテムロストと衰すい弱じやくのペナルティーを負うものの、ダンジョン入り口で復活することができたが、どうやらこの世界では、死んだらその場で蘇そ生せい魔ま法ほうを唱えられる仲間がいなければお終しまいのようだ。

　痛みも疲れもなく、命を失う恐きよう怖ふもないゲームの中でなら、凶きよう悪あくなボス相手でも鼻歌を歌いながら戦える。しかし、死んだら終わるかもしれないこちらの世界では、リスクを極限まで減らすダンジョンダイブとなるのは容易に想像がつく。同列に比べるのがそもそもおかしいのだ。

（もしくはＤＬＣがない発売初期バージョンという可能性もあるのか）

　ゲーム発売当初の上限レベルは30でカンストだったのだ。この時点ですでに存在したＮＰＣキャラ達は、どのシナリオでもそれほどレベルが高い設定ではなかった。ブタオもストーリー後半の退学時ですら、レベル10いくかどうかだった。

　当時はダンジョンに深く潜ろうにも40階前後が限界だったが、いくたびのＤＬＣ発売により、様々なジョブやクエスト、アイテムが追加され、上限レベルも最大90まで引き上げられた経けい緯いがある。

　そんな訳で現在攻略している最前線の階層が30階前後ということは、この世界はＤＬＣがない「発売当初のゲームの世界と同じ」というパターンが考えられる。

　てっきり俺はこの世界が転移直前と同じで、カンストはレベル90と考えていた。その場合、キャラのビルドは剣けんも魔ま法ほうも使えるバランス型が強い。

　しかし最大レベルが30止まりでジョブやアイテムもゲーム発売時と同じとなると、育成方針はバランス型ではなく、前衛か後衛のどちらかに絞った特化型のほうがいいのかもしれない。理由はいくつかあるが、ゲーム発売時ではスキル枠数とジョブが限られているためだ。

（カンストレベルがいくつなのか調べる必要が出てきたな。でも運営からのメールにはアップデートって書いていたし、レベル30カンスト時代に戻もどることなんてあるのか？）

　調べる方法はいくつかある。ＤＬＣにしかないアイテムやジョブ、追加エリアや追加モンスターを見つけることができれば、少なくとも初期の世界ではないことが判明する。それはもう少しダンジョンに潜ってみないと分からないが。

　次に近くにあった「最新」と書かれたジョブ辞典があったので手に取ってみる。裏表紙を見れば発行は……去年か。

　ジョブは初期ジョブ、基本ジョブ、中級ジョブ、上級ジョブ、最上級ジョブと５段階にクラス分類されており、この順でより強力なジョブが用意されている。これらのジョブがどの程度実装されているかで、この世界のＤＬＣ実装具合が分かるはずだ。

　例えば最上級ジョブはゲーム発売時には一つも実装されていなかった。これが一つでも記き載さいされていたら何かしらのＤＬＣが実装されているとみていい。

　早さつ速そくページを捲めくり、ジョブ辞典に書かれている一覧を斜ななめ読みしてみる。

　初期ジョブの【ニュービー】に、２段階目である基本ジョブの【ファイター】、【キャスター】、【シーフ】の３職。これは転移する前でも変へん更こうも追加もなかった。

　３段階目である中級ジョブは【ウォーリア】、【アーチャー】、【プリースト】、【ウィザード】の四つ……のみ？　４段階目の上級ジョブでは【聖女】と【侍さむらい】しか書かれていない。

　これらのジョブはＤＬＣで追加されたジョブではなく、初期からあったもの。しかし中級ジョブには【ナイト】や【魔法戦士】、上級ジョブには【アサシン】や【狂きよう戦士】なども初期からあったはず……。パラパラとページを捲って探してみるが、どこにも見当たらない。

　どうして書かれていないのか。知られていないのか、もしくは隠いん匿とくされているのだろうか。冒険者くずれやテロリストが猛もう威いを振ふるう世界だということを考こう慮りよすれば、国や国際機関が情報を隠匿、もしくは制限している可能性は十分あり得る。

【ニュービー】についても読んでみたが、どうにもおかしい。

　要約すると「【ニュービー】に大した恩おん恵けいはなく、早めに中級ジョブにチェンジしたほうがいい」と書かれている。【ニュービー】のジョブレベルをカンストさせたときに取れる《スキル枠＋３》という重要スキルについてはどこにも書かれていない。これを取り逃のがすと後々苦労するはずなのに、そんなことがあるのだろうか。

　今度はスキル辞典という本を手に取って読んでみる。目次からスキル一覧を読んでみるが《簡易鑑定》は載っていても《スキル枠＋３》は載っていない。上級ジョブの【侍】や【聖女】についての項こう目もくも探してみたが、ジョブの就き方や得られるスキルについては何一つ書かれていなかった。

　このスキル辞典も去年発行のはずなのに情報が穴だらけ。はっきり言って辞典と呼べる代しろ物ものではない。他にも十冊ほど読んでみたものの、どれも似たようなことが書かれていただけで足りない箇か所しよも同じく書かれていなかった。




　結果から言えば、図書室で調べた限りではＤＬＣで追加された要素は確認できず、ゲーム発売時の環かん境きようと同じ「ＤＬＣがない世界」の可能性が高い。しかし仮にＤＬＣがない世界にしてもここにある資料の情報不足感は否めない。書かれていないからといってそれがないと断定するのもどうなのか。オラますます混乱してきたぞっ。

　まぁ攻略を進めていけば分かることだし今焦あせって結論を下す必要はないか。分からないことも多いけど、少しずつ情報を集めていくとしよう。

　明日あたりにスキルの「マニュアル発動」をやってみようと思う。ゲーム初期にはなかったスキルの発動方法なので、これができるならＤＬＣの可能性を否定できなくなる。やる事は多い。
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第08章　スキル実験







　翌日のよく晴れた日曜日。朝から爽さわやかな南風が強く吹いている。

　元の世界での俺は花か粉ふん症しようで、この季節にこれだけ晴れて風が強いと鼻がズルズルして気分が滅め入いっていたものだけど、ブタオはそういったことがなく快調そのもの。

　カヲル達は今日も朝早くからダンジョンへ向かったようだ。ゲームではパーティーに誘えるなら様々な生徒と自由な編成で組むことができる。そこで最初期から誘えて能力が高いカヲル、ピンクちゃん、立たち木ぎ君の三人をピンポイントで選んでパーティーを作った赤あか城ぎ君は慧けい眼がんと言えるだろう。このメンツならメインストーリーや個別シナリオ、高難度イベントを進める上で非常に効率が良いからだ。

　それに赤城君は刈かり谷やイベントを受じゆ託たくしてしまったので何としてもレベルを上げなくてはならない。たった１ヶ月で刈谷を倒たおすのは相当な難易度になるとは思うが、負けたらＥクラスの空気が悪くなるので頑がん張ばってもらいたいね。

　一方で、センチメンタルなブタオマインドがささくれ立っている。『どうしてオレを誘わないんだ！』なんて思っているのだろうか。だがそんな精神ではこれからやることに響ひびきくので、深呼吸をしてどうにか落ち着かせる。今日はマジックフィールドで実験を行うつもりなのだから。




　向かう先は学校のマジックフィールドエリア。警備員が見守る正門から入る。日曜にもかかわらず部活動やサークル活動のために登校している生徒が多く、静かな場所を求めて歩く。第二運動場へ行く途と中ちゆうにベンチがあったので、そこを使うとしようかね。この辺りもマジックフィールド内のはずだ。

　今日やることはスキル実験。

　俺のスキル枠には《大食漢》というスキルしかないが、ダンエクにはスキル枠になくても使えるスキルが三つある。《小回復》、《トーチ》、そして《オーラ》だ。

《小回復》はＭＮＤ依い存そんの回復スキル。ただし大した傷は治せず、ＭＰ効率も非常に悪い。このスキルが使い物になるくらいＭＮＤが高いなら、上位の《回復》を覚えて使ったほうが遥はるかに良いという、いわゆる「死にスキル」だ。今の俺のＭＮＤならほぼ全量のＭＰを費やして、ささくれを治せる程度でしかないだろう。ささくれに悩なやんでいる人には価値があるのかもしれないが。

《トーチ》は掌てのひらに小さな光球を浮うかべ、周りを照らすスキル。しかしこれも死にスキルと言える。貴重なＭＰをこのスキルに使うくらいなら、素す直なおに懐かい中ちゆう電灯を持って行ったほうが良いからだ。

　最後に《オーラ》。刈谷イベントで取り巻きのモブが威い圧あつしてきたが、アレが《オーラ》だ。本来はレベル差がある格下モンスターを寄せ付けないために使うものだが、人間に使うと威圧として作用する。安易に脅おどし目的で使うアホが多いので「アホ発見スキル」としても名を馳はせていることだろう。




　この三つの中で実験に選ぶのは《トーチ》だ。今の俺にささくれは――ブタオマインドのささくれ以外に――ないし、《オーラ》は通行人がびっくりするかもしれない。初期スキルの《大食漢》は常時発動型のパッシブスキルだろうし除外。

　ということで早速試みようとするが。

「……え、どうやって使うんだ？」

　ゲームではグローブ型コントローラーのショートカットキーを押せば、登録してあるスキルは自動で発動できた。しかし今はそんなグローブは装着しておらず押せるボタンなんてどこにもない。仕方がないので小学校のとき練習したカメ○メ波の要領――もちろん当時も撃うてなかったが――で念じてみた。

「はぁ……ぁああぁああああああっ！！！」

　この世界でなら上手くいくと思ったのだけど、何の反応もなく途と方ほうに暮れてしまう。どうすりゃいいんだ？




　良案が思おもい浮かばなかったので図書室へ行き「サルでも分かる！　スキル発動入門」という本を借りてみた。若じやつ干かんこちらを挑ちよう発はつしている表紙絵が気になるものの、挿絵が多く分かりやすそうなのでこれにした。

　この本によると「一いつ般ぱん的てきには魔ま力りよくを感じるところからはじめる」とのこと。魔力は魔導具から簡単に放出させることができ、それほど出力がないものがいいらしい。冒険者ギルドの売店に該がい当とうするものがないか探してみたら、懐中電灯のような形の灯あかりの魔導具があった。これを買ってみよう。

「このスイッチを押すと光るのは分かるが、魔力ってどう出すんだ？」

　灯りの魔導具の中がどうなっているのか分からなかったので分解してみると、小さな魔石と魔ま法ほう陣じんが描えがかれた数㎝ほどの大きさの金属板が入っていた。この魔法陣が魔力を光にエネルギー変へん換かんさせているのだろう。

　この魔法陣の一部を外し、わざと失敗させて起動してみると……思った通り魔力そのものが流れ出てきた。

「魔力って無む色しよく透とう明めいなのな」

　見た目では出ているのかどうか分からないので触さわってみると何かチクチクというかピリピリとした不快な感かん触しよくがあった。

「で、これに似た感触を出せと……はっ……はぁあぁあぁああ！」

　やはりどうしても力んでしまい、カ○ハメ波の練習っぽくなる。近くを通った女子生徒に笑われてしまった。てへっ。

　再び本を手に取り、サルが体からやんわりと魔力を放出している図と、その下の説明を読み返す。図解にされても無理な気がするが……試しに魔導具の魔力回路を戻して灯りの道具を動作させてみる。

「普ふ通つうに点つくよな……」

　しばらく気長にピリピリした感覚と点灯を繰くり返しながら試し行こう錯さく誤ごしてみる。この世界に魔力というモノがあるのは間ま違ちがいない。端たん末まつのステータス一覧にもＭＰが９と書いてあったし俺おれにも魔力はあるはず。己おのれを信じよ！　はぁああぁああ！

　……っとまた同じことを繰り返してしまう。

　今まで力任せに無理やり魔力を出そうとしていたが、このサルのように体内に溢れている何かを外へ出すように手をかざしてみる。すると魔導具を使用していないにもかかわらず、ピリピリはしないが掌に何かが溢あふれている感覚が掴つかめた。

「これが俺の魔力なのか？　ならば……」

　次に《トーチ》を念じつつ魔力を放出。するとキラキラとしたエフェクトが手元に舞まい上がり、豆電球にも劣おとる光量の小さい光の玉がぽわんと出てきた。

「できたぞ！　いぃぃやっふぅううぅうう！」

　はっ……いかんいかん。また周りの人に白い目で見られてしまった。スライムをバットで殴なぐっているだけではファンタジー世界に来たという感覚がいまいちだったけど、魔法を使えたことでようやく実感が湧わいてきたのだ。多少、テンションが上がるくらいは大目に見てほしい。

　よし次。これなら「マニュアル発動」もできるのではないだろうか。

　先ほどのスキル発動方法は「オート発動」と呼ばれているもの。ゲームのときは、覚えているアクティブスキルをショートカットキーに登録すれば、そのボタンを押すだけで発動するお手軽発動法だ。

　使用したいときにワンボタンで確実に発動できるのが大きなメリットだが、デメリットとしては、ショートカットキー登録は最大四つしかセットできないし、再使用するためのクールタイムも、消費ＭＰも大きくなったりする。

　それとは違って体のモーションを使ったり指で魔法陣を描いたりして発動するのを「マニュアル発動」という。元の世界ではプレイヤーの前方に置いてあるモーションカメラとグローブ型コントローラーでスキルの成否を判定していた。

　マニュアル発動は高レベルの技になると動作が複雑化し、体全体のモーションを混ぜて入れなければならず、さらに入力の時間も長くなるためミスも多くなる。しかし発動さえ成功できればクールタイムも消費ＭＰも大おお幅はばに減少し、プレイヤーの強力な武器となる。簡単なモーションのスキルならデメリットもほぼないので覚えておくにこしたことはない。

　またスキルの動作にマニュアル発動を組くみ込こみ、スキルとスキルをつなげる「スキルチェイン」と呼ばれる発動法や、スキルモーションは成功させるが発動はさせない「フェイクスキル」など高度な駆かけ引きもできる。これらは対人戦や強敵相手に重宝したものだ。

　これらの理由によりマニュアル発動はスキルアクションにおいて大幅な自由度をもたらし、ダンエクの核かく心しんとも言えるシステムとなっていた。ただ裏うら技わざ扱あつかいなのか、ゲーム内では一いつ切さい説明がなかった。情報を集めるにはインターネットで探すのが一般的だが、全てのスキルモーションがインターネットで公開されているわけでもなく、中には僅わずかな人にしか知られていないモーションもあった。

　マニュアル発動とオート発動は一長一短なので織り交ぜて使うのが一般的な戦い方だ。

　ということで、早速マニュアル発動を試してみよう。《トーチ》は魔ま法ほう扱あつかいなのでマニュアル発動の方法はモーションではなく、魔法陣を描く方法となる。

　まず魔法陣を描くぞ、と目の前の盤ばん面めんを掌でなぞるモーションで開始する。その後に空中に《トーチ》の魔法陣である逆三角形を描くだけ。

　何度か試したが、どうやら描き終わるときに魔力を放出するのではなく、描き続けている間はずっと魔力を放出していなければならないようだ。成功したときはオート発動のときと同じく《トーチ》エフェクトが飛び出すものの、若干キラキラの光量が多いかもしれない。




　さらに次の実験をすべくダンジョンの１階の奥おくへ移動し、周りに人がいないかどうか確かく認にんする。

　ゲームではオートでもマニュアルでも、誰でも発動できる三つの初期スキルか、スキル枠にあるスキルしか発動しなかった。だが、まだ覚えていないスキルでも発動するのか試しにやってみることにする。

「まずはそうだな……召しよう喚かん魔ま法ほうとかやってみるか」

　複雑な幾き何か学がく模様の魔法陣を一気に描ききる。一いつ生しよう懸けん命めい覚えた魔法陣だが、ゲームのときは結局スキル枠が足りなかったので消してしまっていたスキルだ。

「俺のペット１号になれ！　召しよう喚かん！　《ヨルムンガンド》!!」

　スキル《ヨルムンガンド》は神性持ちの巨きよ大だいな蛇へびを召喚する魔法だ。物理耐たい性せい、魔ま法ほう耐たい性せいが共に非常に高く、周辺にいる全てのモンスターのレベルを下げるという強力なデバフスキルも持っている。モンスターレベルは75。仮に召喚できたならコイツだけで中層までスイスイと攻略することが可能となるだろう。

　……が、当然のように発動はせず。期待はしてなかったけども。魔法陣にミスはなかったはずだが、魔法陣を描いている最中に魔力が全く通っていなかったので失敗する予感がヒシヒシとしていた。

　失敗した理由として、レベルが足りていないとかＭＰが足らないとかいうより、ただ単に今現在のスキル枠に《ヨルムンガンド》がないから発動しないのだと思う。

　だが物は試し。試すだけならタダだしな。次はスキルモーションをやってみよう。

「よく使ってた技だと《マジックランス》だが、せっかくバット持ってるしメイス系のスキルにするか」

　深く考えずに目の前のスライム目め掛がけてゲームで何度もやった剣けん舞ぶのような複雑なモーションを正確になぞる。これからやるのは最上級ジョブ【ウェポンマスター】が覚えるスキルだ。

「《真空裂衝撃》！！！」

　大剣かメイスでのみ発動することができる対軍スキル《真空裂衝撃》。高密度のオーラにより、前方広こう範はん囲いに破は壊かい的てきなダメージを与あたえる大おお技わざの一つだ。

「なにぃい!?　発動しただとぉ………うぉお、きつぃ……」

　発動と同時に大音量の破は壊かい音が発生し、視界全てが真っ赤なエフェクトに包まれる。その直後に体のエネルギーがぐんぐんと吸い取られ、眩暈めまいのような感覚に陥おちいる。

　このスキルはＳＴＲ膂力と武器依存のためか威い力りよくがやけに低く、数すう匹ひきのスライムに当たったものの１匹ぴきも倒せていない。

　手に持ったバットは粉々に砕くだけ散り、持っている以上のＭＰを持ってかれた俺は、その場で気を失ってしまった……




　翌日の月曜日。

　ダンジョン内で気絶し、スライムに絡からまれていたところを救助された俺は「冒ぼう険けん者しや学校史上最弱の男」として学校中の話題を独どく占せんすることとなった。







第09章　最弱のブタオ







「颯そう太た～カヲルちゃんが迎むかえにきたわよ～」

　一階からお袋ふくろがそんな声をかけてくる。幼おさな馴な染じみであるカヲルとは中学時代から毎日一いつ緒しよに登校するという謎なぞの約束を交かわしていたようで、それは冒険者学校に入った今でも変わらない。あんな美人な娘に迎えに来てもらえるとは……この幸せ者め。

　急いで制服を着て階段を下りると、しかめっ面つらというほどではないが決して機き嫌げんがいい顔ではないカヲルが腕うでを組んで待っていた。

「遅おそいぞ颯太……まぁいい。それでは行くとしよう」

「おうよ」

　長い髪かみを翻ひるがえし颯さつ爽そうと歩きだすカヲル。一緒に並んで歩いていくのかと思って横に並ぶと、それを拒きよ否ひするかのように足を速める。なので無言のままやや後ろを歩く形となった。そんなに嫌いやなら何故なぜ律りち義ぎに迎えにくるのかね。まぁ、登校するといっても学校まで数百メートルしかなく、大した話をするほどの時間もないので気にしないことにした。一緒に登校できるだけありがたいと思わなきゃね。

　しかし。先ほどからチラチラとこちらを見てくるのは何だろうか。俺の前を歩いているから振り返る動作で分かりやすい。目が合うと急に顔をそらすし。もしかしてブタオに惚ほれ直しちゃったのかな。なんちって。




　そんな都合のいいことを考えつつ春の街中を歩く。今日の朝の空気はやや冷たいが、汗あせっかきの肥満体には優やさしい温度だ。植えられている桜はもう八割方散っており、落ちた花びらを掃そう除じしている清せい掃そう員いんが何人かいる程度。生徒のほとんどは寮りよう住まいなので、登校で正門を通る生徒はそれほど多くないのだ。

　今日から本格的な学校生活――二度目だが――が始まるのかと感かん慨がい深ぶかく下げ駄た箱ばこに靴くつをしまっていると、何人かが俺を見ながらヒソヒソと話している。寝ね癖ぐせが直っていないのかと思い、手て櫛ぐしで髪を撫なで付けつつカヲルと共に教室へ入ると……

「おい、お前。スライムに負けたんだってな」

　えーと、名前はまだ知らないクラスメイトが俺に話しかけてきた。

「スライム？」

「ダンジョン１階のスライムに負けて救助されたって」

　そう。昨日はなんと救助されたのだ。気づいたら冒険者ギルドにある医務室に寝ねかされていた。なんでも発見時は複数のスライムにどつかれてたらしい。分厚い脂し肪ぼうのおかげか軽い打だ撲ぼくだけで特に異常はなく、すぐ帰ることはできた。帰る際に「君、重くて大変だったよ～」と愚ぐ痴ちられたけども。いや、それよりも。

「え、みんな知ってるの？」

「救助員がお前を連れて出てくるところを他のクラスのやつが見たって。学校中の噂うわさになってるぞ」

「だっせぇな、スライムなんて子供でも勝てるのに、どうやって負けるんだよ」

「まじで～ヤバすぎるでしょ～、アハハハッ」

　別にスライムに負けたというわけではない。実験目的で大技を撃ったら何故か成功し、ＭＰが枯こ渇かつ。その後に視界が暗転し気絶してしまったのだ。

　……とはいえ。そんなこと言ったらゲームの知識があると思われるし、これが未知の情報なら――多分そうだろうが――テロリスト共が闊かつ歩ぽするこの危険な世界では、十分に命を狙ねらうに値する理由となりうる。その前に頭がおかしいと思われる可能性が高いか。

「あ、あぁ。ちょっと体調が悪くてね、えへへっ」

　ここは当たり障さわりのないように適当に誤ご魔ま化かしておこう。だがクラスメイトの追つい撃げきは止まらない。

「おいおい、学年最下位つっても限度があるだろ。Ｅクラスの足引っ張んなよ」

「そーよ、それにアンタ……臭くさくない？」

「まるで豚ぶたみたいだし。お前今日からブタオな」

「ブタオって。ギャハハ」

（やべぇ、白い目で見られてる。オラ恥はずかしいっ）

　カヲルが登校中……今思えば侮ぶ蔑べつの表情を滲にじませながら俺をチラチラと見ていたのはもしかしてスライムに負けたことを知っていたからか。教えてくれたら……いや、すでに噂は広まってたし教えてもらっても何も状じよう況きようは変わらないだろうな。

　あとブタオってあだ名を付けられたのはこのタイミングではなかったはず。全てがゲーム通りというわけではないのか？　いずれにせよブタオと呼ばれるのも時間の問題だしどうでもいいか。

　しっかし何故発動したのかマジで分からん。試ためしに選んだ《真空裂衝撃》はスキル枠にはなく、発動できるほどのＭＰだって持っていない。それなら召喚スキル《ヨルムンガンド》が発動しなかったのは一体何か理由が……

「ホームルームを始めるぞ。席につけ」

　縮こまって色々考えていると担任の村むら井い先生が来た。ホワイトボードに今日の予定を書き出していく。

「今から自己紹しよう介かいをやってもらう。その後はオリエンテーションだ。学校の授業システムや施し設せつの紹しよう介かい。その後にダンジョンの入り方を説明する……ダンジョンにはもう入っていた奴やつがいたらしいがな」

　と、俺を見ながら話す村井先生。クラスから笑いが出る。てへっ。

「それでは自己紹介。廊ろう下か側がわの前から順にするか」

　中等部からエスカレーター式で進学してきた内部生のＡからＤクラスと違ちがい、このＥクラスだけは高校からの外部生となる。よって中学まではバラバラ。俺にいたっては異世界出身の元サラリーマンだけどねっ。

　自己紹介してもらいつつ、ダンエクキャラのおさらいでもしておくか。そんなわけでＥクラスの筆頭は――

「赤あか城ぎ悠ゆう馬まです。東京の東中学ってとこから来ました。武器は片手剣、【ウォーリア】志望です」

　この赤い短たん髪ぱつのイケメンが「ダンエク」の主人公、赤城君。鍛きたえて成長していけば【勇者】という非常に強力な特とく殊しゆジョブに就つくことができる。だがいくたびのＤＬＣによりカスタマイズキャラが最強となったため、主人公はあまり使われないキャラとなってしまった。とはいえステータス的に非常に恵めぐまれており強いことには変わりない。彼かれの今後の動向次し第だいで厄やつ介かいなイベントが起こる可能性もあり、最も注視すべきキャラだろう。

「三さん条じよう桜さくら子こと申します。北海道から来ました。【プリースト】志望です。鈍どん器きも杖つえもいけます。よろしくお願いします」

　三条さん、ことピンクちゃんは、ダンエクのヒロインの一人で人気も高かった。今はややぽっちゃりだが、ダンジョンで揉もまれるうちにボンキュッボンになるという色んな意味で成長著しいゆるふわ系女子。

　そしてなんとＤＬＣ追加後には主人公としても使用可能で、イケメン共も攻略でき個別シナリオも追加されている。クエストを進めていけば【聖女】に、ＢＬモードだと【ソーサリー】にもなることができる。当然能力値も非常に高く、赤城君を上回るほどの超ちよう強きよう力りよくキャラ仕様となっていた。あの可愛かわいらしい見た目からは想像しにくいね。

「立たち木ぎ直なお人と。千葉出身。志望は【ウィザード】だ。今後ともよろしく頼たのむ」

　立木君は赤城君と同じ寮のルームメイト。士族出身で上位者の雰ふん囲い気きを持つ。その硬かたい雰囲気のため誤解されやすいが、彼は非常にフレンドリーで思いやりのある少年なのだ。陽気な赤城君と少し影かげがある立木君のペアは多くの腐女子ファンを唸うならせた。女性主人公モードでは彼も攻略可能だ。

「早はや瀬せカヲル。神か奈な川がわ出身【ウォーリア】志望です。得意武器は刀。よろしくお願いします」

　カヲルもヒロインの一人で、見た目も能力も共に超ちようハイスペックな女の子。カヲルルートではブタオが悪役として登場する。シナリオを進めていくと退学に追い込まれてしまうかもしれないので、彼かの女じよ関連のシナリオやイベントの進行具合には注視しておきたい。

　また、ブタオとは家が隣となり同どう士しで幼馴染かつ許嫁いいなずけ。嫌きらわれている割には接点が多く、一緒に通学をしていたりする。関係性的に距きよ離りが近いのか遠いのか上う手まく掴めない。ただ、こちらからセクハラなり嫌がらせをする気はないので、彼女との関係はそれほど悲観的に考えなくてもいいかもしれない。

　それよりも、現時点では彼女と赤城君が仲良さげに話すと、俺の内なるブタオマインドがシクシクと悲しむことのほうが問題だ。放置しておくと俺までネガティブな思考に陥るので、適度にケアしていくべきだろう。

　そして別の意味で注意しなければならないのは――

「久く我が……琴こと音ね。愛知から。武器は短たん剣けんと弓を予定。【アーチャー】志望」

　彼女はメインクエスト「久我の叛はん乱らん」のキーとなるクエストキャラ。見た目はおかっぱで大人しそうな日本人だが、アメリカの特殊工作部隊出身という身分を隠かくして学校に転入してきた日系アメリカ人だ。彼女のイベントを進めると、共にテロリストを討うつか、情報を抜こうとしたのを咎とがめて彼女を討つか、という選せん択たくを強しいられる。現時点で不用意に近づくのは危険だろう。

　ちなみに、先ほどから上級ジョブ志望とは言わず中級ジョブ志望ばかりなのは理由がある。この世界で上級ジョブになれているのはほんの一ひと握にぎりのトップ冒険者のみで、上級ジョブ志望というのは現実的ではないかららしい。それでも言うやつは言うけども。

「磨ま島じま克かつ幸ゆきが嫡ちやく男なん、磨ま島じま大ひろ翔と、新にい潟がたで準爵の士族をやっている。武器は刀、目指すは【侍】！　後衛の仲間を募ぼ集しゆう中だ！　あ、お前はいらねーわ」

　俺のほうを見ながら言われてしまった。これでは誰だれもパーティーを組んでくれなくなるので、なんとか挽ばん回かいせねば……しかし士族か。特権階級を相手にするときは気を付けないとな。

　次は個人的に気になる女の子。

「大おお宮みや皐さつきと言います。高こう知ち出身ですっ。武器は魔導書かメイスを使う予定で【ウィザード】志望です。みんな頑張っていきましょう！」

　左右の髪を低い位置でまとめ、おさげを垂らした可愛らしい小こ柄がらな女の子。ゲームではこのＥクラスの委員長的なポジションで、上のクラスからの圧力をどうにかすべくこのクラスをまとめようとするも、上級生や派は閥ばつから目を付けられ挫ざ折せつしてしまう。果たして彼女はこの世界でもそうなるのか……

　その後も自己紹介は続く。

　クラスメイトには主人公をはじめ美男美女の割合がかなり多い。そのせいで逆に俺の容姿が浮きまくっているけど、気にしたら負けだろう。

　最後に俺の番がやってきた。ジョブ志望はまだ決めてないけど何がいいかね。ステータス的におかしくない【プリースト】とでもしておくか。

「成なる海み颯太。神奈川出身。武器はバット使ってました。志望は【プリースト】です。よろしくぅ！」

　横ピースを出してウケを狙ってみたものの「バットって……」「……あれが史上最弱の男……」「スライムに負けるとか……」「所しよ詮せんブタオ……」などとヒソヒソと冷めた話し声が聞こえる。おい、ブタオは関係ないだろ。

　はぁ。二度目の高校生活は前ぜん途と多た難なんそうだなぁ……

「それではオリエンテーションに移るとする。逸はぐれないよう俺の後をついてこい」

　これから外の施設を見て回ると村井先生が言う。教室の窓から外を見ただけでも多くの施設が立ち並んでいるのが確認できる。Ｅクラスの生徒達が一いつ斉せいに立ちあがる中、俺はオリエンテーションに思いを巡めぐらせ、皆みなと共に先生の後について校舎内をぞろぞろと練り歩くのだった。




　ここ冒険者学校はダンジョン攻略だけではなく勉学にも重きを置いている。

　自習室、音楽室、理科室などの特別教室や、教材、実験道具、視し聴ちよう覚かく関連の設備にも相当な金がかかっていて、見て回る場所は多い。俺が元の世界で通っていた公立の高校と使っている器具の違いが一目で分かる。この音おん響きよう施し設せつ一体いくらだよ。

　これほど金がかけられるのは、国から莫ばく大だいな予算が下りているためだ。それに加え、官かん僚りようとズブズブで民間企き業ぎようからの献けん金きんも絶えない。そういった理由もあって、一いつ般ぱんの学校とは違って桁けた外はずれの資金が使えるのだろう。

　先生からは「ダンジョンだけにかまけているとクラス昇しよう格かくはできないから頑張れよ」と、ありがたい薫くん陶とうを賜たまわりつつ、今度は一度校舎から出て外の施設の見学に向かう。

　ちなみに「クラス昇格」とは１年間を前期、後期と分け、それぞれの期末にダンジョンでの成績と学力によるクラス編成を行うシステムのこと。Ｅクラスでも成績が良ければＤクラス、Ｃクラスと個人昇格が可能だ。

　だが、１回の昇格ではどんなに良い成績を取っても一つ上のクラスまでしか昇格できない。ＥクラスからＡクラスになるには高校３年間、６回の昇格チャンスのうち、最低でも４回の昇格が必要となる。逆に、成績が悪ければ降格することもある。

　Ａクラスで卒業できれば冒険者大学へのフリーパスが貰もらえるため、Ｅクラスの皆も必死で頑張るようだが……Ｅクラスは他クラスと違って初めてのダンジョンダイブも高校からなので、本気でＡクラスを目指すとなると短期間で上位クラスと張り合えるほどの能力が求められる。俺ならばともかく、ゲーム知識のないＥクラスの皆には酷ひどく不利な条件のように思える。




　そんなことを考えながら歩いていると一ひと際きわ大きな施設の前にたどり着いた。

「ここは闘とう技ぎ場じようだ。もちろんこの全域がマジックフィールド内で、スキル訓練にも耐たえうる強度を誇ほこる。刃先を潰つぶした武器や様々な金属製防具も各種用意している。利用には事前に申しん請せいが必要なので注意しろ」

　スキル確認や対人戦の訓練はここでできるようだ。外でもやろうと思えばできるが、強力なスキルを発動すると器物を損そん壊かいしてしまう恐おそれがあるので気を付けないといけない。

　また先生によれば、闘とう技ぎ大会や冒険者大学への進学を考えているなら対人戦は訓練しておいたほうが良いとのこと。対人戦の技術はもちろん重要だが、レベルが低いうちは素直にレベルを上げたほうが強くなるので俺はそちらを重視するつもりだ。

　次に、かすかに薬品の臭においがする保健室のような場所に連れてこられる。

「ここは医務室。平日には《中回復》など魔ま法ほうの治ち療りようが行える【プリースト】の先生が常じよう駐ちゆうしている。ダンジョンや訓練で怪け我がしたらすぐにここへ来るように」

　まだ若い【プリースト】のイケメン先生がにこやかに手を振っている。刃やいばを削けずって攻こう撃げき力りよくを殺した武器とはいえ、殴り合うなら怪我の一つもすることはあるだろう。《中回復》は指の１本２本程度の欠損なら治せるというので頼もしい限りではあるが、あまりお世話になりたくない。

　次は工場のような建物が並ぶエリアに連れていかれた。建物内にはいくつもの種類の武器が立て掛かけられ、その奥には金属製品の鍛たん造ぞうをするための治具やエアーハンマーがいくつも並んでいる。ここで鋼やダンジョン産の金属の精せい錬れん、加工を行っているのだろう。

「ここは武器、防具だけでなく、魔ま導具も研究している工こう房ぼうが集まっている。民間からの出店もあるので失礼のないように」

　素材を持って工房の鍛冶かじ職人に交こう渉しようすれば、装備を安く作ってもらえるという。ダンジョン産の素材には魔力を帯びた金属もあるため、いい素材が手に入ったら工房へ依い頼らいするのもいいかもしれない。

　冒険者ギルドの店てん舗ぽでも作成依頼は出せるし、高レベルになればダンジョン内の隠し店舗でも武器防具を取引できるので、じっくり見比べてみたいものだ。カヲルと仲良くなれば辰たつさんにも依頼することは可能だが……これは除外しておこう。

「工房では生徒相手に武器も貸し出している。まだ自分の武器を持っていないなら後でここに借りに来るといい。それほど上級の武器は置いていないが、10階までならこのクラスの武器でも十分だろう」

　レンタル品の武器を見てみれば、剣けんやメイスにしても色々な重さや長さのものが置いてある。下手に店で買うよりかは借りたほうが安上がりだし品質も良さそうだ。昨日、バットが木こっ端ぱ微み塵じんに壊こわれたので丁度いい。

　工房の次は部活説明のため部室棟とうへ。この一帯には専用の部室と訓練施設が集まっており、これまた随ずい分ぶんと金がかかっている。トレーニング機器や武具、資金などを提供しているスポンサーがいるようで、至る所に企業のロゴが見える。

「この学校の部活とは、総じてダンジョンダイブに関するものだ。武器やジョブによって部活動が分かれている。特定ジョブの知識を増やすため、または自分の得意な武器を鍛えるためにも部活動参加を奨すすめる。今週末にも部活動勧かん誘ゆう式があるので、希望者はそれを見てよく考えてから入るように」

　武器に関する部活は剣けん術じゆつ部、弓きゆう術じゆつ部などがあり、剣術部でも第一剣術部、第二剣術部など、同じ剣術でも派閥やスポンサーで分かれている。ゲームでも部活に関連するイベントは豊富にあったが、俺はダンジョンに潜もぐる時間が欲ほしいから入らないでいこうかと思っている。帰宅部サイコー！

　……まぁ正直なところ、部活関連は醜しゆう悪あくな人間関係や暴力への対処など、面めん倒どうなイベントが満まん載さいなので回かい避ひしたいというのが本音。それなりの報ほう酬しゆうはあるが、あれらをリアルで経験したいとは思わない。主人公に任せた。

　最後にＥクラス一行はダンジョンの入り口付近へ。

　この学校の校舎や施設は入り口から半径１５０ｍほどの限られたマジックフィールド領域をフルに活用するため、ダンジョン入り口を覆おおうように建っている。

　しかしダンジョン内部へ入るには、冒険者ギルド広場にある改札を通る必要がある。学校内からは入り口付近に行くことはできても、セキュリティーを通さず中に入ることはできない決まりだ。

「冒険者証の登録は冒険者ギルドでしてもいいが、まだやってないならこの用紙に必要事じ項こうを書いてこちらに提出しなさい。すぐにでも冒険者証を発行しよう」

　いちいち冒険者ギルドへ登録しに行く必要はなかったようだが、少しでもダンジョンに早く入りたかったので問題はない。

「それではいい時間なので今から昼飯とする。向こうにあるのが学食。今後も利用を考えているなら回数券を買っておくといい」

　先生が時計を見ながら学食を指さす。外でも食べられるテラス席があって、まるでレストランのようだ。学食の入り口周辺ではすでにたくさんの生徒が集まっており、食品サンプルメニューを眺ながめて楽し気に会話していた。

　俺も腹の虫の気の向くままに眺めてみることにする。日ひ替がわり定食が２８０円だと……しかもご飯と味み噌そ汁しるはお代り自由!?　このボリュームでこの値段なら弁当じゃなくてもいいかもしれない。胃腸が唸るぜ！

「13時に冒険者ギルド前の広場に集合としよう。食いながらでも三人から五人程度の班を作っておけ」

　ダンジョンには危険なトラップがあったり、モンスターが奇き襲しゆうを仕し掛かけてきたりすることもある。一人にトラブルが起きても安全を確保できるよう、複数人でパーティーを組んで行動するのが基本だ。

　でも、やらかした俺と組んでくれる人なんているのだろうか……陰かげながらこっそりと、そば耳を立ててみよう。

「俺と組みたいヤツいるかー？　前衛２、後衛２募集」「あたし《マジックアロー》使えるよ～？　誰か組まない？」「こちら前衛１後衛１。サーチスキル持ち優ゆう遇ぐうしまーす。いないかな」「ねぇねぇ君、俺と組まない？」「え～どうしようかな～」

　まだ飯の前だというのに、一斉にパーティー募集や自身の売うり込こみが始まった。

（やはり攻こう撃げきスキル持ちが一番人気か）

　低階層では特殊エリアを除いて凶きよう悪あくなトラップはなく、モンスターも弱いので効率が重視される傾けい向こうがあるようだ。クラスメイトの募ぼ集しゆう要よう項こうでも回復よりも攻撃スキル持ちが人気である。

「赤城君、よかったら私たちとどうかな？」

　赤城君が複数の女子から勧誘合戦の対象にされている。羨うらやましいっ。イケメンのうえに最初から《剣術マスタリー》とかいう超ちよう優ゆう良りようスキルを持っているから、人が集まるのも当然と言えば当然なのだけれど、どうやらカヲル達たちと組むようで誘さそいを断っていた。

　ピンクちゃんとカヲルが立木君の手を引っ張りながら赤城君を呼んでいる。あの四人は上手くやっているようだけど……うっ、まずい。またブタオマインドが悲しみの雄お叫たけびを上げそうなので何か気をそらさねば。そうでなくてもボッチ濃のう厚こうで泣きたいのに。

「みんなっ、あそこ空いてるからまずは席を確保して、食べながらパーティー談議しましょうかっ」

　委員長気質かたぎの大宮さんが「学食入り口で集まっているのも邪じや魔まになるので」と言いながらが空いている席を指さす。そういうことならと席に荷物を置いてランチを頼みにいくクラスメイト達。

　ネガティブ思考に包まれそうなので俺もさっさと飯を食って気を紛まぎらわすとしよう。今日の日替わり定食は、ご飯に味噌汁、鯵あじフライとサラダに漬つけ物ものと非常にバランスがいい。しっかりとご飯を山盛りにして席に着く。

「それじゃ頂きましょっ」

　大宮さんの号令で昼食開始となる。食べながら端末でステータスを見せ合い、自分をアピールして売り込んでいくクラスメイト達。最初のパーティー編成はそれほど重要ではないが、初めてのダンジョン探たん索さくなので皆みな真しん剣けんに取り組んでいるようだ。

　俺もさり気なく初期スキル持ちだとアピールするものの、苦笑いどころか露ろ骨こつに嫌な顔をされて泣けてくる。まぁ《大食漢》とか「いつも腹ペコで大食い可能です」と言っているようなもんだしアピールになんてなるわけがないか。

　食事が始まって数分だというのに数人組のパーティーが次々出来上がり、和わ気き藹あい々あいとした雰囲気に。この後は武器を借りに行こうかという話になっているようだが……

「まだ組んでない人いる？　あ……ブタオね」

「スライムにすら負ける奴をパーティーに入れてもね～」

「あいつマジで負けたの？　あの体型だから？」

「誰か入れてあげなよ～。あ、ウチはもう満員だし無理だけど」

　俺の学園生活、初しよっ端ぱなからコケすぎた。な、泣いてないもんね。ちょっと花粉が目に染しみただけだ。

　だけど、そんな中でも拾う神あり。

「もうっ、成海君だってちゃんとこの学校に受かった生徒なんだからっ。じゃぁ、よかったら私達のパーティーにくる？」

　ふと顔を上げると大天使が――いや違った。大宮さんが微笑ほほえんでいた。

「ほ……ほんとっすか！　ありがとうございますっ！」

　ゲームでは次期生徒会長派だった俺だが、こりゃもう委員長大宮派に転向するしかねぇ。




「ええ～!?　サツキ、ほんとに入れるの？」

　眼鏡のカワイ子ちゃんが大宮さんの勧誘発言に反応する。どうやら大宮さんと同じパーティーメンバーのようだ。俺にあんな噂が立てば懸け念ねんの声が出るのも仕方がないのかもしれない。

　だがボッチになってたまるかという反骨精神を前面に、何食わぬ顔で「ヨロシクオナシャース！」と、にこやかに挨あい拶さつしておく。女子パーティーに入れるなんてオラちょっぴり興奮しちゃう。

「じゃぁちょっと断り入れてくるねっ」と言い、どこかへ行ってしまう大宮さん。眼鏡の女の子によると三人の女子グループと合流する予定だったらしく、俺のためにその女子グループへ辞退を申し出にいったとのこと。俺が入ると六人グループになってしまうからだ。なんだかすまないね。

　戻もどってきた大宮さんが早さつ速そく作戦会議をしようと近くに席を寄せてくる。少し吊つり目のくりっとした顔が小動物のようで可愛らしい。シャンプーか何かのいい香かおりがしてきて内なるブタオマインドも大興奮だ。いや俺のマインドかも。

「じゃぁお互たがいの情報交こう換かんでもしましょうかっ。まずは私からね。名前は大おお宮みや皐さつきよっ」

　これが私のステータスだと端たん末まつから画面を開いて見せてくる。覗のぞいてみると【ウィザード】になりたいという割にはＡＧＩが高く、付近の敵の気配を察知する《気配察知》を持っていた。ゲームでは希望通り【ウィザード】になってたが、小柄ですばしっこそうだし【シーフ】方面の適性もあるかもしれない。

「私は新につ田た利り沙さだよ～。【アーチャー】やりたいと思ってたけど～、最近は魔法系もいいかな～なんて」

　真まっ直すぐのセミロングで眼鏡ッ娘この新田さん。やや垢あか抜ぬけていてキュートというよりビューティーな雰囲気のお姉さん系女子だ。言動は柔やわらかく天然っぽくみえるが、瞳ひとみの奥には何か冷静な思考を感じる。【アーチャー】志望とのことで、すでに自前の弓を肩かたに担かついでいる。

「んじゃぁ俺おれは……」

「知ってるよ、成海君でしょ。今有名だしね～……スライムに負けたってホントなの？」

「リサ、そんなこと聞いたらダメだよっ！」

「い、いやいいんだ。一応【プリースト】志望だけど、メイス振ふり回して前衛やろうかと思ってる」

　マイナス方向の有名人ね。強さこそ正義という冒険者学校だしマイナスに見られるのはデメリットが大きい。ちょっとくらいは弁明したほうがよかったかもしれない。昨日医務室に運ばれたときにステータスを計測して更こう新しんしてあるので見せてみるか。

「もうレベル３なんだ～……あれ～？　じゃあスライムかゴブリンはたくさん倒たおしてるってことなの～？　パワーレベリング※……は、１、２階程度では流石さすがにやらないよね～」
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　人差し指を頬ほおに当てて首を傾かしげる新田さん。レベル３ならスライムなんかに負けることもおかしいし、レベルが上がるほど倒してるのに負けることはもっとおかしいと口にする。

「あの時はちょっと体調が悪くなってさ」

「やっぱりっ。この学校に受かってる生徒ならスライムなんかに負けないよっ」

　フレンドリーに接してくれる大宮さんと新田さん。思っていたよりも俺に対する拒否反応がなくてびっくりするほどだ。新田さんについてはこれほどの美人なのにストーリーに出てきた記き憶おくがない。まぁ主人公やヒロインと接点がなければゲームに登場することもないので、それほど不思議なことではないか。




　陣じん形けい確かく認にんをしながらの食事を終え、武器工房へ向かうことに。レンタル料は無料だが端末で登録する必要があると教えてくれたので良い武器があったら借りてみよう。ダンジョン産の金属は入っていない普ふ通つうの鋼製武器とはいえ、買ったとしたらＰＣ一式くらいの値段がするそうだ。

「これなんてどうっ？」

「この弓いい感じかも～。後で借りてみようかな」

　ワイワイと武器選びに精を出す大宮さんと新田さん。俺も良いメイスがないかとレンタルコーナーを物色。手に持って握にぎりを確かめてみるが、やはり金属の武器となると小型の武器ですらずっしりとした重みを感じる。負担となりそうだ。現時点のＳＴＲで振り回すなら木製のほうが良いだろうか。鬼おにの棍こん棒ぼうのようなトゲトゲが付いた木製メイスがあったのでそれにしておいた。

「そろそろ13時だし、集合場所に向かいましょうかっ」

「成海君、レベルが一番高いし頼たよりにしてるよ～？」

「オラ、精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばりまっす！」




　多くの冒険者が行き交う冒険者ギルド前の広場。

　ぱっと見えるだけでも数千人はいるだろうか。突とつに入ゆう前に作戦会議を開いていたり、茣ご蓙ざを敷しいてフリーマーケットのようなものを開いている人もいる。ここで露ろ天てん商しようをするにも登録が必要らしいが、これだけ人がいるなら儲もうかりそうだ。

　集合指定場所である時計台の下を見れば、クラスメイトのほとんどがすでに集まって会話していた。

「オレ、もうレベル２だぜ」

「すっごーい」

「でも他のクラスにはもうレベル10を超こえてる生徒がいるらしいよ」

　俺や赤城君達と同じように端末が配られたその日にダンジョンに潜ったクラスメイトも何人かいたようだが、それはどうやら少数派のよう。ほとんどは冒険者ギルドの図書室で情報収集や資料集めをしていたらしい。

　この国のダンジョンの入場条件は15歳以上――ただし中学生は不可――だ。中学を卒業してすぐにダンジョンに入ろうにも、通常は冒険者講習を経て実地訓練とテストを通過する必要があり、冒ぼう険けん者しや申しん請せいから10級の冒険者証を貰うまでに最短でも２ヶ月もの時間がかかってしまう。

　一方、冒険者高校の生徒なら冒険者ギルドで端末を見せればすぐに９級の冒険者証を貰えるという特典がある。中学卒業と同時に申請するより端末が配られるまで待ったほうが潜るまでの期間が短いのだ。よって、Ｅクラスのダンジョン履り歴れきは、端末を配られた入学式以降、つまり最長でもここ３日間しかないことになる。

　クラスメイト達はその３日間をモンスターを調べるだけでなく、武具調達やパーティーの連れん携けい確かく認にん、冒険者ギルドの見学など様々なことに費やしていたようだ。

（慎しん重ちようすぎる気もするが、俺もゲームの知識がなかったらそうしてたのかな）

　周囲の雑談に耳を傾かたむけながら大宮さん達と集合場所で待っていると、一際派手な冒険者集団がやってきた。

　ピカピカに磨みがかれた金属製の全身鎧よろいに大げさな装そう飾しよくが施ほどこされた大剣を担ぐリーダーらしき前衛の男。その後ろにはマジックアイテムらしき紋もん様ようのローブと仮面をしている後衛らしき冒険者が数人続く。

（冒険者高校の校章を付けているってことは、同じ学校の生徒……校章の色からして三年生か）

　全身防具なんて着ていたら生徒なのか一般の冒険者なのか分からなくなるため、授業中のダンジョンダイブでは胸に冒険者学校の生徒を意味する校章を付けるという校則がある。装備を見るにレベル20前後だろうか。広場にいる冒険者のほとんどがレベル10以下なので、ＳＴＲ要求値が高めの重装備はかなり目立つ。

「すげぇ装備だな。冒険者高校の生徒らしいぞ」

「レベル20を超えてるって本当？」

「まだ高校生なのにそんなに高いなんて凄げぇ」

　周りにいる冒ぼう険けん者しや達たちがヒソヒソと話しながら見ていると、全身鎧の男が突とつ如じよ《オーラ》を発する。

「……邪魔だ。どけ」

　たくさんいた人達は強者による《オーラ》で威い圧あつされ、広場に道ができる。そこを先せん輩ぱい方がたは我わが物もの顔がおで通り過ぎて行った……

（おいおい。いくらレベルが高くても、一いつ般ぱん人じんに向かって威い圧あつ的てきに振ふる舞まっていいものか？）

　俺も刈かり谷やイベントのときにあの圧をモロに受けたが、何か巨きよ大だいな生物に心臓を鷲わし掴づかみにされたような感覚になったのを覚えている。通行の邪魔になったとはいえ他所の人達にあれ以上の圧を掛けるとか、この学校のコンプライアンスは一体どうなっているのか問いただしたい。

　そういえば、ゲームだったときも学校にいるレベルが高い奴らは妙みように高圧的だったな。俺だって強くなれば少しはイキりたくなるかもしれないが……こういうのを見ると不快だし、自重していくべきなんだろうな。




「よし、みんな揃そろってるか？」

「はぁはぁ……すみません、遅おくれました」

　定時になり先生が点呼を取ろうとすると、学校方面から赤城君が走ってやってきた。その後ろからカヲルとピンクちゃん、立木君が息を切らせながら走り込こんでくる。工房で武器を選んでいて思いのほか時間がかかってしまったそうだ。レンタル品とはいえ武器は冒ぼう険けん者しやの命とも言えるものだし仕方のないことだが……いちいちブタオマインドが嫉しつ妬とで暴走しそうになるのはやめてほしいものだ。

「それではパーティーのリーダーを決めて、メンバーの名前を報告しろ」

　うちのリーダーはもちろん大宮さん。パーティーごとに報告が終わると、胸に着ける冒険者学校の校章が配られ、順次ダンジョンへの移動を開始する。

「あの機械に冒険者証か腕うでの端末を当てれば入れるようになる。報告を済ませた者から順に入れ」

　パーティーごとに端末を掲かかげ、ダンジョン入り口へ向かうための通路に並ぶ。昼過ぎだからか、それほど混まずに境界面まで来ることができた。クラスメイト達は真っ黒で異様な境界面に躊ちゆう躇ちよなく潜っていくが、この粘ねん着ちやく質しつな感かん触しよくにはどうにも慣れそうにない。

　入り口から入って少し進んだ場所で一度集合し、先生がこれからの予定を説明していく。どうやら今回は２階までの道を往復するだけらしい。端末の地図で現在位置を確かく認にんしながら一ひと塊かたまりになって歩くようにと言われる。するとパーティーのＭＡＰ管理役は端末の画面を開いて、２階の方向に誘ゆう導どうを開始する。




　１階入り口から２階へ行くメインストリートは冒険者の行列が途と絶だえずにできている。スライムも現れた瞬しゆん間かんに倒されているので俺おれ達たちが相手にできるモンスターは１匹ぴきもいない。

（こりゃ武器を借りても使う機会が全くないぞ）

　クラスメイトの何人かは重い武器を借りて担いでいるが、無む駄だな労力になりそうだ。先ほど女子に良い所を見せようとしていた男子も項うな垂だれている。

「人だらけ。これじゃ観光名所みたいなものね～」

「道を外れないと冒険者だらけだねっ」

　初めてこの世界のダンジョンに来たときは人の多さに驚おどろいたが……日本全国から何十万人も集まるならこうも混雑してしまうのは致いたし方かたなし。特に、階と階を繋つなぐメインストリートはどこまで歩いても人の行列が途と切ぎれない。もし１階で戦いたいならこのメインストリートを外れた場所に行くか、夜中など人の少ない時間帯に入るしかないだろう。ゲームだったときはダンジョン内にプレイヤーしかおらず、浅層なんてすぐに通り越こすためガラガラだったけど、ゲームが現実化した世界ではこういった違いもあるようだ。




　入り口から２㎞ほど歩いただろうか。通路の前方に巨大な空間が見え始めた。天てん井じようにはいくつもの照明が炊たかれていて、ここから見るとかなり眩まぶしい。広間の奥おくには２階へ続く階段もあり、救急所、トイレなどの案内標識もある。オリエンテーションはここがゴールだ。

　クラスメイトの点呼を終えた先生がホームルームを始める。

　階段を下りた先にも広間があり、１階と同様に自動販はん売ばい機きや軽食を出す休きゆう憩けい所じよがある。ただお値段は多少高く、下の階に下りるほど値段が上がっていく。モノを買うなら外で買っておいたほうがいいと先生が忠告してくれる。

　高山でジュースが高くなる仕組みと同じで、手間賃や運送料が含ふくまれているから高くなるのはやむを得ない。ここに来るまでにも小型輸送車を何台か見たが、そういったサービスのための荷物を運んでいるのだろう。

　また、４階には宿しゆく泊はく施し設せつやアイテム取引所などもあるが、かなり割高なので基本的に特権階級や観光客しか利用しないそうだ。ゲーム内でも４階に宿泊施設があったものの、終始ダッシュで高速移動することができたので、そんな階層で宿泊をするプレイヤーはいなかった。

「今日は少し早いが、ここで解散するとしよう。この後はパーティーで狩かりをするなりなんなり自由にしていい。明日から普通に授業だから遅れるなよ」

　今はまだ２時を過ぎたばかり。大宮さんに１階を一いつ緒しよに回ろうかと誘われたけど、一刻も早く２階を回りたかったので断腸の思いで辞退した。可愛い女の子達とダンジョンダイブを楽しむのも良いが、先へ進みたいという欲が出てしまったのだ。「お互い頑がん張ばろうね」との激げき励れいを貰い、笑え顔がおで別れることにした。

（それにしても。大宮さんも新田さんも可愛かったな……）

さすがは美男美女だらけの冒険者学校。ヒロイン格のカヲルは当然として、あの二人も相当ハイレベルだった。俺も高校生活を上手く過ごせたらあんな可愛い子達と仲良くなってキャッキャウフフな夏を迎むかえられたりしないだろうか。オラ、ワクワクしてきたぞッ！
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　――　早瀬カヲル視点　――




　冒険者学校に入ってすぐにユウマ、ナオト、サクラコという素す晴ばらしい仲間と出会えたのは僥ぎよう倖こうだった。

　入学初日にユウマと話す機会があり――実は私から話しかけたのだけど――冒険者について話が盛り上がって、流れでダンジョンに潜ることになった。そのおかげでこの土日はとても充じゆう実じつした時間を過ごせた。

　これからどうやって強くなっていくべきか、ダンジョンを攻こう略りやくしていくか。また成績を上げてＡクラスを狙ねらっていくか。私にとってどれも手て探さぐりで悩なやましい問題であったけど、それらについて真しん剣けんに相談し励はげまし合っていける仲間ができたというのはこの上なく幸せなことだと思う。

　ユウマは勇気があり向上心も高く、才能の塊かたまりだ。今までも鍛きたえてはいたものの、それほど剣術の心得はないと言っていた。しかし獰どう猛もうに襲おそい掛かってくるゴブリンを倒すその姿は見事であり貫かん禄ろくすらあった。Ｄクラスのならず者に対しても毅き然ぜんとした態度で立ち向かったのはカッコよかった……私とて乙おと女めであり、あのような姿には心を打たれるというものだ。

　ナオトは一見仏ぶつ頂ちよう面づらに見えるが気配りができ、紳しん士し的てきであることは私の中で彼の評価を上げる大きなポイントとなっている。また彼かれの魔ま術じゆつ関連の賢けん知ちは広く深いということが分かった。剣しか知らない私は魔術方面には疎うとい。これから先、一流冒険者を目指すにおいて魔ま術じゆつ師しと組むこともあるだろう。その際にナオトと共に戦った経験と、そこから学べる知識は大いに糧かてになるはずだ。

　サクラコは、失礼だがあのふわふわした見た目と性格なのであまりダンジョンでは期待できないと思っていた。しかし、近接戦において同じダンジョン初心者とは思えないほど高い運動能力を発揮し、回復魔法も使いこなし、おまけに視野も広かった。彼女の才能には舌を巻くばかりだ。もしかしたらユウマをも超える才能があるかもしれない。

　そんな素晴らしい仲間に比べて私は大した才能を持ち得ているわけでもなく、あるとすれば幼少よりやっていた剣けん道どうくらいしかない。それでも剣術という分野で少しでも貢こう献けんできたのはこの上ない満足感と充じゆう足そく感を齎もたらした。こんな私でも役に立てるのだと。

　だけどこのままでは才能溢あふれる彼らの隣となりには居続けられない。今後も背中を任せられる関係でいられるよう、これまで以上に必死に努力しなければならない。学校生活にも気合が入るというものだ。

　とはいえ、今日のオリエンテーションは２階までのメインストリートを往復するだけ。一度も戦せん闘とうすることはなく、しかもここはすでに通った道。目新しいものもない。

「１階はモンスターも弱いし、どうせなら３階まで行きたいものだな」

　少しつまらなそうに言うユウマ。確かにレベルアップを経験している私達にここは物足りない。この四人なら２階ですらもう余よ裕ゆうだろう。

「でも、これが終わったら解散ですし。この後また四人で狩りにいきませんか？」

「あぁ、僕ぼくもそう思っていた。カヲルもどう？」

　ナオトがこちらに顔を向けて聞いてくる。もちろん、望むところだ。

「せっかくいい武器をレンタルして持ってきたのだし。私もお供させてもらうわ」

　了りよう承しようの言葉と笑えみで返す。お互いくすりと笑いながらダンジョンを確かめるように一歩一歩を踏ふみ歩く。これからのことを見み据すえるように目の前を見てみれば――

　――恰かつ幅ぷくの良い男子生徒が大おお股またで歩いているのが目に入った。胃がピリリと痛む。

　昨晩のことだ。

　風ふ呂ろから上がり、予習でもしようかというときに〝ストレス〟がやってきた。

　なんと颯太がスライムごときに負け、搬はん送そうされたというショッキングなニュースがサクラコから齎もたらされたのだ。学校の掲けい示じ板ばんに書き込まれ、噂うわさになっていたらしい。

　スライムといえば入場制限が解除される年ねん齢れいならばまず負けることはありえない。さらにいえば子供でも勝てると言われている最弱のモンスターだ。それなのに、なんたること。

　成海家のご両親は颯太の無事を喜んでいたけど、あんな体ていたらくを知って心を痛めているに違ちがいない。私がもっと厳しく鍛えてやれば良かったのだろうかと良心の呵か責しやくに苛さいなまれそうになるものの、本人にやる気がないのだから何を言っても無駄だろう。

　今朝迎えに行ったときも、昨晩のことについて何も気にしていないようで、呑のん気きに欠伸あくびを繰くり返して向上心のかけらも見られない。冒険者学校の生徒ならばスライムにすら敗北したことにもっと気にするべきではないのか。

　しかし、私のほうでも気になることはある。

　あれほど私に執しゆう心しんしていた颯太が、入学式以降ほとんど構ってくることなく大人しくしている。いつもなら無意味に電話をしてきたり突とつ然ぜん押おしかけてきたり、デートをしろと強要してきたりするのに。土曜の朝練のときに少し話はしたが、いやらしい目で見てくることもなければ、ユウマ達とのダンジョンダイブにも割わり込んでくることもなかった。

　今日だってパーティーを組めと言われたとき、必ず私を誘いに来ると身構えていたというのに、一言も声をかけてこなかった。




　――もしかして私に関心がなくなった？




　いや、それなら〝結けつ婚こん契けい約やく魔ま法ほう書〟を返へん却きやくすべきだろう。あれがある限り、私は大きな弱みを握られ逆らうことができない。それを返さないということは私に対する執しゆう着ちやくは捨てずに持ち続けているということだ。

　それに、あれほど努力を嫌きらい成長も皆かい無むだった颯太がそんな急に変われるわけがない。現に目の前で、あんなに鼻の下を伸のばしてデレデレしているではないか。ここはダンジョンでオリエンテーションの最中だというのに、デートタイムと勘かん違ちがいしている。実に情けない。

　両サイドにいる女子は……確か大宮さんと新田さんだったか。きっと颯太がクラスメイトから忌き避ひされているのを放っておけなくて、同情心から組んであげたのだろう。

　はぁ。考えるだけで、ため息が止まらない。

　私は一流の冒険者に近づけるよう頑張りたいし、自由な恋こいができるようにもなりたい。颯太のための時間なんてもう取れないのだ。一刻も早くこの身を縛しばる〝結婚契約魔法書〟を破は棄きして、後こう顧この憂うれいを断たたなければならない。

　だけど今のところ何のとっかかりも得られていない。颯太と距きよ離りを開けようとするあまり、疎そ遠えんになりすぎているせいかもしれない。

　一番良いと思うのは妹の華か乃のちゃんと仲良くなって味方についてもらうことだけど……最近は華乃ちゃんに声をかけても反応が悪く、嫌きらわれている可能性すらある。彼かの女じよは兄である颯太を慕したっているので、私の颯太に対する複雑な感情に気づかれたのかもしれない。幼いときの屈くつ託たくのない笑顔を思い出せばちくりと胸が痛むが、あえて無視することにする。今の私には気にしている余裕がないからだ。

　前ぜん途と多た難なんな未来を憂いながら、歩を進めるのであった。







第10章　……スライムにも負けるのに？







　後うしろ髪がみを引かれる思いで大宮さん新田さんと別れ、初めての２階へと足を踏み入れる。

「さてと……ゴブリン戦か」

　ゴブリン。モンスターレベルは２。ゲームでは身長１００～１２０㎝ほどの亜あ人じん種しゆで、顔は醜みにくく、肌はだは緑色。非力だが知能はそれなりに高く、人間を見つけてもすぐには襲わず、角待ち攻撃を狙ったり徒党を組んだりするズル賢かしこさがある。１階にいるスライムと比べれば格段に危険度は高い。とはいえ、しょせんは子供並みの身長と力しかなく、単体なら棍棒にさえ気を付けて戦えばそう難しい相手ではない。

　一方で稀まれに出現するゴブリンチーフは金属製の武器を持っている場合があるので注意したほうがいいだろう。肉体的な強さは普通のゴブリンとそう変わらず、モンスターレベルも３なので経験値的には美お味いしいモンスターとも言えるが。

　３階へ行く道は当然のように混んでいるため、ゴブリンが比ひ較かく的てきポップしやすい「ゴブリン部屋」と呼ばれる場所へ移動する。ここに湧わくゴブリンは倒しても比較的早くポップし、他の場所と比べゴブリンチーフが抽ちゆう選せんポップ※しやすいのだ。
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「ここも人がいないけどどうしてだ？　まぁ、いないならいないで、そのほうがいいか」

　ゴブリン部屋をこっそり覗くと２体のゴブリンがキャッキャと話し合っていた。あれも歴れつきとした言語なんだろうか。しばらく観察していると１体が丁度近くに来たので後ろからトゲ付きの棍棒を振り下ろす。

「後頭部アターック!!」

　一いち撃げきで沈しずみ魔石となるゴブリン。手ごたえありだ。ここを叩たたかれれば普通の人間でも一撃。残ったもう１体のゴブリンは驚いたのか、もしくは怒おこったのか、棍棒を構えながら大声を上げてこちらを威い嚇かくする。

「来ないならこっちから行くぞっ」

　圧あつ倒とう的てきなリーチに加え威い力りよくでも勝る俺はアグレッシブにメイスを振り下ろす。それに対しゴブリンは手持ちの棍棒を横にして俺の攻撃を頭上で受け止めた！　やるじゃねーか。

「だがお腹なかがお留守だぜ」

　ゴブリンの腹を蹴けり上げるとゴブリンは仰あお向むけに吹ふっ飛ぶ。その隙すきを逃にがさずすぐに距離を縮めて再びメイスを振り下ろすと、呆あつ気けなく魔石となった。

「しっかしスライムと違って人型は何だか後味が悪いな。死体が残らないだけマシか……」

　スライムとは違いゴブリンは人の形をしているため微び妙みような後味の悪さが残る。それでもゴブリンの顔を近くで見ると絶対に相いれない生物だと分かるので気にする必要はないな。

　この魔石は……１００円もしないだろう。ダンジョン歴数日でもここに来ようと思えば来られる。そこらの一般人でも倒せてしまうモンスターの魔石なんてそんなもんだろう。レベル上げのオマケと割りきって倒しまくるとしよう。

　モンスターは基本的に黒い靄もやから姿を現してから２～３秒ほどは無防備に立ちつくしているだけなので、その僅わずかな時間に攻撃できれば大きなアドバンテージが得られる。

　そのアドバンテージを活いかすには「スライム部屋」や「ゴブリン部屋」のようなモンスターがポップする時間と場所が確定してることが重要だ。このゴブリン部屋ではゴブリン３体がきっちり10分間かん隔かくで倒した順にポップするため、一人なら丁度いいペースで狩ることができる。

　こういった場所は一つの階層に数ヶ所ほどしかなく、ゲームだったときはレベル上げ目的のプレイヤーに人気すぎて場所取りが困難だった。だがこの世界ではあまり人気がないのか、それとも知られていないのかは分からないが、周りに人がいる気配はない。つまりは独どく占せんできて美味しい。

　それにしても。初めはあまりの体重と筋力の弱さによる鈍にぶい動きに抵てい抗こうがあったものだが、数日も経てばこの体にもだいぶ慣れてきたな。ちょっとしたバランスのとり方や休きゆう憩けいタイミング的なものが感覚的に分かるようになって、体調管理も随ずい分ぶんとしやすくなった。

　とはいえ、この体型で戦い続けるのはデメリットが大きすぎる。体重超ちよう過かによる速度の低下自体はレベルアップによる肉体強化で補正できるとしても、今後厳しくなるであろう戦いのために少しでも余力を残しておきたい。長期戦を強しいられればすぐに息が上がってしまうし、下手をすれば死ぬ可能性があるのだから。

　筋肉痛の様子を見ながら、もう少しトレーニングの負ふ荷かも上げていいかもしれない。まぁ一番きついのは食事制限なんだけどね。




　それから順調に５体ほど狩った頃ころ――

「おっと、金属製の武器持ってるぞ。ゴブリンチーフか？」

　ゴブリンチーフだろうと何だろうと最初の数秒は棒立ちのため、関係なく一発で仕留めてやるぜと思ったら、頭に兜かぶとをしてやがった。しょうがないので武器を持ったほうの肩に振り下ろす。

「ッギャーアアッギャッギャ!!」

　痛みのため悲鳴を上げて武器を落としてしまったゴブリンチーフ。痛みに耐たえながらなんとか武器を拾おうとするが、それを読んでいた俺のほうが早い。残った左ひだり腕うでにメイスをぶち当て、その後に横よこ殴なぐり。

　ぶっ飛んだゴブリンは魔石と化し、同時に錆さびた短たん剣けんが落ちた。

　マジックアイテムではなく普通の短剣っぽいが、見ただけでは確実なところは分からない。鑑かん定ていするにも金がかかるので、早いところ《簡易鑑定》のスキルが欲ほしいものだ。

「兜をしてる場合があるから、ファーストアタックに後頭部以外のパターンも考えておくか」

　その日は夕食前まで狩り続け、レベルは上がらず３のまま。無理はせず今日のところは切り上げる。ボロボロの武器を三つ手に入れたが、使い道などないためクズ屋にでも売ってしまおう。お小こ遣づかい程度にはなるかもしれない。
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　通常授業が始まる。二度目の高校生活なので授業内容なんか余裕かと思いきや、高校一年の授業としてはかなりハイレベルな問題を解かされ、この学校のレベルの高さに舌を巻く今きよ日うこの頃ごろ。

　ホームルームが終わって放課後になるとクラスメイト達たちはさっさと教科書をしまい、仲の良い者同士で集まってダンジョンダイブの予定作りをしている。

　赤あか城ぎ君はいつもピンクちゃんと話しているが、ダンジョンのほうは頑張っているのだろうか。今月中にレベル10程度にならないと刈かり谷やを倒すには難しくなるはず。まぁ、あの余裕そうな態度を見る限り何か考えでもあるのだろう。

　カバンに荷物を纏まとめ、ゴブリン戦をイメージしつつ教室から出ようとすると、鈴すずの鳴るような凛りんとした声に引き留められた。

「ちょっと」

　振り返れば幼おさな馴な染じみで許嫁いいなずけのカヲルがいつものように腕を組み、若じやつ干かん不ふ機き嫌げんそうな顔で立っていた。そういえば学校では颯そう太たと名前で呼ばないんだな。

「どうした？」

「……そろそろ。練習したほうがいいと思うのだけど」

　練習……はて。ブタオの記憶を探さぐってはいるもののカヲルと練習の約束なんてした覚えはない。入学前に一緒に出かけたり準備運動のような何かをしていたようだが、もしかしてあれがそうなのか。

　俺は今日も今日とてソロでダンジョンへ直行する予定なのだ。足あし腰こしならダンジョンを歩きながらでも鍛えられるので一緒に潜もぐるつもりはない。それにゴブリンごときに複数人でパーティーを組むのは効率が悪いしな。

　とはいえ、心配して言ってくれているのかもしれないので断るにも言い方には気を付けなければ。

「一応、独自にトレーニングを頑張っているんだ。だから大だい丈じよう夫ぶだよ」

「……どんなことをやっているの？」

　柳りゆう眉びを寄せて怪け訝げんそうな顔で聞くカヲル。やけに食いついてくるな。

「散歩とか？　ここ数日はダンジョン内で歩いているんだ」

「……スライムにも負けるのに？」

　……ぶひっ。

　確かにスライムなんかに負けたと噂されたら心配の一つでもしたくなるか。長年付き合いのある幼馴染だしな。

「あれはちょっと体調がな。まぁ今のところ体調管理はしっかりやってるから大丈夫だよ」

「……そう」

　体調管理というかダイエットだが。カロリー制限をしているせいでフラフラしてるまである。まぁ無む茶ちやなスキル発動とかしなければ大丈夫だろう。

　そんな説明でも納なつ得とくしたのかどうかは分からないが、俺から視線を外し席に戻る。彼女も赤城君のパーティーに頑張ってついていけば必ず強くなるはず。きついイベントもたくさん起こるとは思うが応おう援えんしてるぜ。
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　ここ数日でゴブリンとゴブリンチーフを合わせて数十体は倒したが、レベルは３のまま。ダイエットをしながら体幹を鍛え、体を強くすることを優先していたため、ダンジョンダイブの時間は少なめだ。ダンジョン３階以降では厳しい戦いになる可能性があるから、準備は念入りにしないといけない。

　冒険者ギルド入り口にあるインフォメーションボードによると３階では毎月何人か死者が出ているほどで、本格的なダンジョンファイトが経験できる初めての階とも言える。

　ソロで行くので、万一を考えて少しでも動ける体にしておきたかったのだ。この２階でレベル４まで上げておいたほうがいいだろう。

　ソロではもしものときに誰だれも助けてくれないのでリスクは大きいが、モンスターを倒したときの経験値量も多くなる。さらに、ゲーム知識がある俺は美味しい狩かり場ばやモンスターをほぼ独占できる立場なので、ソロで潜るメリットがより大きい。

　気を付けることは目に見えるリスクだけではない。ゲーム知識があるということを絶対に知られてはいけない。

　この世界は元の世界より格段に血なまぐさいため、何が起こるか分からない。貴重なダンジョン情報を持っていると分かれば、拉ら致ち監かん禁きんなんて平気でしてくる国や組織が山ほどあるのだ。ゲーム知識やダンジョン情報は、絶対に裏切らない家族に伝えるくらいで留めておくのが無難だろう。しばらくは情報流出に気を付けながらソロで行けるところまで行ってこっそり強くなろうと思う。




　ということでいつものゴブリン部屋。

　リポップの際の数秒の無防備状態を逃のがさず狩り続け、１時間ほどでレベル４になった。体の調子を確かめながら《小回復》をかけて一休憩する。

　この《小回復》は、マニュアル発動で行うと筋肉の疲ひ労ろう回復に効く感じがするのでやっている。ＭＰの無む駄だ遣づかいといえばそうなのだが、今のところろくなスキルを持っていないので、こういった無駄使いもできる。ＭＰ総量には十分気を付けながら行わなければならないが。

　モンスターレベル２の敵が多くを占しめるこの２階では、レベル４になった俺おれでは獲かく得とく経験値が大きく減少し不ま味ずくなる。素す直なおに３階に移動したほうがいいだろう。武器も対オークを考えて金属製のメイスを借りてきてある。量ってみたら５㎏もあったが、今のステータスならばそれなりに振ふり回すことができるはずだ。

　ちなみに、レベルは４からかなり上がりにくくなるらしい。理由としては、レベルアップまでの必要経験値がこれまでと比べ多く必要となるのもあるが、何より３階からは敵の強さが格段に上がるからだ。

　３階にポップするオークは、大人並の力で棍棒を振るってくるため危険な相手となる。また、《ファイアーアロー》という遠えん距きよ離り攻こう撃げきが可能なゴブリンメイジも登場し、オークの上位体であるオークチーフは１体倒すのにもレベル３以下では死し闘とうとなる可能性がある危険なモンスターだ。

　リスクを回かい避ひして複数人のパーティーを組むならオークチーフでも比較的楽に倒すことができるが、代わりに経験値は人数分に分散し減少する。またモンスターがポップしている場所を頻ひん繁ぱんに探し歩かなくてはならない。それならばより深い階に行って経験値量が多い敵を倒せばいいと思うかもしれないが、当然の如くモンスターも強くなり、リスクも跳ね上がる。

　うちの親おや父じもそうだが、一いつ般ぱん冒ぼう険けん者しやでレベル４止まりが多いのはそういう理由らしい。だが、ゲーム知識があればそこまで上がりにくいということもないだろう。秘策もあるしな。

「さてと。それじゃオーク狩りに行くとしようかね」

　よっこらしょと立ち上がる。荷物をまとめ次の階へ行く準備をしよう。




　３階へ降りたところにも喫きつ茶さ店てんや出店が何なん軒けんかあり、７００円もする６個入りたこ焼きを摘つまんで一息する。うーむ、この店は失敗だな。粉っぽいし中に入っているタコも小ちっちゃい……

　付近で買い物をして歩く冒険者を見てみれば、黒い革かわ製せいの防具を着けているのが目につく。俺もそろそろ防具を揃えたほうが良いかもしれないと思案しつつ、たこ焼きが入っていた入れ物を捨てて通つう称しよう「オーク部屋」を目指す。

　この階も冒険者が多く、オーク部屋の近くの分ぶん岐きまではほとんど交戦することなく辿たどり着くことができた。そこからはオーク部屋まで慎重に進む。ゴブリン部屋と同じくオーク部屋も中に３体ポップするはずだが……

　部屋をこっそり覗のぞくとオークがちゃんと３体いた。一見すると人間のように見えるが、首がやけに太く、後ろ姿がずんぐりむっくりしている。また、豚ぶたのような鼻でブモーッと鳴くので近くまで寄れば見み間ま違ちがえることはない。

（最初が肝かん心じんだな……）

　レベルアップしてそれなりの重さの金属製武器を振り回せるようになったので、３体のオーク相手でもゴリ押おしでいけないこともない。とはいえ、下手をすれば囲まれてタコ殴なぐりにされる危険性もある。

　なので買ってきましたスタングレネード。冒険者ギルドのグッズコーナーで一つ５０００円とかなり高価であったが、オークを狩り続けられるなら十分ペイできるはず。必要投資と考えよう。

　元の世界のスタングレネードは閃せん光こうと爆ばく音おんがセットであることが普ふ通つうだが、そんなものをダンジョン内で放てば爆音により近くのモンスターを引き寄せてしまう。そのため、ダンジョン用のスタングレネードはほぼ無音で閃光のみとなっている。

　説明書と注意事じ項こうは昨夜に隅すみまで見てあるので使い方は大丈夫なはず。ということでポイッとな。

　シュコーーンという空気の抜ぬける音を出した直後、オーク部屋に強きよう烈れつな閃光が走る。ブモォーブモォーと悲鳴を上げるオーク達。視界を失っている間に近づき後頭部アタックをぶちかます。

　３体とも一気に倒たおしてしまうとリポップする際に同時に湧いてしまうため、２体は瀕ひん死しに留めて時間差を作りながら止めを刺さす。

「これは……一つ２００円だったか」

　後に残るのはオークの魔石。パーティーだとかなりの数を倒しても普通のバイトの時給以下だろうが、ソロならリスクが高くなる代わりに、それなりに美味しい稼かせぎになるかもしれない。




　タイマーが次のポップまであと30秒と教えてくれると、時刻通りに黒い霧きりが生まれ始める。

　急いで武器を取り無防備状態のオークに近づいて急所に攻こう撃げきを入れる。首が太く一撃で倒すのは難しいものの、的確にファーストアタックを打ち込めばたたらを踏んで朦もう朧ろうとしている状態に持ち込めるので、続けて連続攻撃を仕し掛かけて一気に倒しきる。

　その後もオークを問題なく倒し続けていくと今度はゴブリンがポップ。杖つえを持っているのでゴブリンメイジだろう。

　ゴブリンメイジは《ファイアーアロー》を撃うってくるため、複数を相手に戦う場合は強敵となるが、見て避さけられる速度なので単体ならばそれほど怖こわくはない。そも耐たい久きゆう力りよくは２階にいるゴブリンと大差ないので、無防備状態ならば一撃で狩かり取れるボーナスモンスターに過ぎない。

「ふんぬっ！　これでモンスターレベル４は美う味まいわぁ」

　こりゃレベル５までは楽勝だぜぇ、と鼻歌を歌いながらオークより大きめの魔石を拾う。休憩を挟はさみつつルンルン気分で20体ほどオークを狩り続けていたところ、初めて上位個体であるオークチーフが抽選ポップする。

　今まで通り頭を狙おうと間合いを詰つめるが、兜に加えショルダーアーマーをしているため振り下ろしは効きそうにない。すぐにデカい棍こん棒ぼうを持っている腕に狙いを変えて渾こん身しんの一撃を繰り出す。ブモォーッと叫さけんでいる間に３発ほど追つい撃げきを加えるが、なおも耐え抜くオークチーフ。野や郎ろうの目はまだ死んではいない。

　睨にらみ合いとなるが相手は虫の息だ。一気に詰め寄り低空状態からメイスを振り上げる。

「さっさと魔石になっとけ……なにっ!?」

　瀕死のくせにバックステップで躱かわしやがった。オークチーフは残った力を振り絞しぼり横なぎを繰り出す……が、ダメージが色いろ濃こくモーションでバレバレ。屈かがんで躱してから、立ち上がりと同時にメイスを股またに振り上げる。

「ブッ……モォオオォオ……」

　……この感触、雄おすだったか。同じ雄としてこの鬼き畜ちく攻こう撃げきはどうかと思うが、背に腹は代えられない。オークチーフは股こ間かんを押さえながらガクッと膝ひざをつき、魔石となった。

「なかなかの強さだったな……」

　無防備アタックではない万ばん全ぜんの状態からコイツを倒すとなると、どれくらいの時間がかかるだろうか。その間にゴブリンメイジなんてポップしたら厄やつ介かいこの上ない。

　オークチーフ戦は長引きそうなら一度オーク部屋から連れ出して戦ったほうが良さそうだ。幸いオークの足は速くはなく、難なく逃げられるはず。他の冒険者もオークチーフ相手にはよく逃げるため、この階でのトレイン※はよく見る名物的な光景らしい。もちろんそんなことやったら他の冒険者に怒られるが。
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　無防備状態から一気に倒しきれないのはＳＴＲが足りていないのもあるが、この武器自体が弱いせいでもあるだろう。良い武器を新調してもすぐにレベルアップして過去の遺物になるし、レベルが低いうちは複数の種類の武器をレンタルして試ためすとしよう。

　もしくはメイスから剣けんに変へん更こうして突つき刺すという手段を増やしてみようか。メイスでは防具で覆おおわれた箇か所しよを攻撃するとどうしてもダメージが弱くなる。元々バットしかなかったからメイスをチョイスしただけだし、明日は気分転てん換かんに剣を使ってみようか。

　オークチーフが消えたあとを見ると魔石に加え、ショルダーアーマーが落ちていた。つい嬉うれしくなって装備してしまったが、大きさが俺に合うようにリサイズされたことから、マジックアイテムだと判明した。やべぇ、これが外せない系呪のろいのデバフ付きアイテムならオラやばかったぞ。肩かたパッドしながら学校とか行きたくねぇ。

　冒ぼう険けん者しやギルドでの解呪は10万円コースだった気がする。不用意によく分からないアイテムを装備するのはやめておこう……

　冒険者ギルドで１万円払はらってアイテム鑑定を頼たのんでみようかと考えたが、【ニュービー】のジョブレベルを７まで上げれば《簡易鑑定》が覚えられる。お金が勿もつ体たいないのでそれまでは待つとしよう。高校生の懐ふところ事情は厳しいのだ。

　ちなみにジョブレベル５になれば基本ジョブである【ファイター】【キャスター】【シーフ】へのジョブチェンジが解禁される。だがそこでジョブチェンジしてしまうと、その後に覚えるはずだった【ニュービー】のスキルが取れなくなってしまうので、死ぬ気でジョブレベルを最大まで上げるつもりだ。

　何の効果があるのか分からないショルダーアーマーをオーク部屋の隅に置いておき、遅くまでオーク狩りを続ける。が、その日はもうオークチーフは出なかった。
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「おっかえり～おにぃ！」

「……おう、ただいまっ」

　家に帰ってみれば背負っていたリュックを甲か斐い甲が斐いしく手に取り、荷物持ちを買って出る我わが妹がいた。あれ……こんな甲斐甲斐しいヤツだったっけ。何か狙いでもあるのだろうか。

「これ、ダンジョン産のドロップアイテムでしょ？」

　どうやらリュックからはみ出ていたショルダーアーマーが気になっていたようだ。

「オークチーフから出たんだよ」

「えぇ!?　もう３階で戦ってるの？　どんなパーティー？　おにぃの役割ってどんなの？」

　がっつきすぎだ落ち着け。

　よっこいしょと居間の座ざ椅い子すに腰こしを下ろし足を伸ばす。何時間か狩りをしたので少し筋肉が張っている。レベル４になり肉体強化の効果も出てきたとはいえ、この体はまだまだ軟なん弱じやくだな。

「にーちゃんはな、ソロで潜ってんだよ」

「えぇ!?　ソロ？　あっ……もしかしてボッチ……」

「ボッチじゃねーよ！」

　そんな不ふ憫びんそうな顔をするんじゃありません。ちゃんと可愛かわいい女の子達からパーティーに誘さそわれたし。まぁ、お情け的な感じだったけども。

「でも３階ってオークとかでるところでしょ？　パパも危険だって」

　確かにオーク狩りはレベル３以下では複数人でなければ厳しいだろう。たとえレベル４だとしても毎回無防備アタック、もしくはバクスタ※ができる状じよう況きようでなければ危ない状況に陥おちいることもあるはず。
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「やり方はあるし、お前が来るならもっと良い方法もあるからな」

「ほんと？　オークとかと戦うなんてちょっとね……怖いし」

　５階までいけば美味しいパワーレベリングスポットがあるのだ。あの方法はこの世界でもできるのだろうか。

「颯太～、ご飯の前にお風呂に入ってらっしゃい」

「あ～い」

　今日はゆっくり休んでまた明日の狩かりに備えるとするか。
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「おっしゃーレベル５！　同時に《簡易鑑定》も覚えたぜ！」

　連日ダンジョンを訪おとずれオークを狩り続けた。もう帰ろうかと思った頃にやっとこさレベルが上がった。意外と早かったのはゴブリンメイジが多くポップしたのと、武器を剣にして効率が上がり、近場のオークも狩ることができたからだ。苦戦したオークチーフについては初日に１体出たきり。もしかして相当なレアモンスターだったのかもしれない。

　そして《簡易鑑定》を覚えたということは【ニュービー】のジョブレベルのほうも７になったということ。ジョブレベルは基本的にメインレベルよりも上がりやすい。早さつ速そく持ってきたショルダーアーマーと、ゴブリンメイジが落とした杖を《簡易鑑定》で見てみることにする。

「なになに。ショルダーアーマーは……［生命のショルダーアーマー］、効果は防ぼう御ぎよ＋２、ＨＰ＋５」

　ふむ。元がＨＰ７しかなかった俺からすればかなり当たりの部類の防具だろう。ＨＰボーナスが乗算ではなく加算というのが嬉しい。

「杖のほうは……これもマジックアイテムか。［くすぶる廃はい材ざいの杖］、《ファイアーアロー》の威力＋１％、耐たい久きゆう－80％……これはゴミかな？」

　すぐに折れそうな杖だったしな。片方だけでも当たりだったからよしとしよう。

　　そして問題の初期スキル、《大食漢》を鑑定してみる。単に腹が減るようになるスキルだと思っていたが……何やら不ふ穏おんな文字列が見えてくる。

「レベルアップ時にＨＰとＶＩＴ上じよう昇しよう値にプラス補正……食欲増大。そしてＳＴＲ－30％、ＡＧＩ－50％、最後の項こう目もくは〝？？？〟となっていて鑑定不能……うーむ」

　これは予想以上の爆ばく弾だんスキルだな。色々と能力が付ふ随ずいしすぎだろ。食欲増大は予想していたので置いておくとして。

　まず最初の「レベルアップ時のステータス上昇値プラス補正」とは。

　命の生命線であるＨＰと、防ぼう御ぎよ力りよく・生命力が上がるＶＩＴ、どちらも命が懸かかっているダンジョンダイブにおいては最重要ステータスといっても過言ではない。そのステータスに上昇値プラス補正が掛かかるというのは――どれくらい補正が掛かっているのか分からないが――素す晴ばらしい能力と言わざるを得ない。

　次に最大のデメリットであろう「ＳＴＲ－30％、ＡＧＩ－50％」……これは深刻な問題だ。

　初めてこの体に憑ひよう依いしたときは、太い腕うでや脚あしにもかかわらずやけに力や足腰が弱く、動きも異常なほど緩かん慢まんなので驚おどろいたものだ。でもこれは全すべて運動不足かつ超ちよう肥ひ満まんなせいかと思っていた。それがスキルにより能力が減少しているとなればこのスキルを消さない限り、いくら痩やせようがハンデを背負ったままとなる。

　今のところはレベルも上がり問題なく戦えている。

　ＳＴＲが低下していても剣に持ち替かえたので攻こう撃げき力りよくには苦労はしていないし、ＡＧＩが半減しているとはいえ、オーク相手なら十分逃げ切れる程度には走れるようにはなった。だがマイナス数％程度ならともかく、これだけの減少値は命に関かかわるのではなかろうか。

　最後の〝？？？〟という項目は読み取れなかった。《簡易鑑定》で鑑定できないとなると上級ジョブクラス並の能力ということになる。できればデバフではなく、良い能力であってほしいと祈いのるほかない。




　これらを総合的に考えるとステータスのプラス補正がどの程度なのか、最後の〝？？？〟というのが何なのか次し第だいとなるが、仮にこれらの中身が多少良くてもデメリットが大きすぎてデバフスキルと言わざるを得ない。ゲームならば死んでもいいのでステータス上昇値目当てで残しておくかもしれないが、現実となればそんなリスクは背負いたくない。

「せめて〝？？？〟の部分が何なのかだけでも知りたいが……ギルドに鑑定を受けに行くのも嫌いやだな」

　詳しよう細さいなステータスは上位の《鑑定》スキルや鑑定アイテムがあれば知ることができるが、現状ではそんなスキルやアイテムは持っていない。知りたければ冒険者ギルドにある鑑定装置で計測して端たん末まつのプロフィールを更こう新しんするしかない。しかしそうすると、そのデータは学校のデータベースとも共有され、レベルやステータスが他の生徒の端末からも参照できてしまう。

　更新したくない理由として、目立てばろくでもないイベントがてんこ盛りで発生する可能性があるからだ。ゲームのメインクエストを鑑かんがみれば、プライドの高い上位クラスや上級生、果てはどこぞの冒険者まで難なん癖くせを付けてくるだろう。面めん倒どう事は起こしたくないのでできるだけ情報の露ろ出しゆつは控ひかえていく。

　とはいえデータベースを更新されずに鑑定できる場所もあることはある。ダンジョン10階の隠かくしエリアにある店、通称「オババの店」というダンジョン内にある店だ。そこには鑑定アイテムも売っているしジョブチェンジもできるため是ぜ非ひ行っておきたい場所の一つと考えていた。

　オババの店については以前図書室で調べたことがあったが、どこにも書かれていなかった。ゲームと同じなら存在するはずなのに何故なぜ、何も書かれていないのか。今のところ正確な理由は分からない。

　いずれにせよオババの店に行くまでは鑑定もできないので《大食漢》を消す判断もできない。そも、ジョブチェンジしなければ上書きするためのスキルすら覚えられないので消すこともできない。しばらくはこの妙みようなスキルと付き合っていくしかないのだ。

「はぁ……色々な意味で予想を超こえるスキルだったけど、消す消さないにかかわらず頑がん張ばってレベル上げて10階を目指すしかないな」

　当面の目標としては――

・ダイエットと筋トレを続ける。目標体重１００㎏以下。

・10階のオババの店に行けるようレベル上げを頑張る。目標レベル10。

・鑑定アイテムを買い、ステータスと《大食漢》を鑑定アイテムで鑑定する。

　くらいか。

　いつかはこそこそ隠れるようなことなんてせず堂々と俺ＴＵＥＥＥしたいものだが、目立つのなら少なくとも高位冒険者から十分に身を守れるくらいまで強くなっておきたい。この世界の高位冒険者はレベル30ほどだから、そのくらいまで強くなれば我を通せる……いや。俺だけ強くなっても家族を狙ねらわれるかもしれない。共にレベルを上げたほうがいいだろうな。

　ブタオには何としても家族は守ると誓ちかったのだから。







第11章　ゲート







　メイスから剣に変えたのは効果的だった。防具をしていてもファーストアタックの際に急所を突き刺すことができればオークでも一撃、もしくは致ち命めい傷しようを与あたえられ、その後の安全性と回転効率がかなり上がる。《大食漢》によるＳＴＲ低下がなければもっと重いメイスを振り回せたのにと残念に思うが、それは考えても詮せんなきこと。

　今の心配事は相手にも金属製の武器を持っているモンスターが増えてきたことだ。肉体強化があるとはいえ、胸にナイフを突き立てられたら無傷では済まないだろう。ソロで活動している身としては被ひ弾だんには細心の注意をしようと心がけてはいても、万一を考えての対策は怠おこたるべきではない。




　ということで俺は今、防具を買いに冒険者ギルドにある防具店にやって来ている。

　学校の工こう房ぼうでも防具は売っているが、注文は基本的にオーダーメイドのためできるまで時間がかかる。今回はすぐに欲しいので出来合いのものを買いに来たというわけだ。

　防具店の入り口にはガラスのショーケースに入ったフルプレートメイルが飾かざられており、照明の光を反射しまくって何とも目立つ。魔ま獣じゆうの皮や牙きばを使った軽鎧よろいやファンタジー金属であるミスリル合金製の防具もあり、下に書かれている金額が恐おそろしいことになっている。家一軒けん買えそうだなとプルプル震ふるえながら眺ながめ歩いていると。

「おう、にーちゃん。どんなのが入り用だい？」

　ヒゲモジャのエプロンをした山さん賊ぞく――のようなオッサンが話しかけてきた。デカい……そして凄すごい筋肉。エプロンに店のマークが入っているので店員さんかな。

「あ、えーと。軽い防具で良いモノがないかなと」

「どこの防具が欲しい？　予算はどんくらいよ」

　話を聞くと店主らしい。俺の年ねん齢れいや肉付きを見つつ「にーちゃんまだ高校生くらいかぁ。しかしかなり体格がアレだな……あまり高価なのは無理そうだし……」と何やら思案している。

「上半身を守る防具で５万円ほどを考えてます」

「そんならぁ……」

　店の奥おくへ行き、黒い革かわでできたジャケットとグローブを持ってきた。

「これは魔ま狼おおかみの革を使って作ってある防具だ。そこらのナイフくらいでは貫かん通つうしないし、なによりモンスター素材だから多少のサイズ調整効果もある。その肩のプロテクターも付けられるし、５万円ならお得だぜ？」

　騙だまされているとは思わないが早速《簡易鑑定》で品物を見てみる。

［魔狼のジャケット］、防御＋６、火耐たい性せい＋５％

［魔狼の小手］、防御＋３、火耐性＋３％

　たしかに魔狼の革だ。ジャケットのほうは前面と脇わき腹ばらを守り、背後は革ひもだけで思ったより軽い。小手のほうは腕と手首の二点固定式で手の甲こうから肘ひじまで守るようにできている。小手というよりガントレットかな。ゲームではそれほどの防具ではないが、実物は黒くてカッコいい。気に入った。

「もう少し予算がありゃ下の防具も売れたんだがな。これでもサービスしてるんだぜ」

　先週、懇こん意いにしている魔ま狼おおかみ狩がりパーティーから大量の皮を安く仕入れてきたらしく、魔狼製品は格安で売っているという。ダンジョン６階にポップする魔狼を倒すと低確率で魔狼の皮を落とすので、それをなめして加工すればこのような黒い革ができるのだ。

「それじゃこの二つください」

「まいどあり！　今装備していくかい？」

　レンタル品の剣を持ち、ショルダーアーマーにジャケットと小手を装備。ファンタジーに出てくる戦士のようになったかと期待して姿見を見てみたが……映っているのは世紀末アニメで出てきそうな悪役のモブだった。この体型にカッコ良さなんて期待してはいけないな。ふぅ。

　金が貯たまったら下の防具も買いに来ようかしらん。せっかくだし魔狼一式を揃そろえてみるのもいいかもしれない。ゲーマーというのは一式防具に憧あこがれてしまうものなのだ。

　防具の調整をしてもらいながら店主と世間話をする。

　最近は冒険者の人気が高まりダンジョン攻こう略りやくが活発化し、ダンジョン産金属や鉱石、ポーションの供給が追い付かず値上がりしているなど、市場の値動きも激しいようだ。また、ダンジョン内の治安も悪くなってきているので注意しろとの助言と共に割引券も貰もらった。

　さて、新品の防具を買えたことだし、ダンジョンで動きを試してみよう。テンション上がるぜ！




　今日は４階に行こうと思う。

　３階までと違ちがって４階からは稀まれにだがトラップが出現するようになる。トラップは発動すると一定時間で仕掛けが復活し、どこか別の場所に再出現する場合もあるが大たい抵ていは同じ場所に出現するので発動済みであっても場所を覚えておくのは有効だ。

　面おも白しろいことに「ダンエク」のトラップはモンスターも引っかかる。未作動のものがどこにあるか分かるならモンスターに対しても使えるのだ。だが４階にあるトラップは落とし穴のみ。穴の下には剣や槍やりなどが突き出ているわけではないので、落ちても死ぬことはなく捻ねん挫ざする程度のダメージしか与えられない。それに落ちたモンスターを倒すには遠えん距きよ離り武器か魔ま法ほうが必要となる。現時点では学校の工房で借りた近接武器しかないのでトラップは利用せず普通に狩ることにする。




（４階に到とう着ちやく……ここに来るまで３時間近くも掛かった。帰るときは５階からのほうがいいな）

　５階まで行けば１階と行き来できる〝ゲート〟が使えるようになる。ゲートを使っている人は確かく認にんしていないので確実に使えるかどうかは分からないが、それを含ふくめて帰りにでも確認しにいくつもりだ。

　４階入り口の広間は天てん井じよう30ｍほどで、その天井までフルに使った８階建ての宿しゆく泊はく施し設せつがある。というか、はめ込こまれているような建て方をしている。１階はレストランになっていて洒落しやれた料金表が立て掛けられている。

（豚のしっぽ亭てい。１泊ぱく４万円から。トーストセットが１５００円……高すぎだろ）

　端末からこの宿の口コミを見てみたが「そこらの安宿レベルのサービスでこの値段はないだろ！」的なことが書かれていた。風ふ呂ろに入れるし、この宿に泊とまるのもダンジョンダイブしてるって感じがして乙おつなものかもしれないが、数万円の装備品を揃えるのにヒィヒィ言ってるレベルの俺では利用を我が慢まんするほかない。

　それでもこの宿は観光客が結構入っているようだ。階と階を繋つなぐメインストリートを外れなければ入り口からここまで戦うこともなく安全に来ることができる上、ビザと海外の冒険者証さえあれば外国人もこのダンジョンに入れる。記念に潜る外国人観光客も多いと聞く。

　テラス席には外国人観光客がちらほら見える。世界には数十のダンジョンが確認されているが、日本にはここにしかないのでダンジョン観光に来るとしたらこのダンジョンだけになるのだ。

　一方で普通の冒険者は宿には泊まらず広間の端はしにテントを建てたり茣ご蓙ざを敷しいて雑ざ魚こ寝ねをしている。まぁ普通は数万円も払って泊まらないよな……

　他には魔石売買所や粉もの屋台も見える。今日は時間も押してるし寄り道せず狩場に向かうとしよう。




　４階は３階ほど混んではいないものの、この階を狩場としている冒険者は多い。ごった返していた広場から５階へ続くメインストリートを歩き、オーク部屋のある場所へ向かう。所々発動済みのトラップにより穴が開いているが、これだけ人が多いならまず引っかかることはない。

　４階での狩場となるオーク部屋は３階と似た広さだが、ポップするのはオークチーフ、ゴブリンアーチャー、ゴブリンメイジと全てモンスターレベル４以上。

　ゴブリンアーチャーは抽ちゆう選せんポップで、代わりにモンスターレベル５のゴブリンソルジャーが出ることがある。モンスターレベル５とはいえゴブリン系は基本耐久力が低く、無防備状態やバクスタでファーストアタックを狙えるなら美お味いしい相手だ。

　最初に辿り着いたオーク部屋はパーティーが戦っていたので、そこから一番近い別のオーク部屋に向かう。こっそり中を覗くと――

（……いるな。ゴブリンアーチャー２体とオークチーフか。オークチーフは胸当てをしている）

　それでは早速今日の狩りを始めるとしよう。スタングレネードをベルトから外しピンを抜いて放ほうり込み、閃光が収まるまで目をしっかり閉じる。

　光が消えた直後に部屋に入り込み、まずは耐久力の低いゴブリンアーチャー２体の手足に斬撃を放ち、落とした弓も破は壊かい。どちらのゴブリンもトドメを刺さないようにしてオークチーフの脇腹に一いつ閃せん。ふらつきながらブモォォと叫び武器を構えるがもう遅おそい。レベル５になった俺の一いち撃げきは重く、足をもつれさせてふらつくオークの鈍どん器きを弾はじき飛ばして太い首を一閃。横でもがいているゴブリンを時間差で倒して、ようやく一息。

　剣を振り回してみて分かっていたが、《大食漢》でＳＴＲが下がっている状態とはいえ、最初と比べて力が相当上がっていることに気づく。

　今使っている剣は前に使っていたメイスとほぼ同等の重さがあるが、両手でなら振り回しても苦になることはない。レベル１のときの木製バットを振り回す程度の感覚だ。走力も順調に上がっているようで、未いまだ１００㎏を超えるデブだというのに結構な速度が出るようになった。レベルをこのまま上げていけばこの体型でもヒーロー映画に出てくる超ちよう人じんのようになるのだろうか。楽しみでもあり怖くもある。




　今回も狩りは順調だ。毎回奇き襲しゆうか無防備状態を狙っているので１体を倒すのに掛かる時間が短く、10分間かん隔かくでポップするモンスターが３体いても大分余よ裕ゆうができる。近場にいるモンスターが見えたらおびき寄せて倒したりバクスタをしかけたりして２時間で40体ほど狩ることができた。

　途と中ちゆうオーク部屋付近を周回していたオークチーフに襲おそわれたときは多少焦あせったが、レベル４だったときと比べて相手の動きがよく見えるようになっており、戦ってみればそれほど苦戦はしなかった。レベル１の差でも動体視力や肉体能力が総合的に強くなるため、戦せん闘とう能力の差も大きいのだと実感する。

　結局ゴブリンソルジャーは最後まで出ず。３階のオークチーフもそうだったが、抽選ポップのモンスター出現率はゲームと比べてかなり低めらしい。二つの弓をドロップしたが、マジックアイテムではない上にボロボロで弦げんも切れているので廃品回収ですら買い取ってもらえないと判断し、捨てておくことにした。

　帰りは３階へ上らず、ゲートが使えるか確認するために予定通り５階へ向かうとしよう。




　５階でも売店やら屋台やら休きゆう憩けい所じよがあり多くの冒ぼう険けん者しや達たちが屯たむろしていた。夕方のこの時間では自前のテントなどを張って夕食を作っているパーティーが多くみられる。

　ゲート部屋が近いというのにこの広場で１泊するということは、ゲートは知られていない、もしくは使えない可能性が高いが……はたしてどちらだろうか。

　記き憶おくではこの入り口の広場左手を１㎞ほど進むとゲート部屋があったはずだ。そこの壁かべには幾き何か学がく図形のような魔ま法ほう陣じんが描えがかれていて、魔ま力りよくを流して登録すれば１階までのゲートが開きワープできるようになる……はず。

　ゲートは上級ジョブである【ソーサーラー】でも同様の魔法を覚えられるが、ゲート部屋は５階毎ごとに設置されているため今のところはそんなスキルがなくても困らない。まぁ味方に【ソーサーラー】がいるなら緊きん急きゆう離り脱だつ手段として重宝するのだが。

　ゲート部屋前に到着し中を覗いてみると……誰だれもいない。というかこの付近にすら誰もいない。やはりゲートの存在が知られていないパターンか。だとしたら高位冒険者は何週間、何ヶ月も掛けて１階から狩かり場ばまで移動してるのだろうか。

　知られていないなら匿とく名めいで公表するという手も一いつ瞬しゆん考えたが、やめておこう。

　ゲートが周知されたら確かにダンジョン攻略は劇的に進むだろう。しかし同時にテロリストのような危険な武力組織までも強化され、世界はより混こん沌とんと化すかもしれない。それならいつかバレるとしても知らせないほうがマシに思える。

　周りに誰もいないことを確認し、壁に描かれた魔法陣にゆっくり魔力を流してみる。すると魔法陣の溝みぞが深い青色に光り、同時に何かの装置が起動するようなブゥンと短く低い音が鳴る。すぐに紫むらさき色いろにウネウネと光ひかり輝かがやくゲートが開いた。

「こちらの世界でもちゃんとゲートは使えるじゃないか。それじゃまぁ、潜もぐってみますか」

　１階のゲート部屋には誰かいるかもしれないが、こちら側からは確認しようがないので気にせず行ってみることにする。潜るとサァーと音がして一瞬にして視界が書き換かえられる。




　通り抜けた先は――何やら薄うす暗ぐらい場所だ。

「あれ、ダンジョン１階ではない……ここって学校か？」

　この場所にもゲートの魔法陣があるのでちゃんとしたゲート部屋のようだが、魔法陣があること以外は学校の教室にそっくりだ。だが窓はない。周りを確認していると20秒ほどでゲートは閉じ、壁には魔法陣模様の溝だけが残る。その壁の逆方向には机が山積みになっている。

　教室に似た薄暗いゲート部屋から外へ出てみる。思った通り冒険者学校の内部だったようで、階段を上ると見覚えのある１階のエントランスがあった。ということはゲート部屋は学校の地下１階にあるということか。

「どうなってんだ……何でダンジョン外部にゲート部屋があるんだ」

　ゲームのときも何度もゲートのお世話になっていたが、ダンジョンの外に出たことなんて一度もなかった。ダンジョンの構造やシステムがゲームと違うというのは元プレイヤーのアドバンテージが損そこなわれ、計画の変更を余よ儀ぎなくされるかもしれない。これは悩なやましい問題になりえるな。

　そも、こんな場所にゲート部屋があるのは何故なのか。人じん為い的てきに作られた？　仮に人為的にゲート部屋を作る技術があるならば、日本はダンジョン攻略においてもっとリードしていてもおかしくはないはず。

　試しにもう一度戻もどって隅すみ々ずみまで調べてみても何の判断材料も見当たらず。うーむ。

　しかしながら、学校内からセキュリティーを介かいさずダンジョン内に入れるのは嬉しい誤算かもしれない。家族をダンジョンに入れるために《ゲート》スキルかマジックアイテムを用意しようと考えていたけど、これでその問題は解決されたようなものだ。

　毎回人ごみに揉もまれる正規の入り口にはうんざりしていたし、次からはこの場所をこっそり使わせてもらうとしよう。







第12章　部活動勧誘式







　今日は午後の授業がなく、講堂にて部活動の紹しよう介かいをするという。クラスメイト達たちはどこの部活に入ろうかと楽しそうに話し合っている。

　この学校の部活は、オリエンテーションのときに言われたように、ダンジョンダイブのための活動がメインだ。剣けん術じゆつ部や弓きゆう術じゆつ部などの使用武器だったり、ウィザード研究部やウォーリア研究部などのジョブだったりで分かれている。また、将来ダンジョンに関わる研究者や職人になりたい人にはアイテム作成部や鍛冶かじ部も人気だ。

　なんにせよ、自分の目指す方向にいる先人達と話し合い、指導を願えるならこれほど心強いことはない。

　ＡクラスからＥクラスまでの１年生一同が再び巨きよ大だいな講堂に集まる。定刻になると照明が落とされ、生徒会役員の男子生徒が壇だん上じように上がった。

「これより、部活動勧誘式を行う。部活動には様々な優ゆう遇ぐう措そ置ちがあるし、成績に反映されるものもある。有望な新入生には多数の勧誘が来ているだろうが、この勧誘式を参考にして選んでもらいたい。それでは始める」

　Ｅクラスに勧誘なんて話は……来ていない。クラスメイト達も勧誘されている人なんているのかとキョロキョロしていた。

（これはＥクラスだけハブられてるパターンかな）

　入学して数日も経たてば、少しは他クラスとも交流ができるのかと思っていたが、どうやらＥクラスは外部生だから、というよりも単に弱者と思われており、他のクラスとの関係が非常によろしくない。交流どころか喧けん嘩か売ってるレベルで見下されている。それは１年生だけでなく２年生、３年生のＥクラスも同じようだ。

　どの部活紹介も上位クラスのほうばかり向いて熱心にアピールしている。Ｅクラスに対しては入会を拒こばむようなことは言わないが、歓かん迎げいしている感じはまるでしない。

　――そんな中。

「Ｅクラスの新入生の皆みなさん、我が第四剣術部はどなたでも歓迎いたします。スポンサーなどはついていませんが、他の部活のようにＥクラスだからと雑用ばかりさせたりはしません。真ま面じ目めに部活動を頑張りたい方、向上心のある方。見学だけでもいいので覗のぞいてみませんか？」

　袴はかまを着た女生徒がこちらのほうを向いて勧誘の言葉を述べる。

　あの人は主人公のストーリーでは重要人物で、サブヒロインでもある２年生のギュー先せん輩ぱい、もとい松まつ坂ざか柚ゆ奈な先輩だ。後に赤あか城ぎ君と一いつ緒しよに第四剣術部を率いて第一剣術部と大戦争をする一本芯しんの通った女性だ。

　そのギュー先輩によると、これまでＥクラスが上位クラスの運営している部活に入ってもろくに練習もさせてもらえず、雑用ばかりさせられ、さらにはイジメも多々起こっていたという。そのためＥクラスはＥクラス専用の部活を作って活動するようになり、第四剣術部もそういった経歴でできた部活だと説明される。

　彼かの女じよの話し方はほんわかとした雰ふん囲い気きがあるものの、話している内容は深刻なもので、クラスメイト達もこの説明により他クラスが入るような部活はヤバいと気づいたようだ。

「雑魚ざこは雑魚同士集まってろよ！」

「でも雑用係欲ほしいじゃん」

「そうそう、でも少しくらいは鍛きたえてやってもいいんじゃない」

　まだギュー先輩が話しているというのに、他クラスからヤジが浴びせられる。先輩に向かってその態度は何なんだ。

（……はぁ。そりゃこれから強くなって見返すってイベントが盛りだくさんで起こるわけだ）

　主人公の赤城君もストーリーでは上位クラスに色々絡からまれて度たび々たび決けつ闘とうイベントを起こしていた。この後もＡクラスばかりの第一剣術部に入部しようとして「Ｅクラスだから」と門もん前ぜん払ばらいを喰くらうイベントがあったはずだ。そこで赤城君はギュー先輩とＥクラスの先せん輩ぱい方がたがいる第四剣術部に拾われ、第一剣術部に見返すために必死に頑張るようになる。

　そのイベントを進めて無事クリアできれば飛ひ躍やく的てきに能力が向上するボーナスもあるが、その過程には結構な闇やみがある。応おう援えんしてるぜ。

「っち……ダンジョンにちっとばかし早く入れたからって相当天てん狗ぐになってんな」

　同じクラスメイトである磨ま島じま君は士族だけあってプライドも高い。もっとも、磨島君だけでなく、皆が見返してやりたいと思っているだろうが……現時点ではＥクラスが徒党を組んだところで上位クラスに勝てるものではない。

　Ｄクラスの刈かり谷やにしてもすでにレベル11で、【ファイター】のジョブに就ついている。レベル３以下のＥクラスの生徒なんてワンパンで沈しずめられるくらいには強い。

　俺おれもレベルを１から５まで上げたわけだが、肉体強化をしていないそこらの格かく闘とう家かを倒たおせる程度にはなっているはずだ。レベルを１上げただけでは各能力の向上幅はばは微び々びたるもの。しかし動体視力、腕わん力りよく、体力、耐たい久きゆう力りよくと全ての能力値が上がるため、総合的な戦闘能力は大きく高まる。

　クラスメイト達は思いつめたように、もしくは悔くやしそうに俯うつむく。見返したくても実力がないのだ。

　この学校では闘とう技ぎ大会や品評会もあり、部活単位で好成績を残せばクラス昇しよう進しんにも好こう影えい響きようが出るシステムを取っている。

　あれほど露ろ骨こつな態度を取る部活に入るくらいならＥクラスの先輩方が立ち上げた部活に入るほうが無難に思えるが、Ａクラスが入るような部にはスポンサーが大金を投じており、施し設せつも指導者も段だん違ちがいでレベルが高い。第一剣術部の部室なんてどこの金満コンドミニアムだよ！　ってくらい高級感が凄かったのを覚えている。あれを見て諦あきらめろというのも酷こくな話だ。

　一方のギュー先輩が在ざい籍せきしている第四剣術部は「校内の敷しき地ち内ないで貸せるところはない」と許可が下りず、校外にあるボロアパートの一室を借りて細々とやっている。また、マジックフィールド内の良い練習場は上位クラスがいる部活に粗あら方かた押おさえられているため、第四剣術部は練習場所探しにも相当苦労しているはず。まぁ、それも上位クラスや生徒会が裏で手回ししているのが理由なのだけど。

　Ａクラス入りを目標に入学し、今まで頑張ってきたＥクラスの生徒達。「どの部活に入るべきか」という以前の問題に頭を抱かかえている。

　つまりは八方塞ふさがりというやつだ。




　歓かん迎げい式しきが始まるまではあれだけ楽しそうだったのに、帰りは重苦しい空気に包まれている。教室に帰っても会話はほとんどない。顔を覆おおって静かに泣いている子もいる。

「みんなっ、あんなのでいいの？　確かに今の私達は弱いかもしれないけど。どうにかしてこの学校を変えていきましょうっ！」

　大おお宮みやさんが涙なみだを滲にじませながら訴うつたえる。俺もこんな実力至上で差別主義の学校はどうかと思うよ。ゲームだったときはそういう設定ね、って感じで適度に流して楽しめたけどさ。

「そんなこと言ってもよ、あいつらにぎゃふんと言わすにはやっぱ強くなるしかないだろ」

「見返してやりたいけど……今の私達じゃ……」

　髪かみの短い女の子が「絶対……絶対に強くなってやる」と手を握にぎり締しめて言う。

　といっても、上位クラスだって必死だ。ＢからＤクラスの生徒達も虎こ視し眈たん々たんとＡクラス入りを目指して努力している。上位のクラスが中学、高校合わせた６年間で勝負しているのに対し、Ｅクラスは高校生活の３年間だけで追いつかなければならない。ゲーム知識を持っているならばともかく、そうでないなら並なみ大たい抵ていの努力では不可能だろう。

（まぁＥクラスには主人公やピンクちゃんなどの規格外な主人公やヒロインもいれば、エージェントもいる極きわめて特異なクラス。俺が何かしなくてもこのまま弱者ポジションに留とどまり続けるとは思わないが）

「でも僕ぼくは第一剣術部を訪ねてみようかな。初めは認められないのも仕方がないさ」

　さすがは爽さわやかイケメン主人公の赤城君。ポジティブだね。やはりこの後Ａクラスだらけの第一剣術部に突とつ撃げきするのか。一いち人にん称しようの「僕」も段々と荒すさんで「オレ」になる日が来るのは近い。

　立たち木ぎ君は先ほどから眉み間けんにシワを寄せて考かんがえ込んでいる。彼かれやピンクちゃん、カヲルが上う手まく赤城君をサポートできるよう祈っておこう。暴走されると面倒だし。

　また、気になるといえば、現時点でかなりの実力者で米国のエージェントでもある久く我がさんだが、彼女は我関せずの構え。頬ほお杖づえをつきながら窓の外を見ている。Ａクラス入りなんて目指してるわけがないので当然だろう。ただ、シナリオによっては動くこともあるので注視すべき人物だ。

「ねぇねぇ～。成海君は～、どこの部活に入るの～？」

　クラスの様子をぼんやりと眺めていると、前に座すわっていた眼鏡ッ娘この新につ田たさんが話しかけてきた。彼女も久我さんと同じように勧誘式について大して気にしていないように見える。

「今すぐ入らなきゃいけないってわけでもないし、ゆっくり考えてみようかなって思ってるよ」

「そうよね～。私もホントは第一弓術部に入りたかったけど～。無理そうならＥクラスの先輩が作った部活を見て回ろうかな～」

　実を言えば俺は部活に入る気など全くなく、関心もない。

　冒ぼう険けん者しや大学へ行きたいというわけでもないし、絶対にＡクラスに入りたいわけでもない。部活動に所属する者だけが参加できる大会はあるが、参加できなくても多少不利になる程度。無理をして部活に入る必要なんてないのだ。そんな時間があるならダンジョンに潜って一つでもレベルを上げるほうがいい。

　それに今日からやっと高効率な狩場に行けそうなのだ。上手くいけばレベルを大きく上げることができる。楽しみだなぁ。




　そんなことを考えていたせいか、新田さんがじーっと俺の顔を見ていることに気が付かなかった。







第13章　橋落とし







　部活動勧誘式のせいで重苦しくなった教室を後にし、今日も今日とてダンジョンに潜る。

　レンタル武器やら道具を確認し、やることの準備に取り掛かかる。家に戻もどりカッコいい――と思っている――新防具を着ればテンションも鰻うなぎ登のぼりだ。

　ルンルン気分で再び学校まで戻り、差し足忍しのび足で校舎地下１階にある空き教室、もといゲート部屋に来てみた。相変わらず薄暗く誰もいない。

「さて、こちらからもゲートは使えるかな？」

　先日５階のゲート部屋で魔力を登録したから、ここで魔法陣を動作させれば５階へのワープゲートが開くはずだ。果たしていけるのか……

　掌てのひらからゆっくりと魔力を練るように壁に放出すると、描かれた魔法陣が青く光り、低い音を奏かなでながらゲートが開く。

「発動したな。ゲートがちゃんと機能するなら次からは毎回ここを使うか」

　ダンジョン内に入る一いつ般ぱん的てきな方法、つまりギルド前広間からの入場は、とにかく多くの冒険者で混雑している。日曜の混んでいる時間帯はダンジョンに入るだけで30分かかることもざらにあるという。できればここのゲート部屋を使いたかったので一安心だ。

　早さつ速そく、開いているゲートを潜るとしよう。ぐにゃりと視界が歪ゆがんだと思ったら一瞬で再構築される。端末で現在地を確認するとちゃんと５階と表示されており、部屋の様子からもダンジョン内へのワープが成功したことが分かる。

　このゲート部屋は６階へ行くためのメインストリートから逆方向に位置する。そのせいか周辺に冒険者がいないのも好都合だ。




　さて、５階での狩かりだが。

　平面に展開していた４階までのＭＡＰと違って、５階のＭＡＰは立体構造になっており、至るところに渓けい谷こくがあったり吊つり橋ばしで繋がれていたりと、かなり入り組んだものになっている。

　端末上では真上視点の平面ＭＡＰしか表示できないため、立体に入り組んだ５階は端末の地図頼だのみにしていると迷ってしまうことがあり、要所で情報を付け足す必要が出てくる。

　これから向かう狩場も、そんな入り組んだ場所の先にある吊り橋の一つだ。そこにモンスターを呼び寄せてその橋ごと切り落とすことで、戦わずに経験値を手に入れるという戦術がある。

　当然モンスターは落下するため、ドロップアイテムを回収するには落下地点まで行かなければならず、橋を切り落とす場所によっては回収を諦めないといけないこともある。

　そしてこの５階には、隠かくしボスキャラ的な存在であるオークロードが出現する。このオークロードは５階にポップするにもかかわらず、この辺りにポップするモンスターと比べ、モンスターレベル10と頭二つ三つ抜ぬけてレベルが高い。戦せん闘とう力りよくも今の俺では太た刀ち打うちするのも難しいほど強く、ウェポンスキルも使ってくる。その上厄やつ介かいなのは《雄お叫たけび》をすることでモンスターレベル６のオークソルジャーを複数呼び寄せ、さらに周辺にいるオーク全員の戦闘力を強化するという凶きよう悪あくなスキルも持っている。

　この５階ではオークロードを知らない冒険者パーティーが手を出して死傷者が多発しているため、冒険者ギルドでは注意喚かん起きされているほどのモンスターなのだ。

　――だが。

　オークロードの足はそれほど速くはなく、《雄叫び》で次々とオークソルジャーを呼び寄せることを利用すれば、広域を走り回らなくても大量モンスタートレイン作成が可能。そのトレインに対し橋落としを使えば、大きな経験値ボーナスがあるオークロードに加え、大量のオーク共を一気に殲せん滅めつできて美味しいことこの上ない相手なのである。

　オークメイジやオークアーチャーなど、遠えん距きよ離り攻こう撃げきができるオークは呼び寄せないのもポイントが高い。

　オークロードはこのＭＡＰでは同時に１体のみ出現し、倒しても１時間でリポップする。吊り橋を切り落としてもトラップと同様に橋も１時間で自動修復するので、橋の修復具合を見ればオークロードがリポップした時間が分かる。ここには、まるで橋落としを実行してくださいと言わんばかりの好こう環かん境きようが揃っているのだ。

　しかし橋落としをやるにもいくつか確認しなけばならないことがある。

　これが一番の問題だが、まず誰かが橋落としをやっていたら俺ができないので目的地の橋が落とされていないかどうかの確認。なにせゲームではプレイヤーが多すぎてまともに橋落としなんてできなかったのだから。

　ただこの世界でのオークロードが注意喚起されているモンスターだというのなら、橋落としはされていない可能性が高い。橋落としをやっているならオークロードは常に狩られ続け、オークロード部屋は常にもぬけの殻からとなっているからだ。

　次に吊り橋からオークロード部屋までのトラップの確認だ。トレイン中に落とし穴になんて引っかかったら洒落では済まない。狭せまい穴の中でオークロードとインファイトなんて悪夢そのものだ。それとＭＡＰを覚えているとはいえ、迷わず確実に橋まで辿たどり着けるよう、端たん末まつで経路を見ておいたほうがいいだろう。

　最後に、冒険者がオークロード部屋周辺に多数彷徨うろついていたらトレインに巻き込んでしまう可能性があるので、周囲の確認もしなくてはならない。

　まぁ、どれも確認するだけなのでさほど難しいことではない。さっさと実行に移すとしよう。




　途中何体かゴブリンソルジャーがいたが、角待ちをしたり背後からバクスタを狙ねらって掃そう除じしたりしつつ、橋が落とされていないことを確認。その後、マップの西の果てにあるオークロード部屋に着く。

（周辺に冒険者はいなかったな。オークロードは……いたいた。ゲームで見たオークロードよりも……格段に強そうなんですけど）

　20ｍ四方ほどの部屋の中にいるのはオークロードただ１体のみ。そこらのオークとは違い２ｍを優に超こえる身長で、腕うでなんかもはち切れそうなほど太く、巨大な棍こん棒ぼう――というか最も早はや丸太――を握っている。動かないので立ちながら寝ねているようにも見える。たまにブモッと独り言ちるので何か夢を見ているのかもしれない。

　しめしめ。予想はしていたが、オークロードの橋落としを誰もやっていないのはラッキーだ。これができるのは５階にいる中でも一つのグループだけ。橋落としができないとなるとレベル上げが少し面めん倒どうなことになるところだった。

（それじゃま、いくとするか）

　用意してきた爆ばく竹ちくにライターで火をつけて放り込む。

　ババン！　バババンッ！　と大きな破は裂れつ音おんを立てる爆竹。オークロードは何事かと周囲を見み渡わたし、部屋の入り口にいた俺と視線が合うとニヤリと悪そうに笑う。そして初手からいきなり《雄叫び》を発動した。




《ブモォオォオオォオオォオオォ》




　オークロードの周辺に五つの黒い靄もやが一いつ斉せいに現れ、大おお鉈なたのような波打った鉄てつ剣けんと皮鎧を装備したオークソルジャーが次々に生まれ落ちる。

　さぁ、トレインスタートだ！




　大量のモンスターを引き連れて、目的の吊り橋に向けて全速力で走る。

　背後から追いかけてくるオークロードは再び《雄叫び》を使用し、オークソルジャーを次々に呼び寄せる。さらに道中にポップしたゴブリンソルジャーも合流し、トレインの乗客が膨ふくれ上がる。







[image: ]







　オークロードはそこらの一般的なオークと走力は同じという設定になっているので確実に逃にげ切れると考えていたが――

「うおぉ！　命かかってるトレインとか正直怖こわすぎるわっ！」

　走りながら後ろを横目で振ふり返ってみれば……俺を殺すためにオーク達が土つち煙けむりを上げ、血ち眼まなこになって追いかけてくるのが見える。アレらに捕つかまったら流石さすがに死ぬだろう。恐おそろしさから冷ひや汗あせが止まらず、縮こまりそうになる。

　再度歯を食いしばり、足に一層力を込め、ダンジョン内を必死に駆かけ抜けること１分少々。前方にようやく目的の橋が見えてきた。

　橋は２本のワイヤーでぶら下がっている吊り橋方式なので、そのワイヤーを切るだけで簡単に落ちる仕組みになっている。５階には他にも落とせる吊り橋は数多あまたくあるが、オークロード部屋に近く、ドロップアイテムの回収が容易な橋といったらこのポイントがベストなのだ。他では遠かったり高度が足りなかったり、回収のために大きくＭＡＰを迂う回かいする必要があったりする。

「こっ、この橋かなり揺ゆれるぞっ」

　急いで吊り橋を渡わたろうとすると思ったより揺れて滑すべりそうになる。もしかして俺の体重が重すぎるせいなのか。なるべく慎しん重ちように、かつ揺れないように急いで渡ろうと橋上を走っているとオーク集団も次々に橋に到着。全長50ｍ、幅１・５ｍほどの橋に数十体のオークとゴブリンがなだれ込み、先ほどよりもさらに揺れはじめる。

　集団の先頭を走るのは一ひと際きわデカいあのオークロードだ。

　揺れと大量のモンスターに恐きよう怖ふで竦すくみ上がりそうになるが、すぐ後ろまでオークロードが迫せまっているためモタモタしている時間はない。「うぉぉぉ」と叫さけぶ俺と「ブモォォ」と追いかけるオーク共の声が交じり合い、ダンジョン渓谷に汚きたない音色が木こ霊だまする。

　心臓が張り裂さけそうになる中、体にムチ打ち、頭から向こう岸へ滑り込んでなんとか渡り切る。急いで腰こしに引っ掛けていたレンタルの鉈なたを手に持ち、橋を支えているワイヤー２本に向けて力ちから一いつ杯ぱい振ふり下ろす。

「へへっ……死にやがれ!!」

「ブモォ？　ブモォオォオォォォォォ……ォォ……」

　橋を切り落とすとは微み塵じんも思わなかったのか、目を見開きながら落ちていくオーク達。落下地点は80ｍほど下。この高さからの位置エネルギーは相当なもので、まず助かることはあるまい。

　10秒ほどすると体から熱がこみ上げ、レベルアップの兆候が現れる。

「はぁはぁ……こりゃ凄すごい経験値だ、一気にレベル６か」

　最終的には30～40体ほどいたであろうオークの集団。格上のため経験値ボーナスがついたオークロードとオークソルジャーに加え、ゴブリンソルジャーも数多く混ざっていたので、たった１回の橋落としでレベルが上がるほど大量の経験値を手に入れることができた。

　一息ついた後、少しよたつきながらも立ち上がり、ドロップアイテム回収のためにオークが落ちた谷底に降りる。落下地点には数十個の魔石の他に、いくつか光るものが散らばっていた。

「はぁ……これは……ダンジョン硬こう貨かだな」

　ダンジョン内には様々な種族の住人が営む店がある。どの店も隠しマップにあるため見つけにくいが、珍めずらしいマジックアイテムや鑑かん定ていアイテムが売っていたり、ジョブチェンジも行えるため、ゲームではプレイヤー達の憩いこいの場となっていた。

　それらの特とく殊しゆな店を利用するにあたって注意しなければならないのは、日本円は使うことはできず、ダンジョン通貨、もしくは魔石トレードでしか商品を買うことができないという点だ。魔石では交こう換かんレートが低くて買い叩たたかれてしまうため、ダンジョン通貨を揃そろえてから買うのがベストである。

　ちなみにオークロードが落としたダンジョン通貨は銅貨３枚。１枚で１リルだ。この銅貨が最小単位で銀貨だと10リル、金貨だと１００リルの価値となる。１リルは10階層のモンスターの魔石と同等の価値があり、10階の隠しストアを利用するならば是ぜ非ひ持っておきたい。




　次の橋落としまで１時間近くある。魔石と硬貨を拾い終えた後は持ってきたスポーツドリンクをちびちびと飲みながら休きゆう憩けいをとる。持ってきた茣蓙を敷き、こてりと横になりながら息を整えつつ、追われていたときのことを思い返す。

　肥満、かつＡＧＩ半減というデバフ効果を持っている俺は走力に不安があったので、そこらのオークで実験し、大だい丈じよう夫ぶだと確信してから橋落としに臨のぞんだのだが、思っていたよりギリギリのトレインになってしまった。

　地じ響ひびきが鳴るようなオークロードの追走に予想以上の恐怖を感じ、身が竦んでしまいそうだった……ＢＥＴしてるのが自分の命であることも実行に移すまで忘れていた。というか、実感が湧わいていなかった。この辺りがゲーム時のダンジョン攻こう略りやくと比べ、格段に難易度が上がっている大きな要因なのだと改めて感じる。

　今日はほとんど時間をかけずに狩場に来ることができたので、あと５回ほどは橋落としをやるつもりだったが、たった１回やっただけでかなり精神力を消しよう耗もうしてしまいヘトヘトだ。そも、肥満でデバフスキル持ちのブタオは、通常のレベル５と同じと考えては駄だ目めなのかもしれない。しっかり休憩しないと体が持ちそうにないな。

　一方でゲームと同じように橋落としが成功したのは嬉うれしい限りだ。これでパワーレベリングができることがほぼ確定した。

「俺のレベルが十分上がったら家族を連れてくるか」

　この橋落とし。橋を落とした人にほぼ全すべての経験値がいくため、俺がオークロードを釣つって、レベルを上げたい人が橋を切り落とせば簡単にパワーレベリングができる。ただ先ほどのようにギリギリのトレインでは事故が起こる可能性があるので、ここでしっかりレベルを上げておかねばならない。

　地形やトラップを利用したパワーレベリングスポットはここの他にもいくつかあるが、妹は待ちきれない様子だったし、今度連れてきてやろう。親おや父じも長年４階の攻略で手て古こ摺ずっているなら、ここで一緒にレベルを上げてしまったほうがいいだろう。お袋ふくろは……ダンジョンダイブに興味があるのか、今度聞いてみよう。

「さて、途中の経路のゴブリン共を掃除して次のトレインも頑がん張ばりますか」

　道中のゴブリンソルジャーを数体倒してみる。ゴブリンの仕し掛かけてくる攻こう撃げきはよく見えるし、体の動きも快調で被ひ弾だんする気がしない。もう奇襲せずとも楽に倒せるようだ。

　結局その日は３回のトレインで体力と精神力の限界が訪おとずれたため切り上げ、レベルは７になった。







第14章　一方、最前線では







　夜８時過ぎに家に到とう着ちやく。レベルアップをすると何な故ぜだかいつも以上に腹が減る気がする。何か食おうと茶の間に行くと、家族みんなでテレビに齧かじり付いていた。

『はい、現在32階のボスフロア前に到着したところです。ただ今の温度が――』

　映っているのはダンジョン内のようだが何の番組かと聞いてみたところ、この階を攻略できれば日本ダンジョンの攻略記録更こう新しんとなるので日本国民が大注目の番組らしい。

　32階の攻略中ということは現在の日本ダンジョン攻略記録は31階になるのか。

　31階からは氷雪地帯。本来なら金属製の鎧よろいは低温のため皮ひ膚ふが引っ付いてしまって使いものにならないのだが、耐冷装備とプリーストの耐冷バフにより前衛の多くが金属重装備を着ることができている、とリポーターの人が白い息を吐はきながら解説している。

「おにぃ、〝カラーズ〟のクランだよっ！　コタロー様が映ってるよっ！」

　どうやら妹が贔ひい屓きにしてるクランらしい。白、赤、青、黄、緑の縦たて縞じま５色のクラン旗がトレードマークで、日本屈くつ指しのダンジョン攻略クランの一つなのだと妹が目を輝かせて早口でまくし立てる。

　攻略クランとは、ダンジョン最前線攻略を主目的としているクランのこと。多方面で優ゆう秀しゆうな人材を数多く揃える必要があるため、必然的に百人以上の大規模クランとなる。大企き業ぎようや官かん僚りようとの結び付きも強く、スポンサーも多数持っているようだ。日本には10個ほど有名な大規模攻略クランがあり、共に鎬しのぎを削けずり合っているという。

『あと30分でボス攻略を開始するようです。それまでにカラーズの構成と経歴をおさらいしましょう』

　分厚いコートを着たレポーターが情報を纏まとめたホワイトボードを指さし説明する。

　クランリーダー田た里さと虎こ太た郎ろうは大層なイケメンで、ファッション雑誌やテレビ番組にもよく出ている。最近は男だん爵しやく位いを叙爵したとか。若い女性層から絶大な支持があるよう。

　また、日本で十数人程度しかいない上級ジョブである【侍さむらい】に就いていて、大太た刀ちと呼ばれる約１５０㎝ほどの長大な太刀がメインウェポン。その刀は炎ほのおの魔ま法ほうが付ふ与よされているのか、刃やいばが赤黒く光っている。

　カラーズは５人で始めたクランで、創設者でありリーダーの田里は冒険者学校29期卒業生。優秀な生徒は冒険者大学へ行くのかと思ったが、そうせず卒業後すぐに冒険者となりクランを立ち上げたらしい。破竹の勢いで攻略し続け、現在は１２８名がカラーズに在籍せき。攻略クランの中では今一番勢いがあるそうな。

　今回も構成を厳選して70人でダンジョンダイブをしている。その上、カラーズには五つの下部組織もあり、それぞれの色をクランの旗色にしてカラーズへの昇しよう格かくを競きそい合ってるらしい。それらを含ふくめると千人以上の大所帯だというから驚おどろきだ。

　それにしても、こちらの世界のメディアではダンジョン関連の番組が本当に多い。毎日どこかのテレビ局がダンジョン特集をやっており、有名冒険者がジャンルを問わず様々な番組に出演している。

　また、本屋に行けば冒険者やクランの専門誌がいくつも置いてあり、かなりの面積をダンジョンコーナーが占しめているほど。クラン特集や格付けランキングなどは人気のカテゴリーで、今テレビに映っているカラーズは表紙を飾かざることも多い。

「ママは真さな田ださんがいいわぁ」

　カラーズの副リーダー、真さな田だ幸ゆき景かげ。ジョブは【プリースト】で後衛全体の指揮と撤てつ退たい判断を任されている眼鏡の……イケメンだ。ＨＰ回復、状態回復を同時に数十人管理できる知的キャラで、いつも青いローブを着ている。こちらはマダムに熱ねつ狂きよう的てきな支持があるようでウチのお袋も大ファンらしい。何でもバイト先の冒険者ギルドで真田とその一派の対応をしたことがあるとかなんとか。

「真田さんもカッコいいよね～。でもやっぱ男はワイルドさが肝かん心じんというか……」

「あら、ママはクールさが一番だと思うわぁ」

　アイドル談義みたいな感じになっとる。まぁこれだけ強くてイケメンならファンも大勢できるわな。ダンジョン攻略最前線にいるなら収入だって凄そうだし。うっ……羨うらやましくなんてないもんっ！

「パパはくノ一いちレッドが一番好きかなぁ」

　くノ一レッド。女性の【シーフ】だけで構成されているお色気満まん載さいのクランだ。赤色で露ろ出しゆつ度どが高い忍にん者じやスーツをクランの指定制服にしている。リーダーの御み神かみ遥はるかは結構なボインちゃん。実はどこぞの貴族のお嬢じよう様さまだの、伝説のジョブ【忍者】だの噂うわさされていて、謎なぞ多き女性のようだ。

【忍者】は上級職である【アサシン】と【シャドウウォーカー】のジョブレベルを最大まで上げて、とある試練をクリアすれば就くことができる最上級ジョブだ。まぁ、くノ一レッドで可愛かわいがってくれるなら【忍者】になってやらんこともない。ウフフ。

「そんなのカラーズと比べたらゴミよっ、ゴミ」

「ママはそんなはしたないクランは認めないわぁ」

　どうやらウチの女じよ性せい陣じんにはくノ一レッドは不評のようだ。そんなくだらない会話をしていると。

『フロアボスはアンデッド最強の一角、リッチ。前回は攻略に失敗し、４人が犠ぎ牲せいになりましたが、今回は上手くいくでしょうか。日本中が、いや、世界中が見守っています……』

　リッチか。数種の属性魔法を使いこなし、オークロードのようにアンデッドの配下を召しよう喚かんする厄介なモンスターだ。魔ま法ほう耐たい性せいが高く、またＨＰ再生力も高いため、高火力の物理攻撃で一気に押おし切るのが最善の倒し方だったが……カラーズとやらのお手並みを拝見しますか。




　リッチのいる広間は１００ｍ四方ほどで天てん井じようの高さも50ｍ以上。70人の討とう伐ばつ隊も余よ裕ゆうで入れる広さがある。

　カメラマンはテレビ局が雇やとっているようで、数人のガードが常に守っているのが見て取れる。

　カラーズの構成はやはり【ウォーリア】と【アーチャー】の物理アタッカーが主体。魔法が効きにくい相手だからか【ウィザード】は少なめだ。装備も耐たい火か、耐冷、耐たい雷かみなりと３種の耐たい性せいリングを完備し、リッチ対策には万ばん全ぜんを期している。

　複数人の【プリースト】が魔ま法ほう抵てい抗こうを上げる《アンチマジックＩ》と、ＳＴＲが上がる《ストレングスＩ》を突撃予定のアタッカーに唱え、カラーズ全体が慌あわただしく動き始める。

　バフは効果時間があるため、戦せん闘とうの直前にかけるのが常識。そろそろか。

『最初に【アーチャー】が突撃を仕掛けます。いきますよ』

『【アーチャー】班、行くぞっ！』

　なんとファーストアタックは【アーチャー】のようだ。リッチのいる部屋に入るや否いなや、貫かん通つう力を高めた弓矢を同時に３本撃うつ《トリプルショット》を十数人で一斉に放つ。ドドンッという弓矢を発射したとは思えない衝しよう撃げき音おんがリッチ周辺に響ひびく。

　数秒後、大剣けん持ちの【ウォーリア】20人が突とつ撃げき陣じんを組んで駆け寄り、高速連続斬ぎりの《ディレイスラッシュ》を次々に放つ。リッチは巨きよ大だいな杖つえで身を守ろうとするが、全方位から放たれる大剣スキルをなすすべもなく喰らい続ける。

　開幕はかなり有利に運べているといってもいいだろう。最初が近接攻撃の場合だと駆け寄るまでにリッチが反応してしまい、ここまでのダメージを与あたえることはできなかったかもしれない。

　副リーダーの真田が鑑定アイテムを使用し、リッチの現在状じよう況きようをつぶさに報告する。今のでリッチのＨＰは３割ほど削れたようだ。

　ここでリッチは『シャワシャワ』と声にならないような詠えい唱しよう魔ま法ほうを唱えた。六ろく芒ぼう星せいと二重円を合わせた魔ま法ほう陣じん紋もん様ようからして、召しよう喚かん魔ま法ほうなのが分かる。配下アンデッドである〝カオスソルジャー〟を召喚するのだろう。

　四つの黒い靄が同時に現れ、重装備に覆われたスケルトンの影かげが生まれ落ちる。即そく座ざに【アーチャー】が無防備状態のうちに弓矢を打ち込こみファーストアタックでダメージを稼かせぐ。

　カオスソルジャーは魔法耐性のあるタワーシールドを持っていて、リッチと同様に魔法が効きづらい。また、射程20ｍほどの飛ぶ斬撃《ソニックスラッシュ》を使ってくるため、後衛集団に近づけさせないよう４体のカオスソルジャーをそれぞれ数人の【ウォーリア】が囲かこい込み、【プリースト】が一人、サポートに付いて対応する。

　ここからは持久戦だ。

　クールタイムがあるスキルは連発できないため、開幕のスキル連打の後は通常攻撃が主体となる。カラーズの前衛は流れるようにメンバーを入れ替かえて攻撃しながらリッチに狙いを絞しぼらせない戦術を取る。

　リッチは一度仕切りなおしたいのか雷かみなり魔ま法ほうを周囲に放ち、まとわりつくカラーズから距離を空けようと動く。が、カラーズはそうはさせじとカイトシールドを持った【ウォーリア】を前に出し、距きよ離りを詰つめることを繰くり返す。

　ここで最大のアタッカーはクールタイムが少ないスキルを多く持つ【侍】の田里だ。

《ディレイスラッシュ》や《トリプルショット》は、高火力だが数分から10分ほどのクールタイムが発生する大おお技。一方、【侍】の攻撃スキルである《居合い》や《対神の太刀》は１分ほどで再使用可能だ。また、敵の攻撃を見切って躱かわす《見切り》というスキルもあるため、一時的に避さけタンク※としても機能する。
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【侍】というジョブ自体が【ウォーリア】の上位ジョブでもあるため《ディレイスラッシュ》も使用可能。その攻こう撃げき力りよくはカラーズの他を圧倒する。

『いくぜぇ！　我、敵を斬きる刃を齎もたらさん！　《対神の太刀》』

『プリースト１班！　田里のＨＰをケアだ！　急げ！』

　刀の中でも特に大きい大太刀に、渾こん身しんの力を乗せて放つ田里の【侍】スキル、《対神の太刀》。刹せつ那なの一ひと振ふりに途と方ほうもない《オーラ》と膂りよ力りよくが乗っているのが分かる。

　リッチも紫し電でんを纏まとった杖で田里に反はん撃げきするも、味方の【プリースト】達たちが即座に回復魔法を唱え、田里のバックアップに動く。




「こりゃいけたんじゃないのか？　颯そう太たはどう思うよ」

「ＨＰが残り20％を切ってからが勝負だな。アイツは発狂する」

　あまりにも順調なボス攻略戦に親父が勝負あったと述べる。が、このリッチは一ひと筋すじ縄なわではいかない。

　ボスによっては残りＨＰが少なくなると強力なスキルを使ってくる「発はつ狂きよう」と呼ばれる状態になる。リッチの場合はＨＰが残り20％を切ると強力な広域闇やみ魔ま法ほう《ダークベイパー》を放ってくるのだが、これを喰くらうとＨＰダメージはもちろん、盲もう目もくや痺しびれの状態異常が付与され、前衛が一気に崩ほう壊かいする危険性がある。

　発狂状態になったらむやみに攻撃せず味方の回復と強化を優先し、態勢を整えてから一気にＨＰを削りにいくのが最善だが、言うは易やすく行うは難かたし。

『ＨＰ残り23％！　アタッカーは、そろそろ闇やみ耐たい性せい防具にチェンジして備えろ！』

　前回はこの発狂にうまく対処できずに前衛が崩くずれて【ウォーリア】数人が死んでしまい、撤退を余よ儀ぎなくされたという。今回はその辺りも万全で挑いどんでいるようだ。

『来るぞ！　プリースト全班、ケアに動け！』

『状態異常が治らない方は合図してくださいっ』

『防ぼう御ぎよ陣じん構築、早くっ！』

　ＨＰが残り２割を切った瞬しゆん間かん、リッチの足元に突とつ如じよ巨きよ大だいな魔ま法ほう陣じんが描えがかれ、数秒もせずに黒い波動が四方へ一気に拡散する。《ダークベイパー》だ。

　対するカラーズは盾たて持ちを前面に防御陣を構築。さらにプリースト１班が状態異常回復《キュア》を、２班が範はん囲い回復《サークルヒール》を即座に唱える。真田が残りのプリースト班を動かして全員のＨＰをコントロールし、回復が足りないアタッカーをケアするため声を荒あららげる。

『クールタイム終わったやつからスキルぶち込めっ！』

　田里が雄叫びを上げてリッチの元へ突撃し、ウェポンスキルを発動。その田里に続いて【ウォーリア】部隊が再び攻こう撃げき陣じんを組み上げ、一斉に《ディレイスラッシュ》の構えを取る。

　この日、日本のダンジョン攻略最深記録は32階となった。







第15章　眠れない夜







　リッチ攻略が成功したことで、どの番組も緊きん急きゆう速報でカラーズの偉い業ぎようを伝え、特番をやっていたテレビ局に至っては放送時間を４時間も延長。32階攻略リプレイ動画を流しながら元冒険者が解説をやっていた。

　カラーズの大ファンであるお袋と妹も深夜までテレビの前に齧り付き、攻略成功を喜んでいた。ちなみに、親父は朝が早いのでとっくに寝ている。

「もう12時過ぎてるし、寝たほうがいいんじゃないか？」

　新階層攻略によって全国を挙げてのお祭り状態になっていることに驚くものの、番組はいつまでもやっているのできりがない。

「明日から休みだし大丈夫！」

「あら、明日はお仕事だったわ」

　そういえば聞いておきたいことがあったんだ。

「お袋は冒険者になるチャンスがあったとしたらどう思う？」

「もうオバさんだし……モンスターと戦うなんて無理そうじゃない？」

　年ねん齢れい的てきに体力は下り坂。これから冒険者になるといっても普ふ通つうは厳しいと考えるだろう。そこでダンジョンで肉体強化をするとアンチエイジング効果がある、と言うと……ダボハゼのように食いついてきた。

「なんでそれを早く言わないのっ！　明日仕事帰りにスライム狩りにでも行こうかしら」

「えぇー私も行きたいっ！」

　アンチエイジングがあるってのはギルド図書館で冒険者専門誌を見てたら書いてあったのだ。この国の【聖女】様が言うに「若い秘ひ訣けつ？　そりゃダンジョンさ」ってね。嘘うそだと思うなら【聖女】様に言ってくれ。というか戦前からダンジョン潜もぐっていて今でも現げん役えきらしいが一体何なん歳さいなんだろう。顔出しはＮＧなのか年ねん齢れいは不ふ詳しようだ。まぁそれは置いておくとして。

　やんわりとぼかしながら「普通に戦うのは厳しかろう、５階でいいパワーレベリングスポットがあるんだ」といった感じで話してみる。最前線のダンジョン攻略を目指すなら戦い慣れる必要はあるが、強くなるだけならパワーレベリングでレベルを上げたほうが手っ取り早い。戦術や知識はレベルを上げながら追々覚えて行くのでも十分間に合うだろう。

「おにぃってもう５階行けるの？　早すぎない？」

「パパはまだ４階なのに、冒険者学校ってすごいのねぇ」

　カレンダーを見つつ「おにぃのダンジョン歴って２週間しかないよね？」と指を数えながら首を傾かしげる妹。親父にしても週末にパーティー募ぼ集しゆうして10人近い人数でちんたら巡じゆん回かいなんてやってたらレベルなんて上がらないわな。

　高レベルになればパーティーのほうが圧あつ倒とう的てきに効率は良いのだが、浅層では良い狩かり場ばを押さえてソロ、もしくはペアでレベル上げしたほうが効率は良い。ゲーム知識は必要だけども。

「お袋は仕事だから、時間あるときにやるとして。華か乃のと行けるとしたら明後日の日曜日だな。明日は安全にパワーレベリングするためもうちょいレベル上げたい」

「やったー！　でもどうやってダンジョンに入るの？　冒ぼう険けん者しや証なんてないよ」

「そうよ、まだ華乃は14歳でしょ。冒険者ギルドだって許可しないわ」

　ダンジョンは入場も国が厳格に管理している。ゲートは一般的に知られていないようだし普通は入れないと思うだろう。そもダンジョン攻略にゲートを使わないというのもどうかと思うが。

「いい方法があるんだよ。そこは大丈夫だから安心してくれ」

「やったー！」

「そう？　でも危ないなら無理しないようにね」

　と言い残してお袋は寝た。テレビでは階層攻略成功を称たたえる番組が続いている。

「そういえばカラーズって帰りはまたボスを倒たおしながら戻もどるのかな」

「フロアボスは一度倒したらもう出ないか別の場所にポップするから、階を移動するだけなら倒す必要はないよ」

「そっかぁ」

　５階にいるオークロードも最初期はフロアボスだった。あんなのをレベル５前後の【ニュービー】でまともに倒そうとするなら相当な人数が必要になるはずだ。まぁ橋落としをやっちゃえば楽なんだが。

「じゃ、日曜日を楽しみにしてるね。おにぃおやすみ」

「あぁ、おやすみ」

　さて俺おれも歯を磨みがいて寝るか。といっても、やはりあのダンジョン攻略を見た後から血がたぎり眠ねむ気けが来そうにない……




　ベッドに横になり思い出す。あれは紛まぎれもなく命をかけたギリギリの戦いだった。

　誰だれも倒したことがないフロアボスの攻略、そして未み到とう達たつの階層攻略は、ゲームのときも一大イベントだった。強大なモンスターを相手に戦う姿はダンエクプレイヤーの花形であり、最もよく話題とされていた。

　フロアボスはその階で出る一いつ般ぱん的てきなモンスターより遥はるかに強く、数人のパーティーだけで倒すのは至難の業。ただし倒さねば先の階へは進めない。

　そのため、ゲームではいくつものクランが合同でフロアボスに挑んでは散り、トライ＆デスの繰り返しで攻略を進めていた。俺がこちらの世界に来る直前には１００階攻略メンバーを募集するクランで大おお賑にぎわいだったっけ。

　だが、先ほどのテレビでやっていたあの戦いは、ゲームとは一線を画す。自分と仲間達たちの命を懸かけて挑み、そして足あ掻がく冒ぼう険けん者しや達の姿があった。

　傍はたから見れば華はなやかに見えるカラーズだが、数多の失敗を経験し想像以上のプレッシャーと恐怖に抗あらがい続けていることが容易に想像できる。この世界ではトライ＆デスなんて決して許されるものではないからだ。

　俺もオークロードのトレインで痛感したが、ゲームと同じ感覚でダンジョン攻略プランを考えるのは早々に修正する必要がある。

　それにしても。あのリッチ戦を見ていていくつか分かったことがある。

　まずはスキルのマニュアル発動について。

　映像を見る限り、彼かれらはオート発動ばかりで、魔法陣を描いたりスキルモーションを交えたりといったマニュアル発動は一度も使っていなかった。テレビに映るから見せなかった、というのは考えづらい。マニュアル発動があればクールタイムをより短縮でき、スキルの威い力りよくも増す。あれだけギリギリの戦いをしているのに、普通なら出し惜おしみなんてしない。

　ならば、マニュアル発動はこの世界には知られていない、もしくは何らかの制約が課され、厳重に隠いん匿とく、管理されていると考えられる。どちらかといえば前者のほうが可能性が高いか。

　ジョブについても分かったことがある。

　援えん護ご回復職は中級職の【プリースト】止まり。カラーズにはあれだけ【プリースト】がいたのにもかかわらず、上級ジョブの【クレリック】は誰だれ一ひと人りいなかった。真さな田だという青年も【クレリック】に到とう達たつしていなかった。必要ジョブ経験値はリッチと戦えるレベルなら十分稼げているはずなのに。

　タンクの役割も、アタッカーであるはずの【ウォーリア】に盾を持たせてやらせていた。あの戦いでは同じ中級ジョブでも【ナイト】のほうが物理、魔法どちらも耐性が高く、スキルの面でもあえて外す理由がない。

　では、【クレリック】や【ナイト】のジョブチェンジ方法は知られていないのか。

【クレリック】については情報がないので分からないが、検けん索さくしたところ、【ナイト】は欧おう州しゆうの一部の国で確かく認にんされているという。ダンジョン情報は悪用される危険性があるため、世界では民間には十分に共有されておらず、高度な機密となっている場合が多々あるのだろう。

　例えば【侍】は日本にしか確認されていない上級ジョブだ。これは日本政府が【侍】のジョブチェンジ方法を国家機密にしているからで、国が忠誠と引き換かえに有望な若手に与える方式を取っている。【ナイト】もおそらく特定の国が日本と同じように〝特権〟という形で与えて増やしている可能性が高い。ある意味、高レベル冒険者は国家戦力的な扱あつかいなのだろう。

　分からなかったこともある。何故なぜリッチ戦に【聖女】を投入しなかったのか、だ。

【聖女】のスキルである《ターンアンデッド》は、魔法抵抗が高いリッチに対しても絶大なダメージを叩き出せたはずで、下手をすれば【侍】の田た里さとを超えるダメージを出せたであろう。また、広域エリアを回復すると同時にアンデッドにはダメージを与える《サンクチュアリ》があれば、４体いたカオスソルジャーにもあれほど苦戦をしなかった。

　そして何より重要なスキルが、死者蘇そ生せい魔ま法ほう《リヴァイブ》だ。フロアボスなどの強敵との戦いにおいて、たとえ使う機会がなかったとしても、この蘇生魔法があるというだけで【聖女】は必ひつ須すの存在と言える。

　この国にも【聖女】はいるはずなのに、何故カラーズは協力を仰あおがなかったのか。仰げなかった？　もしかして【聖女】とはカラーズという国内屈指のクランですらコンタクトできない存在なのだろうか。もしくは【聖女】の存在自体がブラフの線もあるな。

　本当にいるのかいないのか今は確かめようがないの措おいておくとして、【聖女】はピンクちゃんがイベントをこなせばなれるジョブというのも問題だ。

　もし彼かの女じよが簡単に【聖女】になった場合、日本や世界はどうでるのか。ゲーム通りだとしても変数が多すぎて予想が付かない。主人公の【勇者】を含め、知られていないジョブが世界にどう影えい響きようを与えるのか探さぐっていくべきなんだろうか……

　この辺りは一度日本の【聖女】……とまではいかなくても、高位冒険者に会って色々話を聞いて判断したい。だがまずはレベルを上げて堂々と会いに行けるようにしたほうがいいだろう。今の俺はレベル７の【ニュービー】に過ぎず、門もん前ぜん払ばらいされるだけだ。

　難しいことを考えると、眠気がすぐ来るな……







第16章　パワーレべリング







　昨日もオークロードトレインを頑張り、レベルは８まで上がった。【ニュービー】のジョブレベルもカンストの10となり、無事に《スキル枠わく＋３》をゲット。

　現在のスキル枠は以下の通り。

《大食漢》

《簡易鑑定》

《空》

《空》

《空》

《スキル枠＋３》はその名の通りスキル枠を三つ拡張するスキルだ。ダンエクではスキル枠の少なさで十分にスキルを覚えることができず、スキルの取しゆ捨しや選せん択たくに苦しめられていた。なのでこれだけは絶対に入手しておきたかった。

　そして、本当ならここで【ニュービー】からさくっとジョブチェンジして新ジョブでヒャッハーしたいところだが、冒険者ギルドでジョブチェンジを行うと端たん末まつ情報まで書き換えられ、現在のレベルがクラスメイトに確実にバレる。10階のオババの店に行けるようになるまでは我が慢まんしなければならない。

　一方で、肉体強化のほうは順調だ。最初にトレインを行ったレベル５のときと比べて、レベル８になった現在では大分走力が上がり、このデバフ付きの太った体でも余裕を持って走行できた。今１００ｍ走を計ったらどれほどのタイムが出るのか。マジックフィールド内ならそろそろオリンピックで優勝できるくらいの速度が出るかもしれない。

　走力が上がっているのはダイエットのほうがかなりのペースで成功しているせいでもある。最近気づいたのだが、この体は食欲と同様に基き礎そ代謝も異常に高く、必要摂せつ取しゆカロリーも相当なものになっている。食事を制限し、空腹の苦痛を我慢できさえすれば、かなりの速度で脂し肪ぼうを減らすことが可能。体重のほうも全体的に筋肉が付いてきているのにもかかわらず１００㎏をもうすぐ切るところまできている。このままダイエットを続行していきたい。

　肉体強化とダイエットを同時進行させ、走力を劇的に上げることができたが、逆に考えればレベル１でオークロードトレインを行っていたら非常にまずかったことに気が付く。こちらに来た当初はいきなり５階まで行ってトレインで楽にレベルを上げようかとも考えたのだが、あの弛たるんだ体ではまともに動けなかったし、恐きよう怖ふ心しんから走力が不足して追いつかれる可能性もあったので、やめておいて正解だ。

　あとは、《大食漢》についての考察は10階に行くまでは後回しにする。どれくらいＨＰとＶＩＴに補正が入っているか、〝？？？〟という項こう目もくが何なのかは計測すれば分かるので、それを見てからでも消すかどうかの判断は遅おそくないだろう。それまでは空腹との戦いである。




「水すい筒とうとお弁当と～、剪せん定ていばさみと～、あとお菓か子し……準備できたよ～。どうこの格好、変じゃない？」

「まぁいいんじゃないか。んじゃ行くぞ」

「もうっ適当な返事だしっ！　で、どうやって行くの？」

　明るい色のアノラックパーカーにデニムパンツというカジュアルな服を着た妹がくるりと回る。服装なんて動きやすければジャージでもいいと思っているが、そんなことは言わない。妹の機き嫌げんが急降下することが分かっているからだ。

　そして、ダンジョンに入る方法はもちろん学校のゲート部屋から。冒険者学校の正門では警備員が目を光らせているが、抜ぬけ道みちなぞいくらでもある。通学に使う大通りから逸それて、小山に入る細道を歩く。
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　今日は妹にパワーレベリングをしてやる予定なのだ。レベルアップ効率や速度を考えればもっと後でパワーレベリングをしたほうがいいのだが、そろそろイベントアイテム回収や特定モンスターの攻略をするのにソロではキツい箇か所しよが出てくるため、この際、家族諸もろ共ともパワーレベリングしてパーティーを組んでしまえ作戦でいくことにした。主人公の行動選せん択たく次し第だいでは早々に厄やつ介かいなシナリオに突とつ入にゆうするかもしれないので、家族も今のうちに、という考えもある。

「えぇ……こっから行くの～？」

「すぐ通り抜けられる。ちょびっとの辛しん抱ぼうだ」

　学校の裏側の山道……という名の獣けもの道みちを抜けていく。この辺りは国有地になっており、建物はない。

　元々は小山の麓ふもとにダンジョン入り口が出現し、その後に山の大部分を削って建てた学校。山は全部取り除かれたわけではなく裏側はまだ斜しや面めんになっていて、そこから学校に入ろうという段取りだ。春になり草も伸のびてきて多少歩きにくいが、通れないこともない。数分で抜けてようやく学校の敷しき地ち内ないに入ることができた。

「ちっちゃい虫にたかられたっ！　こんな所通るなら虫よけスプレー持ってきたら良かった！」

「よし、誰もいないな……校舎の裏側から入るぞ」

　ぺっぺと唾つばを吐きながら悶もだえる妹をよそに校内の人目を確認しながら校舎へと入る。非常用の扉とびらをこっそり開けておいたので、そこから地下１階の空き教室へと向かうのだ。

「へぇ～ほぉ～、さっすが天下の冒険者学校。うちの中学とはお金のかけ具合が全く違ちがうよ。あ、このトロフィー凄すごい！」

「おい落ち着け。というか急げってば」

「きゃうっ」

　キョロキョロする妹の首根っこを掴つかまえて階段を下り、薄うす暗ぐらいゲート部屋に誰もいないことを確認して中に入る。

「ここどこ～？　この模様は何～？」

「この紋もん様ように今からにーちゃんが魔ま力りよくを流すからよーく見ておけよ」

　手に魔力を集めてゆっくりと流ながし込みゲートを起動させると、目を見開いて驚く妹。軽く説明をしてすぐに移動しよう。

「この中に入ると５階に到着だ。ついてこい」

「そんなすぐ行けるの？　あ、待ってよ」

　サァーという音がすると瞬しゆん時じに景色が変わり５階のゲート部屋に出る。間もなく妹も後ろのゲートから恐おそる恐る出てくる。

「ここダンジョンの中なの？　もう５階なの？」

「そうだ。ここから先はモンスターが出るかもしれないから俺の後ろからはぐれるなよ」

「分かった～」




　道中にゴブリンソルジャーがいたため、正面から真っ二つにする。レベルが上がったことで剣の重量を上げてみたが問題ないようだ。

「その倒し方グロいぃ……もうちょっとレディーに配はい慮りよしてよっ！」

「バカモン。これからダンジョンに潜るならこういうのに慣れていかなきゃダメだぞ」

　その後にも３体ほど掃そう除じして目的の橋落としポイントへ到着。しばらくブツブツ言っていた妹はダンジョン内が物もの珍めずらしいのか壁かべをぺたぺた触さわったり、魔石を手で転がしたりとせわしない。

「ここまでモンスターを大量に連れてくるから、俺が渡わたり切ったらそこと、この２本のワイヤーを切って橋を落としてほしいんだ」

「それで剪定ばさみがいるんだね。でも切れるかな～あの紐ひも、太いし」

　そういえばこのワイヤー結構太いな。レベル１の非力な中三女子でも切れるのかオラ不安になってきたぞ。

「……試ためしに切れるか他の橋で試してみるか」

「うん」

　今いる場所から30ｍほど下に降りた先にも別の橋があるのでそこで実験だ。道は完全に舗ほ装そうされておらず、所々に大きな段差や岩がある。妹は降りるのに時間がかかるようだ。俺も肉体強化がなければあんなものかもしれない。

「よし、ここ切ってみ」

「は～い。えいっ！　えいっ！　かったぁ～い」

　５秒ほど剪定ばさみをにぎにぎして、ようやく１本切れた。この速度ではトレイン中にこれを２本切ってる余裕なんてない。俺と同じように鉈なたでやらせてみるか。しかし鉈なんて扱えるのか……

「ジャ～ンプ斬りっ！　あ、切れた。今のコタロー様の必ひつ殺さつ技の一つで」

「鉈ならいけそうだな。それじゃ戻るか」

「ちょっと！　ちゃんと聞いてよっ！」

　安全のため俺が最初の１本を切って、妹が２本目を切る作戦で行くとするか。俺も試しに剪定ばさみで切ってみたが確かに力が必要だ。鉈のほうが切りやすいのかもしれない。

　橋の付近はモンスターがポップしないため他の場所から連れてこない限り安全。妹にはそこで隠かくれて待機してもらう。心配なのは妹がどこかへフラフラと行ってしまうかもしれないことだが、そうならないよう何度も念を押しておく。

「それじゃ行ってくるが……、そうそう、大量にオーク連れてくるからびびるなよ？」

「大だい丈じよう夫ぶ。そこの紐切るだけでしょ？」

「数分で戻るからな、動くなよ。それじゃ行ってくる」

「は～い、いってらっしゃ～い」




　経路にいるモンスターの掃除とトラップの有う無むを確認しながらオークロード部屋に急いで向かう。目的地まで１００ｍほどに迫せまったところ、オークソルジャーが徘はい徊かいしていた。

（おかしいぞ？）

　この階でのオークソルジャーはオークロードが呼び寄せたものしか存在しない。自然にはポップしないのだ。つまり誰かがオークロードに召喚させたことになる。

　誰かが戦っているのか……いや待て。誰かが倒れてる！

　徘徊しているオークソルジャーから隠れるように、女性冒険者が壁の窪くぼみに背を預けて蹲うずくまっていた。息を殺してじっとしている。どうやら腕うでを怪け我がしているみたいだ。

　声を掛かけようにもオークソルジャーが邪じや魔まなので、まずは倒すことにする。奇き襲しゆう攻こう撃げきを狙ねらいに死角へ回り込み足音は控ひかえめに、だができうる限りの速力で駆かけ出す。

　オークまであと５歩といったところで俺の足音がようやく聞こえたのか慌てて振ふり返る……が、もう遅い。片手突づきの構えで剣の切先を防具で守られていない喉のど元もとに差し込むと、オークソルジャーは声にならない悲鳴を上げ、ガクッと崩れ落ちる。剣に乗る重みがリアルだぜ。

「大丈夫ですか」

「ぐっ……うぅ、向こうに見たこともないオークが……まだ仲間が中に……」

　女性は腕が痛むのか蹲うずくまったままで顔だけ上げて話している。痛む箇所をよく見れば青黒く腫はれ上がっている……骨折はしていても命には別条はなさそうか。

　そして〝向こう〟というのはやはりオークロード部屋のことだろう。冒険者ギルドでも注意喚かん起きされているはずなのにオークロードに手を出したのは何故なのか。まぁ今はそれを問い詰めても仕方がない。

「今から様子を見に行きます。安全な場所まで一人で歩けますか」

「……あぁ……すまない。私は大丈夫だ。どうか、どうか仲間をよろしく頼たのむ」

　彼女は冷ひや汗あせを掻かきながらも懇こん願がんするように「仲間を助けて」と俺に乞こう。まだ生きている可能性があるのか分からないが急いだほうがよさそうだ。




　なるべく足音を立てずに走り、そろりそろりとオークロード部屋入り口まで移動。少しだけ顔を出して部屋の中を覗のぞくと、血が散乱していた。死体は見えるだけで二人。生き残りは……まだいる。中に三人立っているのが確認できた。

　すでにオークソルジャーは10体以上召喚されていて、オークロードを含ふくめた集団に囲まれている。生き残っている冒険者三人のうちタンクっぽい人はもう左ひだり腕うでが折れ、強い衝しよう撃げきを受けたであろうボコボコの盾を右手でただ構えているだけ。後ろの二人は恐きよう怖ふのあまりふさぎ込んでいる。どうやらオーク達は一思いに殺さず、楽しんでいるようだ。

（ふーむ。どうしたもんか）

　レベル８になったとはいえ、あのオーク集団に飛び込むのはリスクが高い。だが見捨てるのも寝ね覚ざめが悪すぎる。どうするか悩なやんでいる時間もない。ちんたらしていたら暇ひまを持て余した妹がそこらを歩き回ってしまうかもしれない。それも危険だ。

（倒せるだけ倒し、釣つれるなら釣る。無理そうなら逃にげる。これでいこう）

　オークソルジャー達は冒険者をいたぶるのに夢中なのか、こちらに注意を向けていない。見た感じ生き残っている冒険者達は……オークソルジャーにも勝てないだろうな。とりあえず２、３体減らしてみるか。

　こっそり足音を消しながら近づき、一番手前のオークソルジャーの後頸けい部ぶ目め掛がけて一ひと突つき。まずは１体。振り返った隣となりのオークの左脇わき腹ばらから右に向けて逆袈裟を噛かます。痛みの悲鳴を上げて倒れるが、まだ死んでいない。

　そこでオークロード達が一いつ斉せいに俺に気づく。左ひだり隣どなりにいたオークソルジャーの振り下ろしを避けてから刃は先さきを首に当てて引く。大量の血が噴ふき出し、これで２体目。すぐに先ほど倒れたオークにトドメを刺し３体目。

《ブモォオォオオォオオォオオォ》

　オークロードの《雄お叫たけび》により、黒い靄もやが出現し、新たなオークソルジャーが４体生まれ落ちる。さらに《雄叫び》の効果により周囲のオークソルジャー達は赤いエフェクトを帯び、攻撃力が２レベル分強化された。

　楽しみを邪魔されたせいかオークロードが激げき昂こうし、俺目め掛がけて手に持った丸太を振り回そうとするが、近くのオークソルジャーにぶち当ててしまい壁までぶっ飛ばしている。すんげぇパワーだ。

　闖ちん入にゆう者しや許すまじと２体のオークソルジャーがこちらに突とつ進しんし、錆さびた鉄てつ剣けんを渾身の力で振り下ろそうとしてくるが――俺は逃げる。これ以上は無理だ。

「俺が引き付けます！　隙すきを見て逃げてください！」

　尻しつ尾ぽを巻いて逃げる俺にオーク達は一いつ瞬しゆん唖あ然ぜんとするが、火をつけた爆ばく竹ちくを三つほどオーク達に投げつけると、我に返って次々に俺へ向けて猛もうダッシュを開始する。

「「「「ブモォオォオ!!」」」」

「まだあの数には勝てないな、だが上う手まいこと釣れた」

　オークロードは俺を追走しながら何度も《雄叫び》を発動させ、オークソルジャーが嘗かつてないほど量産される。吊つり橋ばしまでの経路の逃とう走そうはもう慣れたもので、トレインの乗客がバラバラにならないように逃走速度を調整し、追加で適度に爆竹を投なげ込む。よし、橋落としポイントまでもうすぐだ。




「こっちだよーおにぃ！　……ひぃぃ」

「ロープを切る準備をしとけっ！」

　そりゃびびるよな、これ50体は軽く超こえてるのではなかろうか。過去最高記録だぜ。

　橋は揺ゆれるが重心を下げ、下半身でできるだけ揺れを消して移動するのが一番安定することが分かっている。最初にやったときと比べたら橋渡り技術は雲うん泥でいの差だ。

「俺が切った直後に切るんだ。まだだぞ！」

「わ、分かったー！」

　ようやく渡り切って剪定ばさみを取り出す。だがワイヤーを切るのはもう少し後。

　20ｍほど手前までオーク集団が迫っている。オークロードの血走った目が見え、息いき遣づかいも聞こえ始める距離。吊り橋が大きく揺れ、何体か落ちるがオーク集団は誰も気にせず俺に対する殺意だけを高めて突進してくる。

　集団の後ろを見れば……ようやく後列も橋に乗ったようだ。

「華乃、今だ！」

「じゃーんぷ……斬ぎり!!」

　必殺技かなんなのか知らないが一発でワイヤーを切ることに成功し、断だん末まつ魔まの叫びと共に落ちていくオーク達。妹は「お～大漁だ～」と谷底を楽しそうに見つめている。

「想像以上に多かったんだけど……あぁっ、何？　苦しい……」

「レベルアップの症しよう状じようだな」

「うぅっ……ん？　なんか……力が……漲みなぎってきたぁぁ！」

　急激なレベルアップで肉体強化が始まり、それが終わると全能感に満たされたのか腕を勢いよくぶんぶんと振るう妹。レベル１なのにオークロードとその集団をこんなに倒したら一気にレベル３か４くらい行きそうだな。

「まだスキル……《簡易鑑かん定てい》は覚えてないよな」

「《簡易鑑定》？　あ、なんかほわほわした感じがする。これセットしていいんだよね？」

「いいぞ。ジョブチェンジはせず、そのまま【ニュービー】のジョブレベル10まで上げるんだ」

「はぁーい」

　ということは今の１回きりのトレインでレベル５に、ジョブレベルは７に達したのか。

「そういえばおにぃ。返り血浴びてるけどなんかあったの？」

「他所の冒険者がさっきのオーク達に絡からまれて襲おそわれてたんだよ」

　本来はオークロードを刺し激げきして逃げるだけの簡単なトレインだが、今回はすでに交戦中で数体のオークソルジャーを倒しつつ纏まとめて釣ってきたと話す。

「多分逃げられたと思うが、もう一度行ってどうなったか見てこないとな」

「ほぇ～私はどうするの？」

「放っておくとアイテムが消えちゃうから一いつ緒しよに行くにしても回収はしておこう」

　見た限りオークロード部屋にいたオーク達は全すべて釣れたはず。レスキュー部隊を呼んであるならこれ以上俺おれ達たちにできることはないと思うが、念のために見に行こう。

　その前に谷底まで80ｍほど降りなければならない。そろりそろりと降りていた妹は自分の肉体強化に驚おどろいている。

「なんかすっごい体が軽いよっ」

「あんまり調子に乗ってると転げ落ちるぞ」

　よっこらよっこらと谷底の魔石が散乱している場所まで降りる。上空を見れば切れた橋が崖がけにぶら下がっている。

「すっごーい！　これいくら？　あ、このキラキラしたコイン何？　あそこアイテム落ちてる！」

「落ち着け。魔石とかは売ってお前の装備代にするから徴ちよう収しゆうするぞ」

「はぁーい」

　これは……ユニークアイテムだ。《簡易鑑定》で見てみると［オークロードの紋もん章しよう］と出ている。亜あ人じんに対し攻こう撃げきダメージ10％増加、被ひダメージ10％減少の効果がついた豚ぶたのマークのバッジ。亜人は種類が多く深層でも出るため、対亜人特効アイテムは長く使えるのだ。ゲームでもオークロード狩かりが取り合いになるほど人気だったのはこのバッジのせいでもある。

　ちなみにユニークアイテムは特定のフロアボスのドロップか宝箱でしか手に入らない珍めずらしいアイテム。ゲームでは争そう奪だつ戦せんになることも多く高値で売れていたものだ。

「このアイテムはお前にやるよ。《簡易鑑定》で見てみ」

「やってみる……えいっ！　おぉ……え、これ強い？」

「護身用に付けておけ。それ結構貴重なもんだからなくさないようにな」

　おっ金ーおっ金ーと何かの替かえ歌うたを歌いながら小こ躍おどりする妹。これは売っちゃダメだと念を押おしておいたほうが良いな。

　バッジの他には魔石数十と、ダンジョン通貨が３枚。１回のトレインで数万程度稼かせげた計算だ。これだけでも食っていけるんじゃね？　とか小者的な考えに取りつかれそうになる。

「それじゃオークロード部屋見に行ってくるけど、華乃はどうする？」

「待ってるのも暇だし、一緒に行くっ！」

　オークロード部屋に行くには来た道を戻るのが一番近いが橋を落としてしまったため、やや遠回りの別ルートを通らなければならない。アイテムを全部回収し水分補給した後に移動開始する。




　途と中ちゆうゴブリンソルジャーがいたため、持っていた金属武器を叩たたき落としてから妹に戦いを経験させてみる。持たせた鉈をエイッエイッと振り回すものの、なかなか致ち命めい的てきなダメージを与あたえられず血だらけになるだけで、かえってグロくなる。攻撃している妹は涙なみだ目だ。

「首のような急所を狙うか、戦せん闘とう能力を封ふうじられる腕や足を狙うのがいいぞ」

　仕方がないので俺が一いち撃げきでゴブリンの首を落とす。ゴブリンソルジャーは皮鎧よろいを着ているため、無む闇やみ矢や鱈たらに攻撃しても効果が薄うすい。時間をかければそれでも倒せないこともないが、他のモンスターがリンク※し、多対一になる危険性もある。いつ何時モンスターが現れるかもしれないダンジョンでの戦闘はなるべく短時間で終わらせるに限るのだ。グロいのに耐たい性せいがないのは慣れるしかない。
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　そんなことをしつつ10分程度でオークロード部屋の前に到とう着ちやく。部屋の中を覗いてみても誰もおらず、生き残っていた冒険者らは無事に逃げ切れたようだ。しかし彼らの仲間の遺体もなくなっているが一緒に運んだのだろうか。５階にはレスキュー隊の他に死体を運ぶギルド職員もいる。連れん絡らくして応おう援えんを呼んだのかもしれない。

「ここに……オークロードがでるんだよね。吊り橋まで呼び寄せてから落とせばいいの～？」

　１時間でオークロードがポップし、橋も１時間後きっかりに自動修復される。橋落としで倒した場合、どちらかを見れば次の橋落としができるかどうかが分かる。

　トラップや経路のモンスター掃除、冒険者の有無などの注意事じ項こうも教えておくが、それ以上にレベル７までは走力が厳しい可能性があるためやらないほうがいいとも言っておく。

「あと基本的にダンジョン情報は極ごく秘ひで行くぞ。知られるとせっかくの美お味いしい狩場が取られたり、悪い奴やつに悪用される可能性もある。情報を狙って怖こわい奴らが危害を加えてくるかもしれないしな」

「分かった～」

「んじゃ今日はあと何回かやってみよう。そういえば、初期スキルって何か覚えてる？」

　俺の場合は《大食漢》というスキルを初期から覚えていた。一般的には初期スキルを覚えているほうが珍しいので妹が覚えていない可能性のほうが高かったが、試しに聞いてみたら――

「んっと、《簡易鑑定》以外のだと《二刀流》っていうスキルがあるよ」

「……まじで？」

《二刀流》とは【侍さむらい】が覚えるエクストラスキルで、両手にそれぞれ武器を持ったときに攻こう撃げき力りよく、命中が大きくアップし、ウェポンスキル発動時には攻撃回数も増える上級スキルだ。２回攻撃のスキルを《二刀流》で使うと４回攻撃となり、隙が少なくなる特性もある。

　エクストラスキルとは上級以上のジョブをカンストさせ、特とく殊しゆクエストを完かん了りようさせることで取得が可能となるスキル。この世界では初期からこれを覚えているのは大きなアドバンテージになりうる。

　何な故ぜならエクストラスキルの特殊クエストを完了させるには40階に行かなくてはならないからだ。ゲームのときは高レベルプレイヤーに連れていってもらうという手段を取れたが、攻こう略りやく記録が32階のこの世界ではそれも不可能。自分で取りに行くしかない。

　カラーズのリーダー田た里さとも【侍】ではあるが、特殊クエストの関係上《二刀流》はまだ覚えていないはず。現に攻略番組で映っていた田里のメインウェポンは太た刀ちの一つのみだった。逆に言えば田里は【侍】としてはまだ不完全な状態と言える。

《二刀流》についてもいくつかスタイルがある。

　ダンエクプレイヤーの間ではＳＴＲを集中的に上げて両手にそれぞれ両手武器を装備した高火力スタイルと、ＡＧＩを特化させ攻撃回数の多いスキルを連発する多段攻撃スタイルの二つが主流だったが、妹はどちらがいいかそれとなく聞いてみた。

「うーん、いい武器が入ったらそれでやってみたいかな～」

「試しにその鉈と……この剪定ばさみでゴブリンを攻撃してみるか」

「《二刀流》をやれってこと？　できるかなぁ～。というかこの鉈、結構重いから片手だと振り回せるか……あ、できるっぽい」

　線の細い中三女子でもレベル５まで上がればそこらの成人男性並みかそれ以上の腕わん力りよくが身につくので問題はないだろう。試しに先ほどと同じようにゴブリンソルジャーと戦わせてみたら「元々両りよう利ききだったしね。右でも左でも字を書けるよ」とか言いながら見み違ちがえるような動きで攻撃を繰くり出していた。

　驚きよう異い的てきな戦闘センスを誇ほこる妹を前に、やや立場をなくしつつある兄であった。




　パワーレベリングの途中でランチタイムを挟はさみ、３回ほどのトレインで終わりにした。今日がダンジョン初日の妹は楽しそうにはしゃいでいたが、実感を伴ともなっていなくても緊きん張ちようはするし疲ひ弊へいもするわけで、無理は極力避さけたい。

　帰りもゲート部屋からすぐに出られたため往復ではほとんど時間は掛かっていない。元の世界での会社の通勤時間もそうだったが、移動時間を削けずれるというのはその分時間を有効活用できるので非常に大きなアドバンテージとなる。




　時刻を確認すればまだ午後２時。終わりにするには早かったので、冒ぼう険けん者しやギルドの防具店へ寄って妹の防具を見に行くことにする。

「らっしゃーい！　……ん？　魔ま狼おおかみの防具買ってくれたにーちゃんじゃないか」

「どっ、どうも」

　前に訪おとずれたときに魔狼ジャケットを売ってくれたヒゲモジャエプロンのオッサンだ。今日はどうしたと言ってきたので、妹のための軽い防具がないか聞いてみる。まだ魔狼の皮の在庫があるのなら魔狼の胸当てでも頼んでみようかしらん。

「ちょっと待って！　かわいいのがいいっ！」

「かわいいのって……ヒラヒラするやつは革かわだから重くなるぞ？」

　物理攻撃から守ることを想定した革防具はどうしても分厚い皮を使用するため重くなる。どう説得したらいいかと考えていると、ヒラヒラ部分は布でやるからフレアスカートで何か良いのがないかと我わが妹ながらアホなことを宣のたまう。

　ヒラヒラなんてあったところで邪魔になるだけだし、戦闘でスカートとか何を考えてるんだと止めに入る。どうやらアニメキャラを参考にした可愛かわいいドレスのような防具が欲ほしかったらしい。そも、可愛いとかヒラヒラとか以前におにーちゃんの財さい布ふも心配してほしいものだ。

「まぁ、革防具ってのはどっちかっていうとピッチリした感じのになるな。だがまだレベル１なら重量もかなり減らさないと……」

「私もうレベル６だよっ！」

「なにぃ!?」

　妹は身長１５０㎝足らずで中三としても小さいほう。加えてかなりの童顔。そんな女の子がレベル６だと分かり、エプロンおじさんは目を見開き仰のけ反ぞりながら驚いている。

「そ、そんならァ５㎏ほどの防具なら何の問題もなさそうだな」

「華か乃のよ……今日は胸当てと小手くらいで我慢しておきなさい」

「えぇーブーツ！　ブーツも欲しいっ！　かわいいやつ！」

　なんだかんだで魔狼の胸当てと小手の他に、魔狼ニーハイブーツも買わされ、今日の稼ぎどころか昨日の稼ぎもすってんてん。妹のほうはホックホクの笑え顔がおで鼻歌を歌いながら歩いている。

　まぁこれは初期投資。これからたくさん稼いでいただきましょうかね。武器のほうは学校で小さめの武器を２本レンタルすればいいか。俺おれ名義でも問題になるまい。

　さて。刈かり谷やと赤あか城ぎ君の決けつ闘とうの日が近づいている。ちゃんとレベルは上げられただろうか。結果次し第だいではＥクラスの雰ふん囲い気きが更さらに落ち込こむことになるので頑がん張ばって貰もらいたいものだが……どうなることやら。
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　――　早はや瀬せカヲル視点　――




　いつもなら朝のホームルーム５分前に到着するように登校するのだけど、今日は特別な日。早めに登校しようと思っている。

　ユウマがＥクラスの代表として因いん縁ねんのＤクラスと戦う日を迎むかえたのだ。

　先日の部活動勧かん誘ゆう式でＥクラスの立ち位置を知り、冒険者学校生活に夢や希望を抱だいていたクラスメイト達たちが絶望的な状じよう況きように追い込まれたのは記き憶おくに新しい。すぐに立ち直れたのは稀まれ。未いまだに落ち込んでいるクラスメイトも多く、Ｅクラスには重苦しい悲ひ愴そう感かんと先が見通せない閉へい塞そく感かんが漂ただよっている。

　だからこそ負けるわけにはいかない。これ以上、他のクラスから侮あなどられ見くびられるわけにもいかない。Ｅクラスだってやるときはやるんだと知らしめるためにも、そして私達が胸を張って前に進むためにも。

　ここ１ヶ月、遅くまでダンジョンに潜もぐりモンスターを狩り続けてきた。学校にいる時間は対人戦のトレーニング。合間に作戦会議など、やれることは全てやってきたつもりだ。それでも不安は拭ぬぐえず、ついネガティブな思考に陥おちいってしまう。そんなときは厳しい特訓を思い出しシミュレートする――

　刈谷という男は相当な《オーラ》を放っていたことから只ただ者ものではないというのは知っている。レベルも今のユウマより高いことも。また１年生の中では有名な大剣けん使いという情報もナオトが仕入れてきてくれた。Ｅクラスの生徒が経験したこともないほどのハイレベルな戦いを仕し掛かけてくることは間ま違ちがいない。

　そんな相手に戦いを挑いどむというのなら当然無策というわけにもいかない。自身のレベルを上げるのはもちろん、相手のスタイルや戦術を徹てつ底てい的てきに研究し、打ち勝つための道を切り開かなくてはならない。

　私は幼少より剣けん道どうをやっていたものの、大剣使いとまともに実戦を行ったことはない。とはいえ冒険者が一いつ世せい風ふう靡びするこのご時世。大剣使いの戦闘シーンを映した動画は探せばネットに転がっている。それらを皆みなで見て研究を重ねるわけだ。

　大剣は一いつ般ぱん的てきな片手剣と比べて重量も間合いも大きく異なる。剣道は竹刀しないを相手の体の正中線にぴたりとつけて、そのまま打ち込める間合いまで距きよ離りをつめる戦術を取ったりするが、大質量で高い攻撃力を誇る大剣相手に至近距離でまともに打ち合うわけにもいかない。

　だが大剣は大きく重いという武器特性ゆえに振りかぶる攻撃が多く、隙を狙われやすいという弱点もある。そのため対刈谷戦でユウマが取るべきスタイルは必然的にカウンタースタイルとなる。

　まずは刈谷の動きを見てどのような攻せめのパターンや癖くせがあるか知ること。そのためには位置や間合いを掴つかませないよう、絶えず動き回らなければならない。

　ある程度パターンが分かったら攻撃の隙を徹底的に狙いに行く。また隙を狙うだけでなく隙を作る動きを見せて誘さそうこと。カウンタースタイルは立ち回りと打突の攻撃スピードを上げることが重要になる。

　Ｅクラスにはユウマの実力に見合う大剣使いに心当たりがないため、私が大剣を用いて練習相手になったのだけれど……正直上う手まくいけた自信はない。レベルが上がり私の体も大きく強化されたとはいえ、10㎏近い金属の武器を振り回すというのは相応の技術力が求められると分かったからだ。

　肉体強化により膂りよ力りよくがアップしたとしても私の体重が増えているわけではないので、重い武器を振り回せば重心もフラフラと動き回る。動きの速い相手との戦いの中で大剣を振るいながら重心を安定させることは非常に難易度が高い。

　仮に片手でひょいと１００㎏の武器を持てる膂力があったとして、そんなものを振り回そうとすれば自分のほうが振り回されてしまう、といったら伝わるだろうか。

　なので重い武器を振るうということは、その慣性に抗あらがう力と技術力、経験が必要となってくる。重心を安定させようと武器を振るう速度を遅くすれば簡単にカウンターを入れられてしまうし、速くすれば慣性が大きくなり自身も振り回されてしまう。ユウマと戦いながら私も勉強の連続だった。

　そんな感じで毎日手て探さぐりで練習を続け、動きを撮さつ影えいした動画で確かく認にんしながら対策を立て、なんとか形になったと思う。ユウマも大剣を相手する感覚は掴めたと言っていたので、多少なりとも役に立てたのなら幸いだ。

　だけど全てを完かん璧ぺきにできたわけではない。

　まずユウマが大剣の衝撃をまともに経験していないこと。地稽けい古ことはいえユウマに怪我をさせるわけにはいかなかったからだ。決闘で使う武器は刃やいばを潰つぶしてあるとはいえ当たりどころが悪ければただでは済まない。ましてや格上相手では尚なお更さら。

　またレベルも思ったより上がらなかった。刈谷のレベルは端たん末まつのデータベースでは何故なぜか参照できなかったが、入学式のときのオーラ量からいってレベル10前後。しかも【ファイター】のスキルも所持しているはずだ。私達もやっとのことでジョブチェンジまではいけたが、基本ジョブのスキル獲かく得とくまではできなかった。

　ウェポンスキルの対処も問題だ。恐らく使ってくるのは《スラッシュ》というソードスキル。私では放つことができないので動画を繰り返し見てイメージするだけだった。

　このようにネガティブ要素はあるものの、それを上回るほどのポジティブな要素もある。ユウマは剣けん術じゆつの才能が底上げされる《剣術マスタリー》という凄すさまじい性能の初期スキルを持っている。対人戦におけるセンスや勘かんも抜ばつ群ぐんに良い。

　そして刈谷に対しては秘策もある。それが決まれば確実に勝てるはず。ユウマも何とかなると自信を見せていたので大丈夫のはずだ。それを仲間の私が信じないでどうする。




　――といった感じで大剣使いとの戦闘を何度も何度もシミュレートし、不安に駆られ自分に大丈夫だと言い聞かせ続けたせいで、睡すい眠みん不足を実感している。私が何を考えたところで今いま更さら変わることはないというのに。できることはユウマが自信を持って決闘に臨のぞめるよう、笑顔で送り出してあげることだけだ。

　長い髪かみを高い位置で結び、身だしなみをチェックし、今日も今日とて颯そう太たを迎えに行く。迎えに行くと言っても私の家の向かいなので歩いて10秒の距離だけれど。

　黄色い下地に黒い文字で『雑貨ショップ　ナルミ』と書かれているやや古びた看板。その下のほうにある成なる海み家のチャイムを押すと軽快なリズムの音が鳴る。

「おはようございます。颯太を迎えに来ました」

「あらカヲルちゃん。ちょっと待っててね～」

　階段下からいつものように「颯太～カヲルちゃん来たわよ～」と声を上げる陽気な成海のおばさん。迎えに来る時間が少し早かったせいか、颯太の妹である華乃ちゃんとすれ違う。にこやかに微笑ほほえんで声を掛けてみる。

「華乃ちゃん、おはよう」

「あ、ども……」

　立ち話をしてみたかったけど、華乃ちゃんは短い言葉と軽い目礼だけしてすぐに出かけてしまった。急いでいた……というより、やはり嫌きらわれているのだろうか。目も一いつ瞬しゆんしか合わせてくれなかった。

　少し憂ゆう鬱うつな気分になっていると颯太が欠伸あくびをしながら、のっしのっしと階段を下りてくる。今日が何の日だか覚えていないのだろう、実に緊張感のない顔だ。別に期待などしていないのでどうということはないが。

「それでは、行きましょう」

「おうよ」

　いつものように私が先行し、やや後ろに颯太が付いてくる形の登校。いつもは特に話すこともないので無言だけど、今日は聞きたいことがある。

「そういえば……見たのだけれど」

「なにを」

　昨日の夕方のことだ。今日の決闘のことを考えながらぼんやりと窓の外を見ていると、颯太と華乃ちゃんが歩いていたのを見つけた。そのとき――

「黒い色の防具を着ていたの……」

「黒い？　あぁ魔狼の胸当てな」

　そう、魔狼の。６階にいる黒い狼おおかみのドロップ品から作られる革防具。中級冒険者にとってはメジャーなものだ。実は私もダンジョン攻略のために各部位の魔狼防具を揃そろえていた。それをスライム相手に四苦八苦している颯太が着ていたのは目を瞑つぶるとして……

「その防具をなんで……華乃ちゃんも着ていたの？」

「……」

　華乃ちゃんは現在中学三年生で、来年冒険者学校を受験すると聞いている。ダンジョンにはまだ入ることができないはずなのに、何故かダンジョンで戦闘するための防具を着ていた。魔狼の小手や胸当てなんて重いものを普ふ段だん着ぎとして着るわけがない。これは一体どういうことなのか。

　問いただそうとすると颯太は視線を泳がせ誤ご魔ま化かすように明後日の方向に顔を向ける。おまけにカスカスの口笛を吹ふき始めた。

「……その下へ手た糞くそな口笛で誤魔化すのはやめて」

「ぶひっ」

「何か隠してるの？」

「あぁ、実は……」

　相変わらず要領を得ない説明をしようとする。「来年受験するから今のうちに持っておいてもいい」だとか「俺が着ているのを見て欲しがった」とか。なくはないかもしれないけど苦しい言い訳だ。

「じゃあ、なんで華乃ちゃんの腰こしに武器なんて下げていたの……？」

「…………ぶひっ」

　颯太は汗っかきだが、この汗は冷や汗なのを知っている。そしてこの顔は何かを隠そうとしている顔だ。昔から変わっていない。何かあればすぐに感情が顔に出るというのにポーカーフェイスで隠し事ごとが成功すると思っているだなんて、烏お滸こがましい。

「あぁ！　大おお宮みやさんだ！　おはよおぉおお～」

「えっ、あ、成海君？　あの、おはよ……」

　たまたま前を歩いていた大宮さんを見つけ急いで走っていく颯太。……逃げたな。

　大宮さんは誰だれにでも優やさしく知性もあり、ユウマとは違ちがう意味でクラスを引っ張っていけるほどの優ゆう秀しゆうな生徒だ。それなのにどうして颯太と一緒にいることが多いのか気になっていた。最初は颯太がクラスメイトから忌き避ひされているのを見て、同情心から声を掛けただけだと思っていたけど、そうではなかった。

　彼かの女じよらの颯太を見る目が節穴なのか。それとも実は入学してから颯太は変わったのだろうか――

（変わった気もする）

　入学前の颯太より明らかに痩やせてきている。あれだけ無む茶ちやな暴飲暴食を繰り返し、怠たい惰だで動こうとすらしなかったというのに。その頃ころを考えれば撼天動地というべき出来事だ。

　でも誤魔化し方かたや逃げ方は、やはりいつもの颯太だった。







第17章　刈谷イベント







　今日はいつもより少し早めの登校となったのだが、その理由は教室に入れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。クラスメイトが赤あか城ぎ君の席の周りに集まって「頑張って」と激げき励れいしている。

　赤城君のほうはというと、クラスメイト一人ひとりに「ありがとう」と笑顔で応こたえている。大事な決闘の日でもナーバスにならず、しっかりと受け答えができているのは大物の器というやつだろうか。

　カヲルも教室に到着するなり人の輪の中に入って激励していた。この１ヶ月、赤城君のダンジョンダイブや練習にずっと付き添そい、遅おそくまで頑張っていたのを知っている。今日という日が心配でならなかったのだろうが、それでも笑顔で応援しているのは流石さすがヒロインと言うべきか。

　カヲルが赤城君に接近することに対しブタオマインドも以前ほどシクシクと痛むことはなくなってきたが、それでもまだかなりきつい。人を好きになるということはそう簡単に割り切れるものではないのだと、ブタオが教えてくれている気がする。

　赤城君の武器立てには布に入った細身の武器が立て掛けられていた。中は見えないがアレで戦うのだろうか……まさかゲームと同じ攻こう略りやく法ほうで行くとかしないよな。とはいえ、あの攻略法がこの世界の刈谷に通用しないということもなさそうだが。

（中の武器がアレだとしたら……ゲーム攻略法を知っていることになるのか？）

　しばし思考の渦うずの中にいると教室の引き戸が勢いよく開けられた。

「おう、Ｅクラスのボンクラ共。えーっと誰だったが、俺に盾たて突ついたゴミは……」

　刈谷とその取り巻き達が教室に突とつ然ぜん入はいり込んできた。負けるわけがないという、こちらを完全に見下した目をしている。驕おごれる者久しからずって言葉を叩きつけてやりたい。一方の赤城君のほうも臆おくせずやる気のようだ。

「それで。どこでやるんだい？」

「んぁ？　あぁ、お前だったか。放課後に闘とう技ぎ場じようの４番部屋の予約を取っといた。逃げんじゃねーぞ」

「そうそう、赤城とかいう名前だった。刈谷さん、見せしめにボコボコにしちゃいましょう」

　同じ学年でこれから同じ学校で頑張っていこうというときなのに。強いとはいえ、ここまで人間、低てい俗ぞくになるもんかねぇ。Ｅクラスはまだ１ヶ月しかダンジョンに潜っていないんだし、レベルが低くて弱いのも当たり前だろう。入社数年目が新入社員と張り合っているようなもんだ。

「Ｅクラスの劣れつ等とう生せい共！　お前らも絶対に来い。そしてお前らの立場がどういうものか教えてやる」

　刈谷が《オーラ》を発する。ビリビリとした空気がＥクラスの教室を満たす。

　やはりレベル11くらいかね。何でかデータベースからは刈谷の情報が見えないので登録されているレベルは不明だが、ゲームと同じなら11のはずだ。《簡易鑑定》はしない。使うと相手に使われたと分かってしまうから、使い時は注意しなければならない。

　クラスメイト達は強者の《オーラ》に怯ひるんでしまい何人か俯うつむいてしまっている。レベル８になった俺からすれば威い圧あつ感は以前と比べ然さ程ほどではなかった。しかし、こうも頻ひん繁ぱんに《オーラ》を使われちゃたまらんね。

（刈谷と戦うとなるとレベル７、８くらいがボーダーラインだと思うが……）

　端末を見ても赤城君のレベルは５と表示されている。俺のようにレベルを隠いん匿とくしている可能性はあるが、仮にレベル５だとすると相当な熟練プレイヤーレベルでなければ勝つことは難しいだろう。刈谷が勝ったらＤクラスの雑用とかさせられそうだし、赤城君には頑張ってほしいものだ。




　昼食の間もＤクラスからの煽あおりは続いた。

「Ｅクラスのくせに、私達のクラスに歯向かってるってマジ～？」

「身みの程ほど知しらずだよね～刈谷君に勝てるわけないのに」

「あたしらもＥクラス討とう伐ばつ参加しちゃおうか」

「キャッハハ、それいいかも～」

　学食にてＥクラスを馬ば鹿かにした発言を近くから大声で宣うＤクラス。【ファイター】志望のクラスメイトの女の子が肩かたをプルプルさせなんとか耐たえている。大おお宮みやさんと新につ田たさんも別の話を振ふって気をそらしながら宥なだめている。

　朝の刈谷訪問の後にクラスメイトで話し合い、煽りが続いてもみんなで我が慢まんしようという結論になったが……もちろんＥクラス全員の気が長いわけがなく。

「うぜーんだよ、お前らだって中学組の最下位クラスじゃねーか」

　士族の磨ま島じま君だ。彼かれは頑張り屋だがプライドも高く、理り不ふ尽じんな見下しに我慢ならなかったのだろう。確かにＤクラスは内部生では最下位クラスだが、外部生であるＥクラスの実力と比べればその差は大きい。

「あぁーん？　なにコイツ。今すぐボコっちゃおうか」

「やっちゃう～？　Ｅクラスのくせに同じ場所で食事とか不ま味ずくなるのよね～」

「【ニュービー】のくせに生意気すぎ」

　焦あせったクラスメイト達が間に入り、Ｄクラスの連中に謝罪しつつ磨島君を宥めに入る。今やりあっても勝てるわけないのだから耐えるしかない。




「ちっきしょう！」

「一刻も早く俺らも強くならねーと挑ちよう発はつ止まりそうもないな」

　磨島君は率そつ先せんしてＥクラスの強化のために動いてきた一人なので少し不ふ憫びんだ。こちらにも強者がいるにはいるが、今の段階では表おもて舞ぶ台たいに出てくることはない。俺だってしょうもない煽り如ごときのために目立ちたくないし、ダンジョン知識を持っていると知られるわけにはいかない。

　だが、何故こうもＥクラスを煽るのか。

　刈谷だけでなくＤクラス全体が仕掛けに来ているように感じる。上位を目指すなら下位なんて気にしている場合じゃないだろうに。何か狙ねらいでもありそうだが……ゲームだったときの刈谷イベントはどうだったか。

　メインストーリーは基本的に主人公の赤城君かピンクちゃん視点でしか語られておらず、ストーリーに関かん与よしないキャラやその背景については省かれていることが多い。刈谷についても序じよ盤ばんの中ボス的な扱あつかいで、倒たおした後はもう登場しなかった……気がする。

　というか、アドベンチャーモードにおける序盤の会話なんてほとんどを読み飛ばしていたし、すぐに倒される中ボスの裏設定などいちいち覚えておくようなことでもなかった。こうなると分かっていれば隅すみ々ずみまでちゃんと読んだのだが後の祭りだ。

　いずれにせよ、これだけＥクラスを煽る理由は必ずあるはずなので、刈谷イベントが終わって余よ裕ゆうがあるときにでも探さぐってみるとしようかね。




　そして放課後。

　クラスにピリピリとした雰囲気が漂う。

「おい赤城！　そしてＥクラスの雑魚ざこ共ォ！　闘技場の４番に集まれぃ！」

　担任の村むら井い先生がホームルームの終わりを告げた瞬しゆん間かんになだれ込んでくる刈谷の取り巻き共。先生はこの場にいるのに何も言わず、何の関与もしないと宣言するかのように教室を後にする。もしかしてこれも教育の一いつ環かんと考えているのだろうか。

　赤城君は黙だまって武器が入った布袋を持ち、胸を張り足取り確かに教室を出る。こういった場面でも堂々とした態度を取れるというのはＥクラスの生徒としても頼たのもしいものだね。

「がんばって赤城君」

「見に行くからなっ！」

「Ｄクラスなんてやっつけちゃって！」

　ぞろぞろとクラスメイト達も闘技場へ移動を開始する。大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫と互たがいに声を掛かけ合っている。期待したい気持ちは分かるが正直かなり分が悪いように思える。それでは俺も闘技場４番部屋とやらに見学しに行きますか。




　闘技場は当然の如く全域がマジックフィールド内にあり、施し設せつ自体も肉体強化前提の耐たい久きゆう性せいを持つ。内部は１番から４番までの区域に分かれており、１番部屋が一番大きく、小さめな４番部屋でも数十人が練習できるほどの広さがある。魔石を使えば魔ま法ほう防ぼう御ぎよのシールドを張ることもできる本格的な訓練闘技場となっている。

　この闘技場は普ふ段だん多くの部活が練習場として使っており、４番部屋とはいえ下位クラスの決闘ごときで放課後に予約を取れるのも妙みような話だ。ゲームでは背後にＢクラスの頭がいるんだっけか。

「逃にげずによく来たなぁ、赤城ぃ」

「逃げるつもりなんてないさ」

　闘技場の中央で向き合う二人。体の大きな刈谷が赤城君を見下ろし睨にらみつける。赤城君も背が小さいというわけでもないが、１９０㎝を超こえる身長で筋肉質の刈谷と比べると体格差は歴然だ。

「刈谷君、Ｅクラスなんてやっちゃえ～」

「身のほどを思い知らせてやってくれ刈谷さん！」

　外野のヤジが煩うるさい。というか刈谷は人相が悪く、いつも居い丈たけ高だかな態度をとって周りを怖がらせてばかりいるものと思っていたのにＤクラスの生徒には存外人気がある。実はジャ○アンのように面めん倒どう見みがいいとかいう設定があったりするのか。

　一方の赤城君はＤクラスからのヤジや挑発がまるで効いてないようで、涼すずしい顔で刈谷を見ている。随ずい分ぶんと余裕そうだけどレベルは大丈夫なのかね。

　ダンジョンに潜ってみて分かったことだが、この１ヶ月で刈谷のレベルに迫せまるのは厳しく、それ故に正せい攻こう法ほうで倒すことも難しいということが実感できた。ダンエクプレイヤーなら刈谷の戦闘スタイルはよく知っているし対策もあるのだが、そうではない赤城君には厳しいように思える。何か作戦があるのだろうか。




　両者の睨み合いが終わり、防具を装着しに互いの陣じん地ちへ戻もどる。

　防具に着き替がえるため学生服を脱ぬぐ刈谷。長身なだけではなく、高校生になったばかりとは思えない体つき。首から肩にかけての筋肉の盛り上がりから、肉体強化以外にも相当なトレーニングをしているのが見て取れる。

　装備しようとしているのは随ずい所しよに金属製のプレートが張られたレザーアーマーだ。総重量は20㎏を超えるかもしれないがレベル10を超えている、かつ、狭せまい闘技場のような場所限定なら立ち回りに問題はでないだろう。

　取り出した武器はツーハンデッドソードと呼ばれる両手持ちの大剣。重量は10㎏以上、長さも１・５ｍほど。踏ふみ込みと腕うでの長さを合わせれば剣の最大リーチは３ｍを超えてくる。攻こう撃げき範はん囲いの見み極きわめは気を付けなければならない。

　対する赤城君は黒色の魔狼製軽鎧だ。丈じよう夫ぶで軽くダンジョン産の素材の割には安価なので人気が高い。腹の部分に金属の補強が入っていて、内臓を守るようにもできている。そして布袋から取り出す武器は……

（やはりあれは［スタティックソード］……ゲームと同じ戦法を使う気か）

　赤城君が取り出したのは細く鋭するどい刀とう剣けん。バックソードとも呼ばれる片かた刃はの直刀で、レイピアの剣身をやや幅はば広ひろにしたような形状をしている。刃は潰してあるとのことだが切先は鋭く、肉体強化された力で振るえば少なくないダメージを与えるだろう。

　問題はアレがただの剣ではなくマジックウェポンだということ。

［スタティックソード］は攻撃力は高くはないが、当てた相手にＡＧＩ低下、一定確率で麻ま痺ひの追加付ふ与よという効果がある。もちろん序盤の武器なので相手のレベルが高いと入らないが、レベル11の刈谷相手なら十分入る。主人公のサブイベントをクリアすることで手に入る武器だ。

　ゲームでの刈谷は大おお振ぶりモーションのソードスキル《スラッシュ》を多用してくるため、それに合わせたカウンターが攻略のカギとなる。だがレベル差があるとその隙すきを突つくことすら難しいため、ＡＧＩ低下＋麻痺が付与された武器を使った攻略が定石となったわけだ。

　ＡＧＩは移動速度だけでなく通常攻こう撃げきモーションやスキル発動速度も関係してくる重要なパラメータ。あの剣を当てて刈谷のＡＧＩを下げることができれば、もしくは麻痺が成功すれば《スラッシュ》にカウンターが入れやすくなり、刈谷攻こう略りやくの難易度が激減するだろう。

　しかし――

（あの剣の入手イベントを発生させるには結構面めん倒どうな回り道をしなければならないはず……誰かの入れ知ぢ恵えか？）

　最初からあの剣の存在を知っているなら刈谷打だ倒とうのために狙って入手イベントを起こすことも容易だが、知らないというならそう簡単に手に入れられるようなものではない。そも、あの剣で刈谷を倒すというのは元々裏うら技的なものだ。

　ゲームでは実際に何度か戦ってみて、開始１ヶ月で刈谷を倒す難しさと自身のレベルの低さを痛感し、その上で効率的なレベル上げをしつつ試し行こう錯さく誤ごを繰り返して、正面から撃げき破はするというのが通常の倒し方だ。

　それに対し、レベルを大して上げなくても刈谷を倒す方法として編み出されたのが［スタティックソード］を使った戦術。刈谷戦がどういうものかを知っていなければ思いつくのは難しいはず。

　もちろん偶ぐう然ぜんイベントを起こして手に入れたということも考えられる。そして刈谷が大剣使いという分ぶん析せきから、カウンターの成功率を上げるためにＡＧＩを低下させる［スタティックソード］戦術が有効だと判断した可能性もゼロではない。

　だが入手が必然ならば。それは赤城君の背後に〝ダンエクプレイヤー〟の影かげがちらつくことになる……考えすぎか？




　互いに防具を装着し終えて武器を持ち、闘技場の中央で向かい合う二人。冒険者学校の決闘はセーフティルールを採用している。降こう伏ふくはありで気絶したら負け、殺しは当然なしだ。

　また、公式な決闘ということで生徒会の一人と、怪け我がをしたときのために【プリースト】の先生が同席している。観客席を見ればＤ、Ｅクラス以外からも何人か見学に来ているようだ。

　クラスメイトのみんなも固かた唾ずを呑のんで見守る。

「……ほう、それでは準備はいいか？」

「こちらはいつでもいいよ」

　ツーハンデッドソードと呼ばれる大剣を構える刈谷。最初からウェポンスキル《スラッシュ》を使うつもりなのか、大剣を横なぎに振るおうと重心を下げている。

　対する赤城君は比ひ較かく的てき細くて軽い刀剣のため、大剣を持った刈谷と対比するとギャップが凄まじいことになっている。いくらあれがマジックウェポンとはいえ、まともに打ち合うのは避けたほうがいいだろう。《スラッシュ》の隙を突くというよりＡＧＩを低下させるべく、どこでもいいのでまずは当てるということが重要な作戦となってくる。

「それでは……いくぞ」

　初手《スラッシュ》と思いきや、普ふ通つうの横なぎから入る刈谷。あれだけ赤城君を見下してたのに警けい戒かいしているのだろうか。最初だけやや大ぶりの攻撃を見せたが、そこからは間合いを保ちつつ隙の小さな小攻撃でけん制している。こうしてみると刈谷の戦せん闘とう技術もなかなかのものだ。

（まずいな、レベル差も結構あるぞ。赤城君はどうみてもレベル10には到とう達たつしていない……レベル５か６くらいか）

　けん制目的の攻撃とはいえレベル11の大剣をまともに受けるわけにはいかず、苦戦しているのが目に見えて分かる。とにかく攻撃を当てたい赤城君は刈谷の攻撃を大きく迂う回かいして避けつつ大おお技わざに合わせてカウンターを狙う動きに専念している。

　だが先ほどから刈谷に有利な間合いを強しいられて、中に入っていけてない。ならば一度仕切りなおそうと一時引いて距離を離はなそうとするが、踏み込みを合わせたリーチの長い突攻撃を交え、再び最適な距離に詰つめ寄り、間合いを管理する刈谷。

　ゲームでの刈谷は終始相手を舐なめきっていて隙の大きい攻撃を繰り出すことが多かった。長引けば《スラッシュ》頼みになったはずなのに……おかしいぞ。あの動きは［スタティックソード］を知っている!?

「はぁ……どうした刈谷君。小出しの攻撃ばかりじゃないか、怖おじ気けづいたか？」

「ふん、お前のほうこそどうした。このままだとじり貧だぞ？」

「はぁはぁ……それじゃご希望通り……」

　刈谷に《スラッシュ》を撃うたせようと挑発するが不発に終わる。埒らちが明かないと見た赤城君は取っておきの手段として刺突スキル《ダブルスティング》を使用。オート発動だ。

《ダブルスティング》とは【シーフ】で覚える二回攻撃の刺突スキルだ。端末上での赤城君は【シーフ】になり立てでジョブレベルが１の表示。まさかここでジョブレベル５で覚えるウェポンスキルが来るとは思わなかっただろう。

　突とつ然ぜんのスキルに驚おどろき瞬しゆん時じに数歩後退した刈谷だが、赤城君はその一瞬でなんとか武器を掠かすめることに成功した。

「ハァハァ……これで君の動きを見切ることが……ぐっ」

「フンッ！　……俺の動きがなんだって？」

　刈谷にやっと攻撃が当たり気が緩ゆるんだ瞬間。逆にカウンターを当てられ、赤城君を吹っ飛ばす刈谷。

　刈谷の様子からは麻痺にかかるどころか、ＡＧＩが少しも下がっているようには見えない。赤城君は驚きと絶望を綯ない交まぜにしたような顔をしている。それはそうだろう。ＡＧＩが下がらないということは赤城君の作戦が根本から崩くずれることを意味しているのだから。やはり対策をしていたか。

　だが、対策をしていたということは。つまり――




　闘技場の４番部屋に歓かん声せいと悲鳴が混じる。

　刈谷は容よう赦しやなく、そして執しつ拗ように攻撃する。赤城君はすでに腕は折れ、立ち上がることができなくなっている。もはやこれは試合じゃない、ただのなぶり殺しだ。

「刈谷君、さっすがー」

「いけー刈谷さん！」

「強気だったから何かあると思ったがハッタリだったのか」

「当たり前だろ、所しよ詮せんＥクラスの雑魚だぜ」

　野球観戦のように歓声を上げるＤクラスに対し、Ｅクラスは悲痛そのもの。女子の中には顔を覆おおい、泣いている子もいる。

　大宮さんが止めに入ろうと立ち上がるが、新田さんに止められているのが見えた。カヲルは歯を食いしばり瞑めい目もくしている……動くのだろうか。

「[image: ]……もう、勘かん弁べんしてぐれ……」

「誰に向かって言ってんだ！　〝ください〟だろ？　あぁ!?」

「ぐああぁあああ」

　刈谷が赤城君の横腹に大剣を振り下ろす。その個か所しよは金属補強されているとはいえ今ので脇わき腹ばらの何本か折れただろう。俺もそろそろ胸むな糞くそ悪くなってきた。止めるべきか。僅わずかに腰を浮うかせた辺りで。

「もうやめて！　これ以上、彼を傷つけないで！」

　止めに入ったのはピンクちゃん、こと三さん条じよう桜さく子らこさんだ。

　彼女はカヲルと共に赤城君と長く頑がん張ばってきた一人。この惨さん状じようを見ていることなんてできるわけがなかった。だが今の刈谷の前に出るのは危険だ。

「あぁん？　テメェも俺おれに指図するのか？　……殺すぞ」

　三条さんとはいえ、殺気を放つ刈谷は怖こわいようだ。だが震ふるえながらも必死に赤城君を庇かばおうと両手を広げる。刈谷が武器を向けると、流石に危ないと思ったのかカヲルと立木君、他に何人かのクラスメイトも立ち上がり駆かけ出そうとする。

「Ｅクラスのゴミ共ォォ！　まだ分からねーのか？」

　刈谷が一いつ喝かつ。三条さんの元へ駆け出そうとしたＥクラスの動きが止まる。

「お前らはこの学校じゃ弱者なんだよ。卒業までに何人かＤクラスに上がれるかもしれねーが、その程度だ」

　再びクラスメイト達に殺気を乗せた《オーラ》を放つ刈谷。レベル差がある格上に睨まれれば怯む他ない。

「誰が強く、誰が上で、誰に従うべきか。……これで分かっただろぉ？」

　誰も一言も発することができない。

　赤城君だってそれなりにレベルは上がっていた。おそらくこの１ヶ月でＥクラスのほとんどの人よりレベルを上げたはず。それだけではなく、刀剣を扱う技術に刈谷の大剣を躱かわす戦闘センスは目を見張るものがあった。

　それなのにレベル11という大きな壁かべには歯が立たず、完かん膚ぷなきまでボロボロにされた。これを見て立ち向かえというのも無理がある話だ。

　刈谷は続ける。

「つーことでテメェらに指示を出す。雑用係が欲ほしいからと上のクラスから頼まれてるんだわ。Ｅクラスの作った部活に入るのは止めろ。入ったやつは俺が直々にぶち殺す。いいな」

　そう言い残すと用は済んだとばかりに闘技場を後にする。

「やっぱＥクラスは大したことねーわ」

「ほんとほんと。威い勢せいだけは良かったけどやっぱりって感じ」

「お前ら雑用係としてこき使ってやるから覚かく悟ごしておけよ」

　散々な言われようだ。だが誰も何も言い返せない。

　ここまでの実力差をまざまざと見せつけられ、同級生として、ライバルとしてやっていけるわけもないと無理やり理解させられたクラスメイト達たち。Ｅクラスという存在そのものが否定されたわけだ。

　しかし……そういうことね。この闘技場４番部屋は上位クラスの先せん輩ぱい方がたの部活が絡からんでたから簡単に予約が取れたってわけか。

　上位クラスが入る部活も都合のいい雑用係は欲しい。Ｅクラスの先輩方が作った部活に入られると困る。だから刈谷や一年Ｄクラスを動かしてＥクラスにぶつけ、実力差を知らしめ脅おどす。そして反はん抗こうの芽を摘む。

　背後には刈谷に指示した別の黒幕がいるのは確定か。Ｂクラスの頭以外にも上級生が色々と暗あん躍やくしていそうだな。

　まったく、めんどくせぇことしやがる。生徒会や学校の先生方もこれを承知してる可能性もあるな。ゲームのときもそんな感じはあったが、いざやられると非常に遣やる瀬せない。こうなってくるとわざわざ１クラス分の外部生を取るという意味すら疑いたくなる。入学初日のＥクラスのみんなの目は希望に満ちて輝かがやいていたというのに、今は絶望の色に染まっているじゃないか。

　とはいえ。

　俺は別に見返したいとは思わない。上位クラスに上がりたいとも思わなければ、この学校を変えたいとも思わない。クラスメイトにもそれほど親近感があるわけでもない。理不尽な理由だけでやられたというならともかく、赤城君だって刈谷の挑発に乗ったのだ。あそこまでやられる理由はないが、自じ業ごう自じ得とくと言えるものもある。激情に駆られることはない。雑用係が欲しいなら一つ二つ別にやってやってもいい。

　今考えることはそこではない。問題は――

〝誰が刈谷に［スタティックソード］戦術の対策を助言したか〟だ。

　最初に［スタティックソード］を使用した戦術を赤城君に授さずけたのが誰なのかも気になる。これはもしかしたら赤城君のグループが考案したもので、プレイヤーではないかもしれないし、プレイヤーであっても悪意を感じられないので今のところは後回しだ。

　赤城君の攻撃が当たっても刈谷に何の変化もなかったのは、何かしらの耐たい雷かみなり、麻ま痺ひ耐たい性せいアイテムを装備していたからだろう。そうでなければ［スタティックソード］が掠かすった時点で刈谷の攻撃速度は落ち、あるいは麻痺することにより赤城君が勝っていた可能性だってあった。

　それに刈谷の戦い方もおかしかった。本来ならけん制して赤城君の様子を見るなんてことはしなかったはず。《スラッシュ》だって結局１回も撃たなかった。これらを教えたのは……高確率でプレイヤーだろう。

　このプレイヤーは危険だ。赤城君に対する悪意すら感じられる。ゲーム情報を独どく占せんするためなのか、はたまた三条さんやカヲルと絡んだことが原因なのか、もしくは単なる愉ゆ快かい犯はんかもしれない。だが下手すると殺意を滲にじませて他プレイヤーの排はい除じよだってしてくる可能性もある。

　刈谷に助言したプレイヤーはＥクラスの生徒だと思うが断定はできない。その辺りを刈谷に聞いてみたいけど、今の俺など相手になんてしないだろう。

（……しまったな、そこまでプレイヤーの存在を危険視してこなかったからプレイヤー対策はあまり考えてこなかった）

　結果から考えれば赤城君に助言した人物と、刈谷に助言した人物は同一ではない可能性が高い。

　そもプレイヤーって何人いるんだ。俺と、赤城君に助言したプレイヤー、それに刈谷に助言したプレイヤー。三人いる可能性がある。俺のように既き存そんのキャラクターなのか。もしくはダンエクでは名前も出てこなかった生徒だろうか。赤城君や三条さんが実はプレイヤーだったという線だって捨てきれない。身を守るためにもレベル上げは急いだほうがいいな。

　すでに【プリースト】の先生が赤城君を触しよく診しんしており、その先生が言うには骨折した箇所がいくつかあるが後こう遺い症しようになるものはなく、魔ま法ほうの施し術じゆつで十分回復できるという。念のためレントゲンを撮とるようで担たん架かで医務室へ運ばれていった。学内で起きた怪我は【プリースト】の先生に無料で診みてもらえるのは心強い。

　怪我のほうもそれで済んだということは刈谷も一応手加減してくれてたのかね。

　そうして俺は席を立ち、赤城君の周りに集まるクラスメイト達を遠見する。

　結局、Ｅクラスは見返すために成り上がるか、弱者の立場を受け入れて強者に従うかしかないのだろう。どちらを選ぶかはクラスメイト達の判断に任せることにしよう。

　俺にはそこに関心を持つほどの熱量はないし、関与する余裕もないのだから。







第18章　縋すがる姿







　闘技場での一ひと悶もん着ちやくが終わり、教室にカバンを取りに戻って家路に就つく。クラスメイトのほとんどはまだ闘技場で悲ひ嘆たんに暮れているが、何とか諦あきらめずに頑張ってほしいものだ。本当の妨ぼう害がいはこれからなのだから。




　何とも言えない暗あん鬱うつな学校生活に思いを馳はせながら校門付近を歩いていると。

「あぁ、君は！」

　誰だろう、カジュアルな格好をした若い男の人が俺に話しかけてきた。腕にしているギプスが痛々しい。

「前に助けてくれた冒ぼう険けん者しやだよね。お礼を言いたくて」

　彼は菊きく口さんといって妹とパワーレベリングに行ったときにオークロード部屋で襲おそわれていた冒険者だという。怪我をしているようだが何とか脱だつ出しゆつできて何より。

　話を聞くに、脱出後に俺に感謝を伝えたかったのに名前も分からなくて困っていたという。だが思い返してみると高校生のような若さであれほど強いなら冒険者学校の生徒である可能性が高いと考え、この正門でそれらしき人はいないか探していたようだ。

「ありがとう！　不ふ甲が斐いないことに仲間は二人亡なくなってしまったが、それでも僕ぼくを含ふくめて四人の命が助かった。君のおかげだ。本当にありがとう！」

　涙なみだを滲ませながら頭を下げて感謝を伝えてくる。それでも二人亡くなったのは堪たえがたいだろう。

「いやそんな。お怪我はどうですか？」

　彼はボロボロの盾たてを持っていたタンクの人か。多数のオークからかなりの攻撃を受けて腕は骨折し、今もギプスを嵌はめている。学校の生徒ではないので【プリースト】の施術をしてもらうには多額の費用が掛かってしまう。普通の人は骨折程度なら自然治ち癒ゆを選ぶのだ。

「こんなの大したことないよ。仲間も後遺症はなく、しばらくすれば元に戻る怪我さ」

　痛々しい笑え顔がおで元気なところをアピールする菊口さん。空元気でも出していなければ塞ふさぎ込こんでしまうのかもしれないな。そして俺のほうも疑問がある。なんで危険なオークロード部屋に行ったのかそれとなく聞いてみると、騙だまされたということだ。

「……どういうことですか？」

「向こうに宝箱があるって言われて……まさかあそこがオークロードの部屋だと知らなかったんだ」

　５階で待ち合わせをしていた菊口さんの仲間に執拗くナンパをするパーティーがいて断るのに苦労していた。そこで菊口さんが間に入って仲ちゆう裁さいし、なんとか事を収めたところ、向こうの一人からせめてもの罪つみ滅ほろぼしに、と宝箱がある場所を教えてもらったそうだ。そういうことならと厚こう意いに甘あまえ、よく地図を確かく認にんしないで見に行ってしまったのだという。

　そこがオークロードの部屋だと知らずに。

　オークロードは冒険者ギルドから注意喚かん起きされているが、実際に見た人は多くなく、あれがオークロードだと分からなかったらしい。一いち撃げきで仲間が吹ふき飛ばされ、応おう援えんを頼むべく仲間の一人だけなんとか脱出させられたが、オークソルジャーの集団に前を塞がれ追い詰められていた、というのがあのときの顛てん末まつだ。

　そも５階に宝箱は出現しない。厚意かのようにオークロード部屋を指定するあたり、ナンパしてきたパーティーの悪意を感じる。

「……あっ、あいつら！」

　菊口さんの視線の先にはＤクラスの生徒がこっちに向かってくるのが見えた。あの中の一人は刈谷の取り巻きをやっていた生徒だ。顔は覚えている。

「お、おい！　昨日はよくも騙してくれたな！　仲間が二人も亡くなったんだぞ！」

「あぁん？　……あぁ、何い時つぞやの雑魚パーティーか。オークロードの味はどうだった？」

「き、貴様ぁぁ！」

　あまりの言いように殴なぐりかかるが簡単に躱され、逆にぶっ飛ばされ返り討うちになってしまう。この一帯もマジックフィールド内のため、肉体強化の差はもろに出る。Ｄクラスの生徒は「雑魚のくせに俺達の誘さそいを断るからだ」と言っている。

　……おいおい、そんな下らない理由でオークロード部屋に案内したのか。人の命を何だと思ってやがる。

「バカだなぁ、５階に宝箱なんてあるわけねーのに」

「所しよ詮せん一いつ般ぱん人じんだしな、無知ってのは命取りになるんだぜ」

「Ｅクラスと知り合いらしいけど、雑魚ざこ繋つながりかぁ？」

　何が楽しいのか笑いながら離れていくＤクラスの奴やつら。菊口さんはあまりの悲しみと遣る瀬なさに脱だつ力りよくして蹲うずくまり、その場で嗚お咽えつをもらす。

　この学校の生徒は人間辞やめちゃったのかな。Ｅクラスを見下すだけならまだいい。だが外部である一般人すら見下し、さらにムカついたからとＭＰＫ※紛まがいなことを躊ちゆう躇ちよなくやるというのはあんまりだ。

[image: ]

　二人も命を落としたというのに、あいつらには何の反省も見られず今も愉ゆ快かいに話しながら歩いている。明らかに度を越こしてる。あんな奴らをのさばらせるんじゃこの学校どころか、この国の未来も暗い。

「……菊口さん。汚よごれてしまいますよ」

「ぐっ……うぅ……すまない……」

　泣き崩れる菊口さんを立ち上がらせ、汚れをはたき落とす。赤あか城ぎ君がやられたときはそれほどＤクラスに対して対たい抗こうしようなんて熱量はなかった。それがこの学校のやり方なら仕方がないという思いもあった。だが、菊口さんの件で〝余裕があればお仕置きしてやろうか〟程度には温まってきたかな。

「まぁ、約束はできませんが……いつかあいつらをとっちめておきますので、今日のところはお引き取りください」

「うぅ……き、君がかい？　でもあいつら強すぎるし……君にだって危害が及およぶんじゃ……」

　確かに今やったらただでは済まないかもしれない。体型も超ちよう肥ひ満まんだし強そうに見えないから心配したくなるのも分かる。ならばシェイプアップして鍛きたえればいい。レベルを上げてジョブチェンジし、いくつものスキルを覚えて強くなればいい。

「本気で鍛えてきます。それに俺、実は凄すごいんですよ？」

「うぅ……すまない……うぅ、ありがとう……」

　顔をクシャクシャにして俺に感謝を述べる菊口さん。名前も知らない年下の俺をわざわざ探して礼を言いに来たくらいだ。礼れい儀ぎ正ただしく仲間思いの良い人なのだろう。

　Ｄクラスの奴らは相変わらず楽しそうに会話を弾はずませ笑い声を響ひびかせている。人が死んでいるというのにヘラヘラとニヤけた顔をしやがって。

　弱いから何が悪いのか。強いからって何が偉えらいのか。強ければ弱いものに何をしてもいいというのか。

　冒険者としてではない。人として何が正しくて何が間ま違ちがっているのかを、奴らには教えてやりたくなってきたぜ。




　刈かり谷や含ふくむＤクラスの連中にお仕置きするにも最低条件としてレベル10以上、かつ10階のオババの店に行ってジョブチェンジを行う必要がある。背後にいる黒幕を考えればもっとレベルが欲しいところ。

　さくっとレベルを上げて行きたいところだが、レベル８ともなれば１時間に１回の橋落としでは効率が悪くなってくる。最近はダイエットしながら体幹を鍛えることにも時間を使っていてダンジョンに潜もぐらない日があった。それもレベルアップ速度が鈍どん化かしている原因だ。

　それならばどうすればいいのかというと――

「それで、おにぃ。今日はどこにいくの？」

　早さつ速そく買った魔ま狼おおかみ装備を着こなし見事なリズムでシャドーボクシングをしている我わが妹。白のブラウスの上から黒い魔狼ジャケットと小手を装備し、下はキュロットに魔狼ニーハイブーツ。「ベテラン冒険者みたいでしょ」と感想を聞いてくる。

　ベテラン冒険者ね。90階をウロウロしていた攻こう略りやくクランのメンバーは魔ま神じんシリーズとか龍りゆう王おうシリーズなどのアーティファクト防具で全身を固めた者ばかりだった。あの装備が一つでもあったならと妄もう想そうしてしまうが、あんなものは今のレベルでは扱えないし、そもそも重くて着られない。それはまぁいい。

「まず５階で華か乃ののレベルを７にしよう。それから７階へ下りてレベル９まで上げる。そこから一気に10階攻略を目指すぞ」

「10階!?　そんな深いところいけるの？」

　10階といえば一いつ般ぱん的てきな冒険者では辿たどり着くのが難しくなる階層らしい。必要レベルも２桁けたに突とつ入にゆうし、戦せん闘とう力りよくも肉体強化により常人の域を超え始める。ここに至れるならそこらのクランの一つや二つからお声が掛かるほどだ。

「いける。その前に武器だ。ナイフを２本用意しといた。最初から長い得物を２本扱うのは難しいだろうと思ってな」

「わぁ～ありがと～」

　目を輝かせながらナイフを受け取ると、シュッシュと器用に持って振ふるう。

「それじゃゲート部屋に向かうぞ」

「はーい」

　俺の足元に縋って蹲うずくまる菊口さんを思い出す――

　きっと彼かれは自分の不甲斐なさをいつまでも責め続けるだろう。だがそれは明日の俺かもしれない。

　学校でもダンジョンでもＤクラスの奴らのように自分の力に酔よっているアホ共は山ほどいる。そいつらに正しさとか善良さだとかをいくら説いても関係なく悪意で塗ぬりつぶしてくるだろう。俺がそれらに対抗すためにも、また大事な人達を守るためにも、もっといえばこの世界では何をするにも力が必要なのだ。

　メインストーリーだけを考えてちんたらマイペースにやっていたら、予期せぬ理り不ふ尽じんや悪意に巻き込まれたときに対処できないかもしれない。正体不明のプレイヤー達だっていつ敵に回るか分からない。力を付けるまでの速度も求められる。

（気合を入れて頑張るとしようか）




　後ろで下へ手た糞くそな鼻はな唄うたを歌いながら付いてくる可愛かわいい妹のためにも。







第19章　兄の威い厳げん







「やったー上がったよっ！　これでレベル７になったのかな～？」

　レベルアップ後の全能感をクルクル回って表現している。３回の橋落としにより妹の目標レベルである７に達したので、とりあえず５階は終しゆう了りようだ。レベル８までここでやってもいいのだが、二人なら次の狩かり場ばに移動したほうが効率が良いだろう。谷底に降りてドロップアイテムを拾いながらこれからの予定を説明する。

「まず６階からはワーグという魔狼がでる。俺と華か乃のが着ている革かわ防具は魔狼製だが、その魔狼だ」

「狼おおかみでしょ？　オークより戦いやすい気がする」

「それなりにデカいし、素す早ばやいからオークより厄やつ介かいだぞ」

　魔狼は素早く持久力があり鼻も良く、遠くから嗅きゆう覚かくで感知してくる。対魔狼戦では囲まれる状じよう況きように持ち込まれるのを如い何かに防ぐかが重要となる。囲まれてしまったら逃げることは困難だ。とはいえ６階のＭＡＰは開けた場所がほぼなく、そうそう囲まれることもない。

　また魔狼は魔石と共に低確率で皮を落とすが、この魔狼の皮は頑がん丈じようで耐たい火か性能もあり、店やギルドに売れば結構な収入源になる。冒険者にとって魔狼は人気のモンスターなのだ。ここら辺りが専業で食べていける最低ラインと言われている。

　だが俺おれ達たちはこの６階はスルーして７階を目指す。

　７階の出現モンスターは同じく魔狼だが、６階の魔狼よりモンスターレベルが１高く、７であること。さらにモンスターレベル８の魔狼リーダーがレアポップする。コイツは近くにいる魔狼を呼び寄せるスキル《遠とお吠ぼえ》を持つため、戦闘になったら最優先に止めを刺さしたほうがいいモンスターだ。

　そしてこの魔ま狼おおかみ達たちを従え、騎き獣じゆうにしているオークテイマーも７階にポップする。魔狼の噛かみつきに加え、オークが騎き乗じようし、剣けんを振り回し攻撃してくるため魔狼単体より手ごわい。オークテイマーがいると魔狼の集団戦闘力が増すため、複数の魔狼を従えている場合は魔狼リーダーよりも倒たおす優先度は高い。

　さらに７階の大部分は森林ＭＡＰで見通しが悪く囲まれやすいというリスクがあるので、魔狼の皮集めが目的なら素す直なおに６階で狩かるほうがいいだろう。

　だが７階にいく理由もちゃんとある。

「とりあえず７階に行って試ためしに魔狼と戦ってみるか」

「魔ま狼おおかみ狩かるなら皮を集めて下半身防具も作りたいな～」

　無理に皮集めをしなくても７階で狩りができるなら魔石とドロップアイテムで買える収入は十分得られるはずだ。それに。

「魔狼は試すだけにしよう。７階は調べたい場所があるんだよ。隠かくしＭＡＰだ」

「そんなとこあるの？」

「あぁ。もしかしたら誰だれも行ったことがないエリアかもしれないぞ」

　目を輝かせ「お宝あるかなっ!?」と、いつぞやの成金ソングを口ずさむ。その歌は恥はずかしいからやめなさい。

　そんな他た愛あいもないことを話しながらアイテムを拾い集め、いくつか吊つり橋ばしを渡わたって５階のメインストリートへ合流。まずは６階を目指して移動しよう。




　相変わらず次の階へ続くメインストリートは人が多い。６階以上を目指す冒険者の多くが魔狼狩りを目的としていて黒系統の防具が目立つ。

「みんな魔狼防具してるね～。なんか実力者の仲間入りって感じがするよっ。まだダンジョン２回目なんだけども……」

「トレインで一気に上げたからな」

　オークロードを独占できたのはかなり美お味いしかった。そうでなければもっと多くの時間を５階で過ごしていただろう。

　他のプレイヤー達がいたとして、橋落としは利用しないのだろうか。すでにさらなる深層へ行っているのか、はたまた到達していないだけなのかは分からないが、結局一度もそれらしき人物とは出会わなかった。




　30分ほど歩き、６階入り口の広場に到とう着ちやく。５階同様、屋台や売店、魔石やドロップ品の買取所があり、冒険者で賑にぎわっている。違ちがうのはベテランパーティーの割合くらいか。５階層までなら全員が前衛というパーティーもありふれていたが、この階くらいから弓や魔法など遠えん距きよ離り攻こう撃げきができる後衛や回復要員が入ったパーティー構成をよく見る。いかにも初心者って感じの冒険者はもういない。

「あぁ！　たこ焼き売ってる！　あっちにはカフェテリアがあるっ！」

「６階は通過するぞ。でもまぁ……その前に軽く食っておくか。何が食いたい？」

　そういえば妹は前回に引き続き、今回もゲートを使用したから階層の入り口広間はここが初めてか。ダンジョン入り口から入ったことがないというのも珍めずらしいのかもしれない。たこ焼きが食べたいらしいので屋台でたこ焼きを摘つまみ、トイレを済ませて７階を目指す。

「トイレって……汲くみ上げたのどうしてるのかな……」

「ダンジョンは半日も置いておくと吸収するからな。汲み上げる必要なんてないぞ。お前も緊きん急きゆう時はそこらでしてもＯＫだ」

「レディーがそんなことできるわけないでしょっ！」

　プンスカと自分の口で言いながら頬ほおを膨ふくらませて抗こう議ぎの構えを取る。本来なら通信機器や休きゆう憩けい施し設せつなどもダンジョンに吸収されてしまうが、低級ゴーレムの核かくを使った魔道具の発明により吸収に抵てい抗こうすることもできるようになった。これが発見されるまでダンジョン内には簡易的な施し設せつしか作れなかったらしい。

　冒険者ギルド図書室のダンジョン図ず鑑かんにそんなことが書いてあったと薀うん蓄ちくを垂れながら７階を目指す。

　魔狼の皮目当てのパーティーは多くがこの６階を狩場にするため、この階のメインストリートからは歩いている冒険者の数が少なくなる。そろそろ走っても大だい丈じよう夫ぶだろう。

「時間が勿もつ体たいないから小走りで行くぞ」

「えぇ？　食べたばっかなのに～」

　しぶしぶの了りよう承しようを得て、えっちらおっちらと小走りで走りはじめる。他のパーティーも何組か走っているので特に目立つことはない。肉体強化により軽く流す程度でもかなりの速度で走ることができるので爽そう快かいだ。




「ふぅ、７階についたー！　……あれ？　６階と比べてお店が少ないね」

　少なくなったとはいえ、いくつかの屋台や休きゆう憩けい所じよはある。ただ値段はどこも通常の倍程度の値段となっている。缶かんジュースなんて１本３００円前後になっているが、ゴミ箱にある空あき缶を見る限りそこそこ売れているのは驚きだ。

　さすがに高いだろ……いや、これ利用できないか？　などと考えながら先に進もうとすると。

「ちょっと休きゆう憩けいしようよ～。あ！　あっちのお店見たいっ！」

「隠しマップにはお宝があるかもしれんぞ」

「えっ!?　……そ、それじゃしょうがないにゃ～」

　現金な妹は宝で釣つれ。そう心の妹マニュアルに書き足しながら隠しマップのポイントへ向かう。

　この一帯には巨きよ大だいな針葉樹林が無数に生えていて非常に見通しが悪い。この木を切り落としても消えてしまうので、木材としては使えない。天てん井じようは見上げるほど高く、ぼんやりと青白く光っている。あんな光で光合成できるのだろうか……いやこれは植物ではなくオブジェ扱あつかいだし関係ないのか。




　８階へ向かうメインストリートから逸それて数分も経たたないうちに魔狼を発見。体長は尻しつ尾ぽを含め２ｍほどだろうか、濃のう灰はい色いろの長い体毛に覆われており骨格もガッチリしている。こちらを睨にらむ目には知性を感じる。

「コイツにバクスタは取れそうにないな、足音と臭においで先に気づかれてしまう」

「くるよっ！」

　相手は魔狼１匹ひきのみ。警けい戒かいして向かってこないと思いきや、数秒ほど唸うなった後、突とつ如じよこちらへ駆けてきた。最初の攻こう撃げきの狙ねらいを妹に定めたようで、首元に牙きばを突つき立てようと数メートル手前から飛びかかる。それを難なく躱し、すれ違いざまに魔狼の横腹に小こ太だ刀ちを突き刺して切り裂さく。魔狼は「キャウン！」と一声鳴いて逃にげようとするが上う手まく立つことができないようで、すぐさま俺が詰め寄って止めを刺し、魔石となった。

「魔狼１匹だけならなんとかなりそうかな。動きがすっごく良く見えたっ」

「一気にレベル上げたが、問題はなさそうか」

　中学生の女の子だろうとレベルアップによる肉体強化は平等で、すでに妹の筋力や瞬しゆん発ぱつ力りよく、動体視力は一いつ般ぱん男性のそれを余よ裕ゆうで上回っている。

　あとは戦せん闘とうセンスの問題だが、それもどうやら心配することもなさそうか。急激な肉体強化に慣れないということもなく、おどおどとしたり戦闘を怖がる様子も見られない。今も２本のナイフを両手に持ちながらシャドーを切り裂いている。

　もしかして戦せん闘とう狂きようなのかしらん。あとそのシャドー、おにぃちゃんじゃないよね？　なんてどぎまぎしながら魔狼の魔石を拾い、ＭＡＰの南東方向へ移動を続ける。

　向かう先は「ダンジョンエクスプローラークロニクル　ゴーレムの鼓こ動どう」という最新ＤＬＣで追加されたエリアだ。それが存在していたのなら、ダンジョン攻略における新たな指針となりうる。

　敵と遭そう遇ぐうしない時間は妹にゲーム知識とダンジョン情報を増やそうと、少しずつ説明することにしている。

「ゴーレム？」

「そう。【機き甲こう士】ってジョブになればゴーレムを作って運用したりできるんだ」

「ええぇ!?」

　ＤＬＣ「ゴーレムの鼓動」の実装前にも情報が小出しにされ、話題を集めていた【機甲士】。派手なゴーレムに搭とう乗じようできることから、多くのプレイヤーが実装日を待ち望んでいた……が、いざ実装されてみると弱くて使い物にならないと酷こく評ひようされた不ふ遇ぐうの上級ジョブである。

　その理由としてまず、ゴーレムの戦闘力が微び妙みようすぎる点。

　ダンエクでは物理攻撃半減や無効なんてモンスターも数多くいるため、基本的に物理攻撃しか使えないゴーレムは使用用途が限られるのだ。

　そして動きが遅おそい。搭乗すれば乗り物として使えるが、移動速度はそれほど速くはなく、むしろ自分で走ったほうが速い。そもゲームだったときは走っても疲つかれないのだから乗り物なんて要いらないのだ。

　最後に【機甲士】は《ゴーレムキャッスル》というスキルを使えば危険地帯にゴーレムの建築物を作ることができる。効果はＨＰ、ＭＰ回復速度３倍。全状態異常回復。城内で１時間以上滞たい在ざいすれば一時的にＳＴＲとＩＮＴに５％ボーナスが付くというおまけ付きだ。

　ゲームのときは正直そんなスキルは必要なかった。ポーションをガブ飲みしていたため、拠きよ点てんを作ってまでＨＰ、ＭＰ回復なんてしようと思わなかったし、危険地帯にわざわざ寝ね泊とまりする必要もなかった。電気、水道、冷蔵庫、風ふ呂ろ、トイレ、ふかふかのベッド完備というが、そんなものゲーム内では単なる自己満足の領域で、飾かざり以外の何物でもなかった……

　しかぁし！　しかしである!!

　これが現実世界となれば価値は逆転し、天空へ昇しよう龍りゆうするほどの鰻うなぎ登のぼりである。「ぶっちゃけこれあれば家に帰らずダンジョンダイブできるよね」である。いやむしろ住んでもいい。最低でも《ゴーレムキャッスル》は欲しい……欲しすぎる！

　ということで妹に【機甲士】の概がい要ようと、それをこれから調べに行くのだと言うと。

「なっ……絶対いるよねっ、そのスキル！」

「だろ？　だからそのジョブになれるかどうか、これから調べに行くんだ。もし隠しマップがあるなら、そこは優良なレベル上げポイントにもなるしな」

　ＤＬＣ「ゴーレムの鼓動」では新ジョブとＭＡＰだけではなく、いくつものゴーレムがモンスターとして追加された。

　ゴーレムは10㎝ほどの人形の形をした水すい晶しようの核からエネルギーを受けて起動している。深層のゴーレムの核は魔鋼で守られていたりするが、ここ７階のゴーレムは核がむき出しのため、そこを攻撃すれば簡単に倒すことも可能。弱点が明確なためレベル上げとしてはかなり美味しいモンスターなのだ。倒すと核を落とし、その核は【機甲士】がゴーレムを呼び出す際の触しよく媒ばいになるし、ダンジョンストアで売ることもできる。

　ＤＬＣで追加されたＭＡＰはいくつもあるが、その中で一番浅層にあるのがここ７階。つまりＤＬＣが実装されているかはここまでこないと調べようがなかったわけだ。

「この先に落とし穴があるんだが、底に横穴があったらその先が隠しエリアになってるはずだ」

「ほぉ～」

　森の中にやや小高い丘おかになっている場所がある。その頂上付近を調べると……落とし穴はあった。底まで５ｍ以上あり、横穴があるどうかは降りて調べてみないと分からない。

「ロープを持ってきた。そこの木に結ぶか」

　クライミングロープをリュックから取り出し、近くの木に結び付ける。ちゃんと固定されているか引っ張って確認する。大丈夫そうだ。

「見に行っていい？」

「いいぞ。横穴が奥おくまで続いてたら教えてくれ」

「は～い」

　躊躇することなく自衛隊がするような懸けん垂すい下降でスルスルと底まで降り、横穴の有う無むを調べる華乃。まぁなかったらなかったでこの辺りを探たん索さくして回ろうかね。

「ん～？　あったっ！　おにぃ、横穴あったよ～！」

「よし、俺おれも降りる！」

　続いて俺も降りようとすると遠くで遠吠えが聞こえた。この吠ほえ方かたは魔狼リーダーっぽいな。普ふ通つうの魔狼はこんな吠え方はしなかったはずだ。近くで誰かが戦ってるのかもしれない。まぁ今は無視しよう。

　俺も同じように懸垂下降で落とし穴を降りるが、重い体重のせいなのか残り２ｍほどで足を滑すべらしケツから落下してしまう。妹は横穴に夢中で見ていなかったようなので、兄の威厳は保たれたとホッとしたのも束つかの間ま。

「もうっ。おにぃはドジなんだから気を付けてよねっ」

　しっかり見られていた。




　落とし穴の底にあった横穴を奥へと行く。少し進むとボコボコした岩いわ肌はだから石いし壁かべの通路に変わっていることから、ここが単なる横穴ではないと分かる。

　真っ暗のため持ってきた懐かい中ちゆう電灯を点つける。ひんやりとした風が奥からゆっくりと吹きつけてくるのでどこかと繋つながっているのだろう。




　そこからさらに数分も進まないうちに通路は高さ５ｍほどの回かい廊ろうとなった。壁にはいくつも棺かん桶おけが収まっている。カタコンベのような地下墓所といえばいいか。少し進む度に回廊が何度も折れ曲がっている形状になっているため、気を付けていないと方角が分からなくなる。こういうときには腕うで端たん末まつのオートマップ機能が便利だ。

　空気もより冷たくなってきた。パーカーを羽織り足音を響かせないよう慎しん重ちように歩いていると、数十ｍ前方からカタカタという音が聞こえてくる。妹が息を潜ひそめ、物もの陰かげからこっそり顔を出して何がいるのかを確認する。

「（骨が動いてるよ）」

「（あぁ、スケルトンだな。俺に任せろ）」

　スケルトンはその名の通り、骨だけの人型アンデッドモンスター。11階からはアンデッドが多いＭＡＰになるので珍しくもないモンスターなのだが、ＤＬＣ「ゴーレムの鼓動」により弱体バージョンのスケルトンが７階にもでるようになった。

　ヤツは骨だけなのでナイフの刺突攻撃は効果が薄うすく、大きめの剣を持っている俺がやったほうがいいだろう。まだこちらに気づいていない。反はん撃げきすら許さず一撃でスケルトンを沈しずめようと距きよ離りを詰つめる。

　しかしスケルトンも広域の感知能力を持っているのか、真後ろにもかかわらず瞬しゆん時じにこちらに気づき、予想以上の反応と初速でこちらに疾しつ駆くしてくる。

　互たがいの距離が急速に縮まり相打ちになりかけたため、一度スケルトンの袈け裟さ懸がけを剣で受けて切り返すように狙いを変える……が思ったより攻撃は重く、手に衝しよう撃げきが走る。

「ぐっ……おらぁっ！」

　トゥキックであばらを何本か蹴けり飛ばす。バランスを崩くずしたところで頭ず蓋がいへ向けて力任せに剣を振り下ろすと頭ず蓋がい骨こつはバラバラとなった。一部の骨はカタカタと音を立てて振しん動どうしていたものの、やがて動かなくなり魔石と化した。

　安あん全ぜん靴ぐつの手加減なしトゥキックは結構な威い力りよくが出るな。

「ふぅ……思ったより速度もパワーもあったな……確かモンスターレベル８だったか」

「スケルトンってあんな素早いんだ。骨だけなのにっ」

　骨だけで身軽なせいかスケルトンの初動は早く、そのくせパワーもあるため、武器を受け止めたときの運動エネルギーは想像以上のものがあった。関節可動域を越えて攻撃を仕し掛かけてくるため人を相手取るのと違い、攻撃パターンも非常に読みにくい。魔ま力りよくを使った感知能力も広く、魔ま力りよく遮しや断だんスキルがない序じよ盤ばんでは先手を取るのは難しい。

　ダンエクでもスケルトンは単なる雑魚ざこモンスターとは見られていなかったが、実際に相手にするとモンスターレベル８とは思えないほどの強さを感じる。ゴーレム狩りのついでにスケルトンも狩ろうかと思っていたが、こんなのを複数を相手取るのは骨が折れそうなのでゴーレムだけに狙いを絞しぼったほうが良さそうだ。

　魔力感知能力があるアンデッド相手と連戦するなら、魔力遮断スキルかアンデッド特効の武器を手に入れてからにしよう。

　懐中電灯の灯あかりを頼たよりにゆっくりと確かめるようになおも進む。暗くら闇やみの中の移動には指向性のある懐中電灯は便利だが、戦闘時には広域を照らせるランプ型の照明も持っておいたほうが良いな。

　スケルトン数体と交戦しつつ、カタコンベの回廊を道なりにジグザグと歩き、ようやく上へと上る階段を発見。モンスターがいないか音を立てず注意しながら上ると、礼拝堂のような場所に出る。

　中の状態はかなり悪い。天井の一部が崩れ、支柱は何本か折れていて瓦が礫れきが散乱。壁は内側も蔦つたが生い茂しげっている。祭さい壇だんのようなものの上には神を祀まつったものはなく、ショーケースのような入れ物だけがある。聖遺物信しん仰こうだろうか。

　その他には小部屋が二つほどあったがモンスターはいないようだ。

「それじゃ休憩タイムにするか。茣ご蓙ざを出してくれ」

「は～い」

　ここまで長く歩いてきたので、物音に警戒はしながらも休憩にすることにした。華か乃のが茣蓙を敷しいている間に、俺はリュックから水すい筒とうとお菓か子しを取り出す。ポテチの袋ふくろを開けると半分ほど砕くだけていた。スケルトンとの戦闘で衝撃を受けたせいか。次持ってくるときは砕けないお菓子にするとしよう。

　スポーツドリンクをごくりと一飲みし、ほっと一息。

　ここはすでにＤＬＣ「ゴーレムの鼓動」で追加されたエリア。つまりこの世界は、少なくとも転移前の状態と同じく最新ＤＬＣまで内包している世界だということが確定した。

　カンストレベルは90。育成方針は物理か魔ま法ほうかの特化型で育てるのではなく、万ばん能のう型がたで強くなったほうが良いということか。

（実装されているであろうクエストアイテム、ユニークアイテム※も早めに回収しておいたほうがいいか）
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　赤あか城ぎ君が手に入れた［スタティックソード］もそうだが、クエストアイテムは強力な効果が付いたものが多い。試しに俺も［スタティックソード］を入手できるかクエストを発生させようとしたものの失敗に終わった。こういったユニークアイテムは早い者勝ちとなるため他プレイヤーとの争そう奪だつ戦せんになってしまうことも判明した。

（情報が手に入ったら入ったで考えることは多いな……）

　妹のほうは礼拝堂に興きよう味み津しん々しんなようで、棒菓子を齧かじりながら祭壇や壁をフラフラと見て回っている。その様子をぼ～っと見ていたら、蔦が生い茂っていたほうの壁に何かを発見したのか、こっちに来いと手を振ってきた。

「ねぇねぇ。このウネウネした変な模様ってゲートだよね」

「……確かに、これはゲートだな」

　蔦を刈かり取って全体を見てみる。紛まぎれもなくゲートの魔ま法ほう陣じんだ。

　通常、ゲート部屋は５の倍数の階に設置されているが、クエストやイベントがある階に設置されていることもある。ここもそういった場所の一つなのだろう。

　ＤＬＣ「ゴーレムの鼓動」が実装されたときの俺はすでに上級者で、追加ＭＡＰ探索も60階以上の深層の部分しか潜っていなかった。そのため７階の追加ＭＡＰはそれほど詳くわしくないのだ。ここに来るまで２時間近く掛かかるので、見つけられたのはラッキーといえる。

「それじゃ一応魔力の登録をしておくか。華乃まで登録すると５階にいけなくなるし、俺だけのほうがいいかもな」

「うん、ママのパワーレベリングもしたいしね～」

　荷物をリュックにしまいゲートの登録を終えてから外に出ると、朽くちた石造りの建物が周囲にいくつもある寂さびれた場所に出る。どれも緑の蔦や樹木に覆おおわれていて、しばらくすれば崩れ落ちそうだ。

　空は薄うす暗ぐらく、しかし歩く分には全く問題ないほどの光量はある。

「ここにゴーレムがでるの？」

「目的のゴーレムはもう少し先の建物の中に出るはずだ。それより付近のモンスターには注意しろよ」

　ここは廃はい墟きよＭＡＰで、ポップするモンスターはスケルトンのみだったと思うが、何せ記き憶おくが曖あい昧まい。物理無効のゴーストやレイスはでないはずだが……見かけた場合は魔ま法ほう攻こう撃げき手段がないため即そく逃にげる決断をしなくてはならない。

「魔法って私も使えるようになるのかな」

「ジョブチェンジすればな。それ以外だと魔法が付ふ与よされた武器を手に入れればダメージは通るぞ……って早速スケルトンのお出ましだ。一いつ緒しよにやるか」

「挟はさみ撃うちしよっ」

　今度のスケルトンは剣と盾たて持ちだ。こちらを発見すると脇わき目めも振らず猛もうダッシュで迫せまってくる。俺が最初の一撃を受け止めると同時に妹は背後に回り込こみ、盾を持ったほうの肘ひじの関節に逆手で攻撃を加える。

「簡単に関節が外れるねっ」

「いいぞっ」

　外れた関節の先が盾ごと地面に落ちる。バランスを崩したスケルトンは脅きよう威いと感じた妹のほうへくるりと振り向き、剣を振り下ろそうとする――が、ガラ空きとなった背後に横薙ぎを入れて上半身を吹ふき飛ばす。

「まだカタカタと動いてるな」

「はいよっと」

　間を詰めた妹がサッカーボールのように頭蓋骨を蹴り飛ばすと動かなくなり魔石となった。

「華乃ちゃん……？　なんだか凄い戦闘慣れしてるけど……どったの」

「そう？　時代劇を結構見てたからかな～」

　時代劇の殺さつ陣じんを見ていれば戦闘技術が上がる……なんてあるわけがない。いや、上がるかもしれないが、それは日ごろから鍛たん錬れんし研究している武術研究家の人だけだろう。まさか陰かげでこっそり研究していたのだろうか。そういえば最近、武術スクールに通ったとか言ってたっけ。

　ちょこまかと動くのが好きなヤツだなとは思ってたが、お兄ちゃんビックリだよ。というかこの運動神経で見た目も可愛い女の子が、運動もダメで見た目もアレなブタオと実の兄きよう妹だいだというのがビックリである。




　スケルトンと交戦しながら寂れた荒こう野やをなおも南へ移動し続けると、なだらかな丘の上に一ひと際きわ大きな壁が見えてきた。高さが10ｍ以上もある壁が、横方向にも１００ｍ以上続いている。丘の下からでは壁の中にある建物は一部しか見えない。あれが目的地の城じよう塞さいだ。

　設定としてはゴーレム研究をしていた城主に何かがあってこの一帯が滅ほろんでしまい、そのままになっているという背景があったようななかったような。【機甲士】になるならこの城塞関連のクエストアイテムを集めなくてはならないが、生あい憎にくゲームのときは【機甲士】に興味がなかったので一度もやったことはない。

　さて、中はどうなっているのか。

「でっかーい。砦とりで？　お城かな」

「城塞だな。あの中にゴーレムがポップするんだが、作戦を言うぞ」

　この城塞にポップするゴーレムはウッドゴーレム。モンスターレベル９の中ボス的な存在だ。倒しても５分でポップするので独どく占せんできるならレベル上げにはもってこいのモンスターである。

　普通に攻撃を与あたえ続ければいずれ動かなくなるが、柔やわらかめの木でできているとはいえ驚きよう異い的てきな耐たい久きゆう力りよくを誇ほこる。そんなことをやっていたら倒すのに時間がかかってしまうし体力も持たない。火属性攻撃があれば正面からでもいけるのだが、魔法攻撃手段がない現時点では除外だ。

「ゴーレムの核？」

「そこを攻撃して破は壊かいすれば簡単に倒せる美味しいモンスターなんだよ」

　ゴーレムの背中には水晶でできた核が埋うまっている。核を壊こわさずに抜ぬき取ると【機甲士】になるためのクエストアイテム、［ウッドゴーレムの核］が手に入る訳だが、当然難易度は高い。今は無理することもないので壊す方向で行くと伝える。

　ゴーレムの移動速度自体は遅いが旋せん回かい能力は高い。ソロではゴーレムの背後を取るのは難しいため無類の強敵になるが、二人ならどちらかが引き付ければもう一人はバックアタックができるため、カモともいえるモンスターに成り下がるのだ。

「取れたら売れるんだっけ？」

「10階の店でな。でも無理はするなよ、レベルが上がってからでも取りに来れる」

　どうにも金目のモノに気を取られる悪い癖くせがあるな……しかし今は俺も金欠。宝探しから始めるか。

「ゴーレムは後にして、先に宝箱を探し行くとするか。誰も来ていないなら城館内のどこかに一つあるはず」

「おぉ～！　ど、どんなのが入ってるの？」

「それは開けてからのお楽しみ」

　いつぞやのお宝ソングを口ずさみながら坂道を上り城館前へ辿り着く。正面には巨大な扉とびらが付いた玄げん関かんがあるものの、すでに開いているので問題なく入ることができる。中庭のような開けた場所の中央付近にゴーレムがいるので、そこには近づかず、まずは城館内を目指す。

　平たい石を積み上げて作られた城館内の状態は一部の壁が崩れていたり木製の床ゆかが所々腐くさっていて穴が開いているものの、それほど悪い状態ではない。風通しがいいせいか空気も淀よどんではいない。何も嵌はまっていない窓は小さいため薄暗く、足元に気を付けながら廊ろう下かを奥へと進む。

「罠わなとかないの？」

「トラップはない。罠付き宝箱がでるのは11階以降だから安心して開けていいぞ。ただ大きな音は立てないように注意しろよ」

「はぁ～い」

　城館の中にもスケルトンがいたと思うので、できれば奇き襲しゆうで倒していきたい。小部屋を探索しながら通路を進むと。

「（あっ、いたいた。スケルトン……２体）」

「（１体は奇襲で倒して、２体目は普通に倒すぞ）」

　一定の巡じゆん回かいルートを徘はい徊かいするタイプのようだ。スケルトンの魔力探知は壁かべ越ごしにはできないため、１体目に角待ち奇襲を仕掛ける作戦でいく。

　巡回ルートを見み極きわめて角で待っているとカタカタと足音が近づく。

「オラァッ！」

「もう１体も来たよっ！」

　剣と盾を持ったスケルトンの頭頂から一いち撃げきで叩たたき潰つぶす。その音に気付いたもう１体のスケルトンが手て斧おのを振り上げ猛ダッシュで走ってくる。

　こちらも二人で攻撃を仕掛けようと角から飛び出すが、スケルトンは妹へ攻撃を仕掛けたため俺は背後へ回り込み切り返しを狙う……が斧おので受け止めやがった。読まれてた？

　攻撃ターゲットが俺に移ったのを見た妹がすかさず攻撃を仕掛ける。

「Ｖ字スラーッシュ！」

　特とく撮さつ番組の主人公が使うスキル名を叫さけびながら、両手に持ったナイフでＶの字に振り下ろす。コココンッと小気味のいい音を出して何本かのアバラを吹き飛ばされたスケルトン。バランスが崩れたところを二人でタコ殴なぐりにし、魔石と化した。

　通路の最奥には城主の部屋であろう豪ごう奢しやな――朽ちかけてはいるが――扉がある。

「この先は城主の部屋だな……何かいるかもしれん」

「でもお宝ありそうじゃない？」

　ふむ。一応行ってみるか。

　音を立てず扉をほんの少しだけ開き、中を覗のぞく。今までの寂れた部屋とは違い、高そうな赤い絨じゆう毯たんに家具が見える。その奥に豪奢な肘ひじ掛かけ椅い子すに座すわったスケルトンがいた。

「（あれは……レアモンスターだな……人間種のスケルトンではない？）」

　今までのスケルトンは普通の人間種のスケルトンで、防具は装備しておらず剥むき出しの骨のみ。モンスターレベルも８だった。ところがこいつは金属製のアーマーを着込んでいて、額から真まっ直すぐの角が１本生えている。ダンエクではお馴な染じみの魔人や悪あく魔ま系ではない。何の種族だろうか。

　恐おそらくモンスターレベルも８より上だろう。戦うのはまずいな。

「（おにぃ！　あのスケルトンの足元っ！）」

　足元にはレリーフ模様が描えがかれた金属製の宝箱があった。




　ダンエクのダンジョンには宝箱がでることがある。

　宝箱の中身には装備品や素材、マジックアイテム、ダンジョン通貨、確率は低いが宝箱でしか得られないレアアイテムが入っていることもあり、プレイヤー達たちは競きそって宝箱を探し求めていた。

　その宝箱にはいくつか規則性がある。

・一度開けると一定時間後に消しよう滅めつし、別の場所に再ポップする。

・宝箱にはレアリティー※があり、階層が深いほどレアリティーが高くなる。
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・鍵かぎや罠が掛かっていることがある。

　この階にある［木の宝箱］ならカギも掛かっていないため、対応する鍵やスキルは必要ない。だが中層以降の宝箱には爆ばく発はつトラップが付いていたり、下手なフロアボスよりも強いミミックが偽ぎ装そうしていたりするため開けるだけでも結構なスリルだ。

　深層に至ってはトラップが即そく死し級なんてざら。酷ひどいものになると巨きよ大だい爆ばく発はつが起きて一帯全すべてが吹き飛ぶようなものもある。解除も難しく、宝箱に対応する鍵やスキルが求められるため、開けられるプレイヤーは一部しかいなかった。




　――そして話は通路前に戻もどる。

　本来、７層に宝箱はポップしない仕様であったのだが、ＤＬＣにより追加ＭＡＰ内に配置されるようになったのは知っている。そして目の前には宝箱に座るように腰こしを掛けて俯うつむいているスケルトン。しかし――

（おかしいぞ……）

　このエリアにポップする宝箱は［木の宝箱］のはずなのに、あそこにあるのはどう見ても光こう沢たくのある金属製の箱だ。しかもレリーフで模様まで描かれている。それにあのスケルトンも妙みようだ。

　今まで戦ったスケルトンは防具を着ておらず武器と盾のみだったが、コイツは細かい装そう飾しよくが施ほどこされたチェインメイルや兜かぶとを着込み、骨の色もなんだか黒っぽく、おまけに角まで生えている。一目でそこらのスケルトンとは違うというのが分かる。恐らくネームドモンスター※だろう。見た目的に角を除けば何い時つぞやのダンジョン攻こう略りやく中ちゆう継けいで見たカオスソルジャーに近い。
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　休止状態なのかピクリとも動かず、強さまでは断定できない。名前だけでも見たかったが《簡易鑑かん定てい》を使えばこちらに気づいてしまい、戦闘になってしまうだろう。ウェポンスキルを使ってくる可能性もあり、ゲーム知識のない妹に使われたら危険だ。

「（アイツはモンスターレベル９以上ありそうだ。ここは引いてゴーレムでレベルを上げてからのほうがいい）」

「も……もしかしたら宝箱消えちゃうかもしれないでしょっ！」

　鼻先に人にん参じんをぶら下げられた馬のようになっている妹に、宝箱は開けない限り消えることはないと何とか説得する。問題はここに誰か来た場合だが、わざわざ落とし穴に降りて横穴を調べる冒ぼう険けん者しやなんているだろうか。いや、ここまで来たとしても宝箱はリポップするのだ。命が懸かかってる状じよう況きようで無理することはない。

　俺のゲーム知識にない、未知なるモンスターと戦う場合はでき得る限り慎重にいかなければならない。特にネームドモンスターなどは最悪〝フロアボス級〟という可能性もあるのだから。

「（うぅ……じゃぁまたアレ取りに来てくれる？）」

「（レベル上がったらな。だから今は我が慢まんしろ）」

　しぶしぶだが撤てつ退たいの了承を得たので中庭のゴーレムを倒たおしに行くとする。妹は名な残ごり惜おしそうに何度も振ふり返るが、命あっての物種なので今は諦あきらめてほしい。




　途と中ちゆう、通路の脇わきにある小さな窓から中庭を覗いてみると……いたいた。ウッドゴーレムだ。中庭は草が所々生えているが綺き麗れいなものだ。誰かが草くさ刈かりしてるとかではなく、そういう地形なんだろう。そんな中にゴーレムが足を引きずるように佇たたずんでいる。大きさは２・５ｍほどだろうか。手足も太く、重さは１トン近くあるだろう。

　妹が持ってきた双そう眼がん鏡きようでゴーレムを観察する。

「背中に石が刺ささってるけど……あれが核だよね」

　非常にゆっくりにしか動いていないので強さを過小評価しそうになるが、あいつの怖こわいところはパワーだ。

「そうだ。あいつの攻撃は重いから受けるなよ。全て躱かわすんだ」

「大丈夫、おにぃは心しん配ぱい性しようだな～。ちゃっちゃとレベル上げちゃお～」

　ゴーレムは全方位の生命感知タイプ※のため一定距離に近づけばたとえ背後を取ろうと即そく座ざに感知されてしまう。奇き襲しゆう攻こう撃げきは不可能だ。
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「最初は俺が引き付け役やるから、核は頼たのむ」

「背中の核を取ればいいんだよね」

「取るのは強くなってからいつでもできる。ゴーレムの動きを見ながら壊すことを優先しろ」

　いまいち分かってなさそうな気がするが……そんじゃ、やるとしますか。

　武器を手に取りゴーレムに30ｍほどまで近づくと、くるりとこちらのほうを向いて何かの大きなモーターが動いたような低い音が響ひびき始める。車輪でも出てきそうな音だ。

「かかってこいデカブツ！」

　ウッドゴーレムはモンスターレベルは９だが、初速が遅いせいで移動速度はスケルトンのほうが余よ程ほど速く感じる。が、それも近づくまで。思ったよりもパンチのリーチは長く、しかも速い。

「うおぉっ。パンチ速えぇ！」

「これは貰もらったぁぁ！　ふんぬぉー！」

　ウッドゴーレムのパンチを避さけるにも一発ごとに大だい迫はく力りよくの風切り音があるため肝きもが冷える。そんなパンチを連発してくることがあるため一いつ瞬しゆんたりとも気を抜けない。

　片や妹のほうはカブを引き抜くようにゴーレムの背中に両足を付けて核を引っこ抜こうとするが、ガッチリ固定されているため引き抜けず、振り回されてしまう。

「武器をっ叩きつけてっ……うぉあぶねぇ……根元から折るんだよ！　というか、壊せよっ！」

「だってぇ～もったいないでしょ～」

　ウッドゴーレムの轟ごう音おんパンチを避ける度に玉ヒュンのような嫌いやな感覚を味わう。汗あせも噴ふき出るがこれは冷ひや汗だ。お兄ちゃんとしては早くしてほしいよ。

　それから１分ほどの時間を汗だくになりながらパンチを躱す時間が続く。ゴンッゴンッとゴーレムの核にナイフの峰みねを何度も叩きつけやっと折ることに成功。ゴーレムはその場で崩れ落ちるように地面に倒れ、そのまま魔石になった。

　ここのゴーレムはポップ間かん隔かくが短いためすぐに出現する。休憩するにも一度離はなれておいたほうがいい。

「はぁはぁ……おいっ、無理に取ろうとしてそんな時間かけてたら……にーちゃんが死んじゃうだろうがっ！」

「でもこれ見て～♪　いくらで売れるかな～♪」

　妹は手に持ったゴーレムの核かくを傾かたむけてご機き嫌げんな様子で眺ながめている。いくら壊せと言ってもお宝を諦められないよう。仕方なく30秒だけ時間猶ゆう予よを与え、それでも無理なら壊す方向で話を纏まとめる。

「ぶ～ぶ～」

「ぶーぶーじゃない。お前にもレベル８になったら引き付け役やってもらうからな」

「え～しょうがないなぁ」

　能天気な頭に無む性しようにチョップしたくなるが、ここで拗すねられても効率が悪くなるだけだ。そんなことを話していると地面からにゅっと黒い霧きりが生えるように出現する。ゴーレムはクエストモンスターだからか、そこらのモンスターとは霧の出現の仕方が違ちがうようだ。

　初戦の高速パンチを躱すのに疲ひ弊へいしたためすぐには戦わず10分ほど休憩。２体目のゴーレムからはゴーレムの核を折るコツを掴つかんだのか30秒以内で核を引っこ抜き倒すことができた。とはいえ全力疾しつ走そうレベルには堪たえるんだぞ。

「鉈なたか手斧も持ってきたら良かったな～。ナイフは斬きるのはいいんだけど、折る方向に上手く力を乗せにくいんだよね」

　スケルトン戦を考えてもナイフはダメだったか。今では妹もそれなりに力があるし、もう少し重量のある武器で二刀流を試ためしてもいいかもしれない。

　その後もたっぷり休きゆう憩けいを挟みつつウッドゴーレムを５体ほど倒したところで華乃のレベルが８になる。元々クエストモンスターなので経験値量は多く、その上、格上相手による経験値ボーナスも入るためレベルが上がるのも早い。

「やった～！　じゃ次からは交こう互ごでやる？」

「はぁ……はぁ……にーちゃんはもう疲れちゃったよ……今日は帰ろう」

「えぇ～。じゃぁ明日またやろっか」

　ゴーレムは二人で戦うなら確実に急所を狙えるため実に美お味いしい敵だった。ゲームのときもゴーレムは浅層でのレベル上げにおいて美味しい敵という情報が出回っていたが、その辺りのゲーム知識はこちらでも使えそうだ。

　しかし妹のダンジョン順応力も思ったより高い。この分ならあと２ヶ月くらいでレベル15くらいまでいけそうか。普通に食事制限しながらレベル上げしていればダイエットにもなるし、気を引き締しめて頑がん張ばろう。
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　本日の授業が終わり、ホームルームで連れん絡らく事じ項こうを淡たん々たんと説明している村むら井い先生。どう考えてもこのＥクラスには問題があるだろうと思うのだが、そのことには全く触ふれず、気付いていないような態度で教室を後にする。

　ホームルームが終わると同時にＤクラスの何人かが教室に入ってきて部活の手伝いにクラスメイトの何人かを連れて行こうとする。どうやら俺は雑魚ざこ認にん定ていされているようで、雑用目的にすら使えないと判断されて連れて行こうとはしない。それはラッキーなのか悲しむべきなのか。

　まぁ今日も妹とゴーレム退治の予定だし、変に目を付けられて引っ張りまわされるよりはいいか

「おい赤あか城ぎよぉ、ぼーっとしてないで今日も手伝えや」

「……あ、あぁ……」

　首根っこを掴まれて教室の外へ連れていかれる赤城君。どう見てもイジメだろうに、先生は見て見ぬふり。クラスメイト達もＤクラスに反はん抗こうする気力を折られているためか、目を合わせようとする人すら少ない惨さん状じようだ。

　Ｅクラス随ずい一いちの実力者――と思われている――の赤城君を、一方的な蹂じゆう躙りんとも呼べる暴力でもって黙だまらせた刈かり谷や。３年早くダンジョンに潜もぐれたというアドバンテージは想像を超えるほどの差があるのだと理解させられ、Ｅクラス全体がどうしようもない暗あん鬱うつとした雰ふん囲い気きに飲まれている。

　現時点では俺が何言っても状況を変えられないだろう。もし何かをやるとしても刈谷の背後にいる輩やからをあぶり出すなりして、とっちめる他ない。刈谷はあくまで操あやつり人にん形ぎようなのだから。直接的に指示しているのはＢクラスを支配下に置いている〝アイツ〟なんだろうけど。

　しかし連れていかれるときの赤城君の目は死んではいなかった。ダンジョンダイブで頑張って見返すつもりなのだろう。三さん条じようさんやカヲル、立たち木ぎ君もフォローに付いているしそこまで心配する必要もないのかもしれない。

　Ｄクラスの何人かの生徒は赤城君を連れ去った後も我わが物もの顔がおでＥクラスに居い座すわる。

「そういや俺の兄貴がカラーズの下部組織のパーティーに呼ばれてさ」

「カラーズの!?　すっげぇ！」

「間ま仲なか君のお兄さん、〝ソレル〟のメンバーだったよね」

「すごーい！」

　アイツは……確か校門で菊きく口さんを吹っ飛ばしたヤツだ。後々調べるつもりだったが、間仲というのか。覚えておこう。

　その間仲が大声で雑談を始めたので耳をそばだててみると、カラーズ傘さん下かのクランパーティーに参加でき、何人も大物冒険者も来るとか言っている。

　カラーズといえば先日リッチを攻こう略りやくしテレビ効果もあって人気上じよう昇しよう中のダンジョン攻略クランだが〝ソレル〟というクランはカラーズの二次団体のさらに下部、いわゆる三次団体の組織らしい。

　たとえ三次団体でも有名クランの下部組織なら冒険者学校ＯＢやそれなりに成功した冒険者が在ざい籍せきしているようで、クランレベルはそこらの一いつ般ぱん的てきなクランより余程高いと、間仲が身み振ぶり手て振ぶりで話している。

　カラーズのような最前線攻略クランにはいきなり入れるわけではなく、下部組織で強くなって活かつ躍やくし名を上げていけば、より上位のクランへ移い籍せきできるシステムを取っている。最上位クランに入りたければ、まずその下部組織に入ることが必要。例外として他の最上位クランから最上位クランへの移籍もあるようだが、ダンジョン攻略情報の流出が懸け念ねんされるため、攻略クラン同士の移籍は滅めつ多たにあることではないそうだ。

「田た里さとさんもカラーズのメンバーもマジ凄すごかった～」

「俺も録画を何度も見直してるわ。さっすが最強ジョブ【侍さむらい】だな」

「国から叙じよ勲くんされるくらいの凄いクラン作って活躍しないと【侍】にはなれないらしいぜ」

　確かにカラーズのあの戦いでの気き迫はくは凄かった。自分の全てを賭として挑いどんでいる姿は画面越ごしだというのに未いまだに強きよう烈れつな印象を残している。一流の冒険者というものに憧あこがれるのも分かるな。

　冒険者学校の大部分の生徒は、第一志望が冒険者大学に行って官かん僚りようになることだ。冒険者大学に行けないなら次点として普通の大学に進学するというのが一般的だが、有名クランに行けるならそちらを望むという生徒も多い。下部組織であれど有名クラン関連の話は注目を集める話題なのだ。ＤクラスどころかＥクラスの生徒達もそば耳を立てていることからも関心の高さが窺うかがえる。

　俺は……大学は前の世界で行ったし、冒険者大学進学は考えていない。進学せず冒険者志望かな。そして強くなったら信しん頼らいできる仲間とクランを作ってみるのもいいかもしれない。ゲームと違ってこちらの世界ではどれくらい攻略していけるのかは分からないが、たとえフロアボス相手でも俺おれならやりようはあるはずだ。

　クランをどう作ろうかとかそんな青写真を考えつつ、Ｄクラスの教室へ行って簡単な掃そう除じとゴミ捨てという名の雑用をそそくさと済ませて教室を後にする。向かう先は工こう房ぼうだ。ゴーレム対策のためにいくつか武器をレンタルしておきたい。

　レンタルできる武器はほとんどが鋼製だ。より硬かたいステンレスや軽いチタン製も一応レンタル可能なものの、学校の工房では加工が難しいせいか、そういった金属の武器は数も種類も少ない。工房側だってそんな加工のし難がたいモノを作るくらいならキレ味や耐たい久きゆう性せいを高めたダンジョン素材の武器を作ったほうがマシだろう。

　とはいえ強いモンスターの爪つめや牙きば、魔法金属などダンジョン素材製の武器は、ネット通つう販はんやオークション、冒険者ギルドの売買所を見ても１００万円以上するわけで、高価すぎてレンタルはできない。結局、工房に並ぶのは鋼製の武器ばかりになるというわけだ。

　10階前後のモンスターまでなら鋼製のレンタル武器でもいいが、その10階の到とう達たつがもう目の前。それ以上の武器が欲ほしいなら自分で買うなり材料を揃そろえるしかない。命がかかっている以上は武器や防具に惜おしまないほうがいいのは分かっているが……高校生に金なんてあるわけがなく、金策に迫られているというのが現状だ。

　それでもいくつか金策手段は考えてある。そのときになるまでじっくりと準備を整えておこう。







第20章　ソレルの男達







　家に戻るとすでに妹は準備万ばん端たんで待ち構えており、遅おそい遅いとドシドシ足を踏ふみ鳴らしていた。興奮して夜もすぐに寝ね付つけないほどダンジョンダイブが楽しみとのことで、俺の帰りを待ちきれなかったらしい。

　すぐに防具に着き替がえるよう急せかされ再び学校へ。裏手の通路に誰だれもいないことを確かく認にんし、地下１階の空き教室にあるゲートから登録したダンジョン７階の礼拝堂へワープする。

「……あれ～？　誰かいたのかな？」

　華乃がボロボロの礼拝堂の片かた隅すみを指し示す。その先を見ると薪まきが燃もえ尽つきた跡あとがあった。昨日まではこんな跡はなかったので、誰かが来たのは確実。ここで焚たき火びをして一晩明かしたのだろうか。

　この追加エリアに来るためには、誰も寄り付きそうにない７階の果てにある落とし穴に入り、その底にある横穴からカタコンベを通ってくる必要がある。普ふ通つうの冒険者は落とし穴に横穴があるなんて気づくわけがないのに。

　ならばゲートから来た？

　ゲートが使えるならこんなところで一夜明かす必要なんてない。来るときにゲートを使ったのなら同じくゲートを使って帰ればいい。

　俺と同じようにプレイヤーの線も考えたが、それも同じことだ。俺おれ達たちが初めてここに来たときはゲートが蔦に隠かくされて見えない状態だったが、今は刈り取られ目立つ位置にある。驚おどろくほど蔦の伸のびる速度が早いようだが、プレイヤーなら僅わずかでもゲートの魔法陣が見えていれば見み逃のがすことはないだろう。

　消去法でいくと探たん索さく好きが偶ぐう然ぜん見つけたとか、もしくは落とし穴に逃にげ込むトラブルがあったとかそんな理由ではなかろうか。そういえば７階の落とし穴に入るときに魔ま狼おおかみの遠とお吠ぼえがいくつか聞こえたが、ここに来た冒険者が原因だろうか。

　あとは……可能性は低いが、この場所が元々一部の冒険者のみに知られている場所だったのかもしれない。

　いずれにしても俺達が気にすることはないだろう。ゴーレムは中庭のいくつもの場所でポップするし少数の冒険者となら取り合いにはならないはず。気を取り直してゴーレム狩がりに行きますか。




　えっちらおっちらと要よう塞さいまで寂れた荒野を歩いていると道みち端ばたで男三人のパーティーが座り込んで屯たむろしていた。恐らく礼拝堂の中で焚火をしていた冒険者だろう。その中の一人が俺達に気づくと「お～い」と声を上げてこちらに近寄ってくる。妹も連れているため男達に気づかれないように身構える。

「おう、君達。何か食しよく糧りよう持ってないか？　腹ペコでマジ困ってるんだワ」

　駆かけ寄ってきた冒険者は胸当ての上からミリタリージャケットを羽織った身軽な装備をしている。【シーフ】だろうか。もう二人はインナーの上から肩かた、胸当て、小手、グリーブと、全身に黒い魔狼の革かわ製せい防具を着込み片手剣けんを腰にぶら下げている。こちらは【ファイター】か。三人の胸に太陽のようなマークのバッヂをしているので同じクランと推測できる。

　その三人の話を聞いてみると……７階で不意に魔狼の大量リンクを引き起こしてしまい近くにあった穴に逃げ込んで立て直そうとしたところ、横穴を見つけてこんな場所に来てしまったそうだ。やはり昨日の魔狼の遠吠えはこの人らが原因か。

　この場所からゲートを使わず戻るにしても半日近くかかるはず。その間、空腹のままは辛つらかろうと持ってきたオヤツを半分分けてあげたものの「ケチケチすんな。それも出せよ」ともう半分も遠えん慮りよなく持っていく。図ずう々ずうしいことこの上ない。

　三人はムシャムシャと競うようにお菓か子しを平らげ、もうないと言うとあっさり解放してくれた。ここはどこかとか俺達は何者かなど色々聞かれるかと思ったが杞き憂ゆうだったようだ。まぁ聞かれても知らない、こちらも迷ってここまで来た、というつもりだったが。

　狐きつねにつままれたような出来事だったけれども、こういうこともあると割り切り要塞中庭へと向かう。そろそろジョブチェンジが見えてきたので気合を入れなおそう。

「も～。せっかく楽しみにしてたオヤツなのに！　それに……なんというか、あの人達臭くさかった……」

「何日も潜っていたんだろうな」

　先ほどの三人は髭ひげがかなり伸びていたし、服を何日も替えていなそうだった。ゲートの存在を知らない一いつ般ぱん冒ぼう険けん者しやのダンジョンダイブは１週間潜ることなんてザラ。攻略組に至っては数ヶ月潜りっぱなしもあるという。当然その間は入浴なんてできず、せいぜいが体を拭ふく程度。こちらの世界での冒険者とはまさに冒ぼう険けんをする者のことなのだ。厳しい野宿生活にも適応していく必要がでてくる。

　俺達もゲートが使えるとはいえ、深層まで潜れば強敵や複雑な地形を攻略するのに時間を取られ日帰りが難しくなることはあるはず。早いところ【機き甲こう士し】になって《ゴーレムキャッスル》のスキルだけは取っておきたい。




　ということで中庭に到とう着ちやく。ゴーレムの感知領域外に茣ご蓙ざを敷しいて荷物を置き、ゆっくりと準備に取り掛かかる。

　妹は対ゴーレム用にレンタルしてきた２本のダガーを振り回して早くも感かん触しよくを掴んでいる。このダガーはやや大きく、鉈のように叩き切ることもできるので汎はん用よう性せいはあるものの、ナイフと違ってそれなりの重量もある。扱あつかえるか心配していたけど全く問題なさそうだ。《二刀流》というスキルは両手にそれぞれ武器を持ったときの威い力りよくを強化させるスキルだが、初めて使った武器ですら、こうも短時間で使いこなしてくるというのはチートすぎる。もしかして戦せん闘とうセンスすら上昇させているのだろうか。

　兄としての威い厳げんをどう守るべきか、なんてことを考えつつ、俺もレンタルしてきた手斧を持っていざゴーレム狩りを始めようかというとき――

「おーい。この城の奥おくに変わったスケルトンがいるの知ってるかー？」

　お菓子を強ゆ請すってきた三人組が再びやってきた。これからってときに面めん倒どう事か。

「そうそう、あのスケルトンってそこらのと違って強そうだったからよ。俺達は三人で、お前ら二人だろ。パーティー組んで倒そうぜ」

「レオ君よ、その前に俺等の自己紹しよう介かいから始めたほうがいいんじゃネ？」

　この人たちが言う〝スケルトン〟というのは城主の間にいた宝箱を守っているスケルトンのことだろう。《簡易鑑定》していないので強さは分からないけど、確かに休止状態でも強敵の臭においはした。

　三人の装備品を見た感じレベル10前後か。今の俺よりレベルは高いかもしれないが、命をかける戦いに会ったばかりの――しかもお菓子を強請られた――冒険者と組むとかあり得ない。そも、あのモンスターに関しては俺のゲーム知識になく、どの程度の強さなのかも不明だ。もう少しレベルを上げて装備を揃えてから戦いたかった相手なのに。

　横を見れば華乃もイヤそうに眉まゆをひそめている。

　こちらが乗り気でないと見るや「俺達はカラーズ傘下のソレルっていうクランのものだ」と髭とモミアゲがくっついた男が自信満々に自己紹介をし始める。あぁ……〝ソレル〟ねぇ。今日聞いたばっかだぞそれ。

　シーフの格好をした男は間ま仲なか良まさると言うらしい。間仲って。Ｄクラスの間仲がソレルがどうのと自じ慢まんしてたけど、その兄貴っぽいな……もう組む気が完全に失うせたのだが。

「あの～すみませんが、俺達は遠慮しときます」

「あぁ～？」

　一気に態度を硬こう化かさせこちらを威い圧あつしてくる間仲。後ろにいる二人もこちらを露ろ骨こつに睨んでくる。面めん倒どう臭くせぇ奴やつらだ。

　とりあえずここでバトルするしないは措おいておくとして《簡易鑑定》しとくか。




〈名前〉　間ま仲なか良まさる

〈ジョブ〉　シーフ

〈強さ〉　やや強い

〈所持スキル数〉　３




〈名前〉　秋あき久ひさ怜れ央お

〈ジョブ〉　ファイター

〈強さ〉　同じ強さ

〈所持スキル数〉　２




〈名前〉　市いち渡わたり一かず也や

〈ジョブ〉　ファイター

〈強さ〉　同じ強さ

〈所持スキル数〉　２




　初めて人に対して《簡易鑑定》をやってみたが……脳内に文字列がイメージされるような感じで分かるのか。意識していないとイメージが薄うすれていくので使いこなすには慣れが必要かもしれない。

　全員が初期ジョブ【ニュービー】から基本ジョブにジョブチェンジ済み。《簡易鑑定》では主観的な強さ※しか分からないので、「同じ強さ」とか「やや強い」とかのスキル使用者から見た強さ表記になる。
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　俺がレベル８なので、恐らく間仲兄がレベル10、秋久と市渡がともにレベル８～９って感じか。スキルも所持スキル数からして《簡易鑑定》もしくは基本ジョブで覚えたスキルを所持しているのだろう。《スキル枠わく＋３》は覚えないまま、すぐにジョブチェンジしていそうだ。

　さてどうするか。〝奥の手て〟を使えばこいつら三人くらいやってやれないこともなさそうだが……後々が面倒くさいな。

「テメェ、いま《簡易鑑定》を使ったろ。俺等カラーズとやる気なの？　死にたいの？」

　三次団体の下っ端ぱごときがトップクランを名乗るなよ……と苛いら立だちながらも「俺達まだレベル８なんて足手まといにしかなりません」と丁てい寧ねいに断る。が、全く聞く耳を持たない間仲達。しばらく押おし問もん答どうになり、脳内で三人組をぶっ飛ばすシミュレーションをしながら心を落ち着けていると――

「おにぃ。時間がもったいないし付き合うだけ付き合ってみたらどうかな」

「お、話が分かるね、嬢じようちゃん」

　はぁ……なんかしつこいし。ダメなら逃げる方向でさくっと終わらせたほうがいいかもしれない。しかし食料もないのに呑のん気きに宝箱漁あさりか。これから帰るのにも時間がかかるはずだが、そちらさんのダンジョン計画は大だい丈じよう夫ぶなのかね。

　こちらがイライラしている一方で、三人組は気を良くしたのかベラベラと自じ慢まん話ばなしを始める。

「でよぉ、カラーズ二次団体の〝金きん蘭らん会〟に呼ばれてよぉ」

「そうそう。ソレルには世話ぁなったが、本家カラーズ入り目指してる身としては目をつむって欲しいっつーか」

「俺等もついに金きん蘭らん会かぁ、へへっ」

　移い籍せき要よう請せいに呼ばれたのではなく、単なる立食パーティーに呼ばれただけだろ。つーかお前らなんかをカラーズ入れたら品格が落ちる。

「（おにぃ、顔がピキピキしてるよっ。抑えてね）」

「（あぁ。気を付ける）」

　眉み間けんに寄ったシワを揉もみながらゾロゾロと城館の中に入る。通路の途中にいたスケルトンはすでに倒されており、城主の部屋の手前で作戦会議となった。

「んじゃ作戦は……タコ殴りでいいんじゃネ」

「それな」

（どれだよっ）

　まぁ後衛もタンクもいないし、討とう伐ばつ対象である城主の情報もないため取れる作戦は限られてくる。ターゲットを絞しぼらせないよう囲みながら叩くというのも悪くないのかもしれない。

「とりあえず《簡易鑑定》で見てみる」

　市渡がドアの隙すき間まから《簡易鑑定》でレアスケルトンを調べてみて、問題ないようなら作戦〝タコ殴り〟でいくこととなった。問題あったらどうするんだと思ったが、五人もいるなら城主のレベルが９か10でも難なく倒せるはず。気に病やむことはなさそうだ。

　フロアボスのようなレベルが大おお幅はばに高いモンスターという可能性もゼロではないが、フロアボスが追加エリアで出たという記き憶おくはないし、出たとしてもここは７階なのでせいぜいがモンスターレベル12。逃げ切るだけなら十分可能のはず。

　鑑定結果が気になるのですぐにでも聞きたいのだが、隙間から中を覗いている市渡は固まったまま動かない。

《簡易鑑定》はモンスター相手に使うと微び量りようのヘイトを与あたえてしまうため、疑ぎ似じ的てきな挑ちよう発はつにも使えるスキルだ。使った瞬しゆん間かんモンスターによっては即そく交戦となるので、ちんたらしている暇ひまはないと思うが。

「おい、カズヤ……どうした？」

　反応がないのを不思議に思った間仲が問いかけると、市渡は激しく過呼吸し慌あわてだした。

「や、やべぇ逃げ――」

「グオォオォオオォオオオオッ！！！」

　城主の間の扉とびらが市渡諸もろ共ともはじけ飛び、中からただならぬ気配を放つスケルトンが出てきた。







第21章　計り知れない強さ







「グオォオォオオォオオオオッ！！！」

　城主の間にいるスケルトンを扉の隙間から《簡易鑑定》していた市いち渡わたりが扉とびら諸もろ共ともはじけ飛び、中からただならぬ気配を放つスケルトンが出てきた。

　何事かと瞬しゆん時じに《簡易鑑定》を行う。




〈名前〉　ヴォルゲムート　（ユニークボス）

〈種族〉　スケルトンノーブル　【シャドウウォーカー】

〈強さ〉　計り知れない強さ

〈所持スキル数〉　４




　ヴォルゲムート。ユニークボスか……って、おいおいおいおい！　強さが計り知れないということは最低でも俺のレベルより＋６以上、つまりレベル14以上ってことじゃないか！

　……それよりも、種族の後ろにあるジョブが【シャドウウォーカー】というのは非常に不ま味ずい。一部の強力なモンスターは冒険者と同じようにジョブに就ついている場合がある。そこは目を瞑つぶるとして、問題はそのジョブが上級ジョブだということ。上級ジョブは最低でもレベル20からしかなれず、それはモンスターでも同じ。

　つまり。コイツは最低でもレベル20以上という事実が発覚する――

「【シャドウウォーカー】ってなんだ!?」

「なんでこんなヤツが７階にいる！　やべーぞ！」

　ヴォルゲムートが低く唸うなるような咆ほう哮こうを上げると、黒くて重く、そして爛ただれたような《オーラ》が吹ふき上がる。眩暈めまいがするほどの凄すさまじい圧だ。

　最悪でもフロアボス程度の強さと想定していたが、そんなのが比ではないほどのヤバい奴だ。これはすぐにでも撤退しなければならない。

　吹き飛ばされた市渡の状況をちらりと目視する。鎌かま形がたの刀とう剣けん――ファルシオンだろうか――に貫つらぬかれ、口から赤黒い血を流しピクリとも動かない。即そく死しだ。

「華乃っ！　退散するぞっ」

「う……うん……キャアッ！」

　逃げようようとしたそのとき。なんと間仲が華乃の足を切りやがった。

「ワリぃな、アイツ相手じゃ逃げ切れないかもしれないからさ」

「全員がここで死ぬのはな。必要な犠ぎ牲せいだと思ってくれ。あばヨ」

　脱だつ兎とのごとく通路を駆け去る間仲と秋あき久ひさに、目の奥を赤黒く明めい滅めつさせながらこちらを振り向く金属製の重装備をしたスケルトン。

「おにぃ……逃げてっ！」

　足を切られ、じんわりと血を流す妹が懇こん願がんするように俺に言う。

　華乃よ……そんな顔をするな。長年ずっと一人だった俺に、家族という温かさを教えてくれたお前には感謝しているんだ。置いていくつもりなんて死んでもない。

　そしてブタオも安心しろ。お前の大事な妹は必ず守ってやる。お前は俺で、俺はお前なのだから。少しは俺を信じろ。

　こちらが逃げないと分かったのか、ゆっくりと歩いてくる……いや、あの歩みは絶対に逃がさないという自信の表れだろう。既すでに【シャドウウォーカー】の移動系スキル《シャドウステップ》が発動しており、足元に残像が揺ゆらめいている。

　俺も妹をかばうように前に出る。華乃の足を切りやがったアイツらは後できっちりブチ殺すとして……

「……おい、骨くず。その余よ裕ゆうじみた態度をすぐに圧へし折ってやるよ」
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　ダンエクではモンスターを倒たおすと経験値が手に入り、その経験値が一定量に達するとレベルが上がる〝レベル制システム〟を取っている。

　レベルが上がればステータスが上昇する。レベルを１上げたところでステータス上じよう昇しよう幅はばは１や２程度でしかなく、数値上は然さ程ほど強くなったようには思えない。が、ＨＰ、ＭＰ、ＳＴＲ、ＩＮＴ、反応速度、動体視力など、あらゆる方面でステータスが上昇するため、少しの上昇値だったとしても戦闘能力において大きなアドバンテージを得られる。

　プレイヤースキルを磨みがけば強くなるのは間ま違ちがいないが、それよりもレベルを上げたほうが強くなると言われるのはこのためだ。

　では、自分よりもレベルが高い相手と戦うにはどうすればいいのか。

　通常、レベルが１～３程度高い相手ならば、装備やスキルが同条件でも運や戦闘知識、プレイヤースキルがあれば十分勝てる範はん囲い内ないだ。ジョブ特性やスキルの初動を知っているか。攻こう撃げきモーションの隙すきを突つけるか。スキルチェインやフェイクスキルを使いこなしているか。これらができるなら勝率は大きく高まるだろう。

　レベル差が５もあるとステータス差も大きくなり、まともに攻撃を打ち合うのは難しくなる。刈かり谷やイベントでの刈谷と赤城君のレベル差も丁度このくらいだったのでかなり厳しい差というのが分かるだろう。それでも良装備を揃えていたり、プレイヤースキル次し第だいではまだ勝てる可能性はある。

　だがレベル差が10ともなれば絶望的とも言える戦闘能力の差がでてくる。

　ゲーム時代に装備やスキルを統一し、レベル差による戦闘能力の差がどれくらいあるか実験をしてみたクランがあった。そのとき自分よりレベル10上の相手と互ご角かくに戦うには、自分と同じ強さを十人揃えなければならないということが分かった。逆に言えばレベル10差とは、十人揃えないと勝てないくらいの能力差があるということだ。

　実際にはレベル10も上だと扱える装備やスキルにも差がでてくるため、戦闘能力の差はより大きくなる他ない。そんな相手と一対一で勝つことは至難の業であるが、できうる限りの準備とあらゆる手段を用いて対策すれば勝つ可能性がないわけではない。奇き跡せき的てきな低確率になるが。

　レベル20差ならどうか。

　上記の実験結果から百人揃えれば互角になるように思えるが、実際には何人揃えても勝つことはできなかった。百人いても、千人いてもレベル20上の相手には攻撃が全く通らず、反対に攻撃されれば一いち撃げきの下で複数人が蒸発するという一方的な戦いになってしまう。要約すれば、一人でレベル20上の相手に勝つ可能性は〝ゼロ〟ということになる。

　――以上のことを踏まえ、目の前の敵を倒すにはどうすればいいか。

　俺のレベルは８。未だ【ニュービー】のためジョブ特性※はなく、所持スキルも《大食漢》と《簡易鑑かん定てい》のみ。どちらも戦せん闘とう力りよくを上げるようなスキルではない。それどころか《大食漢》に至ってはＳＴＲ－30％、ＡＧＩ半減というデバフ効果まである。
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　対するヴォルゲムート。モンスターレベルは少なく見積もっても20以上。【シャドウウォーカー】のジョブ特性で移動速度と反応速度も上昇している。あのファルシオンと鎧よろいも何らかのバフが掛かっているのか、怪あやしい光を放っている。

　さらに、ヴォルゲムートは【シャドウウォーカー】のスキル《シャドウステップ》を発動させている。スキル効果は５分間、加速力とＡＧＩに＋50％ボーナス、残像効果で視し認にんされにくくなり回かい避ひ率も30％アップという神スキル。コイツが使えば１００ｍを楽々５秒切るくらいの速度は出るだろう。

　俺の装備といえば学校からレンタルしてきた何の付ふ与よもされていない鋼の手て斧おの。果たしてこれでダメージが通るのか。そも、こちらの攻撃がまともに当たるのか。

　逆にまともに攻撃を受けてしまえば魔狼の防具を着ているとはいえ、一撃の下に胴どう体たいを真っ二つにされかねない。相手の攻こう撃げき力りよくとこちらの防ぼう御ぎよ力りよくに差がありすぎる。

　背後には妹が足を切られ動けないでいる。すぐに止血処置と《小回復》をしたので大丈夫とは思うが、妹を抱かかえてゲートまで逃げきるのはまず無理だろう。

　ならば、腹を括くくって戦うしか道はない。

　こちらにも奥の手はある。それを使えばこの身もただでは済まないかもしれないが、何もしなければ俺も妹も死ぬだけだ。

　何かあったときのためにリュックに入れてあった［ＭＰ回復ポーション（小）］を３本取り出し、腰こしのポーチにセットする。

「グォォォ……」

　しかし、なんだか妙みような奴だ。

　俺が知っている大たい抵ていのスケルトンは獲え物ものを見つければ何も考えず速そつ攻こうしてくる奴らばかりだった。しかしコイツはすぐには襲おそってこず、ゆっくりとこちらに歩み、10ｍほど手前で足を止めてこちらを見定めている。いや、品定めしているのか。

　骨の上に薄っぺらい乾かわいた皮が張り付いているだけなのに笑っているのがよく分かる。そこらあたりもユニークボスたる所以ゆえんなのか。知性と――嗜し虐ぎやく性が垣かい間ま見みえる。

　四方へ振ふりまく醜しゆう悪あくな《オーラ》もここに来るまでのモンスターとは別格。ビリビリと内臓を掴づかみ締め上げるような圧あつ迫ぱくを与えてくる。こいつに比べればオークロードすら赤子のようだ。

「逃げて。無理よ……おにぃ……」

　愛うい奴だ。自分の怪け我がのせいで俺を巻き込こんでいると感じるのは心苦しかろう。だが心配するな。

「準備時間をくれるってのなら素す直なおに頂くぜぇ」




〝元プレイヤーにだけ与えられたチート〟ってやつを見せてやろうじゃないか。







第22章　いつかの願い







　俺はこの世界においてチートと呼べるものをいくつか知っている。

　まずゲーム知識だ。

　ダンエクを一通りプレイしているなら、ダンジョン情報やアイテム、武器、スキル、学校や生徒達の情報もある程度知ることができる。それどころかこれから起こりうるイベントという名の〝未来〟すら知っているのだ。ゲーム知識はこの世界において最大級のチートとも言えるだろう。

　それだけではない。こちらにくる直前のゲームキャラのスキルを使うことができるチートもあることが分かっている。いつぞやの実験で【ウェポンマスター】のスキル《真空裂衝しよう撃げき》が使えたことが何よりの証しよう拠こだ。

　実は俺は、あれからスキルの実験を何度も行っていた。最初は【ウェポンマスター】のスキルだけを使えるのかと思っていたが、そうではなく〝ゲーム時代に使っていたキャラのスキル〟が使えるということが実験結果で分かった。

　使っていたキャラのジョブは最上級ジョブである【ウェポンマスター】だったが、スキル枠には【ウェポンマスター】以外で覚える優ゆう秀しゆうなスキルをいくつも覚えていて、それらも使用可能だったのだ。

　現状は【ニュービー】でスキル欄らんにも二つしかないにもかかわらず、ゲーム時代に使っていた強力なスキルが数多あまたく使えるわけだが……当然、制約もある。

　例えばＳＴＲが低すぎて最弱のスライムですら殺せなかった《真空裂衝撃》のようなパターンだ。今の俺のような低いレベルのステータス、もしくは弱い武器では使い物にならないスキルがあり、特に攻撃スキルはこのパターンが多い。

　他には覚えてしまえば常時発動するパッシブスキルと呼ばれるスキルがあるが、これも制約だらけで使うことができないものばかりだ。

　覚えていたパッシブスキルには、動体視力が常時極限まで上がる《観の目》というスキルや、ものの本質、相手の強さ、一部所持スキルが分かる《裁審者の目》というスキルがあった。これらは今現在のスキル欄にないため常時発動せず、またマニュアルでの発動法もない――少なくともゲーム時代に聞いたことはない――ため、使うことはできない。

　だが、今のステータスでも有効なスキルもある。

「それじゃあ、いくぜ……」

　複雑な魔ま法ほう陣じんを両手を使って素す早ばやく描えがき切り、スキルのマニュアル発動を試みる。最初は純白の色だった魔法陣はすぐに赤黒く変色し、ドクンッ、ドクンッと鼓こ動どうし始める。

「冥府の悪王よ……俺に力を貸しやがれ！　《サタナキアの幹かん細さい胞ぼう》!!」

　最上級ジョブ【魔ま王おう】で覚えるスキル《サタナキアの幹細胞》を発動。最大ＭＰの99％と引き換かえに一定時間、強烈なＨＰリジェネ※効果をもたらす、いわゆる〝再生〟スキルだ。

[image: ]

　リジェネとはいえ、最上級ジョブのスキルだけあって、腕うでを切り落とされたくらいなら１分も経たたず生えてくるほどの凄まじい回復量を誇ほこるが、即死の場合は回復しない。ＭＰ消費と被ひダメージの兼かね合いからタンクには必ひつ須すのスキルと言われている。

　スキルが発動すると最初に体中の皮ひ膚ふに焼けるような痛みが走り、次に脳内の何かが作つくり替かえられていく感覚に陥おちいる。

　すぐに持っていた［ＭＰ回復ポーション（小）］を１本飲み干し、新たな魔法陣を描く準備をする。

「まだまだいくぜ……闇やみを駆ける疾しつ風ぷうとなれ！　《シャドウステップ》!!」

　闇色の幾き何か学がく模様でできた魔法陣が発動と同時に付近の光を吸収し、周囲もいくらか薄うす暗ぐらくなっていく。俺の足元にも残像が揺らめき始めた。

《シャドウステップ》はヴォルゲムートが使っているスキルと同じもの。上級ジョブのスキルとはいえＡＧＩと移動力アップに加え、回避率も大きく上がるため廃はいプレイヤーも好んで使っていた。もちろん俺も対人戦用に覚えていた。ＡＧＩについては％上じよう昇しようなので元のステータスが低い俺では上昇ボーナスも低くなってしまうが、そこは目を瞑るしかない。

　そしてもう一つ。これはリスクがデカそうなため実験すらしたことがないが……出だし惜しみはしない。［ＭＰ回復ポーション（小）］をもう１本飲み干す。

　複雑な幾何学模様が幾いく重えにも重なり、複数の武器がごちゃ混ぜになったような魔法陣を高速で描く。

「覇は王おうの……冥王だか何だか知らねぇが、俺に力を貸せやっ！　《オーバードライブ》！！！」

　最上級ジョブ【ウェポンマスター】が覚えるエクストラスキル。スキル効果は、５分間あらゆる近接武器や体術の攻撃力、命中力が上昇し、熟練度、反応速度、動体視力が大おお幅はば上じよう昇しようする神スキル。【ウェポンマスター】の肝きもとも言えるバフスキルだ。これはステータス％上昇ボーナスだけでなく、加算式でもボーナスが貰もらえるので元のステータスが低い俺でも恩おん恵けいはデカい。

　発動した瞬間に複数個か所しよの骨肉が軋きしみ切断され、同時に《サタナキアの幹細胞》の効果により修復されていく。斬きられ捩ねじられるような痛みに気が狂くるいそうになりながらも目の前の敵を睨にらみ、耐たえる。額の所々から血が滲にじみ、目前の視界も赤い靄もやが掛かかったようになる。
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（ぐぁっ……はぁぁ……思ったよりヤバいな……）

　身体全体からエネルギーが急速に絞り取られていく。《サタナキアの幹細胞》や《シャドウステップ》は別個で試ためしたことはあるが、それらと比べても《オーバードライブ》の負ふ荷かは想像以上にデカい。リジェネが掛かっていなかったらこのレベルの体では発動した瞬間に血を噴ふき出して死にかねない。

（まだ戦ってすらいないのにすでに死に体とは笑えるぜ……）

　俺おれの姿を見た妹は開いた口がふさがらないような、そして悲しそうに顔を歪ゆがめている。

「お、おにぃ。そのスキルは、大丈夫なの……？」

「……はぁ……心配するな。お兄ちゃんの勇姿をとくと見ておけ」

　細かい血管から多少出血はしたようだが、最強クラスのバフを重ね掛けしたことにより元の何倍もの〝暴力〟を手に入れることはできた。後こう遺い症しようが残るかもしれないがそれが何だ。目の前のコイツを倒さなければその先がないのなら、迷うことなんて何もない。

　武器を振るって状態を確かめると、強く握にぎりすぎた手斧のグリップが少し変形していた。握り具合を加減しないと壊こわしてしまいそうだ。

　そして一歩を踏み出す。石いし畳だたみがひび割れ、一部は粉々になりはじけ飛ぶ。

　ヴォルゲムートはアンデッドのくせに驚いたように距きよ離りを取ろうとする。俺のスキルに警けい戒かいしているようだ。コイツ本当にアンデッドか？

「おいおい、俺がここまで準備してやったんだ。楽しくやろうぜぇ？」

「グォ……ォ……ォォォオオォオオ!!」




　間を置き、睨み合うこと数秒。

　互たがいに一歩を踏み出し、そこから《シャドウステップ》により間合いが刹せつ那なに潰つぶれる。

　雄お叫たけびを上げながらヴォルゲムートのファルシオンと俺の手斧がぶつかり、溢あふれ出るような運動エネルギーが音へと変へん換かんされる。通常、運動エネルギーはぶつけた質量と速度の二乗に比例するが、マジックフィールド内では魔ま力りよくと《オーラ》の力も加わっているため、見た目以上の力が込められている。

（武器を合わせてみて分かった。力は負けていない。だが……）

　たった一発、武器を合わせただけなのに四し肢しに受けた衝撃は未いまだかつてなく、例えるなら時速１００㎞以上の速度が出ている重い鉄球を全力で撃うち返したかのように響ひびく。《サタナキアの幹細胞》によりダメージを受けた骨や筋組織は高速再生されるとはいえ精神を削けずられる。それにこのバフスキルは長く持たず、そうなれば俺の体も自じ壊かいするだろう。

　一気に決着をつけるしかない。

「んぬぉおおおオラアアァァ！！！」

「グオォオオオォオオ!!」

　超ちよう至し近きん距きよ離りの乱打の応おう酬しゆうだ。

　互いの武器が互いを食いちぎろうと暴風を生み出しながら振るわれ、ぶつかり合い、耳を覆おおいたくなるような金属音が響き渡わたる。攻撃の全すべてが無む慈じ悲ひな死に直結する致ち死しの一撃。余りに過か剰じようなまでの力比べは人間の持つ限界を遥はるかに超こえている。

　掠かするだけで皮膚が抉えぐれ、受け止めるたびに俺のＨＰが削れ、高速再生を繰くり返し、周囲が崩くずれ……持っている鋼の手斧も徐じよ々じよに変形していく。

　武器の寿じゆ命みようが思ったより早い。これだけの力を受け続ければ単なる鋼ごときでは耐えられないか。

「華か乃の！　ダガーを投げてくれ！」

「おにぃ！　受け止めて！」

　武器が壊れるのを予測していたのか、妹はすぐさま２本のダガーをを滑すべらせて投なげ込む。だが受け取ろうとした隙を逃のがすはずもなくヴォルゲムートがスキルを発動する。

「《スライスエッジ》」

　短たん剣けん、片手剣でのみ発動可能な剣技《スライスエッジ》。振り下ろされた斬撃が突とつ如じよＬ字に曲がる軌き道どうを描く。が、その軌道は必ず右に折れるため、ゲーム時代に何度も見てきた俺にとって避さけるのは容易たやすい。

　半身をひねり剣の軌道から体を外して躱かわし、投げ渡されたダガーを拾いながら距離を開ける。

　最後の［ＭＰ回復ポーション（小）］を飲み干す。これでもうＭＰ回復手段はなくなった。

　戦いが始まってまだ十数秒ほどだが、すでに足場となった通路の床ゆかは《シャドウステップ》による高速移動でズタズタに破は壊かいされ、壁かべに深い斬撃の跡あとがいくつも残されている。

　目の前がさらに赤く染まる。

　これはどうやら強化によって耐えきれなくなった毛細血管が破は裂れつし、滴したたり落ちた血が膨ぼう大だいな《オーラ》により吹き上がり空中分解したもののようだ。

　同時に、体からだ中じゆうから無理やりエネルギーを引っ張り出されているのが感じ取れる。このまま続ければ干ひからびて死にかねない。命を削って力を得るとはまさにこの状じよう況きようのこと。

　対して。死を体現したようなドス黒い《オーラ》をまき散らし、俺と妹の命そのものを簒さん奪だつしにきた目の前の〝化け物〟を観察する。




　――そういえば。こんな戦いがしたいと日々願っていたんだっけか。




　別に元いた世界が悪かったというわけではない。まだ拙つたなかったが仕事にやりがいを感じていた。初めての部下もできてやる気だってあった。

　それでも、いつかこんな身を焦こがすような世界で、凶きよう悪あくな化け物共と命がけの戦いをしたいと夢見ていた。

（それが今、叶かなっているじゃないか）

　この絶望的な状況の中、思わず口くちの端はしを吊つり上げてしまう。俺はとっくにダンジョンエクスプローラークロニクルというゲームの狂きよう熱ねつに罹り患かんしていたようだ――




　だがこんな時間も長くは続くまい。生きるか死ぬか、この先の数分が分かれ道になる。

　俺の血でできた赤黒い《オーラ》が吹き上がる。ヴォルゲムートも呼応するかのように漆しつ黒こくの《オーラ》を放ちながら互いにゆっくりと間を詰つめる。




　さぁ。決着を付けようじゃねぇか。







第23章　おどろおどろしい勇者







　骨だけのはずの腕から振り下ろされる、特異の力が乗った斬撃を紙かみ一ひと重えで躱し、すれ違ちがいざまに回転しながら加速し渾こん身しんの力を乗せて刃やいばを叩たたき込む。それに対しヴォルゲムートは明らかに関節の可動域を無視した動きで上体をずらして回避すると、死角からカウンターを仕し掛かけてくる。

　目の前で轟ごう音おんを立て、大岩を砕くだこうかというような攻撃を何度も躱し、持てる全てを振り絞って致死を狙ねらう。腕を振るうたびに血が流れ蒸発し、骨と臓ぞう腑ふが軋みを上げる。すでに全身の筋組織は断だん裂れつと再生を繰り返し、歪いびつに再結合している。

　レベル８でしかないこの体にバフで無理やり身体能力を底上げし、踏ふみ込みだけで石材の床がひび割われるほどのスピードと、振った斧おのが壁に当たれば砕け散るほどのパワーを出せば無理が出てくるのも当然だ。肉体の強度が強化スキルに全く追いついていない。

　それも全てはコイツと戦い、生き残るための対価。だが、このままではじり貧になるのは確実。

　今は拮きつ抗こうしているように見えてもあちらはアンデッドのため疲ひ労ろうはなく、逆にこちらは息が上がり無む茶ちやな強化ですでにズタボロ。その上、バフスキルのタイムリミットも迫せまっている。

　しかも……ヴォルゲムートは想像以上に戦い慣れしているようだ。

　バフのおかげでスピードとパワーは互角まで持っていけたが、俺のフェイントを織り交ぜた斬撃軌道をほぼ全て読みきり、さらには《シャドウステップ》の高速移動を活いかして死角からカウンター攻撃を狙ってくる始末。短時間で倒すには困難を極きわめる。

　――ならば。体への負担はデカくなるがカードをもう１枚切ろう。

　今の間合いから半歩引いての乱打戦へ移行。この間合いではダガーよりリーチの長いファルシオンのほうが有利になるが、回避重視の立ち回りに徹てつ底ていする。

　両手でなければ受けきれない強い攻撃に注意しながら、左手で魔法陣を先行入力し、死角に逃にげつつ再び乱打戦へ。ゲームのときは魔法陣の入力判定が途と切ぎれても１秒以内なら継けい続ぞくできる判定だったが、こちらの世界でも同様なのは確かく認にん済みだ。

　魔力の流れが少しずつ魔法陣の形になり始めるとさすがに気づいたか、ヴォルゲムートが俺のスキル入力完成を阻そ止しすべく片手剣けんスキル《サベージストライプ》を発動してくる。

　発動直前に重心を低くして武器を突如水平に構え、横に凪なぐモーションを取る。武器の間合いさえ分かっていれば《サベージストライプ》の軌道と攻こう撃げき範はん囲いを読むことは可能。そも、ジョブが【シャドウウォーカー】でスキル所持数が四つなら、このスキルを持っていることも予測済み。

（此方人等こちとらそのスキル何千回も見てきてんだよ！）

　ファルシオンの剣けん先さきはスキル補正により音速を超え、目視は不可能となるが軌道は分かっている。間合いを再び詰めてスキルの発動直後を両手で受ける。火花が散るがそこで潰すことに成功。《サベージストライプ》を躱すには「飛ぶ」か「しゃがむ」が定石だが、現状の能力ではどちらも不利になり兼ねないので受けにまわった。

　なおも続く斬撃の暴風の中、目まぐるしく立ち位置を入れ替わりながらも魔法陣を少しずつ描ききり完成と共に淡あわい緑色に光ひかり輝かがやく。

「いくぜぇ！　……暴あばれ狂う暴風となれ《エアリアル》!!」

　上級ジョブ【ソードダンサー】のスキル《エアリアル》。空中の、思うところに足場を作るだけの魔ま法ほうだが、これがあればあらゆる場所で立体的な戦い方を取れるようになり戦術そのものを大幅に変えることができる。ただ単位時間当たりのＭＰ使用量が激しく、今の俺のＭＰ量では持って30秒が限界だろう。

　平面的な乱打戦から上下左右前後シフトする立体戦術へ。ダンエクの対人戦において《エアリアル》を使った近接戦せん闘とうは俺の十八番おはこだ。フェイントを織り交ぜ、全方位から荒あら々あらしくダガーで叩き斬る。

　視点が目まぐるしく変わるため、どこが上なのか下なのか分からなくなり通常なら混乱してしまうだろうが、足場が自在のためそこは問題ではない。重要なのは狙いを常に見定め死角を取り続け、いかに翻ほん弄ろうするかだ。

　しかし空中でベクトルを切り返すこの戦い方は足に異常な負荷が掛かかってしまう。ＭＰの枯こ渇かつ以前に足がもげそうだ。

（ぐぉ……きつい……が、ついに攻撃が当たったぞ！）

　背後から一いち撃げき与あたえたのを皮切りに、次々に攻撃を喰くらいよろめくヴォルゲムート。金属が擦こすれぶつかり合う不協和音が鳴り響き火花があちこちに飛び散る。防具で守られた骨の部分ですら鉄に近い強度を誇るため、鋼でできたダガーも徐々に変形していく。

（一気に終わらせてやる!!）

　力を振り絞り乱打しながらも斬撃は一定の描びよう線せんとなり、一つ一つマニュアルでモーションをなぞり紡つむいでいく。すでに元がダガーなのか何なのか分からない歪な鉄の塊かたまりとなっているが構わない。

「おにぃ……勝ってぇぇ!!」

「これで終しまいだぁあああああ！　《アガレスブレード》！！！」

　俺の叫さけびに応こたえるように奴やつも全身の《オーラ》を爆ばく発はつさせながら、一つのスキル名を口にする――

「……《エア・ブレイク》」

　極大のエネルギーを乗せた技と技が、空気を震ふるわせてぶつかり合った。
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　――　成海華乃視点　――




　私は小さな頃ころからおにぃに守られてばっかだった。

　学校で急に倒れたときも、近所の男の子にいじめられたときも、山で遭そう難なんしたときも。

　守られてばかりの存在では前へ進むおにぃと一いつ緒しよにいられなくなる。今のままの私では何もできなくなる。

　だから強くなろうと努力した。いつか強くなっておにぃと一緒に歩くことができる強い存在になりたかった。

　食べ物の好き嫌きらいを直して牛乳いっぱい飲んで勉強も頑がん張ばるようにした。

　そんな中。おにぃは冒ぼう険けん者しや学校を受験すると言い出した。恐おそらく〝あの女〟の影えい響きようだろう。

　何でも冒険者学校というのは偏へん差さ値ちがべらぼうに高く、受験倍率も優に百倍を超え、有名冒険者を多数輩はい出しゆつしている超ちよう難なん関かん校だとか。なのに見事に合格した……してしまった。誇らしくお祝いをしたい気持ちと、どこか遠くにいってしまったという焦あせりが綯ない交ぜになった。

　それなら。私も冒険者学校を受ける。絶対合格して追いかけてみせる。

　その日から自身を追い込んでの猛もう勉べん強きようと猛もう特とつ訓くんを始めた。ダンジョンやカラーズっていうトップクランについてもたくさん調べ勉強した。武術スクールにも通うことにした。

　調べるほどに、勉強するほどに、パパから聞いていた冒険者という概がい念ねんが果てしなく広がる。私の今までの世界観がいかに小さかったのかが分かった。

　私は冒険者にますます憧あこがれ、勉強とトレーニングに打ち込んだ。

　おにぃは冒険者学校に入学早々にダンジョンに行くらしい。ダメ元で連れて行ってと言ったらまさかのＯＫ。

　楽しみ！　たくさん食べてランニングも増やし、体もすっかり強くなった……と思う。足手まといにはならないはず。

　そして初めてのダンジョン。

　怖こわくて危ないところと聞いていたが拍ひよう子し抜ぬけするほど楽だった。パワーレベリングというのであっという間にレベル７に。レベルが上がると有名冒険者のように驚おどろくほどの力が湧わき上がってきた。これならおにぃより強くなれるかも……なんて。

　家にいるときも学校に行ってるときもダンジョンのことばかり考えてしまう。新しい防具も買ってもらえたし、ダンジョンダイブが待ちきれない！　次はゴーレム狩がりだ！

　でも突とつ然ぜん、絶望をまき散らす魔王が現れた。

　見ただけで心臓を鷲わし掴づかみされ握りつぶされるような圧迫感を放つ、恐きよう怖ふが形となった〝敵〟。吹き上がる真っ黒の《オーラ》がまるで魔王。これには絶対に勝てないと感覚的に理解させられる。

　初めて死を覚かく悟ごした。

　でも死ぬより恐ろしいのは、私のせいでおにぃまでも死んでしまうこと。

　足を斬られなければ。その前にあの三人と組もうなんて言わなければ。津つ波なみのように後こう悔かいが押おし寄せる。

　怖かったけど、声が震えてしまったけど、〝逃げて〟とちゃんと言えた。

　でもこれで私は死ぬんだなと。……生きるのを諦あきらめることがとても、とても悲しかった。そう、思っていたのに――




　今見ているものは何なのか。




　おにぃが不思議な魔法を唱えると、突如〝おどろおどろしい勇者〟になった。

　身体全体が収縮しつつも、筋肉と血管が膨ぼう張ちようし浮うき出ている。そして血を流し赤黒い《オーラ》を纏まとう姿から、明らかに無理な力を身に宿しているのが分かってしまう。あんな魔法はどんな映像や本でも見たことがない。

　心配するなというけれど、どう見ても大だい丈じよう夫ぶなように見えない。

　数秒ほど睨み合った後、すぐに戦闘は始まった。

　血と闇の暴風が縦じゆう横おう無む尽じんに入り乱れ、お城の通路一帯が壊され瓦が礫れきとなっていく。

　あの敵は今までのモンスターと次元が違う強さなのは間違いない。テレビで見た〝究極の化け物〟リッチとどちらが強いのか、というくらいの異質な存在。

　それに対応して戦っているおにぃも異次元。

　目まぐるしく立ち位置を入れ替える高度な超ちよう近きん接せつ戦せん闘とう。あまりにも動きが速く、全てを目で追うのは難しい。それでもただ単に斬り合っているのではなく、視線や体の傾かたむき、間合いの詰め方かたや離はなし方、武器の動きに無数の虚きよ実じつを織り交ぜて戦っているのが何となく分かる。

　私も強くなるために武術スクールに通い基き礎そを学んだ。そしてたくさんのテレビや本を見て、最前線の冒険者が使っている魔法や戦闘技術を収集して研究し、勉強していたけど……目の前で行われている、互いの消しよう滅めつを懸かけて貪むさぼり合う獰どう猛もうさと、合理的かつ理知的な近接戦闘技術が綯ない交まぜになった超ちようハイレベルの戦いには驚きを隠かくせない。こんなのトップクランの映像でも見たことがない。今まで私が思おもい描いていた最高の戦闘シーンをあらゆる意味で幾重にも凌りよう駕がしている戦いが行われていた。

　戦闘が開始されてから未だ１分経つかどうかなのに、すでに通路や天てん井じようにはいくつもの大穴が空いている。粉ふん塵じんが飛び散っていて視界が悪く、不安定な足場の中でも動き回り、地じ響ひびきを響かせながら戦闘を続けている。

　連撃の最中に空間を切り裂さくようなとてつもない威い力りよくを秘ひめたウェポンスキルが飛び交かう。ジリジリとおにぃが押されかけたと思った途と端たん、新たな魔法で加速し、爆ばく発はつ的てきな音を立ててゴム鞠まりのように上下左右に飛び回る。

　ようやく初めての一撃が重い金属音と共に入ると、次々にクリーンヒットが成功する。さらに追い打ちで何らかのスキルを発動するのだろうか、おにぃは一度空中を蹴けって上昇した後に反転し、独特な構えから血の《オーラ》を爆発させ敵目め掛がけて下降する。

　敵は火花を散らし被ひ弾だんしながらも、漆黒の《オーラ》を増ぞう幅ふくさせ上空を睨む。おにぃの攻撃にウェポンスキルを合わせてようとしている!?

「おにぃ！　勝ってぇぇ!!」

　これで決着がつく。思わず声が出てしまう。

「これで終いだぁあああああ！　《アガレスブレード》！！！」

「《エア・ブレイク》」

　二つのスキルがぶつかり閃せん光こうと轟音が走る。蒸発現象と爆ばく風ふうで舞まい上がった土つち煙けむりにより、どうなったのか良く見えない……

　徐々に光が収まると……元は石造りの床だった地面が縦に抉れて深い溝みぞができている。あれはおにぃが放ったウェポンスキルの斬撃軌道だ。

　抉れた地面の奥おく底そこを見ると、バラバラに砕けた敵が丁度魔石となっているところだった。見たことのないような大きさの綺き麗れいな魔石だ。

　おにぃはどこかと探そうとすると、突とつ然ぜん酷ひどい眩暈めまいに襲われ胸が苦しくなる。

「ぐっ……うぁ……私……何にもしてないのにレベルアップするんだ」

　感覚からしてレベル上昇幅は１や２程度ではない。５階でのパワーレベリングで一気にレベルが上がったときよりも遥かに強いレベルアップ酔よいと全能感を感じた。ついでに《スキル枠わく＋３》も手に入った。

　おにぃはというとぷっくりとしたお餅もちのような体つきではなく〝変わり果てた姿〟になって座すわり込んでいた。どうしてそんなになってしまったのだろうか。

　右みぎ腕うでは上じよう腕わんから先がなくなっていたものの回復スキルが発動しているようで、シューシューと音を立てながらゆっくりと骨が伸のび、その周りに筋組織が紡がれていく。

　このスキルは一体何だろう。私の知っているスキルはこんな異常な回復の仕方はしないはずだけど。

　おにぃも大きくレベルアップしたのか、再生スキルの働きも一段と増している。

「……おにぃ、大丈夫？」

「はぁっはぁ……大丈夫だ。……はぁ……ちと足がヤバいが……一度帰るよりは、10階に行ったほうがいいかもな……はぁ……ＭＰ切れたからちょい……」

　そう言いながらゆっくりと体を倒たおして仰あお向むけになり、目を瞑つぶって呼吸を整えている。いっぱい聞きたいことがあるけど、今はそっとしておいたほうがいいみたい。

「……ありがと……おにぃ」

　私はそう呟いて、おにぃの横顔をもう一度見つめた。

　今はきっと私だけが知る、まがまがしくも凛り々りしい影の英雄の姿を。
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あとがき







　はじめまして、鳴沢明人です。この本を手に取っていただきありがとうございます。

　本作ではゲーム世界の悪役キャラ、成海颯太として転生してしまった男の物語を描いています。舞台は学校とダンジョン。悪役キャラであるがゆえにゲームのメインストーリーや世界に振り回されがち。それでも自由に生きていくために、ときには命をかけて奮闘する成海颯太の葛藤と冒険を楽しんでいただけたら幸いです。




　さて、私がｗｅｂにて本作を投稿してから１年と少し。最初はとにかく執筆を楽しみたい、あわよくば読者の皆様に楽しんでもらってその声を聞いてみたいと思い投稿を開始しましたが、当時は書籍化するとは思いもしていませんでした。

　それから予想以上の多くの方にブックマークをいただいて驚き、ＨＪノベルス様に書籍化のお声をかけていただいてまたビックリ。そうしてこの物語が一冊の本となりました。

　感謝と嬉しさと不思議な気持ちでいっぱいです。




　ですのでこの場をお借りし謝辞を贈らせてください。

　無名だった私に多くの評価と応援の声を届けてくださった読者の皆様方に。大幅な文字数の超過と矛盾点や問題点を見事に解決し、書籍化経験がなかった私を刊行まで導いてくださった担当編集者Ｔ様に。多くの無茶ぶりなお願いを快く引き受け、緻密で素敵なイラストで叶えてくださったＫｅＧ先生に。分かりやすく丁寧な校正、また洗練されたかっこいいカバーデザインに仕上げてくださった校閲者様・デザイナー様、さらには印刷所の皆様方に。本当に多くの方々のお力で皆様のお手元に本として届けることができました。心よりお礼申し上げます。

　そして最後にもう一つご報告が……本作、現在コミカライズ企画が進行中です！　詳細については、また改めてご報告させていただきますので、乞うご期待！

　ちなみに、最速なら本年冬にはお届けできるはずの第二巻では、本作の世界観をさらに掘り下げていくお話となる予定です。成海颯太の冒険はまだまだ終わらない！　また皆様とお会いできることを楽しみにしています。

二〇二二年八月　鳴沢明人







電子書籍版特典ショートストーリー『妹とスライムリングとフリーマーケット』







「おにぃー！　はやくぅー！」

　玄関で早くしろと声を上げる妹。今日は冒険者ギルド前にある広場でフリーマーケットが開催されるのだ。本来はギルド前広場で物を売るのにも許可が必要なのだが、今日だけは誰でも参加ＯＫ。各自が自由に冒険者グッズや不用品などを持ち寄って店を開くことができる。そこへ掘り出し物がないか妹の華乃と一緒に見に行くというわけだ。

　軋きしむ階段を下りて玄関前に行ってみれば、水色のブラウスに白いショートパンツという動きやすそうな服装をした妹が、大きめのリュックを振り回して足をドシドシと踏み鳴らしていた。

「早く行かないと良いものが売れちゃうよー」

　最近は一緒にダンジョンへ入るようになり、冒険者用の武具が凄く気になっているようだ。冒険者情報雑誌などを買って調べている姿を見かける。試しにどんなものが欲しいのか聞いてみれば性能なんてものはどうでもいいらしく、ただただ可愛い防具が着てみたいというだけであったが。

「欲しいと思う物があっても、ちゃんと実用的なものを買うんだぞ」

「大丈夫だよー、おにぃは心配性だなー」

　本当に分かっているのか確認しようとするも、早く行くぞと背中を押してくる。ごまかされた気がするが……まぁ、とりあえず行ってみるか。




*・・*・・*・・*・・*・・*




　開催時刻である１０時を少し過ぎた頃に到着し、見渡してみる。広場にはすでに多くの人が行き交っており、商品を見定めようと真剣な表情で談義する人が目立つ。

　冒険者用のグッズ以外にも、食べ物を売っている出店や、中古電化製品、古本などの不用品を出している店もあり、見て回れば色々と楽しめそうだ。

「どこからいくか」

「ぐるりと回ろうよ」

　片っ端から全て見ていく気満々な妹。フリーマーケットのエリアはそこまで広いわけでもないし、ゆっくり見て行けばいいか。




　露店には様々なアイテムが並べられている。お金を入れておくと稀に増えるという怪しげな壺。ダンジョン内で稀に切れ味が良くなるバフがかかるナイフ。

飲めばＨＰを回復するかもしれないポーション。どれもマジックアイテムだというが怪しすぎる。

　良い武具やマジックアイテムを探しに来た人は肩透かしを食らうかもしれないが、冷やかしで見る分には結構面白い。

　そんな怪しい商品を見ながらしばらく歩いていくと――

「あっちに質屋があるよー。査定無料。高価買い取りだってー」

　フリーマーケットイベントで質屋を開くとは。でも売るものなど持ってきていないので行く意味はない――と思っていたのだけど、華乃は前にあげたスライムリングを持ってきていたらしく、いくらで売れるののか試しに査定してもらいたいという。

「これってマジックアイテムでしょ？　おにぃも相場が分からないって」

「ＶＩＴが２つ上がるだけだし、ドロップもしやすいから希少性はないけどな」

　スライムリングを落とすのはダンジョン１階にでる合体スライム。手に入れようと思えばすぐにでも取りに行けるものなのに、冒険者ギルドに買い取り表にはなく相場も不明。いまだに何故載っていないのかは分かっていない。

「でもー、もし高値で売れたら１つ売ってもいい？」

「いいぞ。俺にも分け前くれるならな」

　査定無料だというし、一体いくらの値がつくのか興味はある。すでに何人か並んでいたので早速俺達も並ぶことにした。




　そして待つこと１０分少々。

「はい、次のお客さんどうぞー」

　段ボールで区切られた空間に暖簾のれんをくぐって入ってみると、中央には対面式の机とパイプ椅子が置かれていた。奥に座っているのはチョビ髭で痩せた中年のおじさん。机の上には水晶玉が置かれており、それだけ見れば占い師のようにも見える。

「ご用件は査定でしょうか、それとも買い取りでしょうか？」

「これでーっす！　この指輪の査定お願いしまーっす！」

　妹が転がるように椅子に座り、ポケットからハンカチに包まれた赤銅色の指輪を取り出して手渡す。何の装飾も施されていない銅がむき出しの作りなので安物に見えたのだろう、おじさんは一瞬だけ不服そうな顔をするものの、すぐに笑顔で取り繕う。

「マジックアイテムなんです。ほら、指に嵌はめるとサイズが変わるでしょっ？」

「マジックアイテム……ふむ、確かにそのようですな。それなら買い取り表は見ご覧になりましたか？」

「何でか載ってないみたいなの。いくらで買い取ってもらえるのか見てほしくて」

　小さく「載っていない？」と独り言ちながら、机の上の水晶越しにリングを見るおじさん。あの水晶は鑑定の魔導具だろうか。ここはすでにマジックフィールドのようなので魔導具も発動する領域なのだ。

　仄ほのかに発光した水晶を数秒ほど眺めた後。

「大した能力ではないようですし、値段が付きませんなァ。ですが、せっかく来ていただいたのですから３００円で買い取らさせていただきましょう」

「３００円……？」

　こてりと首を傾げる我が妹。俺としても３００円というのは期待外れの値段だといえる。

　ダンエクのときは合体スライムが大量に狩られまくっていた。そのためスライムリングは市場に溢れており、値段も二束三文になるというのは納得できる。だがこちらの世界ではどこを見渡してもスライムリングの情報は見当たらない。たとえ効果がＶＩＴ＋２であったとしても、買い取り価格が３００円なんてありえるだろうか。

「どこに行ってもこの指輪に大した値段なんてつきませんよ？　３００円でもかなり良心的だと思いますけどね」

　自信満々に「普通の質屋でも１０円程度にしかならない。出血大サービスだ」と仰るおじさん。別に取ろうと思えばいくらでも取れる指輪なので買い取り３００円でも痛くはないが……華乃に目を向ければ、何やら顎に手を当てて考え込んでいる。

「おじさんって……冒険者ギルド鑑定協会の資格を持っているんだよねぇ？」

「え？　あぁ。そうですけど」

「ママから聞いたんだけど、ギルドの買い取り表にないマジックアイテムは、持っていけば報奨金が出るんだよね？」

　冒険者ギルドでは様々なダンジョン情報を収集している。初めて発見されるマジックアイテムやスキルの性能を報告すれば報奨金を出すというシステムを取っているのだ。実際にいくら貰えるかは情報の希少性次第だが、お袋の話によれば最低でも数万円はでるとのこと。お袋は冒険者ギルドにバイトとして勤めているので、そういった話に詳しいのだ。

「そ・れ・を～３００円っていうのは、どうなのかなぁ？」

「それは……」

　先日買ってあげた腕端末を指差し「全て録音しているので知らぬ存ぜぬは通用しない」と悪どい顔で迫る我が妹。あらかじめ録音していたとは、この流れを読んでいたとでもいうのか。だがおじさんの目が泳いでいるところを見ると、何も知らなそうな俺達を騙して安く買い叩こうとしてたのは間違いなさそうだ。

「５万円で買い取り……」

「おじさんっ！」

　妹が突然バンッと机を叩きながらおじさんの言葉を遮さえぎり、勢いよく身を乗り出した。

「もし、そんなことが鑑定協会に知られれば、教会資格を失っちゃうと思うんだけど……それでいいのかなぁ？」

　鑑定協会の鑑定士が客を騙し不当に安く買い叩いたりすれば、当然ペナルティーを受けることになる。下手をすれば追放されてしまうだろう。そう、優しく訴えかけるように微笑む妹。何だか妙な迫力を感じるぞ。

「ぐぅ……ご、５０万円でどうにか……」

「うーん、うーーん……まぁ、いっかぁ」

　５０万円だとぉ！？　スライムリングごときが――半ば脅迫めいてはいたものの――そんな高値で売れるとは。いつもは何も考えてなさそうなふわふわした感じだというのに、録音してたことといい、意外と抜け目がない。そんな妹に恐れをなしつつも目の前に置かれた札束に高揚してしまう。そっと手を伸ばそうとすると――

「これで、たーくさんっ買えるねっ！」

　驚くほどの速さで札束をポケットにしまう、ご機嫌な妹であった。




*・・*・・*・・*・・*・・*




「随分と……たくさん買ってきたのねぇ」

　家に帰ると成海ショップ公認ロゴ入りのエプロンをかけたお袋が出迎えてくれた。だが俺の両手に何段にも積み重なっている箱や袋をみて驚き顔だ。

「ママ～、コレと～、コレ。うちの店で売りたいから棚の隅っこにでも置いて欲しいんだけど」

「なーに？　魔導具かしら」

　手渡したのは妹がフリーマーケットで買った怪しげなマジックアイテム……と言う名のガラクタだ。《簡易鑑定》をやったので特別な効果がないことは分かっているが、妹によれば高値で転売できるとのこと。スライムリングを売って得たお金は半分は武具。もう半分は投資に回すことにしたのだ。

「売れたら次はどんなのを仕入れようかなー♪」

　このままどんどん資金を増やして店をデカくし、いつかは巨大ビルオーナーになりたいとのことだが……そんな取らぬ狸の皮を数えている妹の後ろ姿は随分と幸せそうだ。

（俺も良い物を取ってきて少しでも家計に貢献しないとな）

　俺の学費、来年は華乃も冒険者学校に入学するかもしれないので金がかかることだろう。そこで俺がダンジョンから良い物を持ってこれれば家も助かるはず。その当ても考えてあるけど今はまだレベルが足りない。

　焦らずじっくりとレベルを上げるとしてだ……とりあえず腹が減ったので飯を食おう。

　早くもぐうぐうと鳴り始めた俺の腹の音を聞いて、妹とお袋が楽しそうにコロコロと笑う。今日も成海家は平和そのものだ。
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